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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　それは長い一日の始まりで










　ガタンゴトン──





　カーブに差しかかったせいか、車両が大きく揺ゆれた。


「す、すみません」


　ちょうど通路を歩いていた女じよ性せいが、座ざ席せきへと倒たおれ込こんでいた。恋こい人びとと旅行中なのかフリルで飾かざった可か愛わいらしい格かつ好こうだ。座席は二人がけの椅い子すが向かい合わせに設せつ置ちされており、その背せもたれには小さな手すりがついている。それをつかみ損そこねたようだ。


　恥はずかしげに頰ほおを染そめて慌あわてる女性に、そっと差さし伸のべられる手があった。


「怪け我がはないですか、お嬢じようさん」


　手を差し伸べたのは、丈たけの長い黒服に身を包んだ青年だった。中性的で整った顔立ちなのだが、愁うれいに翳かげった表ひよう情じよう。男性としては少々長い金色の髪かみに青い瞳ひとみ。性別を問わず振ふり向かせてしまうような容よう姿しである。


　胸むねには大小二つの円に十字を重ねたオルダー教のロザリオを下げた、二は十た歳ち前後の神父だった。助け起こされた女性は夢ゆめでも見るかのような表情で惚ほうける。


「この列車は運転が荒あらいですね。嘆なげかわしいことです」


　そう言って優やさしく微ほほ笑えみかけると、女性は慌てたようにスカートの裾すそを直す。


「あ、ありがとうございました」


「いえ。まだ列車は揺れるみたいです。どうぞお気をつけて。また転ぶなんて……悲しいことがあったら大変です」


「は、はい。……悲しいですか？」


　一度頷うなずいてから、やや戸と惑まどうように聞き返す女性。神父は仰ぎよう々ぎようしく天を仰あおぐ。


「ええ、悲しいことです。転んでしまっては怪我をしてしまうかも知れません。せっかくキレイに着飾ったというのに汚よごれてしまうかも知れない。そんなことになったなら、どんな楽しいことを計画していたとしても暗澹たんたる気持ちで過すごさなければならなくなります。そう考えると……悲しくて！　胸が張はり裂さけそうです！」


　列車の中であることも顧かえりみず、今にも泣き出しそうな表情で叫さけぶ神父。女性はパクパクと言葉が出ないかのように口の開かい閉へいを繰くり返す。


「ひゃ──」


　続けて小さな悲鳴を上げた女性の視し線せんは、神父の正面の座席に注そそがれていた。


　そこには人型の巨きよ大だいな置物が鎮ちん座ざしていた。人間にしては大きすぎる。座すわった姿し勢せいをとっていても天てん井じようへ頭がこすれている。祭りかなにかの出し物なのか巨大な燕えん尾び服ふくで包み込み、腕うでを組んでいる。顔面は、フクロウかなにかをあしらったらしい木き彫ぼりの面で、うたた寝ねでもするようにこっくりこっくりと揺れていた。


　女性はその置物と神父を交こう互ごに見つめる。それからどうやら自分が関かかわってはならないものに関わっていると感じたらしく、スカートの裾をひるがえし、すごい勢いきおいで立ち去っていく。神父は所しよ在ざいなげにそちらへ手を伸のばし、そして項うな垂だれた。


　──悲しいです。やっぱりこのフクロウのせいですかね。


　神父は、自分の言動が不ふ審しんであるとは考えない。


　神父が落ちこんでいると、置物の首がピタリと止まり、それからグルリと回る。周囲の客たちがよくできた仕し掛かけだなと、感心したような視線を向ける。


「お目覚めですか、アーロンさん」


　アーロンと呼よばれた置物は、フオォォ──と、フクロウが鳴くような音を漏もらす。恐おそらくは欠あく伸びである。乗客たちからにわかに拍はく手しゆが上がり、神父は軽い頭ず痛つうを覚えた。


　拍手に気づくと、アーロンは片かた手てを上げて愛あい想そ良く頭を下げる。それで拍手がピタリと止まり、代わりに困こん惑わくしたような眼まな差ざしが大量に注ぎ込まれる。


　そんな乗客たちを気にも留とめず、アーロンはフクロウの仮か面めんを神父に向ける。


「まだ着かぬのか？　〈宣せん教きよう師し〉殿どの」


　フクロウの面に似に合あわず野太く重たい声。それで乗客たちもようやくそれが置物ではなく人間なのだと気付いたらしく、慌あわてて視線を逸そらす。


「通り名で呼ばないでくださいよ。俺おれはヨハエルですって。いい加か減げん名前くらい覚えてくださいよ」


「うぬ。その〝おはえる〟というのは呼びにくいのである。それに〈宣教師〉の方が言いやすいし分かりやすいではないか」


「だからヨハエル……はあ、もういいです」


　神父──ヨハエルがため息をつくと、アーロンはフクロウの仮面を傾かしげる。これだけ見ればやはり観光名所の置物にしか見えないのだが。


「それに、その首飾りを下げているのであれば、〈宣教師〉の呼び名に間ま違ちがいはあるまい」


「く、首飾りって、これは由ゆい緒しよ正しき〈精グレ杯イル〉のロザリオですよ？　これは俺たちが主オルダーの血によって祝福されてる証あかしなんです！」


「我わが輩はい、宗しゆう教きようには疎うといのである。なんであるかその〈精グレ杯イル〉というのは？」


　その一言に、ヨハエルは愕がく然ぜんとした。〈精グレ杯イル〉の名前くらい子こ供どもでも知っている。オルダー教を信しん仰こうしていなくとも、誰だれでも一度はその名を耳にしたことがあるはずだ。


　──なんと嘆なげかわしい……。挑ちよう戦せんですか？　この男、俺の信仰心を試ためしてるんですか？


　プルプル震ふるえるヨハエルに、アーロンはゆっくり首を振ふる。


「いや、名前は耳にしたことはあるが、詳くわしい謂いわれは聞いたことがないのである。その形のどこが杯さかずきなのか分からぬのである」


「……まあ、そういうことでしたらお話ししましょうか」


　フロアティナでの一いつ般ぱん的認にん識しきだとこんなもののようだ。ヨハエルはこれも布ふ教きよう活動なのだと気を取り直して講こう釈しやくを始める。


「──そもそも我が主オルダーは神の声を聞き、病やめるものを癒いやし、不実なものを正し、恵めぐまれぬものに救いを与あたえることができました。ですが、不実な信者の裏うら切ぎりにより受じゆ難なんに立たされたとき、彼は『罰ばつせよ』という神の声に反し、裏切り者を許ゆるしたのです」


「うぬ。立りつ派ぱな御ご仁じんであるな」


「それでも、悲しいことに主は神の意い志しに反してしまったのですよ」


「ぬ、怒おこられたのであるか？」


「まあ、そういうことになりますね」


「理り不ふ尽じんであるな」


「ちょっと！　真ま面じ目めに聞いてくださいよ」


　なんだか女によう房ぼうの愚ぐ痴ちでも語る酒場の客のような気分になり、ヨハエルは頭を抱かかえる。そもそも〝契けい約やく者しや〟相手に教きよう義ぎを説いている自分の方が間違っているのだろうか？


　それでも気を取り直すと、ヨハエルは健けな気げに講釈を続ける。


「神が罰せよと命じたのには理由がありました。それを無む視ししてしまった主オルダーは自らだけでなく使徒たちも受難に遭あわせることになってしまいます。それを予見した主オルダーは、自らの血を一いつ杯ぱいの杯に注ぎ込みました。──病めるときも健すこやかなるときも、我の血は汝なんじらの身に流れ、汝らを見守る──と仰おつしやって」


「うぬ。その文もん句くは我が輩も聞いたことがあるのである」


　教会の集会では必ず語られる言葉であり、巡じゆん礼れいする信者が旅の途と中ちゆう、唱え続ける言葉でもある。当然耳にする機会も多い言葉である。


「そして使徒たちも自分たちの血を注ぎ、主オルダーへ誓ちかいを立てたのです。その後、主は自ら受難を受け入れ天に迎むかえられました。だからそのときの杯を〈精グレ杯イル〉と呼び、主オルダーとの契約の証として俺たちは信仰の証としてるんですよ」


　歌うように熱を入れて語るヨハエル。あるいはこの大男を正しい道に導みちびけるのは自分だけかも知れないという使命感に駆かられ。


「うぬ。それでその首飾りが何な故ぜ〈精グレ杯イル〉なのであるか？」


　あまり通じたようには思えず、ヨハエルは悲しくなった。


「え……ええっとですね。杯って器うつわと台だい座ざがあるじゃないですか？　つまりこれは上から見たところなんですよ。二つの円はそれを示しめしていて、十じゆう字じ架かはそれが受難の中から生まれたことを示してるんです」


「うぬ。よく分かったのである」


　ようやく納なつ得とくしたらしくアーロンは大きく頷く。天てん井じようが頭をぶつけられゴキキキと不ふ吉きつな音を立てる。それからなにか思い出したようにキョロキョロと辺りを見回す。その都度天井がゴリゴリと軋きしみ、近辺の乗客がにわかに腰こしを浮うかす。


　一体、どうやって列車の中に乗り込んだのかと疑ぎ問もんを抱いだく大きさだが、客席で待っていたヨハエルが、少し目を離はなした隙に突とつ然ぜん現あらわれたのだ。この巨きよ体たいで誰にも気づかれず移い動どうするというのはただものではない。


「うぬ、ヒラサカ殿は何ど処こだ？」


「風に当たってくる、とずいぶん前に席を立たれましたよ」


　今まで気づかなかったのかとヨハエルは呆あきれる。もちろんこの置物といっしょに並ならんでいることに耐たえかねてのことだろうが、当人にそれを告げるのも気の毒というものだ。


　アーロンはフクロウの仮か面めんでヨハエルの顔をマジマジとのぞき込むと、何故か傷きずついたようにため息をついた。


「うぬう……、そろそろ到とう着ちやくの時間であろう。我が輩が呼びに参ろう」


　どうやら立ち上がろうとしたらしく、天井がメリメリと断だん末まつ魔まのごとき悲鳴を上げる。


　──この人、どうやって降おりるつもりなんですか？


　車両に揺られながらずっと疑問に感じていたことだが、本当に心配になってきた。ヨハエルはなんとかアーロンを席に押おしとどめる。


「あの人も〝契約者〟なんですから時間には戻もどってきますよ」


　契約者──精せい霊れいに対たい価かを支し払はらい、精霊から異い能のうの力を与えられた存そん在ざい。対価は自分の命という硬こう貨かの中から支払われ、それは制せい約やくという名の束そく縛ばくを生み出す。その中に〝契約は破やぶれない〟というものがあった。契約者は一ひと度たび交かわした約束を違たがえられない。


　やがて、通路の向こうから小さな人ひと影かげがやってくる。


　車内だというのに傘かさのような形をした大きな帽ぼう子しをかぶり、身にまとっているのは衣服ではなく幾いく重えにも巻まき付けた帯のような布ぬのだ。肌はだが見えないほどぐるぐる巻きで、クネクネと曲がりくねった模も様ようが縫ぬい込こまれている。東方の島国キョクトの文字だ。背せ中なかには自らの身長ほどもある長い棒ぼうを背負っており、そちらもやはり布切れで巻かれている。


　それを目まの当たりにした乗客たちは、もはや世界の終しゆう焉えんのような慌あわてぶりで荷物をまとめ始める。


「ヒラサカ殿！　もうすぐ着くのである」


　アーロンが呼びかけると、車両中の窓まどがミシミシと悲鳴を上げた。声の大きさも体たい格かくに比ひ例れいして巨大である。正面にいたヨハエルは一いつ瞬しゆん目の前が白くなった。


「アーロンさん。他ほかのお客さんもいますから、もう少し声を落としてください」


　涙なみだを浮かべながらそう抗こう議ぎすると、アーロンは恥はずかしがるようにフクロウの仮面の頭をかく。ゴキンとなにか致ち命めい的な音が響ひびき、二人がけの座ざ席せきが大きく沈しずみ込む。どうやら天井よりも先に座席の方へ限げん界かいが訪おとずれたようだ。


　やってきた異邦人──カナメ＝ヒラサカはヨハエルの隣となりに腰こし掛かける。もちろん正面の座席はアーロン一人……いやそれすらも支ささえきれずに圧あつ壊かいしたからだ。


「ヒラサカ殿、外にはなにかおもしろいものはあったのであるか？」


「いや……。特に、じゃな」


　くぐもった低い声。しゃべり方は年とし寄より臭くさいがそう装よそおっているだけで若わかい可か能のう性せいもある。外見や声からは年ねん齢れいどころか性せい別べつ、いや人種すら特定できない。もしかしたら人間ではない可能性もあるが、ひとまず人型ではある。


　ヒラサカがそう答えるとアーロンは不思議そうに首を傾げ、残ざん骸がいと化した座席がさらにメシメシとうめき声を上げる。


「では、なにゆえ外に出ていたのだ？」


　──君がその質しつ問もんをするのは大きく間違ってますよ。


　心の中で適てき切せつな注意を投げかけていると、カナメは重々しく頷うなずく。


「外は、涼すずしいのじゃ」


「ここは、暑いのであるか？」


「この格かつ好こうが、暑いのじゃ」


　それは返答を濁にごしたのか、それとも本当に暑いのか、カナメの表ひよう情じようから……いや表情自体を窺うかがうことはできないため判はん別べつがつかない。


　──やはり、あの格好は暑いのですかね？


　どこかずれた会話にヨハエルがこちらの大陸は暑いし、と現げん実じつからの逃とう避ひを試みていると、アーロンがユッサユッサと体を揺ゆする。座席どころが車両自体がメリメリと嫌いやな音を立て、列車の速度が急に遅おそくなる。


「──えー、ただいま車両が突とつ風ぷうに煽あおられたため運行速度を落としております──」


　蒼そう白はくな顔色をした車しや掌しようが、そんな報ほう告こくを投げかけながらすごい勢いきおいで通り過すぎていく。ヨハエルは無事に目的地にたどり着けるのか不安になってきた。


「涼しいとはいかな感覚であったか？」


「暑いと感じた後には心ここ地ちよいものじゃ」


「されば、暑いとはいかな感覚であったか？」


「汗あせが出てきて嫌いやな感じじゃな」


　完全にずれた会話に、ヨハエルは頭ず痛つうを覚えた。


「我わが輩はい、『暑い』や『涼しい』といった感覚が分からぬ。標的はよく『痛いたい』と喚わめくがのう。しかし『痛い』というのもいかな感覚だったのか、今となっては思い出すことも難むずかしいのである」


　それがアーロンの能力なのだろうか。フクロウの面越しではその真意は窺いようもないが……。


　それを観察していると、ヨハエルは突とつ然ぜん傘のような帽子に顔面を殴おう打だされた。どうやらカナメが顔の向きを変えたらしい。帽子に完全に覆おおわれ、表情どころかどんな顔なのかすら分からないが、カナメがそれを気にした様子はなかった。


「それでおんし、契けい約やく者しやを三人もかり出すほど〝あの話〟には根こん拠きよがあるのか？」


「え、ええ、信しん憑ぴよう性せいは高いと思います」


　帽子の直ちよく撃げきを受けた顔をさすりながら、ヨハエルは落ち着いた笑えみを浮かべて答える。


「──〈アルス・マグナ〉──その精せい霊れいが手に入れば〝対たい価か〟が還かえってくるはずです」


　──契約の対価が還ってくる──


　契約者にとってこれほど魅み力りよく的な話はない。何な故ぜなら対価こそ能力の大きさを左右する要よう因いんであり、最大の障しよう害がいでもあるからだ。もしも支し払はらった対価が還ってくるというのなら、契約者は無む尽じん蔵ぞうに対価を捧ささげ制せい限げんのない能力を手にすることができるだろう。


　そして、そのバカバカしいほどの夢ゆめ物語が叶かなうかも知れないという話があった。


「俺の古い知り合いに、そういった研究をしてる奴やつがいたんですよ。錬れん金きん術じゆつってやつでしてね。悲しいことに、自分の女によう房ぼう子こ供どもまで研究材料に使うほどのめり込んでましたよ」


「……錬金術？」


　カナメが怪け訝げんそうな声を返すが、それももっともな話だ。錬金術と聞いてうさん臭くさいと思わぬものは少な──


「──辞書には載のっていなかった。なんという意味じゃ？」


　ヨハエルは窓ガラスに顔面をぶつけた。カナメ──遥はるか東方の島国キョクト出身の契約者。日にち常じよう会話に問題はないが、やはり専せん門もん用語には不ふ慣なれらしい。


　ヨハエルは、できるだけ専門用語を避さけて錬金術がどんなものかを説明する。


「──つまり神の奇き跡せきを自分の手で行うのが目的で、その手しゆ段だんや証しよう明めいの一いつ環かんとして鉛なまりを金に変えようと考えていたのか？」


「そ、そうです。それで〈アルス・マグナ〉というのはその手段を指す言葉だったんですけど、どうやらその名で呼よばれる精霊が存そん在ざいするみたいですね」


「ふむ。それでそやつは対価が還ってきたのか？」


「いいえ。嘆なげかわしいことに、あと一歩ってところで誰だれかに消されてしまいました。屋や敷しきごとね」


「では成功したのかどうかは分からぬではないか」


「まあまあ。それでそいつは領りよう地ちごと消されてしまい、研究資し料りようも残らなかったんですが、名前くらいは残ってたわけですね」


「名前……？」


「はい。そいつはリカルド＝ヴヽァヽレヽンヽシヽュヽタヽイヽンヽって名前だったんですよ」


　その名前を出すと、カナメは重々しい声で呟つぶやく。


「──エルミナ＝ヴヽァヽレヽンヽシヽュヽタヽイヽンヽ……といったか」


　それが〈アルス・マグナ〉の所持者の名だった。


「そういうことです。珍めずらしい名前ですからね。リカルドの身内だとしたなら、あながち与よ太た話ばなしでもないと思うんですよ」


　カナメはその説明では納なつ得とくできなかったのか、考え込むように俯うつむく。


「……まあ、私は契約者が斬きれるならそれでよい」


　なにかよほど契約者に恨うらみでもあるのか、カナメはそう呟いていた。ヨハエルは自分もそのうち斬られるのだろうかと、僅わずかに身を引く。そんなヨハエルにアーロンがフクロウの仮か面めんの暗い双そう眸ぼうを向けてくる。


「……〈魔ま弾だんの射い手て〉と〈黒こく衣い〉はどうするのであるか？」


　二つとも名の通った契約者の通り名だ。彼らはヨハエルたちよりも先に情じよう報ほうを摑み、標的であるエルミナに接せつ触しよくしているという話だった。その後の消息は不明だが、鉢はち合あわせになる可か能のう性せいがある。


　ヨハエルは世界の全すべてを哀あわれむような翳かげのある笑みを浮かべる。


「彼らが動いてから二週間が経たってます。それだけ時間があってなんの情報も流れていないってことは、消されているか……もしくは生きていても失敗したかどちらかですよ。俺おれたちに取り入ってくることはあっても、邪じや魔まをするような悲しいことはないですよ」


「……なら、よいのであるが」


　まだどこか納得していないような口ぶりではあるが、アーロンはそれ以上はなにも言ってこなかった。


「──まあ、とにかくそういうことです。標的に接触するまではできるだけ目立たないように…………あー、もめ事を起こさないでくださいね？」


　言いかけた要求が絶ぜつ望ぼう的に手て遅おくれだと気づき、ヨハエルは懇こん願がんするように言った。


　やがて、ガコンと大きく車両が揺ゆれて列車が停止する。ヨハエルはとうとうアーロンの重量に耐たえきれず運行不能になったのかと震ふるえるが、どうやら駅に到とう着ちやくしたらしい。


　それからこの大男がどうやって降おりるのかという疑ぎ問もんを思い出していると、カナメが音もなく立ち上がる。ヨハエルの前を通り過すぎ、車両の壁かべに手をつけると小さく呟く。


「──呑のみ込こめ〈沙イサ波ナミ〉」


　ヨハエルは目を瞠みはった。木もく製せいの壁が水みな面ものように波打ったのだ。それを確たしかめると、アーロンは嬉うれしそうに体を揺する。


「すまぬなヒラサカ殿どの。貴き殿でんがおらねば我わが輩はい、列車から降りられぬところである」


　そう言うと、アーロンは勢いきおいよく立ち上がる。天てん井じようが破けると思ったヨハエルは、再ふたたび目を瞠ることとなった。


　ジャボッ──


　アーロンの巨きよ体たいが天井を貫つらぬくが、破は壊かいされたわけではなさそうだった。見上げてみると、天井も水面のように揺らいでおり、水の中から水面を見上げているような光景だった。


　──物体透とう過か能のう力りよく……ですか。


　ヨハエルがそれを観察するうちにアーロンは直ちよく接せつ外のプラットホームへ降り立つ。どうやら乗り込むときもこうやったようだ。続いてヒラサカも壁を素す通どおりしてホームへ降りる。扉とびらの存在意い義ぎは完かん膚ぷ無なきまでに無む視しされた。


　──〈東とう方ほう不ふ敗はい〉に〈牧ぼく神しん〉ですか……。


　契けい約やく者しやが集しゆう団だん行動をとることは少なく、そして仲間であってもその能力を打ち明けることはない。契約者にとって他者に自分の能力を知られるということは、弱点を知られることでもあるからだ。


　それゆえ、契約者には仲間意い識しきというものが存在しない。


　ヨハエルはまるでこれから死地に赴おもむくものを見送るような、憐れん憫びんに満ちた表ひよう情じようを浮かべる。その眼まな差ざしはホームに降りた二人の契約者の背せ中なかに注がれ──





　ピリリリリリリリリリリリリリリリッ──





　そして、けたたましいベルの音が響いた。ガタンと車両が揺れる。


「──ああああああああっ！　ま、待ってください！　降ります。降りますっ！」


　ヨハエルの叫さけびも虚むなしく、鉄くろがねの列車はガタンゴトンと重たい音を響かせ動き始めていた。
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　サビとホコリのにおい立ちこめる、ロックウォールの街外れ。


　今日も開け放たれている装そう飾しよく細かな錬れん鉄てつの正アー面ケー門ド。その向こうには見上げるほど大きな木々が並ならんでおり、それを断たち割わるように真っ白な石いし畳だたみの通路が延のびている。


　しかしその上品な正面門付近に、争いでもあったように荒あれている部分があった。熊くまでも暴あばれたかのように草木が乱みだれており、木々も数本がへし折れている。


　その奥おく──玄げん関かんには黎フル胡カー桃ヌ製の重じゆう厚こうながらも気品ある扉に、翼つばさを模かたどったヴァレンシュタインの紋もん章しようが刻きざまれている。数世紀に及およぶだろう時間の流れを感じさせる、荘そう厳ごんにして雄ゆう大だいな佇たたずまい。この大陸の文化を無視したような上流階級の屋や敷しきがそびえ立っている。


　蜃しん気き楼ろうの屋敷の名で呼よばれる、怪あやしくも美しい屋敷である。


　その屋敷のテラスには輝かがやくような陽光が射し込んでおり、そこでカタンと小さな音を立ててティーカップを下ろしたのは、人形めいて表情のない少女だった。


　深みのある翠すい玉ぎよくの瞳ひとみに暗い翳かげを揺らし、陶とう器きのように滑なめらかかつ艶つややかな肌はだは汚れない純じゆん白ぱく。飾かざり気のないドレスは瑠る璃り色いろで、折れそうなほど細い体の線に添そっている。


　ヴァレンシュタイン家当主エルミナ＝ヴァレンシュタインだ。


「……話は、分かった」


　銀ソ啼ロー鳥ネのごとく静かながらもよく通る声。しかしその声はどこか重々しく響いた。


　その正面に傅かしずいているのは、パリッとした燕えん尾び服ふくに身を包み、愛あい嬌きようのある丸メガネをかけた少年だった。エルミナに仕える執しつ事じマルク＝マルドゥークである。


　普ふ段だん、涼すずやかな笑えみを絶たやさぬマルクだったが、今はその笑みも影かげを潜ひそめ、なにかを堪こらえるように険けわしい表情を見せている。


　エルミナはマルクの報ほう告こくに対しての対たい策さくを考えているのか、ティーカップを傾かたむけながらも、どこに焦しよう点てんを当てているのか分からないぼんやりとした眼差しだった。


「……確かく認にんをしておくが、君やアイシャでも手に負えないのだね」


「申もうし訳わけございません。私も正確なところは把は握あくしかねています。恐おそらく私やアイシャではその場しのぎの対たい応おうにしかならないと思われます」


「……分かった」


　エルミナは、ようやくマルクへ視線を向けた。そこにはやはり表情というものは存そん在ざいしなかったが、翠玉の瞳はなにかしら決心を秘ひめたものだった。





「……やはり、庭ガー師ドナーが必要のようだ」





　現げん在ざいこの屋敷には、マルクを含ふくめて三人の使用人がいる。マルクは執事──食事や紅こう茶ちやの給きゆう仕じという本来の職しよく務むの他ほかにも、このだだっ広い屋敷の掃そう除じ全ぜん般ぱんを担になっている。アイシャは侍じ女じよ──エルミナの着き替がえや衣服などの管理が専せん門もんであり、その他にも花か壇だんなど見み栄ばえのする場所の管理を片かた手て間まにこなしている。


　そしてその二人を統とう括かつすべき家令のドミニクは、当主のエルミナが若わかすぎるため彼女の代行として屋敷の外を駆かけ回っていることが多い。今も鉄道王と呼ばれる人物との取引で二日ほど留る守すにしたままである。


　つまり使用人の数が足りない。どう考えても足りない。絶ぜつ望ぼう的に人手不足である。勤きん務む初日から問題には思っていたが、とうとう屋敷の管理に限げん界かいが来たのだった。





　数十分前。マルクは郵ゆう便びん物ぶつを受け取りに行き、そのとき郵便屋から庭の有様を聞かされた。木が倒たおれて庭がめちゃくちゃになっていたのだ。なにか争いごとでもあったかのような光景だったが、それならば屋敷の主あるじたるエルミナがなにも言わないはずがない。


　一通り調べてみて、どうやら虫か病気にやられたらしいことは分かったのだが、マルクもアイシャもその具体的な対たい処しよ法ほうを知らなかった。


　そして、恥はじを忍しのんでエルミナに報告に来たのだった。





　一応、以前から使用人募ぼ集しゆうの広告は出しているが、それを見てやってくる人間は皆かい無むだった。というのも、この蜃気楼の屋敷の存在は一部の情じよう報ほう通にしか知られていない上に、許きよ可かなきものを遠ざける力もあるからだ。


　広告を見たものならばたどり着ける仕組みになっているのだが、やはりそんな得体の知れない場所へ無む警けい戒かいにやってくる人間は少ない。マルクがこの屋敷で働き始めてから、やってきた部外者は医い師しと郵便屋を除のぞけば殺し屋だけである。もはや殺し屋の中から使用人を選ぶことを視し野やに入れた方がいいような絶望的状じよう況きようである。


「……ともかく、庭ガー師ドナーの件けんはなんとかする。君はアイシャと庭の片かた付づけを頼たのむ」


「かしこまりました」


　マルクは礼れい儀ぎ正ただしく腰こしを折り、……それから室内のテーブルへと視線を向けた。


「ところで、あちらはもう片付けてもよろしいでしょうか？」


　涼やかな風が吹ふき抜ぬけるテラスのテーブルとは対照的に、部屋の中のテーブルには山……というより塔とうのように無数の書物が積み重ねられていた。


　エルミナはなんら表ひよう情じようの変化も見せず、当然のようにこう言った。


「……かまわない」


　それが「頼む」ではなく「片付けてもいい」という返事だったことに、マルクは心の中で小さく嘆たん息そく。どうやらエルミナは、読み終わった本の片付けはマルクがするものだと考えているようだ。


　それが嫌いやなら「片付けようか」などと訊きかなければいいのだが、目につくとついつい気になってしまうのだ。結局のところ、マルクは執事という職しよく業ぎように馴な染じみきっていた。


　背せ表びよう紙しを指で支ささえ、真まっ直すぐ肘ひじを伸のばした腕うでに沿そわせるようにして抱かかえると、数十冊さつからなる本の塔は崩くずれることなく移い動どうする。もう片方の手に飲み終わったティーセットを抱えると、マルクは曲きよく芸げい師しのように落ち着いた足取りで主の前から下がった。





　本を書庫に片付けたあと、マルクはアイシャと二人で庭の片付けを始めていた。


　クルクルとしたくせっ毛に、琥こ珀はく色いろの瞳とクーラン特有の褐かつ色しよくの肌。群ぐん青じよう色いろのスカートに真っ白な前まえ掛かけとヘッドドレス。アイシャは今日もいつも通りの侍じ女じよ姿すがたである。


　倒とう木ぼくは夕方に業者に回かい収しゆうに来てもらうよう連れん絡らくできたが、それまでこのまま放置しておくわけにはいかない。


「そういえば、あの郵便屋さん、よく来ますね。マルクさんのお友達なんですか？」


「いえ、仕事で来ているだけですよ」


　倒木のことを知らせてくれたのは郵便屋のテッドだった。来らい訪ほう者しやの少ないこの屋や敷しきに、彼は僅わずか十日の間に四、五回来ている。使用人以外でこの屋敷にもっとも出入りが多いのはこの男である。


「でも、ご用事っていつもマルクさんにじゃないですか？」


「ああ、ええ……。最近、雑ざつ誌しの定期購こう読どくを始めましたから、それでですよ」


「雑誌ですか？」


　アイシャが興きよう味みを持ってしまったらしいことに気づき、マルクは口が滑すべったと思った。しばし躊ちゆう躇ちよしたのち、マルクは正直に話すことにした。彼女も契けい約やく者しやなのだ。知っておく必要があるかも知れない。


「ええ、アイシャが読むには少し早いように思えますが『週しゆう刊かん契約者』という雑誌です」


「しゅ、週刊……？」


　さすがにアイシャも戸と惑まどったような声を上げる。


「はい。週に一度刊行されているもので、大きさは伝でん聞ぶん紙しと同じですね。噂うわさ話をまとめたようなもので鵜う呑のみにするわけにはいきませんが、他の契約者の情じよう報ほうを知りたければ役に立ちますよ」


　契約者が行動すると、その不ふ可か解かいさからどうしても噂というものが立つ。それを基もとに編へん集しゆうされているようなのだが、数行の周辺事情も記き載さいされており、判はん断だん材料としてはすこぶる優ゆう秀しゆうだ。何者が編集しているのかは記されていないが、無む視しできるものではない。


　マルクは今まで特定の場所に長く留とどまることがなかった。たまたま手に入ったときに目を通す程てい度どだったが、ようやく住じゆう居きよが一つに定まったので、早さつ速そく定期購読を始めたのだ。


「知りませんでした。契約者って、社会的にも認みとめられてたんですね」


「いえ、そういうわけではないのですが……」


　契約者の存そん在ざいは、やはり一いつ般ぱんには認にん知ちされていない。保ほ安あん官かんやギャングなど、一部の人間にしか知られていない。それゆえこんな雑誌があるなど普ふ通つうの人間は知らないはずだ。


「どういうことが載のってるんですか？」


「その週に動きのあった契約者の情報や、あとは契約者募集の広告などですね。まあ、契約者が本名や能のう力りよくを知られては致ち命めい的ですので、通り名で示されてますが」


「通り名ですか？」


「はい。ある程度実じつ績せきのある契約者はだいたい通り名を持っています。自分で名乗る方も希まれにいるようですが、多くの場合は知らない間につけられていますね」


　だからそれが自分を示す通り名だと知らない契約者もたまにいる。マルクも黒コートに身を包んでいた自分の通り名が〈黒こく衣い〉だと知ったときは、少し落ち込んだ……。もっとも現げん在ざいの燕えん尾び服ふくとて黒なのだから〈黒衣〉の名は、あながち間ま違ちがいでもないのだが。


「あとは、売り出し中の契約者が自分から広告を載せることもありますし、雑誌の方で勝手にランキングを作ったりもしてますね」


「う、売り出すんですか？　それにランキングって一体……」


「強弱でつけると問題が多いようですからね、『狙ねらわれたくない契約者トップ10』だったり『友達になりたい契約者トップ10』だったり……」


　アイシャでも興味を持てそうな記事を紹しよう介かいしているつもりなのだが、彼女は何な故ぜか落ち込んだように膝ひざを抱かかえていた。ちなみに『いっしょに歩きたくない契約者』のトップ６に〈黒衣〉の名前があったことは秘ひ密みつである。


　しゃべりながらも、マルクは倒木の移い動どうに奮ふん闘とうしていた。なんとか滑かつ車しやのついた荷台に載のせると、アイシャが不思議そうに首を傾げた。


「マルクさんの能力って、ものを動かしたりってできないんですか？」


　契約者であるマルクの能力は、影かげを操あやつり拘こう束そくし、あるいは破は壊かいするものだった。


「無理ですね。止めたり壊こわしたりはできますが、移動となると影の位置が変わりますからね。手足を操る程度なら問題はないのですが」


「じゃあ、壊してから運んだら楽なんじゃないですか？」


「ご冗じよう談だんでしょう。倒木とはいえこれだけ立りつ派ぱな木なのです。木材としてきちんと値ね打うちがあります。それをむざむざ壊すなどという愚ぐ挙きよは考えられません」


「そ、そういうものなんですか？」


「そういうものです。そしてその木材を売うり払はらった代金は、……使用人の臨りん時じ収しゆう入にゆうにして良いのですよ」


「えええええっ？　それって悪いことじゃないんですか？」


　生き真ま面じ目めな反はん応のうを見せるアイシャに、マルクは優やさしく微ほほ笑えみかける。


「アイシャ……。人を幸せにできるのはお金なのですよ？」


　怪あやしい光を瞳ひとみに宿すマルクにアイシャは小さなため息を漏もらした。


「マルクさんがまた罪つみを重ねてます……」


　──また……って、私が他になにをしたと？


　アイシャ＝クラン＝ウィードは精せい霊れいの〈魔ま眼がん〉を持った契約者である。その能力は視界に映うつるものを〝灰はい〟に変え、視界に映らないものを〝視みる〟ことである。マルクが厨ちゆう房ぼうから銀製のナイフを持ち出してまだ返していないことや、酒さか蔵ぐらの紫プ房ル果テア酒しゆを地下酒場に売り払おうと考えたこともしっかりバレていたりした。


　心当たりが次々と浮かび、マルクは決心がくじけそうになる。しかし先日有り金を根こそぎ失ったばかりなのだ。ここで負けるわけにはいかない。


「どうでしょう。せっかくの臨時収入です。アイシャ、あなたもお洋服などを買ってはいかがですか？」


　アイシャがこの前まえ掛かけとワンピースの侍じ女じよ姿すがた以外の格かつ好こうをしているところは見たことがない。彼女も女の子である以上、洋服に興味がないとは思えない。聖せい者じやのような微び笑しようを以もつて囁ささやくと、アイシャは歓かん喜きと不安と期待の表ひよう情じようをめまぐるしく浮かべた。


「だ──駄だ目めです。お屋や敷しきのものを勝手に売っちゃうなんて……。それに、洋服はエルミナがくれるし──はっ！」


　それから、なにかとてつもない期待を込めた視し線せんをマルクに向けてくる。


「マルクさんがあたしの洋服を買ってくれるんですか？」


　──何な故ぜそうなるのです……！


　思わずのど元まで込み上がった言葉を既すんでに呑み込み、マルクは穏おだやかな笑えみを浮かべる。取り分が減へるのは痛いたいが、それでアイシャが黙だまっていてくれるのならば、高くはない。


「ええ、かまいませんよ。お好みのものを選ばれると良いでしょう」


　──一ひと度たび共きよう犯はん者しやにしてしまえば、後ろめたさが勝まさって次から文もん句くは言えないはずです！


　なにか計画を立てるたびに失敗しているというのに、マルクは未いまだにその法ほう則そくに気づいていなかった。


　アイシャは嬉うれしそうに無む邪じや気きな笑え顔がおを浮かべる。


「わあ、ありがとうマルクさん！　エルミナになにを買ってもらうか相談してきます！」


　──エルミナにバラしてどうするのですか！


　マルクがそう止める間もなく、アイシャはパタパタと駆けていく。よほど嬉しかったらしく、ほとんどスキップである。


　これにより、マルクが倒とう木ぼくを売り払おうとしたことがエルミナに知られた。
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　マルクがガックリと膝を折っていると、不意にとある疑ぎ問もんが浮かんだ。


「──地面は、元に戻るのですね…………」


　すぐ隣となりでは何本もの木が倒たおれている。切きり株かぶを残して幹みきからへし折られたものもあるが、根本から引き抜ぬかれたものもある。当然、地面は抉えぐり返されている──はずなのだが、足あし下もとにはしめった土ど壌じようがなにごともなかったかのように広がっている。


　ここは蜃しん気き楼ろうの屋敷。揺ゆらめく蜃気楼は何者にも砕くだけない。


　一見ただの（とつけるにはあまりに広大だが）豪ごう邸ていに見えるが、ここはエルミナの能のう力りよくの支し配はい下かにある。用のないものには知覚できないし、敷しき地ち内ないが破壊されれば時間が戻もどったかのように復ふく元げんされるようにできている。


　以前、アイシャがうヽっヽかヽりヽ壁かべに大おお穴あなを開けてしまったことがあるのだが、そのときも数時間と経たたずに元に戻っていた。しかし倒木は元に戻っていない。庭は範はん囲い外がいなのかとも思ったが、地面は復元されていた。


　──復元されるものと、されないものがあるようですね……。


　思い返してみると、銀食器や調度品の手合いはホコリも積もるし汚よごれもする。手入れをすればキレイになるし、次の日には汚れているようなこともない。しかしかまどのススは何度落としても次の日には元に戻っている。これはススまで復元されているらしい。


　かと思えば庭の花か壇だんは毎日アイシャが手入れしているし、摘つんだ花が復元されることもない。そのわりには地面はこの通り復元されている。


　──外から持ち込こまれたものは影えい響きようを受けていないのでしょうか？


　調度品はよそから贈おくられたり、家令のドミニクが持ち込んだものだ。花壇の花も、元は外から持ち込まれた種というものだったはずだ。


　──ですが、ここの木はワイルドバーンにはないもののはずですね……。


　ワイルドバーン大陸はその名の通り燃もえるように暑い。だというのに庭の一部には紅ア甘ポル実ロの木など寒冷地方特産の木々が生えている。そもそもこのロックウォールの街付近には本当に荒こう野やしかなく、大きな木々が生えるような環かん境きようではない。


　マルクはじっと倒木を見つめていた。いや、正せい確かくにはその周囲にまき散らされた〝赤い土〟──ワイルドバーンの荒野の破は片へんを……。


　──そもそも、ここで植物が育っていること自体が異い常じようなことでしたね……。


　マルクは知っていた。この広大にして緑豊ゆたかな庭園の下には、赤い荒野が広がっているのだ。それも手首ほどの深さまで掘ほれば、すぐに掘り当てられるような浅さで。


　譬たとえるならこの屋敷と庭園は、蜃気楼を映した巨きよ大だいなシャボン玉なのだ。そしてそのシャボン玉の境きよう界かい線せん上に花や木々は生えている。その微び妙みような位置づけが植物たちにあるはずのない生長を与え、しかしやはり外から持ち込まれたものゆえ復元はされないのだろう。


　そう考えたところでマルクはハッとした。


　──待ちなさい。それでは普ふ通つうの庭にわ師しに、こんな庭は診みれないのではありませんか？


　技ぎ術じゆつ的には可か能のうかも知れない。倒木の回かい収しゆうとて外の業者に依い頼らいできたのだから。可能かも知れないが、そんな怪あやしい庭で働いてもいいという人間がいるだろうか？　マルクやアイシャは契けい約やく者しやゆえ、ちょっとやそっとのことなら受け入れられるが、一いつ般ぱん人では不可能なのではないか？


　──これは問題です……！


　新たな問題にマルクが呻うめいていると、不意に目の前に影かげが差した。雲でも出てきたのかと顔を上げ、マルクは絶ぜつ句くした。


　すぐ目の前に、巨大な彫ちよう像ぞうが置いてあった。なんの冗じよう談だんか、燕えん尾び服ふくを着込んだ巨大なフクロウである。いや、人間にフクロウの頭をつけたと呼よぶべきだろうか、燕尾服にしても特注サイズなのだろうが、ボタンが留まっているのが不思議に思えるほどパツパツである。


　啞あ然ぜんとしたところ、それがどうやら人間らしいことに気づき、さらに困こん惑わく。フクロウ男はマルクの顔をマジマジとのぞき込んでいた。


　──もしかして、倒木を回収に来た業者の方でしょうか？


　混こん乱らんする脳のうがなんとか算出できた可能性がそれだった。


　この巨体なら土木作業が似に合あいそうだし、この明らかに無理をしている燕尾服姿もここに来るために無む理り矢や理り身なりを整えたと考えれば納なつ得とくできる。この屋や敷しきは街で蜃気楼の屋敷と呼よばれ、妖よう精せいのように美しい娘むすめが住んでいると噂されているのだから。


　しかし何な故ぜフクロウの仮か面めんなどしているのだろうか。マルクが反はん応のうに戸と惑まどっていると、フクロウ男は重たく低い声で語りかけてきた。


「うぬ、倒木を回収して欲ほしいと頼んだのは、こちらの屋敷で間ま違ちがいないのであるか？」


　どうやらやはり建けん築ちく業者のようだ。フクロウの仮面は、業者のシンボルなのかも知れない。屋敷の正面門には門番も呼び鈴りんもない。向こうも向こうで戸惑っていたのだろう。


　マルクは気を取り直して立ち上がり、いつもの微び笑しようを浮かべた。


「これは失礼いたしました。午後にいらっしゃると伺うかがっていたのですが、ずいぶんお早かったのですね」


「うぬ！　我わが輩はい、仕事とあれば風のごとく迅じん速そくなのである」


「はあ……、熱心な方でございますね」


　途と方ほうもなく怪しい格かつ好こうではあるが、仕事には意い欲よく的なようだ。マルクはまとめかけていた倒木を指し示しめす。


「しかし助かります。正直、私どもでは動かすのにも手を焼いていたのです。ええっと、馬車かなにかでいらっしゃったので？」


　正面門の方向へ視し線せんを向けても、それらしいものは見あたらなかった。連れん絡らくをした建築業者は最近流は行やりの火オー力トラ車ンナというものを仕入れたらしい。もしかしたら見られるかも知れないとマルクは期待していたのだが……。


「うぬ、すまぬが我が輩、火オー力トラ車ンナは持ってきておらぬ」


「そ、そうですか……」


　やはりここの業者の人間は仕事のたびに同じことを訊きかれるのだろう。まるで心を読んだようにフクロウはそう答える。


　それから、マルクは不意に違い和わ感を覚えた。


「……はて、それではどうやって倒木を回収なさるのです？」


　フクロウがピクリと身を震わせたのを、マルクは見み逃のがさなかった。フクロウはうろたえたように宙ちゆうへ手をさまよわせ、やがてなにかを思いついたらしく倒木へ手をかける。


　次の瞬しゆん間かん、マルクは目を見開いた。


「それは、こうやって運ぶのである！」


　フクロウ男はマルクの胴どう体たいほどもある大木を、酒さか瓶びんでも担かつぐように軽々と担ぎ上げる。すでに人にん間げん業わざではない。この男が契約者である可能性を考こう慮りよすべき現げん象しようである。


　それでも、マルクは涼すずやかな笑えみを浮かべた。


「すごい力ですね。……それで、そのままお持ち帰りになるので？」


　そう問いかけると、フクロウ男は困こまったように頭をかいた。


「うぬう……。貴き殿でんもなかなか抜ぬけ目ない」


「恐きよう縮しゆくです。それでお客様はどういったご用向きでございましょう？」


　エルミナに刺し客かくや誘ゆう拐かい犯はんが差し向けられるのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。そういった可能性はもちろん考慮に値あたいするのだが、この大男がなんのつもりでこんな格好をしているのか……もとい、なんの目的でやってきたのか、今ひとつ見当をつけかねていた。


　フクロウはなにやらしばらく考え込んでいたが、やがて諦あきらめたように首を振った。どうやら上う手まく説明できる言葉が思い付けなかったようだ。


「うぬ……、つまりであるな、この屋敷にエルミナ＝ヴァレンシュタインという娘がいるはずなのである。その娘の身み柄がらを引き渡わたしてもらいたいのである」


　どうやら暗殺ではなく誘ゆう拐かい目的のようだ。マルクは微笑のまま丁てい寧ねいに腰こしを折る。


「分かりやすくて助かります。そういった御用向きのお客様は、ここでお引き取り願うことになっております」


「うぬ、取り次いではもらえぬのか？」


「主あるじに害をなすものを片かた付づけるのも執バト事ラーの職しよく務むでございます」


「うぬ……、それでは、仕方があるまい」


　そう言って、フクロウは倒木を放ほうり捨すてた。ズシンと重たい音が響く。マルクは表ひよう情じようを険けわしくする。


　──なんということです……！


「恐ろしいのなら退ひくが良い。我が輩から逃にげ出したのなら、貴殿の主も咎とがめはすまい」


「許せません。その木材が一体いくらで売れるとお思いなのですか」


「健けな気げである。主のために一身を飛つぶ礫てと換かえて投じるのであるか」


「いや、誰だれもそんなことは言ってませんって、木材……」


「うぬ。隠かくさずとも良い。恥はずべきことではない。むしろ貴殿はそれを誇ほこるべきである。されば我が輩も全力を以もつてお相手するのである」


　フクロウは感かん極きわまったように天を仰あおぎ、それからマルクへ向き直る。マルクの主しゆ張ちようは壁かべでもあるかのように届とどくことはなかった。


「はあ……。今日は忙いそがしいのですがね」


　ため息をつきつつも、フクロウ男が契けい約やく者しやであった場合を考慮し、マルクは勢いきおいよく足あし下もとを蹴ける。倒木が地面を抉えぐってくれたおかげで石ころが散さん乱らんしている。それを顔面めがけて蹴り飛ばしたのだ。


　土まみれの飛礫は勢いよく飛ぶが、フクロウ男はそれを読んでいた。うろたえることなく片手で飛礫を防ふせぎつつ、岩のような拳こぶしを振ふり上げる。


「すまぬが、加か減げんはできんのである」


　大男は見上げるほど大きく、マルクと並ならぶと子こ供どもと大人ほども差がある。その重量と体たい軀くが生みだす破は壊かい力りよくは、比ひ喩ゆ抜きにマルクの頭ず蓋がいを粉ふん砕さいする威い力りよく。その拳を素す手でで受けるのは砲ほう弾だんをハンカチで受けるような愚ぐ行こうである。


　にもかかわらずマルクは微笑と共に、あえてその拳へ向かって手を差し伸ばす。


「それで……？」


　フクロウの拳はマルクの手の平で問題なく受け止められた──ように見える。


　マルクの能のう力りよくは影かげを括くくることである。片手で止めたように見えるよう、タイミングを見計らってフクロウの影を踏ふみつけたのだ。これをされて平静でいられる力ちから自じ慢まんは少ない。それでも戦意を失わない〝契約者〟は自ら能力をさらけ出す。


　フクロウはよほど信じられなかったのか、木き彫ぼりの面の双そう眸ぼうからも分かるほど目を見開いていた。それから自分の足下に視線を向けると、必要以上に大きな声を張り上げる。


「うぬ。影を踏んで動きを止める能力であるか！」


　マルクは目を瞠みはった。今の一手に能力を見み破やぶれるような手がかりは与えていない。影は人の形をとっていたし、操そう作さもしなかったのだから。そもそもマルクの能力は初見で見抜けるようなものではない。


　にもかかわらずこのフクロウ男は初見で看かん破ぱした。初めに建けん築ちく業者を装よそおったことといい、見かけの愚ぐ鈍どんさは相手の目を惑まどわすためのものだったらしい。もう一つ付け足すと、完全に身の自由を奪うばわれているというのに、まるで怯ひるんだ様子もない。


　にわかに微び笑しようを硬こう直ちよくさせるマルクへ追い打ちをかけるように、フクロウは続ける。


「うぬ。さてはこの影、貴殿の意い志しで操作できるものと見た！　相手の影に触ふれれば貴殿の勝ちということであるな」


　マルクは直感した。ふざけた格かつ好こうをしていても、このフクロウは危あぶない。これ以上なにかをする余よ裕ゆうを与えてはならない。ピンッと指を弾はじくと──


　ドゴンッ──


　フクロウはその拳で自らの顎あご先さきを殴おう打だしていた。この場においてもっとも破壊力のある凶きよう器きは、この巨きよ体たいが振るう巨大な拳である。それを影を操ることで自じ爆ばくさせたのだ。


　仮か面めんで顔が覆おおわれているため、効きいているのかいないのか分からない。マルクが恐おそる恐る様子を窺うかがっていると──


「うぬ……。すまぬが、効かぬのである」


　仮面の下からドクドクと赤いものを滴したたらせながらも、フクロウは申もうし訳わけないかのように言う。マルクはもはや戦せん慄りつすら覚えたが、程ほどなくしてその現げん象しようの正体に気づいた。


「……もしかして、痛つう覚かくがないのでございますか？」


「然しかり。これが我わが輩はいの──ぐぼぅっ？」


　フクロウはその巨大な拳で、もう一度自らの顎を突つき上げていた。影で括くくっていながらも仰のけ反ぞるほどの衝しよう撃げき。常じよう人じんなら死んでいるほどの威力である。それでも、フクロウの仮面は割われることはなかった。


　──なんと頑がん丈じような面でしょうか……。


　ただの木彫りの仮面にしか見えないそれが、二度もあの拳で殴打されて砕くだけない。マルクはむしろそちらの方に驚きよう愕がくしていた。何な故ぜなら──


「うぬぅ……。効かぬと言っろれるり…………らあ？」


　マルクが能力を解といてやると、フクロウは重たい音を立てて地面に崩くずれた。


「人間の頭には、脳のうというデリケートな器官が存そん在ざいするのですよ？」


　すでに聞こえてはいないだろうが、マルクはそう教えてあげた。


　この巨体は能力などなくとも十分な凶きよう器きである。そこに痛みを感じない能力があれば、こと肉にく弾だん戦せんでこの男を破れるものは存在しないだろう。それだけ強力な組み合わせだ。


　しかし痛みは能力で防ふせげても、衝撃を殺せるわけではない。二度も頭部を殴打しては脳のう震しん盪とうの一つくらいは起こすものだ。


　──しかし頭が回るのか、愚鈍なのか、よく分からない方でしたね……。


　最後は恐らく能力を過か信しんしたのだろうが、それにしても初見でマルクの能力を見抜いたことといい、建築業者を装ったことといい、もう少し上う手まく工く夫ふうすればもっと有利に戦えたはずである。マルクが勝てたのは運の要よう素そが強かった。





　ジャボンッ──





　それはマルクが安あん堵どの息を吐はいた瞬しゆん間かんのことだった。なにかが水に落ちたような音が響いた。なんの音かと反はん射しや的てきにそちらへ顔を向け──マルクは硬直した。


　体中に真っ白の布ぬのを巻まき付けた小さな影が、すぐ目の前に立っていた。ヒラヒラした布には怪あやしい模も様ようが刻きざまれており、頭には傘かさのような形をした大きな帽ぼう子しをかぶっている。顔も完全に布に覆われていて年ねん齢れいどころか性せい別べつ……いや、人間かどうかも怪しかった。


　──なんと怪しい……！　もとい、いつの間に？


　マルク自身この屋や敷しきに来るまでは相当怪しい格好をしていたが、目の前の生き物はそれをも凌りよう駕がしている。契けい約やく者しやは恐きよう怖ふに対して鈍どん感かんな性せい質しつを持っているが、それでもマルクは恐ろしいと感じ、慌てて後ろに飛とび退のいた。


　戦おののくマルクのことなど気にもとめず、白ずくめはフクロウの側そばにかがみ込む。


　そのときになってようやく、白ずくめが槍やりのようなものを背せ負おっていることに気がついた。そちらにも白い布が巻き付けられているが、先せん端たんがほどけていて持ち手が現れている。細かく糸を巻き付けた異い国こく風の握にぎりで、よく見れば棒ぼうも緩ゆるやかな曲線を描えがいていた。


　──あれは……東国キョクトの剣けん──カタナですか。


　キョクトの民族衣い装しようがこんな怪しいものだとは聞いたことがないが、この白ずくめはキョクトの人間なのかも知れない。キョクトはフロアティナほど文明が発達していないが、そこに住まう民たみはクーラン同様高い身体能力を誇ほこり、不ふ可か解かいな力を持っているという。


　白ずくめはフクロウを抱え起こそうとしているようだが、体たい格かくが違ちがい過ぎる。白ずくめの身長はマルクよりも低く、フクロウはマルクが見上げるほどの大きさなのだから……。


　そのまましばらく奮ふん闘とうしていたが、白ずくめはやがて諦あきらめたようにため息をついた。


「……重たい」


　顔を覆う布のせいか、くぐもって聞き取り難にくい声だった。押おし殺したような低い声だが、それでも若わかそうには思える。マルクはようやく恐る恐る口を開いた。


「……お仲間の方でございますか？」


　マルクが問いかけると、白ずくめは今初めてマルクの存在に気づいたように顔を向けた。


「なんじゃ。まだおったのか」


「お客様の応おう対たいも執バト事ラーの職しよく務むですので」


　今さらこの生き物に人間らしい反はん応のうを求めるのは理り不ふ尽じんな願望だろう。マルクは涼やかな微笑を以もつて対応する。


「アーロン相手に手心加えてくれた礼じゃ。命は見み逃のがしてやるゆえ、早はよう去いね」


「お心こころ遣づかいは感かん謝しやいたしますが、刃は物ものを持ったお客様をお通しするわけには──っっ？」


　マルクが丁てい寧ねいに腰こしを折ると、突とつ然ぜん世界が縦たてに割われた。右と左で上下にずれていき──カシャンと乾かわいた音が響いた。


　地面に転がったのは、鼻当てを中心に二つに分ぶん断だんされたメガネだった。マルクはようやく自分のメガネが割られたのだと理り解かいした。


　──斬られた？　いつの間に、いえ、どうやって〈クフ・リーン〉の干かん渉しようを無む視ししたのです……！


　マルクの精せい霊れい〈クフ・リーン〉は物理攻こう撃げきに対してほぼ完かん璧ぺきなる防ぼう衛えい能のう力りよくを持っている。それを退しりぞけて攻撃を当てられたことが信じられなかった。


　うろたえるマルクに、白ずくめは親切な老人のように囁ささやく。


「見えんかったなら、そういうことじゃ。おんしでは相手にならん。忠ちゆう犬けんは嫌きらいではないが、力量も見切れんでは長生きはできん」


　そして、マルクは何故この頭の回るフクロウが最後に愚ぐ挙きよに出たのかを理解した。


　フクロウ男の巨きよ体たいを一撃で葬ほうむれる凶きよう器きは、そうは存在しない。銃じゆう弾だん程てい度どの威い力りよくではこの隆りゆう々りゆうたる筋きん肉にくを突き破ることはできないだろう。それに痛みを感じない能力はまさに盾たてとしての力である。加えてマルクの能力を初見で看かん破ぱした洞どう察さつ力りよく。それらを以て相手の能力を暴あばき、潜んでいた仲間である白ずくめに伝えるのが目的だったのだ。


　契約者同士の衝しよう突とつは先手必勝。自分の能力を見み抜ぬかれる前に仕し留とめるか、もしくは相手の能力を見抜くのが原げん則そく。マルクは果てしなく不利な状じよう況きように追い込こまれたことになる。


　マルクは震ふるえる手を、地面に転がったメガネに伸ばす。かつて〈魔ま弾だんの射い手て〉の猛もう攻こうを受けたときでさえ傷きずつけられなかったメガネが、真っ二つに割られた。落ちた衝しよう撃げきからか、片かた方ほうのレンズには亀き裂れつが走っている。


　動どう揺ようを取とり繕つくろおうと中指を顔に添え、あやうく目を突きかけた。


　やがて、マルクは震える足で大地を踏みしめ、同じく震える声を絞しぼり出した。


「──78スピル16ゴース……」


　呻くようなマルクの声に、白ずくめは帽子を傾かたむける。どうやら首を傾かしげたようだ。


「なんの話じゃ？」


「78スピル16ゴース……。この、メガネの、値ね段だんです……！」


　言われた意味が分からなかったのか、白ずくめからの返事はかなり遅かった。


「つまり……？」


「あなたが壊こわしたメガネは、78スピル16ゴースもしたと言っているのです」


　それは実に、マルクの一月分の給料を上回る金きん額がくだった。怒いかりに身を震わせるマルクに、白ずくめは呆あきれたように小さく息をつく。


「……忠犬は嫌いではないが、阿あ呆ほうな犬は嫌いじゃ」


　白ずくめは片かた手ての布を解といていく。能力を使うつもりらしい。布下から現あらわれた手は真っ白で意外なほど小さかった。


　──直接触ふれるのが能力の制せい約やくといったところですか……。


　契約者は異い能のうであって万ばん能のうではない。その能力の行使には必ずなにかの制約がかかっている。マルクの能力が地から足を離はなすと解けてしまうといった具合に。


　マルクも自分の影かげを意い識しきする。足あし下もとに広がる影は人の形ではなく、大口を開いた山プリン犬シツプの形だった。白ずくめも露あらわになった左手を地に衝つき、背せ中なかのカタナに右手をかけた異様な構かまえをとる。


「──カナメ＝ヒラサカじゃ。名乗っておけ駄だ犬けん」


　駄犬──マルクの精せい霊れいは山プリン犬シツプである。マルクはひくつく顔面の筋きん肉にくを総そう起き動どうさせ、紳しん士し的にして温かな微び笑しようを浮かべる。


「ヴァレンシュタイン家執バト事ラーマルク＝マルドゥークです。クラゲさん」


「ク、クラ──ッ？」


　メガネを失ったマルクの視し力りよくでは、白ずくめの姿すがたはヒラヒラした輪りん郭かくしか捉とらえられない。これをクラゲと呼よばずして、一体なにをクラゲと呼ぶのかというほど見事にクラゲだった。


　そう指し摘てきしてもらったことがないのか、クラゲ──カナメは素すっ頓とん狂きような声を上げる。


　──この程てい度どでいきり立っているようでは、まだまだですね。


　メガネのお返しにクスリと鼻で笑うマルク。


　そして、犬とクラゲは同時に吠ほえた。





「──走りなさい〈クフ・リーン〉！」


「──呑のみ込こめ〈沙イサ波ナミ〉！」


　山プリン犬シツプの影が編あみ物のように解ほぐれる。解れた影は幾いく重えにも枝えだ分わかれし、イバラのように捻ねじれて地を駆ける。この影をもって他の影を絡からめ取とり、そして支し配はいするのが〈クフ・リーン〉の能力だった。


　しかし──山プリン犬シツプの影はカナメの影に触れる寸すん前ぜん、なにかに遮さえぎられたかのように前進を止められていた。影の先せん端たんは陽かげ炎ろうのように揺らいでおり、奇き妙みような力に搦からめ捕とられているのが分かった。


　──影が──歪ひずむ……？


　影に感じられた違い和わ感に、マルクは警けい戒かいを抱いだく。エルミナほど一方的で容よう赦しやのない力ではないが、その分、不ふ可か解かいで得体の知れない能力。


　その不ふ可か思し議ぎさに、マルクが気を取られたのはほんの一いつ瞬しゆんのことだった。しかしその一瞬の間に、カナメは地を蹴っていた。


　──速い──！


　地についた左手がスコップのように地面を抉えぐり、土であるはずの地面に水みな面ものような波は紋もんが走る。それに触れたマルクの影が、見る見るかき消されていく。そのまま突とつ進しんする姿は小型の黒ケル野ビツ牛トのようだ。しかし背中に担かついだカタナはまだ引き抜かれてさえいない。


　マルクは〝なんとなく〟どの方向にも避よけず、その場で仰のけ反ぞるように身を反らす。


　キッ──そしてなにかが軋きしむ音。


　目の前でなにかが光ったように見え、マルクの紐ひもネクタイが木の葉のように千切れて舞まった。


　──見えなかった……！


　なにかが光ったように見えたが、なにをされたのかまるで見えなかった。能のう力りよくを使ったのかも知れない。しかしそれにより、カナメは僅わずかに体たい勢せいを崩していた。


　マルクは後方に倒れ込みながらも、手の中に銀ナイフを抜き、傘かさのような帽ぼう子しの下めがけて振ふり上げる。体勢を崩したカナメに避けきれるものではない。


「──チッ！」


　鋭するどく息を吐きながら、カナメは布ぬのの巻まかれていない手を振り上げる。素す手でで受けるつもりなのかと思いきや、その手に巻きついた布が、マルクのナイフに絡みつく。


　──切れない……！


　たかが布切れを、マルクのナイフは切り裂さけなかった。どうやらカナメのこの面めん妖ような格かつ好こうは酔すい狂きようでやっているわけではないらしい。


　マルクは即そく座ざにナイフを放ほう棄きし、仰け反りながら片手を地面について強ごう引いんに身をひねる。無理な力が加わり手首に嫌いやな感かん触しよくが走るが、気にする余よ裕ゆうはない。そうしている間にカナメはすでにカタナを構えていた。


　──あのカタナ──いつの間に抜いたのです？


　影での防ぼう御ぎよは間に合わない。マルクは新たなナイフを抜きつつ、今度こそそれを見み逃のがさないようにしっかりカナメを見み据すえる。


　片手を地面についたまま右足を前に滑すべり込ませ、左足を基点に大きく体を捻ひねる。それにより上半身がゼンマイを巻いたように加速反転。当然右みぎ腕うでもその加速が乗せられ、手に握られたカタナは遠心力と距きよ離りをかけてさらに加速。そしてそれらの加速全すべての延えん長ちよう線せん上にある切っ先は常じよう軌きを逸いつした速度で風を引き裂く。


　──これは、マズイです！


　剣けんで斬るというより、戦せん斧ぷで断たち割わるかのような大振り。それでいて圧倒的な速度が生み出す容よう赦しやない鋭さ。目で見えたというよりも〝なんとなく〟危あぶないと感じ、マルクは咄とつ嗟さに屈かがんで上体を下げる。


　キンッ──澄すんだ音色と共に手元に鈍にぶい感触。


　金きん属ぞくの中でも強度の低い銀の刃は物ものは、刀身が半ばから切せつ断だんされていた。そしてマルクは理り解かいする。なにをされたのか分からなかったのは、能力を使われたのではなく、ただ純じゆん粋すいに速すぎて見えなかったのだ。


　──この男（？）、契けい約やく者しやであることとは、無関係に強い……！


　最初の一ひと太た刀ちも、その場で仰け反らずに横や後ろに躱かわしていたなら、避けきれず胴どうを割わられていただろう。


　マルクは距離を取るように後方へ跳とびながら、三本目のナイフをスローイング。しかしそれはあえなく弾はじかれる。手首でカタナを捻っただけの無む造ぞう作さな仕草だった。


　あのカタナの届とどく範はん囲いに自分から入っていくのは自殺行こう為いだろう。しかしその外からの攻こう撃げきでは簡かん単たんに防がれてしまい、マルクの能力も目の前で防がれたところだ。おまけに距離が開くと視界がぼやけて細かい動作が見えなくなる。


　──おんしでは相手にならん──


　カナメの言葉はうぬぼれではなかった。


　拳けん銃じゆうでも持っていたなら話は別かも知れないが……いや、このクラゲは銃じゆう弾だんでも弾道を見切って躱すだろう。同じ契約者であるからこそマルクにもそれが直感できた。


　距離を離しつつ、四本、五本とナイフを投とう擲てき。とりあえず当てる程てい度どの精せい度どで放はなったそれはことごとく撃げき墜ついされる。距離を保たもちながら、庭園の木こ陰かげへと回まわり込こむ。


　マルクの能力が影かげであることはフクロウ男の働きですでに見み抜ぬかれている。こちらの能力だけ見抜かれているという逆ぎやつ境きように、マルクは焦しよう燥そう感を覚えるが、それでも無む策さくで逃にげているわけではなかった。


　──地の利はこちらにあるのですよ！


　マルクが木陰に回り込むと、カナメは地じ雷らいでも見つけたかのようにぴたりと踏みとどまり、それから大きく後ろに下がった。


　陽光の差さし込こむ庭園の木々。小さな森林ほども密みつ集しゆうした木々を背に、マルクの影は完全に木々の影に紛まぎれていた。能力の正体を知ったからこそ、カナメはうかつに攻せめ入いることができない。反面、マルクからは攻撃し放題だ。


　六本目のナイフを引き抜くのと、カナメが地面に手を衝くのは同時だった。石いし畳だたみで覆おおわれた地面が、水面のように波打つ。どうやらこの〝波〟が影の干かん渉しようを阻そ害がいしているらしい。


　──翡セル翠フア鯱ー……？


　揺ゆらいだ地面になにかの影が映って見えた。その三日月にも見える独どく特とくの輪りん郭かくは、水すい棲せい哺ほ乳にゆう類るいの翡セル翠フア鯱ーのものに思えた。海王の異い名みようを持つ獰どう猛もうな海の獣けものである。どうやらカナメの精せい霊れいは翡セル翠フア鯱ーの精霊のようだ。


　──防御の判はん断だんは悪くないですが、能力とナイフが同時に防ふせげますか？


　能力は能力で防げても、あの体勢ではナイフまでは防げない。詰つみの一手と確かく信しんしてナイフを放ほうろうとしたマルクは、次の瞬しゆん間かん自分の勘かん違ちがいを思い知らされた。


「──薙なぎ払はらえ〈沙イサ波ナミ〉！」


　咆ほう哮こうと共に、カタナが地面を薙ぎ払う。マルクどころか木陰のさらに向こうである。完全に射しや程てい距離外でのその行動を、マルクが疑ぎ問もんに思う暇ひまはなかった。


　バシャシャシャシャシャッ──


　突とつ然ぜん、地面が破は裂れつした。


　大量の石ころを巻まき込こんだ土ど砂しやが噴ふき上がり、マルクめがけて雪な崩だれ込む。


　──津つ波なみ……！


　見上げるほどに立ち上がった土砂は、まさしく津波と呼ぶにふさわしい現げん象しようだった。平地に発生した津波に驚きよう愕がくしつつも、マルクはそれで機を見失う契約者ではなかった。


「──引き裂け〈クフ・リーン〉！」


　迷まよわずナイフをスローイング。雪な崩だれに小石を投とう擲てきするような儚はかない反はん抗こう。当然ナイフは衝しよう突とつと同時に土砂へ呑のまれて消失。しかし──


　メキィッ──


　その儚い反抗は、雪崩れ込む土砂をガラスのごとく粉ふん砕さいする。スローイングナイフの軌き跡せきにマルクの影が付つき従したがっていた。一直線に駆かけ抜ぬけた影の〈魔ま槍そう〉は土砂ではなくその影を貫つらぬいていた。


　マルクの能のう力りよくは影を括くくり〝破は壊かい〟する。土砂はその体積ゆえ、巨きよ大だいな影をさらけ出す。マルクにとってそれは狙ねらいやすいだけのただの的である。


　土砂が粉砕され道が開けると、さすがに驚愕したらしく動きを止めたクラゲの姿すがたが視し認にんできた。


　マルクは全力で地を蹴ける。大おお技わざを放ち、なおかつそれが完かん膚ぷ無なきまでに粉砕されて、動どう揺ようしない人間はそうはいない。たとえそれが契約者であってもだ。


　カナメは慌ててカタナを構かまえ直そうとするが、自らが破壊した大地に足を取られてよろめく。契約者としても、裏うら稼か業ぎようの人間としても、あってはならない失しつ態たい。そして当然のことではあるが、その好機を逃のがすマルクではなかった。


　ビクンと体を震わす白きクラゲ。マルクはすでにその影をしっかりと踏みつけていた。


「……どうやら、お客様では私の相手にはなれなかったようでございます」


　先ほどのお返しに、気品ある微び笑しようを投げかける。マルクは賓ひん客きやくをもてなすような仕草でナイフを差し出し、その切っ先をのど元に突つきつけた。


「それではお顔でも拝はい見けんさせていただきましょうか」


　マルクが完かん璧ぺきなる微笑を以もつてそう語りかけると、クラゲは喉のどになにかを詰つまらせたような声を上げる。クラゲの布ぬの切きれは口元まで覆っている。慌てた拍ひよう子しにそれを呑のみ込んでしまったのかと思ったが、そういうわけでもなさそうだ。


　やがてその異い音おんの音おん程ていが上がっていき、それが笑っているのだとようやく理り解かいできた。


　──よほど、悔くやしかったのでしょうか……。


　もう、端はたから見ると不気味というか危あぶないというか、心しん霊れい現げん象しように直面したように、なにかもっともらしいことを言って立ち去りたくなる光景。間違っても正気に見えないその様子にどう接せつしたら良いか分からず、マルクが戸と惑まどっていると、ようやく笑い声が止まる。


　今度は放心したのかと訝いぶかっていると、カナメは存ぞん外がいに平静な声を返してきた。


「言うたはずじゃ。──おんしでは相手にならん──と」


　ジャボッ──


　その言葉に疑問を抱いだく間もなく、突然足あし下もとから地面の感かん触しよくが消え、マルクは大きくよろめいた。そして、立っているというのに目線がグングン下がり始める。


　──沈しずむ……？


　破壊されたとはいえ、木々に囲まれた庭園内ではあり得ない現象。しかし現実にマルクの足は沼ぬま地ちにはまったようにズブズブと地面へ沈んでいく。


　見る見るうちに膝ひざまで沈み込み──そして、目の前に鈍く光る刃は物ものが突きつけられた。


「……そのまま、奈な落らくに沈むか？」


　目の前に突きつけられた切っ先を見つめ、それからカナメの片足が、布が解ほどけて素す足あしがさらけ出されていることに気がついた。先ほどよろめいて見せたのはこの布を解くための動作だったらしい。


　──動きをとめないと、……いや、能力で防がれる。脱だつ出しゆつしないと……。


　気が動転するマルクの頭を、カナメは素手で摑つかむ。


「クラゲ呼よばわりの礼じゃ。受け取れ」


　そして──カナメは躊ちゆう躇ちよなくカタナの切っ先をマルクの顔面に突つき刺さした。


「──っ──っっ──っ？」


　悲鳴を上げることすら叶かなわず、喉のどの奥おくでしゃっくりのような音を上げるマルク。冷たい異い物ぶつが目と目の間から後頭部へ通り抜ぬける不ふ快かい感かん。込み上げる吐はき気に目を白黒させながら、マルクはどうして自分の意い識しきがまだあるのかと神を呪のろった。


「動かぬ方が良いぞ？　〝液えき状じよう化か〟とでも呼ぶのかの。触れたものを水の塊かたまりのような性せい質しつに変えるのが私の能力じゃ。……当然、壊すこともできるぞ」


　水の塊──グラスに注ついだ水が、表面張ちよう力りよくにより溢あふれそうで溢れないような状じよう態たいなのだろうか。性質は確かに液体なのだろうが、それで形が崩くずれることはない奇き妙みような能力。


　言いながら、カタナを捻ひねって刃はを水平に向け、そのまま目線と平行に動かし始める。鋭えい角かくの刃の断だん面めんが眼球を横切り、こめかみを通り抜け、最後に耳を上下に分断してようやくカタナはマルクの頭から抜けた。


　人生最悪の瞬しゆん間かんから解かい放ほうされ、マルクはその場で嘔おう吐とした。あえぎ続けるマルクを、カナメはつまらないものを見るように見下ろしていた。


「……なんじゃその様ざまは。契けい約やく者しやの分ぶん際ざいで人間の真ま似ね事ごとなどするでない」


　それは契約者は辛つらくとも喚わめかないという傲ごう慢まんか、あるいは契約者は人間ですらないという侮ぶ辱じよくか。


　いずれにせよ、カナメは今の一言は口にするべきではなかった。


　プチッ──マルクの頭の中で、なにかが切れた音がした。


「──〈クフ・リーン〉！」


　マルクの呼びかけに影かげが呼こ応おうする。同時に危き険けんを感じたらしくカナメは後ろへ跳ぶ。


　ピシンッ──とガラスが割われるような音を立て、地面に亀き裂れつが走る。


　マルクの足は日の光が届とどかぬ地中に埋うまっている。つまり、影で覆おおわれているのだ。それを壊せば砕けるのは地面そのものだった。


　地面に小さな貯ちよ蔵ぞう庫こほどの窪くぼみが穿うがたれ、マルクは悠ゆう然ぜんとそこから脱出する。勝ち誇ほこって自分から能力を明かしてくれたのだ。同じ手は二度と受けない。


「ほう……？」


　カナメはおもしろがるような声を上げる。


　左手は先ほど捻ったのか鈍どん痛つうが走り続け反はん応のうが鈍にぶい。ナイフの残りも僅わずか。影の能のう力りよくはカナメの能力で相そう殺さいされる。メガネをなくして減げん退たいした視し力りよくでは、相手の顔すらろくに見えない。


　それでもマルクは怯ひるみも迷まよいもしなかった。


　──そちらがそういった方なら、私もそのようにやらせていただきます。


　マルクの能力は、本来〝破は壊かい〟の力である。それを対たい象しようを壊さないように手ヽ加ヽ減ヽすることで〝拘こう束そく〟という現げん象しようが成り立っている。


　契約者の暗い翳を瞳ひとみに揺らし、マルクは揺るぎない足取りで前進する。カナメも周囲に波は紋もんを立たせ、カタナを構かまえ直す。


「おんしは、いつまで壊れないでいられるか？」


「これ以上、あなたのお遊びに付き合うつもりはありません」


　影の能力は地面から足を離すと解けてしまうが、相手の影を直ちよく接せつ踏みつければ干かん渉しようできる。そして〝破壊〟するつもりで影を踏みつければ、それだけで相手を殺せる。それこそ虫を踏みつぶすように、だ。


　マルクとカナメは同時に駆かけ出だし──


「──マルクさんっ！」


　悲鳴のようなその声に、パッと冷や水をかけられたような気がした。


　頭に上った血けつ液えきが一気に下がり、この居い心ごこ地ちのよい屋や敷しきをこれ以上壊こわしては……いや、汚よごしてはならないという感かん情じようが発生する。


　振ふり返ると、真っ白の前まえ掛かけと群ぐん青じよう色いろのスカートをはためかせ、一人の少女が駆けてきていた。そして、マルクの視力でそれが確かく認にんできるはずもないのだが、少女の瞳が灰はい色いろに染そまっているように見えた。


　──あれ……？　これって、いやでも、まさか、ねえ……？


　にわかに動どう揺ようしつつも、足下の草が焦こげたように変色し始め、強い日差しを浴びたように肌はだがひりひりと痛み始める。


　──私も射しや程てい範はん囲いに入ってるではありませんか！


「避よけなさいカナメ！」


　言いながら、マルクは自分が穿った地面の洞ほら穴あなに飛とび込こむ。カナメもマルクの悲鳴じみた声で〝なんとなく〟危険だと感じたらしく、能力で地面を噴ふん水すいのように弾けさせる。


　ボボボッボボボボッボボボッボボッ──


　頭を抱かかえてうずくまるマルクの上方で、草木が灰色に変わり、ボロボロと崩ほう壊かいを始める。


　アイシャ＝クラン＝ウィードの灰色の世界──小さな少女の大きな瞳に宿った能力。視界に映うつる全すべてを灰に変える〈魔ま眼がん〉。その破は壊かい力りよくはマルクやカナメの及およぶところではない。


　恐おそる恐る顔を上げると目の前をなにかが駆けていく。真っ白のクラゲ──カナメだった。


　──しまった。あっちまで助ける必要はありませんでした！


　マルクが声をかけなければ、カナメは今ごろ灰色の彫ちよう像ぞうになっていたはずだ。助けに来てくれたアイシャからわざわざ敵てきを守ってしまったのだ。マルクは自分の愚おろかさを呪のろった。


　カナメはカタナを構えつつ、あっという間にアイシャを間合いに捉とらえる。


　──これは──マズイです！


　アイシャは契約者であっても裏うら稼か業ぎようの人間ではない。戦いなど──





　ヒュボッ──それは風を切る鋭するどい音だった。





「──え……？」


　その間の抜けた声はマルクのものかカナメのものか。目の前で起こった、なにかとても不自然な出来事にマルクは自分の目を疑うたがった。


　カナメの手の中から、長いカタナが姿すがたを消していた。その正面には片かた足あしを振り上げた侍じ女じよの少女。カタナを蹴けり飛ばしたのだと、少し遅おくれてから理り解かいした。


「──ほうおっ？」


〝なんとなく〟死にそうなほど嫌いやな予感がして、マルクはその場で地面を転がる。カシャンと乾かわいた音が響ひびき、マルクが蹲うずくまっていたはずの場所に鈍にぶく光る刃は物ものが突つき刺ささる。蹴り飛ばされたカタナは、狙ねらったかのようにマルクめがけて落下してきていた。衝しよう撃げきを殺しきれなかった刀身はビィィンと小こ刻きざみに震えていた。


　危あやうく流れ弾だまで死にかけたマルクは額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。


　──は……っ！　アイシャは？


　慌ててその姿を捜さがしたマルクは、再ふたたび自分の目を疑った。


　灰色の世界で、少女は踊おどっていた。
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　カタナを失って動どう揺ようしたのか、動きの止まったカナメに瑠ドミ璃ニ猫トンのごとき身のこなしで間合いを詰つめる。その勢いきおいを乗せつつ、つま先をネジのごとく巻まき込こみ、上半身はそれと反対に捻ひねる。


　全身のバネを使った蹴りを叩たたき込こまれ、堪たまらず体たい勢せいを崩すカナメ。それでも倒れず、拳こぶしの甲こうで薙ぎ払はらって反はん撃げきするが、アイシャは膝ひざを折ってスルリと躱す。


　癖くせのある黒髪が揺れ、群青色のスカートがフワリと舞い、足首まで紐ひもで固定したサンダルが高速で振り下ろされる。


　ドゴッ──マルクの位置にまで聞こえる、鈍どん器きで大木でも打ち付けたような鈍い音。


　踊るような身のこなしで叩き込んだのは膝への一撃。そこからすぐさま軌き道どうを変え脇わき腹ばら、顔面へと蹴りの連撃。その一発一発が鋭い音を立てて風を切る。マルクの視し力りよくでは残ざん像ぞうもろくに捉とらえられなかった。


　下蹴段る中蹴段る上蹴段るの三段蹴り。堪たまらず膝を折るカナメ。真っ白の傘かさ帽ぼう子しが宙ちゆうを舞う。


　それでもアイシャは止まらない。琥こ珀はくの瞳が灰色に変色する。しかしカナメも地面に手を衝ついていた。


「──焼やき払はらえ〈バーラ・ルー〉！」


「──噴ふき上げろ〈沙イサ波ナミ〉！」


　至し近きん距きよ離りから〈魔眼〉の一撃。同時に波打ち破は裂れつする地面。衝しよう突とつする能のう力りよく。噴水のように噴き上がった土ど砂しやは〈魔眼〉により瞬しゆん時じに〝灰〟へ変えられる。


　そして、それによりアイシャとカナメは刹せつ那な、互たがいの姿を見失う。迷まよわず行動に移うつったのはカナメだった。


　つま先から膝、腰こし、上半身までコマのように体を捻り、右足を振り上げる。全身のバネを総そう動どう員いんした断だん頭とう台だいのような回し蹴り。鉄板でもへし折りかねないその蹴りは、灰の壁かべを突つき破やぶって打ち放たれる。


　しかしその向こうではアイシャが転がるように上半身を下げ、地に手を衝いていた。その勢いのまま下半身を跳はね上げ、蹴しゆう闘とう技ぎのような蹴りを打ち放つ。


　ドゴンッ──大気が震ふるえるような衝突。


　蹴りと蹴りが交こう錯さくし、クーランとキョクトの民たみはお互い反対方向へ弾はじき飛ばされる。


　クーラン──弓や斧おのといった原始的な武ぶ器きを手に、銃火器を扱あつかう開フロ拓アテ者イナを相手に退しりぞくことなく戦い抜いた一族。身体能力が高いとは聞いていたが、現げん実じつにそれを目まの当たりにしたのは初めてで、マルクは驚きよう愕がくした。


　しかしそれでもカナメは倒たおれていなかった。あの凄すさまじい蹴りを受けきったのだ。こちらもクーランと並ならび称しようされたキョクトの民。意表を突かれて猛もう攻こうを受けようとも、それだけで沈みはしなかった。


　傘帽子を失った頭部からは、真っ白の長い帯がたなびいていた。体に巻き付いている布ぬの切きれかとも思ったが、どうやら頭とう髪はつのようだ。


　──白髪……老人というわけではなさそうですが。


　アイシャの〈魔眼〉に焼かれたせいか、布切れがあちこち解ほどけ始めていた。マルクの視力でその人相を確かく認にんすることはできなかったが、カナメは慌てたように顔を腕うでで覆う。


　顔を見られたくないのだろうか？　マルクが訝いぶかっていると、カナメは呻うめくような声を漏らした。


「たわけ。…………丸見えじゃ」


　言われた意味が分からなかったらしく、アイシャは首を傾げ、それから見る見るうちに頰ほおを赤く染そめた。


「え……や、あわわわわっ！」


　慌ててスカートを押おさえるアイシャ。そこからマルクにも意味が分かり、にわかに顔を覆った。──が、次の瞬しゆん間かんハッとして叫さけんだ。


「アイシャ！」


　アイシャが動転した隙すきに、カナメが間合いを詰める。その能力は触れたものを液状化させる。自分が今しがた受けた拷ごう問もんを思い出し、マルクは焦った。


　──間に合いません……！


　影かげでは追いつけない。マルクは全力で地を蹴けるが、距離がありすぎた。目の前でカナメはアイシャを間合いに捉え──


　ドゴッ──鈍どん器きを叩たたきつけたような壮そう絶ぜつな蹴り。アイシャの小こ柄がらな体が宙を舞う。マルクはなんとかそれに追いつくことができた。


「アイシャ」


　マルクが抱かかえ起こそうとすると、アイシャは意外なことにしっかりとした足取りで自分で立ち上がる。


「……痛いたいです。流しきれませんでした」


　涙なみだ声ごえで片かた腕うでを押さえるアイシャ。普ふ通つうならここで慰なぐさめの言葉でもかけるものなのかも知れないが、マルクは啞あ然ぜんとしていてそれどころではなかった。


　──流す……って、今の蹴りを防いだのですか？


　この娘むすめ、やはり自分よりも強いのではないだろうか。マルクが契けい約やく者しやとしての自信をぐらつかせていると、カナメは不意にあらぬ方向へ駆け出す。


「──あっ」


　マルクが気づいたときには、カナメはすでにカタナを拾い上げていた。その向こうで、なにか大きなものがモゾモゾと起き上がる。頭を振りながら身を起こしたのは、フクロウ面の大男──アーロンだった。脳のう震しん盪とうを起こしていたはずだが、もう立ち直ったらしい。


　フクロウはカナメとマルク、アイシャを順に眺ながめ、それから激げき怒どした。


「おのれっ！　婦ふ女じよ子しに暴ぼう力りよくを振ふるうとはなんと見下げ果てた男か！」


　何な故ぜか、アーロンはマルクに向かって怒ど鳴なりつけた。


「わ、私がアイシャをぶつわけがないでしょう。やったのはあなたのお仲間ですって」


「そちらのことを言っておるのではない！　ヒラサカ殿どの──」


「──アーロン。あっちの娘の能力、厄やつ介かいじゃ。視し界かいに入るとやられるぞ」


　アーロンの言葉を遮さえぎるようにそう言い、傘帽子を拾い上げるカナメ。その隣となりに並ならぶアーロン。マルクはアイシャを背せ中なかに隠すように立つ。


「アイシャ。お客様の案内は執バト事ラーの役目です。お嬢じよう様さまのところへお帰りなさい」


「でも……」


　契約者としてもクーランとしてもアイシャの能力は強大である。しかし十三の少女を契約者同士の殺し合いに巻き込むほど、マルクは落ちぶれていない。


　しかしそう言われておとなしく帰るアイシャでもない。二対二──四人の契約者は一いつ触しよく即そく発はつのまま、にらみ合う。


　その空気を破ったのは、五人目の珍ちん客きやくだった。


「あのー、すみません。ヴァレンシュタインさんのお屋や敷しきはこちらでいいんですかー？」


　緊きん張ちよう感かんのないその声に四人は一いつ斉せいに視線を向ける。さすがにそれにはたじろいだようで一歩後あと退ずさる珍客。珍客は金きん髪ぱつをなびかせ黒服に身を包んでいた。マルクの視力ではどんな顔つきなのかは分からないが、声で男だろうとは分かった。


「神父……さん？」


　訝いぶかるように呟つぶやいたのはアイシャだった。なるほどあの黒服は神父の礼服らしい。しかしこんなところまで布ふ教きよう活動にやってきたわけではないだろう。マルクが警けい戒かい心しんを強めると、神父は嘆なげくような声を上げる。


「な……なんだってもめてるんですか！　もめ事は控ひかえてくださいってあれだけ頼たのんだじゃないですか、アーロンさんも、ヒラサカさんも。主はお嘆なげきですよ。俺おれに至いたっては……もう、冥アビ府エスの河か原わらで石でも積みたいくらいの悲しさですよ！」


「我わが輩はい、極きわめて友好的に接せつしたのである」


　神父の不ふ吉きつな言葉には欠かけ片らほども関心を示さず、大男は自らの正せい当とう性せいを主しゆ張ちようする。


「ねえ、アーロンさん。俺、一いち応おう雇やとい主ぬしなんですよ？　ほら、ここは俺の心とかも守って欲ほしいところなんですけど……」


「我が輩、無ぶ骨こつゆえ、難むずかしいことはできぬのである」


　遠回しに拒きよ絶ぜつされ、神父はカナメに顔を向ける。


「ヒ、ヒラサカさんだって止めてくださいよ。だいたい、なんだって二人で先に行っちゃうんですか。俺は泣きましたよ。本当に」


「たわけ。先に姿すがたをくらませたのはおんしであろ」


「うっ……、いや、それはこっちもいろいろ悲しい出来事があったんですって」


　この異い様ような風ふう体ていの二人に対して、神父はいかにも平へい凡ぼんそうである。神父一人ならそれなりに目立っただろうが、フクロウとクラゲに挟はさまれたのでは、もはや個こ人じんの個性など道ばたの石ころ程てい度どにも存そん在ざい感を持たない。きっといろいろな葛かつ藤とうがあったのだろう。


　マルクはそう解かい釈しやくするが、しかし厄やつ介かいなことに五人目の珍客は敵てきのようである。マルクはよく見えないので目を細めつつも紳しん士し的な微び笑しようを浮かべる。


「それで、お客様もこちらのお二人と同様のご用よう件けんなのでございましょうか？」


　そう問いかけると、神父は申もうし訳わけなさそうな顔をした（ように見えた）。


「いいえ。すみませんでした。別にもめ事を起こすつもりはなかったんです。今日のところは俺たちこれで帰ります」


「そう仰おつしやられましても、なんのおもてなしもなしにお帰しするわけにはまいりません」


　二対三。数の不利に加え、神父も恐おそらく契約者なのだろうが、能のう力りよくがまるで不明。勝算は低下の一いつ途とをたどるが、それでもここで帰せばこの厄介な三人の契約者にいつ襲しゆう撃げきされるか分からないという悪あく夢むのような状じよう況きようを生んでしまう。逃にがすわけにはいかない。


「俺の謝しや罪ざいくらいじゃみんな幸せになれないんですかね。こんな悲しい話は辛つらすぎます」


　うち拉ひしがれたように跪ひざまずき、神父は地面に両手を衝いた。


「──踊おどれ〈クーア・ルンゲ〉」


　ズズンッ──大地が、揺ゆれた。


　突とつ然ぜん立っているのも困こん難なんな地じ震しんが発生し、マルクとアイシャはその場に膝ひざを折る。信じられないが、これは神父の能力らしい。


　その地震の中、カナメとアーロンは平然と立っていた。見れば足あし下もとに波は紋もんのような波が広がっている。カナメの能力で地震の干かん渉しようを阻そ害がいしているらしい。


　──ちょっと、これで、攻こう撃げきされたら……！


　向こうは平然と行動でき、こちらは行動どころか能力を使うのも困こん難なんである。一方的になぶられるだけである。


　青ざめるマルクをよそにカナメはきびすを返し、アーロンもそれに従したがう。


「──くっ、待ちなさい」


　マルクが叫さけぶと、カナメが足を止めた。


「せめてそこから立ち上がってからものを言え。駄だ犬けん」


　影かげを走らせようとしても、この震動の中では操そう作さできなかった。歯がみするマルクからまるで興きよう味みをなくしたように去っていく三人。


　やがて地震が収おさまったときには、呆ぼう然ぜんとするマルクとアイシャが取り残されているだけだった。





　木こっ端ぱみじんに砕かれた石いし畳だたみ。まき散らされた土ど砂しや。折れ倒れる木々。これだけ好き勝手に暴あばれられて、ただの一人も片かた付づけられなかった。


　ギリッと奥おく歯ばをかみしめるマルクの顔に、小さな手が添えられる。


　アイシャだった。両手をマルクの頰ほおに添え、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを真まっ直すぐ向けてくる。その表ひよう情じようがあまりに真しん摯しで、マルクは少なからずうろたえた。


「マルクさん……」


「な、なんですかアイシャ」


　うろたえるマルクをよそに、アイシャはなにかを確たしかめるようにマルクの顔をなで回す。この小さな手でそれは、むず痒がゆいようなくすぐったいような、なんとも言えない気持ちにさせられる。


　やがて、アイシャの瞳からボロボロと大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ、マルクはなおのこと慌あわてた。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ。あの方々はもう帰りましたから、もう大丈夫ですよ？」


　慌てるマルクに、アイシャは震ふるえる声をようやく絞しぼり出した。


「……あ、たし、マルク、さん……し、死んじゃった、かと、お、思っ──」


　最後まで言い終わらないうちに、アイシャは声を上げて泣き始めた。


「〝視みえて〟……いたのですか」


　マルクはようやく理り解かいした。馬ば鹿か力ぢからでも、心こころ優やさしい少女が何な故ぜあれほど容よう赦しやない猛もう攻こうに出ていたのか。あれは逆ぎやく上じようしていたのだ。


　アイシャの〈魔ま眼がん〉は目に映うつる世界を灰はいに変え、目に映らぬ遠くの世界を〝視る〟。その能力で〝視て〟しまったのだ。マルクがカタナで頭を貫つらぬかれたところを……。


　肉親が存そん在ざいしないアイシャにとって、この屋や敷しきの住人は家族のようなものである。それを失うことは彼女にとってなによりも恐ろしいことなのだろう。だからアイシャは逆上していたのだ。


　マルクはかける言葉が見つからず、アイシャが泣き止むまでそっと頭をなで続けた。


　やがてアイシャが泣き止むと、マルクはできるだけ優しく声をかける。


「アイシャ……。思い出させるようで恐きよう縮しゆくなのですが、あのクラゲのような方の人相は分かりますか？」


　アイシャは呆ほうけたように顔を上げ、それから目を見開いて息を呑のんだ。


「マルクさん……！　目が？」


「いや、メガネが壊れたのでよく見えなかっただけですって」


「大変です！　ああ……でも、盲もう目もくのマルクさんは助けが必要なわけで、そうなるとあたしが……」


　カナメのあの格かつ好こうは恐おそろしく目を引くが、それは逆にそれ以外の特とく徴ちようが目立たないとも言える。髪かみの色とて染そめることはできる。つまり変へん装そうして近ちか寄よることもできるはずだ。人相くらいは把は握あくしておきたい……のだが。


　しかし何な故ぜかアイシャは頰を赤らめたり、悲しげな表情をしてみたり、かと思えば嬉うれしそうににやけたりしていた。なにやらアイシャの中ですごい物語が展てん開かいされているように思えて、マルクは目の前で慌てて手を振った。


「アイシャ？　聞いていますか？」


　アイシャは何故か頰を赤く染め、マルクからパッと離れた。


「あう……、いえ、そ、そうですよね。あ、あの人の顔ですか？」


　人差し指を唇くちびるに添え、しばらく考え込むアイシャ。


「そうですね……。髪は白かったですけど、歳としはたぶんマルクさんくらいです。結けつ構こう瘦やせてて……、お話に出てくる悪い貴き族ぞくみたいな感じでした！」


　悪い貴族というのはアイシャの偏へん見けんめいているが、恐らくそこそこ顔立ちも整っているということなのだろう。契けい約やく者しやというのは例外なくなにかしら闇やみを抱かかえているため、悪人じみて見えるのは普ふ通つうである。


　──細身で、十七、八歳さいで、顔立ちのよい少年ですか……。


　それだけ条じよう件けんが分かっていれば、変装されても気づけないことはないだろう。マルクが考えを巡めぐらせていると、アイシャがなにか言いたげに袖そでを引ひっ張ぱってきた。


「マルクさん……。追いかけるつもりなんですか？」


「ええ。放ほうっておくわけにはいきません」


　当然のようにそう答えると、アイシャは真摯な表情を向けてくる。なにか言いたげなアイシャに、マルクはかがみ込んで優しく微ほほ笑えみかける。


「アイシャ。契約者は理由もなく襲おそってくるような無法者ではありません。彼らを雇やとった誰だれかがいるはずです」


「でも……」


「契約者は、一人雇うだけでもたくさんのお金を必要とします。それが三人も来たのです。三人分も支払えるだけのおヽ金ヽを持っている誰かがいるのですよ」


「三人も…………え？　お金……？」


「ええ。誰が雇ったのか突つき止めて、もうこんなことができないように取り上げなければなりません」


　諭さとすように語るマルクに、アイシャは戸と惑まどうような表情を浮かべる。


「あの、マルクさん……。お金……ですか？」


「他ほかに、なにかありますか？」


　マルクはまだこの屋敷で働き始めてから十日ほどである。まだ、給金は受け取っていない。にもかかわらず先日有り金が全すべて焼しよう失しつという悪あく夢むに見み舞まわれている。金きん銭せんに執しゆう着ちやくするのは当然の心理だった。


　アイシャは疲つかれたような顔をしてため息をつく。契約者と交戦した疲れに違ちがいない。


　──それに、どうやってこの屋敷に侵しん入にゆうできたのかも気になりますしね。


　許きよ可かなき人間はこの屋敷の前に来ようともそれに気づくことはできない。そんな屋敷にどうしてこんなに殺し屋だの契約者だのが、ズカズカと入ってこられるのか。彼らが一体どこから情じよう報ほうを仕入れ、どうやって侵しん入にゆうしてきたのか、それも調べなければならない。


　それに考えを巡めぐらせていると、アイシャは前まえ掛かけの中をゴソゴソとあさっていた。やがて、取り出されたのは大人の拳こぶしほどもある瑠ラピス璃・ラズリだった。表面にはクーラン特有の幾き何か学がく模も様ようが装そう飾しよくされている。


「お守りです。持って行ってください」


　そう言ったアイシャの表ひよう情じようは先ほどまでの呆あきれたようなものではなかった。彼女なりにマルクの考えを察したのかも知れない。


「ありがたくお借りします」


「マルクさん？　これ、あたしが孤こ児じ院いんに入る前から持ってるたった一つのものです。絶ぜつ対たいに汚よごしたり壊こわしたりしないで返してくださいね？」


　どういうわけか凄すごみのある笑え顔がおに、マルクはたじろいだ。


「ちゃんと汚さず壊さず返しますよ」


　そう返すと、アイシャはようやく表情を和やわらげた。


　マルクは渡わたされた瑠ラピス璃・ラズリを大切に胸むねポケットにしまい込み、ふと奇き妙みような感覚に囚とらわれた。


　──はて、最近これととてもよく似にたものを見たような気がしますね……。


　とても重大なことだったように思えるのだが、咄とつ嗟さに思い出すことができなかった。


　思い出せないものは仕方がないので、諦めて正アー面ケー門ドに向かって足を進めると、アイシャは思い出したように声を上げた。


「あっ！　マルクさん、外出のときはエルミナに言ってからじゃないと駄だ目めですよ！」


　その一言でマルクは硬こう直ちよくした。


「え……？　あの、言っておいてくれないのですか？」


「ええ？　だって、あたしにはそんなこと許きよ可かする権けん限げんはないですよ？」


「いや、でも……」


「それともマルクさん……。あたしが、マルクさんが出かけるのを黙だまってたってエルミナに怒おこられればいいって思ってるんですか？」


　傷きずついたように表情を曇らせるアイシャ。どうやら、やはり置いて行かれることには腹はらを立てているらしい。


　マルクはしぶしぶ屋や敷しきへ進路転てん換かんした。
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「……ならばちょうどいい。街の中を案内してもらえまいか」


「はい……？」


　マルクは丸メガネがずり落ちたのにも気づかず間の抜けた声を上げた。こちらのメガネは古いもので、度が合わない上に大きさも合っていない。それでもスペア用に残しておいたものだ。


　膨ぼう大だいな量の書物が陳ちん列れつされた書庫。いつものように大量の本を積み上げたテーブルから視し線せんを上げ、少女はマルクがまるで予期しなかった言葉を口にしたのだ。


　敷しき地ち内ないであれだけ暴あばれたのだ。なにかしら問い詰つめられるかも知れないとは覚かく悟ごしていたのだが、いきなり質しつ問もん責ぜめにされることもなければ、無言無む表ひよう情じようの尋じん問もんに遭あうこともなかった。それゆえホッと胸をなで下ろし「メガネが壊れたので街まで修しゆう理りに行きたい」と切り出した……のだが、その返答が今の一言だった。


「……庭ガー師ドナーが必要だと言った。ドミニクが戻るまで待っていられる問題ではない」


「ええ？　いや、その、私も庭ガー師ドナーの心当たりなどないのですが」


「……街の商工組合などで尋たずねればいいのではないか？」


「そ、それくらいのことは私が手配いたします」


「……可か能のうならばそのまま連れて帰りたい。それにこの屋敷で働く人間なのだ。自分の目で人となりを確かめたい」


「で、ですが、私はこのメガネでは周りがよく見えないのでして、そんな状じよう態たいでお嬢じよう様さまをご案内するわけには……」


「……そこまで視力が落ちているならば、君は一人でメガネ屋までたどり着けるのかね」


「あう……、いや、だからですね……」


　オロオロと抗こう弁べんするマルクに、エルミナは怪け訝げんそうに目を細める。


「……それとも、私がついて行くことに、なにか、問題があるのかね？」


　あからさまに嫌いやがるマルクを不ふ審しんに感じたらしい。エルミナのそのいつにない強い口調に、マルクはこれ以上の抵てい抗こうは逆ぎやく効こう果かと理り解かいした。


「いいえ。問題などあるはずがありません」


　素す早ばやく涼すずしげな微び笑しようを浮かべ、丁てい寧ねいに腰こしを折るマルク。エルミナはまだなにか言いたげに、表情のない眼まな差ざしをマルクに向けていたが、結局なにも言わなかった。


「……では、これから出かける。用ヽ意ヽをヽしヽたヽまヽえヽ」


「お嬢様の仰おおせのままに」


　丁寧に腰を折って書庫から下がるマルク。


　──どうします……！


　仰せのままにとは答えたものの本当に連れていくわけにはいかない。襲しゆう撃げき者しやの目的はエルミナの誘ゆう拐かいなのだ。それに情報収しゆう集しゆうともなれば女子こ供どもを連れては入れないような場所にも出入りすることになる。連れて行けないような理由を考えなければならない。


　──天候が悪いとか……はっ！　そうです。業者（本物の）が木材を回かい収しゆうに来るのです。彼らの対たい応おうを理由に使えばいいのです。


　そう考えながらも、マルクの足はエルミナの寝しん室しつに向かっていた。主あるじ不ふ在ざいの部屋の扉とびらをそっと開けると、テーブルの上に無む造ぞう作さに放置されている手て鞄かばんを手に取り、玄げん関かんホールへ戻る。今度はそこに立てかけられている日ひ傘がさを手に取り、再ふたたび書庫へ。


　──業者は大がかりな道具を使うかも知れません。エルミナの確かく認にんが必要なこともあるはずです。


　自分の考えに不自然な点がないことを確認し、書庫の扉を静かに二度叩たたく。入るよう返事があってから扉を開く。


「お嬢様」


　マルクが毅き然ぜんとして口を開くと、エルミナは無表情ながらも感心したように頷うなずいた。


「……手て際ぎわが良い」


　エルミナからほめ言葉が返ってきたことに首を傾かしげてから、マルクはようやく自分が手に抱かかえているものの存そん在ざいに気がついた。


　日傘に、手鞄。マルクは先ほど自分が命ヽ令ヽされたことに気づいていなかった。


　──何な故ぜ、こうなるのですか……。


　マルクはガックリとその場で膝ひざをついた。


　契けい約やく者しやの雇やとい主ぬしを見つけ出して有り金を巻まき上あげ、ついでに情じよう報ほうの出所を調べるという大仕事だというのに、マルクは初めの一歩を果てしなく踏ふみ外はずした。


「……何事かね」


　エルミナの心底不ふ思し議ぎそうな声に、マルクは辛かろうじて笑えみを返した。




　第二章　山プリン犬シツプは追つい撃げきを始め










　とある薄うす暗ぐらい部屋の中、恐おそろしく巨きよ大だいな人ひと影かげと小こ柄がらな人影。二つの影が揺ゆれていた。小柄な影はヨハエル。大柄な方はもちろんアーロンである。


「……ぐすっ。あの、アーロンさん。もう少し詰つめてもらえませんか？」


　この暑い中、この大男とこの狭せまい部屋に押おしこまれてはもちろん呼こ吸きゆうも詰まる。息苦しさから、ヨハエルがそう訴うつたえるとアーロンが身じろぎし、ミシミシミシと床ゆかが断だん末まつ魔まのごとき悲鳴を上げる。


　ヨハエルは洟水を啜すすりながら、観念したようにため息をついた。


「いや、もういいです。俺が悪かったです。……ぐすっ」


　ここは薄うす汚ぎたない宿場の二階の一室だった。素す性じようの知れない人間の出入りも多く、身を隠すのに向いている場所なのだが、現げん状じようにおいては完全に逆ぎやく効こう果かである。一時間もしないうちに、彼らがここに潜せん伏ぷくしていることは街中に知れ渡わたっていることだろう。


　それを考えると、ヨハエルはダクダクと涙なみだが流れてきて、それを押おし止とどめようと最さい大だい限げんの努力をする。ちなみに、この部屋が薄暗いのはアーロンの巨きよ体たいで完全に窓まどからの日差しが遮さえぎられてしまっているからである。


「うぬ……。〈宣せん教きよう師し〉殿どの。貴き殿でんもそろそろ泣き止やんではどうなのだ？」


　屋や敷しきでの一いつ件けんから、ヨハエルはずっと泣き通しだった。フクロウの仮か面めんの大男にあちこち破れたクラゲにすすり泣く神父。もやは悲ひ惨さんとしか呼びようのない取り合わせである。


「ぐすっ……これが〝対たい価か〟なもんで、仕方がないんですよ。ぐすっ」


　ヨハエルの対価は〝感かん情じよう〟だった。どうやら喜き怒ど哀あい楽らくのうち〝喜〟と〝楽〟を捧ささげてしまったらしく、常つねに軽い鬱うつ状じよう態たいである。特に能のう力りよくを使った後はありとあらゆる後こう悔かいが溢あふれ出だし、泣き出す始末だった。


　現げん在ざいも、カナメたちが標的に襲撃を仕し掛かけたことに対たいして嘆なげいていた。ヨハエルは確かに標的を拉ら致ちできると楽だとは言ったが、それを勝手に実行されるとは思っていなかったのだ。アーロンはともかく、カナメは間ま違ちがいなく標的も居い合あわせた契約者も斬きるつもりだったことだろう。


　──やるならやるで、きちんと殺してくれないと困こまるんですよ。本当に〝アレ〟を持ってるのか確かめられなかった上に、警けい戒かいされたじゃないですか。


　ただ、ヨハエルが嘆くのは他人を気き遣づかってではなく、自分にふりかかる不幸に対してである。


　ようやく泣き止むとヨハエルは勢いきおいよく鼻をかむ。顔を上げると、アーロンがマジマジとヨハエルの顔をのぞき込んでいた。彼なりに心配しているのかも知れないが、この巨体とフクロウの面で見つめられるのはすさまじい威い圧あつ感である。


「ヒラサカさーん。そっちは大だい丈じよう夫ぶですかー？」


　フクロウの仮面から目を逸そらすように、壁かべ越ごしに隣りん室しつへ声をかけてみる。カナメは傷の手当てと着き替がえのため別室をとっていた。あのクラゲのような格かつ好こうの中身は見てはならないものらしく、覗のぞいたらその場で「消ス」と脅おどされた。


　実じつ際さいのところこのフクロウと同室なのが堪たえられなかったのではないかとヨハエルは考えるが、それを口に出すような愚ぐは慎つつしむ。


「……少し、時間がかかる。話は聞こえておる」


　──それって、外まで会話が筒つつ抜ぬけってことじゃないですか……。


　ヨハエルはさらに泣きたくなったが、鉄の自じ尊そん心しんで堪こらえる。現在〝組そ織しき〟で行動可か能のうなのは自分だけなのだ。この二人の契約者を最大限に利用しなければならない。


「──それで、相手の二人は契約者だったんですか？」


「然しかり。恐ろしく手て強ごわい相手であった」


「アーロンさんでも手こずるほどの相手だったんですか」


「我わが輩はいの能力は、あまり争いには向いていないのである」


　もはや凶きよう器きを通り越して兵器とも呼べる肉体を揺さぶりながら、アーロンは申もうし訳わけなさそうに言う。


　──これも謙けん遜そんって、呼よぶんですかね？


　ヨハエルがどんより曇くもった眼まな差ざしで天てん井じようを仰あおぐと、壁かべの向こうからカナメが続ける。


「男の方は〈黒こく衣い〉じゃろ。影を使いおった。弱くはないが手に負えんほどでもない」


「じゃあ、女の子の方は〈魔ま弾だんの射い手て〉ですか？」


「……いや。〈魔弾〉と呼べるようなものは使わなんだ。一ひと睨にらみで辺り一面を灰はいに変えおった。あれは手強い」


「灰……ですか」


　確かにそれは〈魔弾〉とは呼ばないだろう。しばらく悩なやんでからヨハエルはある名前を思い出した。


「それは……、もしかしたら、グランドヒルの〈凰おおとり〉ってやつかも知れませんね」


　その名前に興きよう味みを示しめしたのはアーロンだった。


「何者であるかそれは？」


「ええ、俺も噂うわさでしか知らないですけど、五年くらい前でしたかね。グランドヒルって街を一ひと晩ばんで灰に変えちまった契けい約やく者しやがいるんですよ。とは言っても生き残りが誰だれもいなかったんで、契約者の仕し業わざとは言われてますけど、真しん偽ぎのほどは……」


「分からぬわけか」


「ええ。でもですね。そのグランドヒルの震しん源げん地ちなんですけど、丘おかの上の小さな孤こ児じ院いんらしいんですね」


「うぬ……。その孤児院の生き残りということは考えられんでもないのである」


「……それは、どこまでが正せい確かくな話じゃ？」


　しばらく衣きぬ擦ずれの音のみで沈ちん黙もくしていたカナメが重たい声で訊きいてくる。


「街が一晩で消えたっていうのは事実らしいですね。それと全部灰になってたこともです。だから火の鳥でも孵かえったんじゃないかって、そんな通り名がついたわけです」


　それは組織に記録が残っていたから間違いはなかった。もっともどうやら裏うらのある事じ件けんだったらしく、それ以上の情じよう報ほうはヨハエルの立場では閲えつ覧らんできなかった。


　壁の向こうからはシュルシュルと怪あやしい音が響ひびき続ける。やがてカナメの重々しい声。


「おんしの能力で街という大きさのものを消せるか？」


「そうですね……。一晩あったらなんとか壊こわせるんじゃないですかね」


「人間がおらなんだらな」


　契約者は異い能のうであっても万ばん能のうではない。特にヨハエルの場合、能力を使えば先ほどのようにグスグス泣き出すことになる。どこからどう見ても立りつ派ぱに隙すきだらけである。


「あー、つまりそれが一人の契約者の仕業じゃないって言いたいんですね？」


　当然、能力一つで住民ごと街を消せるような契約者は存そん在ざいしない。爆ばく薬やくや策さくを駆く使しすれば可能だろうが、それならばそこに契約者は必要なく、そもそも契約者はそういった行動に価か値ちを見いださない。ならば依い頼らいの内容上、複ふく数すうの契約者が関かかわったと考えるのが自然である。


　しかし──


「……いや、恐おそらく一人でやったのじゃろ」


「冗じよう談だんでしょう？」


　フロアティナという国は、開かい拓たくという目的のため団だん結けつし、そこを国と名乗るため決起し、ラチナスを始めとする西せい欧おう諸しよ国こくまで破って独どく立りつした国である。一つの目的、あるいは攻こう撃げき対象があると、とたんに団結できるという特とく性せいを持っている。


　そういったときの彼らは〝街〟という名の凶悪な兵器と化す。一個こ人じんの契約者にどうこうできる存在ではない。肉体的に勝まさっているはずのクーランを民族として成り立たないほど壊かい滅めつさせたのはそんな力なのだから……。


　それくらいのことはカナメにも分かっているはずなのだが……。


「……あの娘むすめに用ができた。ここで抜けさせてもらうぞ」


「ちょ、ちょっとそんな勝手は困りますよ。それに、ヒラサカさんだって〝対たい価か〟を取り戻もどしたいんでしょう？」


「その話がどこまで信用できるかは分からん」


「……本当に、そう、思いますか？」


　確たしかめるようにそう言うと、壁かべの向こうで気配が変わったのが分かった。カナメとて気づいてはいるのだ。


　屋や敷しきの敷地内に侵しん入にゆうした瞬しゆん間かん、ヨハエルは攻こう撃げきを受けたわけでもないのに泣いて逃にげ出したほどの恐きよう怖ふを感じた。いや、正確にはヨハエルではなくその契約精せい霊れい〈クーア・ルンゲ〉が恐怖したのだ。


　つまりあの屋敷には精霊が恐怖するほどの〝なにか〟が確かく実じつに存在する。だからこそアーロンは囮おとりを買って出たのだし、カナメもおとなしく引き下がったのだ。


　ただの契約者がそれだけの力を持ち得うるはずはない。ならばこそ〝対価〟が還かえってくるというバカバカしいほどの夢ゆめ物語が真しん実じつ味みを帯びるのだ。


　やがて、壁の向こうで観念したようなため息が聞こえた。


「……分かった。おんしのやりたいようにやれ」


　カナメの返答に、ヨハエルは世の中の全すべてを愁うれうような表ひよう情じようを浮かべる。


　──依頼を反ほ故ごにされるのは悲しいですけど、依頼を遂すい行こうされてもまた不幸な人間が増ふえるんですよね。


　ヨハエルは他人の不幸を嘆いているわけではない。自分の手が汚よごれることや自分の責せき任にんになることを嘆いている。同じ悲しい出来事なら、自分の利り益えきになる方を選ぶのだ。


「それと、そろそろ顔くらい見せてもらえませんか？　壁越しって話がし難にくいんですよ」


　そう呼びかけると、何な故ぜか壁の向こうでうろたえたような物音が聞こえた。それから非ひ常じように気まずそうな声。


「……ヨハエル。おんし、上着かなにか持っておらぬか？」


「へ……？　上着……ですか？　この時期に？　ちょっと、持ってないですね」


　季節は夏である。このワイルドバーン大陸の夏は非ひ常じように長く、そして悪あく夢むのように気温が上がる。正気の人間は上着など欲ほつしないし、当然のこと持ち歩きもしない。ヨハエルは神父ゆえ丈たけの長い黒服を着用しているが、暑いことこの上ない。ちなみに予よ備びというものも持ち歩いてはいない。


　壁の向こうではなにやらずいぶん躊ちゆう躇ちよしているらしいことが感じられる。やがて観念したのか壁の一部が水みな面ものように揺らぎ、布でグルグル巻きになった手が突つき出てくる。


　──なにも能のう力りよくを使って入ってこなくてもいいんじゃ………………………………？


　そこに現あらわれたものを目もく撃げきし、ヨハエルの思考は完全に停止した。


　ヒラヒラしていた布ぬの切きれは体にピッチリと巻まき付つけられており、手にした傘かさのような帽ぼう子しで申もうし訳わけなさそうに体を隠している。背せ中なかには長いカタナが担がれており、そちらも布切れでグルグル巻きだった。


「……思ったより、無事だった呪じゆ符ふが少ないのじゃ。街でなにか売っているじゃろか」


「うぬ。上着となると難むずかしいが、普段着くらいならば購こう入にゆうできるのではないか？」


「……あまり、気が進まぬ。呪符の上から着き込こむのじゃ。動き難くなる」


「うぬ。……しかし確かにその格かつ好こうではちと刺し激げきが強すぎるようである」


「……私とて、なにも好んでこのような格好をしておるわけではない」


「うぬぅ。他意はないのである。容よう赦しや願おう。……そうである。これなぞ使えぬか？」


　アーロンはギシギシと床ゆかを軋きしませながら、胸むねポケットを探さぐり、程ほどなくして大きな布切れを取り出す。


「ハンカチ……かの？」


「然しかり。この衣服と共に入っていたのである。貴き殿でんの体たい格かくなればこれで外がい套とうの代わりにならぬか」


「……使わせてもらうのじゃ」


　アーロンの特大燕えん尾び服ふくに合わせて仕立てたらしい特大ハンカチは、広げた伝聞紙ほどもあり、確かにカナメの上半身くらいならば覆えるものだった。カナメはハンカチの端はしと端と結んでマントのように羽は織おる。


　ヨハエルは、ようやく喉のどの奥おくからかすれたような声を絞しぼり出せた。


「あの……いいですか？」


「なんじゃ？」


「ええ……っと……ヒラサカ…………さん、ですか？」


「他の誰だれに見えるのじゃ？」


「ええっ？　いや、だって、その………………冗じよう談だんでしょうっ？」


　ヨハエルが大げさな悲鳴を上げると〝ヒラサカさん〟は、契けい約やく者しやの翳かげを宿した瞳ひとみをからかうように揺らす。


　腰こしまで流れる真っ白の髪かみは後ろで束ねられ、柳りゆう眉びと呼べる形の良い眉まゆも、長いまつげも雪のように白く、不服げに閉とじられた唇くちびるは色しき素その薄うすい桃もも色いろ。細身で整った目鼻もやはり真っ白で、肩かたからハンカチを羽織った姿すがたはしっとりと濡ぬれた花のようでさえある。


　造ぞう形けい的てきな美しさもさることながら、汚けがれない白に染そめられたその姿はもはや幻げん想そう的てきですらある。雪の精だと紹しよう介かいされたならヨハエルは信じるだろう。


　──これは一体なんの試練だというんですか……！


　このどこかの民芸品のような大男の隣となりにいて、この姿を見せてくれていたならどれほど心の癒いやしに、どれほど目の保ほ養ようになったことだろう。それをあんなクラゲのような格好で隠すとは、これはもはや美に対する冒ぼう瀆とくである。


「なんじゃ。私が女なのはそれほど意外か？」


「いや、それも確かに意外でしたけど、問題はそこじゃないでしょう！」


「……？　ではどこじゃ？」


　そこは本当に無自覚らしく、カナメは不ふ思し議ぎそうに首を傾げる。


　──嘆なげかわしい……！　無知とはなんたる罪つみなのですか！


　この少女に軽く微ほほ笑えみかけられたなら、それだけで多くの男はなんでも言うことを聞いてあげたくなってしまうだろう。そもそも美しく生まれたからには、それにさらなる磨みがきをかけ、周囲を楽しませる義ぎ務むがあるはずだ。


　煩ぼん悩のうまみれの怒いかりに拳こぶしを震ふるわせ、神父は悲ひ哀あいに満ちた微び笑しようを浮かべる。


「まあ、ともかくようやく素す顔がおが確かく認にんできたわけです。もう隠す必要はないですよね？」


　反はん論ろんを許さないような強い口調で言い放つが、カナメは無情にも首を横に振る。


「いや。隠かくさねば外を歩けん」


「なんでなんですか！　酷ひどいじゃないですか！」


　泣きはらした真っ赤な目に再ふたたび涙なみだを浮かべ、縋すがりつくように嘆なげくヨハエル。これにはさすがにカナメもたじろぐ。


「こ、これが私の〝対たい価か〟じゃ。仕方あるまい」


　──日の光が駄だ目めなんですかね？　なんでそんな罪つみ深ぶかい対価を支払うんですか……。


　指先で小さな円を描えがいて縦たてに切り、ヨハエルは慟どう哭こくした。


「ところで、我わが輩はいたちはこれからどうするのであるか？」


「あう、いや、そうですね……、お二人とも、あの屋や敷しきに〝なにか〟が在あるってことは分かりますよね。だから、ひとまずその〝なにか〟を確認したいところですね」


「理り屈くつではそうなるが、なにか手があるのか？」


「出てこないとしょうがないような事じ態たいを作ってしまえばいいんですよ。せっかく、こっちには契約者が三人も揃そろってるんですから」


「……というと？」


「お二人とも、この街がなんでロックウォールって呼よばれてるかご存ぞんじですか？」


　カナメとアーロンは顔を見合わせ、それからカナメが答える。


「あの岩山があるからではないのか」


　窓まどの向こうには、断だん崖がいのような大きな岩山がそびえ立っていた。あの山のおかげで開かい拓たくの手は遮さえぎられ、その向こうには希少な大陸生物の楽園が残されることとなった。この辺りは荒こう野やしかないが、岩山を越こえれば森や湖が広がっているという。水脈もあの山に遮さえぎられているのだ。


「その通りです。お二人とも、もっと近くで見たいと思いませんか？　これで……見み納おさめになるかも知れないんで」


　不ふ吉きつな一言を付け足し、ヨハエルは計画を説明し始める。


「……それでは、街ごと消えてしまうのじゃ」


　一通り説明を終えると、カナメは唸うなるような声を上げた。


「噂うわさ通どおりの力の持ち主なら、なにか動きを見せるはずですよ。見み捨すてて逃にげるようなら対価が還かえって来るなんて力、持ってなかったってことですよ。それは悲しい、悲しい……」


　自分のやろうとしていることに対してではなく〝偽にせ物もの〟だった場合を思って嘆く神父。そんなヨハエルの顔をアーロンがフクロウの面でマジマジとのぞき込んでいた。
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　マルク＝マルドゥークに課せられた使命は四つ。




　一つ、屋敷を襲しゆう撃げきした三名の契約者の速すみやかなる排はい除じよ。


　一つ、その契約者たちがいかなる情じよう報ほうを入手し襲撃したのか調ちよう査さ。


　一つ、在あるはずのない存そん在ざいと現げん象しようを許きよ容ようし、それを理り解かい、対処できる庭にわ師しの確かく保ほ。


　一つ、……新たなメガネの購こう入にゆう。




　いずれもたやすく達成できる使命ではなく、そしてそれを果たすまでは屋敷に戻ることはできない。


　そこまでマルクは決意を固めてやってきたのだが……。


　──一体、どうしてこんなことになってしまったのでしょう。


　マルクは鼻の頭に中指を添そえ、いつもよりずり落ちやすいメガネを押おし上あげる。


　ここは地下酒場こと【渓キヤ谷ニオのン・楽パラ園ダイス】。近きん隣りんの炭たん坑こうで働く炭坑夫を始め、ワイルドバーンの奥地に珍ちん獣じゆうを求めてやってきたハンター。それの獲え物ものを買い付けに来た旅たび商しよう人にん。それらの市マー場ケツトを取り仕切るギャング。そしてそのギャングと飲酒を取とり締しまるべき保ほ安あん官かんに至いたるまで、様々な勢せい力りよくが入り乱みだれる混こん沌とんの坩る堝つぼである。


　それはこの街で入手しうる全すべての情報が、混沌と集まっていることでもある。


　その混沌たる地下酒場の奥のカウンター──すなわちこの場所でもっとも目立つ位置に、金色の髪かみの少女が人形よろしくちょこんと腰掛けていた。こんなときですらエルミナは普ふ段だん通りの無む機き質しつな無む表ひよう情じようである。


「──それで？　座すわらんのか契けい約やく者しや」


　そしてマルクをこれほど茫ぼう然ぜん自じ失しつとさせた張ちよう本ほん人にん──隻せき腕わん、白しら髪が交じりの黒くろ髪かみのクーラン──ディーノ・ファミリーの首しゆ領りようアルバ＝ディーノは狩かりゆ人うどのごとき相そう貌ぼうでマルクを真まっ直すぐ見み据すえていた。


「執バト事ラーは傍かたわらに控ひかえているものです」


　さすがにいつもの微笑を浮かべる元気はなく、ぐったりしたような口調で返すマルク。





　元を糺ただせば、やはりエルミナを連れてきたこと自体が間ま違ちがいだったのだろう。


　いかに大きな力を持っていようとも、エルミナは普段、あの快かい適てきな屋敷から出ることがなく、希まれに出かけるときも馬車が用意されていた。しかし現げん在ざいのマルクの視し力りよくで馬車の運転は危き険けんであり、徒歩で街へと向かったのだ。その結果エルミナは──


　街にたどり着いた瞬しゆん間かん、力ちから尽つきていた。


　エルミナが疲つかれたと言い出したわけではない。しかし氷が融ゆう解かいしたように頰を汗あせが伝い、足取りがフラフラと揺れ始め、呼こ吸きゆうも荒あらくなるどころか次し第だいに途と切ぎれ途切れになっていき〝これから倒れます〟という信号を全身から発していた。それを無表情でやっているのだから、もはや震しん撼かんすべき光景だった。


　慌あわてたマルクはどこか店の中で休もうと提てい案あんしたのだが、間の悪いことに目の前にあったのがこの【渓キヤ谷ニオのン・楽パラ園ダイス】という店だった。ここはエルミナが入るような店ではないと説明したのだが、エルミナの「ここでいい」の一言で中に入ることになってしまった。


　そして、こうなった…………。





　周囲では、猟りよう犬けんのような眼まな差ざしをした男たちが、声をかけるべき機会を窺うかがっている。酒場は地下にあり、地上よりはいくらか涼すずしいはずなのだが恐ろしい熱気である。


　上流階級の人間とどう話せばいいのかは分からないが、この店に入った以上、声をかけても問題はないはず。しかし下へ手たに動けば、芋いもづる式に他の男たちも雪な崩だれ込むことになり、己おのれ一人が会話をすることは極きわめて困こん難なん。その上、腰掛けたのは街を取り仕切るギャングの一つディーノ・ファミリーの首領の隣となりである。つまり動くに動けないという構こう図ず。


　そんな男たちの殺気じみて情じよう熱ねつ的てきな視し線せんに取り囲まれ隣にはアルバ。マルクがため息をつくと、アルバの向こうに腰をかける赤毛の女じよ性せいがニイッと口元を三日月形に歪ゆがめる。


　マルクはその微び笑しようにビクッと身を引く。女性の名はセリア──〈魔ま弾だんの射い手て〉の名で知られる契約者である。対たい価かにより声を失っているのだが、マルクに同どう情じようする余よ裕ゆうはない。


　何な故ぜならセリアにしろアルバにしろ、立りつ派ぱな殺し屋とギャングであり、マルクとエルミナはその標的に定められたままなのだ。ことアルバに関してはエルミナに比ひ肩けんする力を持つ存在である。


　この【渓キヤ谷ニオのン・楽パラ園ダイス】は一いつ切さいのもめ事を禁きんじており、アルバやマルクとてそのルールは破やぶれない。それゆえこんなところで肩かたを並ならべることになってしまったのだが、マルクとしては気まずいことこの上なかった。


　ぐったりしていると、マルクの前に水を注ついだグラスがポンと置かれる。顔を上げると店主のエンリコが渋しぶい表情を向けていた。


「客が立ったままだと落ち着かんものもいる」


　ドラムのような低い声の忠ちゆう告こくで、どうにもエルミナが途と方ほうに暮くれているらしいことに気がついた。


　国こく籍せきを間ま違ちがえているような上流階級の屋や敷しきから、このロックウォール──いや、ワイルドバーン大陸でもっとも混こん沌とんとした地下世界にやってきたのだ。いかにエルミナといえど戸と惑まどいの一つくらい覚えていたようだ。


　忠告に素す直なおに従したがいエルミナの隣に腰こし掛かけると、エンリコは僅わずかにチョビ髭ひげを揺ゆらした。


「まさか、この店に蜃しん気き楼ろうの妖よう精せいがやってくることがあるとは思わなかったな」


「……なにかね？　それは」


「あんたの屋敷は、ここじゃあそう呼よばれてる。そこに住んでるあんたは妖精だってことになっている」


　エルミナはきょとんとしたように瞬まばたきをした。それから、幽かすかに翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを揺らした。


「……君は、おもしろいことを言う」


「喜んでもらえたなら光栄だな。それで、街まで出向いてきたのは、なにか用事か？」


「……少し、困こまったことになっている」


　エルミナの言葉に、アルバがピクリとグラスを揺らした。


「なるほど。そうそうにやられたわけか」


　エルミナは表情のない眼差しをアルバへ傾かたむける。マルクも同じく警けい戒かいの視線を向けた。


　──あの三人の契約者の情じよう報ほうは、つかんでいるのですね……。


　アルバはこの街の三分の一を支し配はいしている。街に入った契約者の情報くらい押おさえていても不ふ思し議ぎではない。今の口ぶりでは彼が差し向けたものではないようだが……。


「……多いものなのかね。こういったことは」


「お前は少し自分の立場を考えた方がいい。そこの契約者一人で手に負える事じ態たいではないだろう」


「……それは、分かっている。だから、私がここにいる」


「なるほど。自ら出向くか。勇ゆう敢かんだとは思うがな」


　なにかを含ふくんだ言い方に、エルミナは表ひよう情じようのなかった眼差しに怪け訝げんそうな色を浮かべる。


「……なにが言いたいのかね」


「それでは根本的な解かい決けつにはならんと言っている。この騒そう動どうが今回だけで終わると思うのか？　その都つ度どお前は出向いて片かた付づけるのか？」


「……だから、専せん門もん家を探さがしにきたのだ」


「ほう……。殺し屋を雇うのか」


「……殺し屋……？……そう、呼べなくもないかも知れないが」


　無表情ながらも、声には困こん惑わくの色が浮かんでいた。マルクも、ようやく話がかみ合っていないことに気がついた。


「無む駄だだな。何人殺し屋を雇おうが、根本の問題を片付けねば同じことの繰くり返しだ」


「……それほど、根深いものなのかね」


「そうでもない。解決の方法は簡単だ」


「……というと？」


「分かっているはずだ。ようはお前が持っている〝アレ〟を俺おれによこせばいい。それで全すべては解決する。お前の身の安全は俺が保ほ証しようしてやる」


　どうすれ違っているのか理り解かいできたマルクは訂てい正せいするべきか非ひ常じように迷った。しかしエルミナには勘かん違ちがいしたままでいてもらった方が都合が良いかも知れない。


　マルクが迷ううちに、エルミナは英えい断だんするような毅き然ぜんとした態たい度どで口を開いた。


「……つまり、私の屋敷で働きたいと？」


「何故そうなる！」


　いきなり怒ど声せいを上げたアルバに、エルミナは首を傾かしげた。


　そう、エルミナはあくまで庭の管理ができる庭にわ師しを探しているわけで、三人の契けい約やく者しやのことに気づいていないはずだ。恐おそらくアルバの言葉から〝街で木の病気が流は行やっている〟のだとでも考えたのだろう。


　しかしマルクが訂てい正せいする間もなく、アルバは店中の客に取り囲まれていた。


「おい、あんた、ギャングでもやっていいことと悪いことがあるんじゃねえか？」


「お前、ここのルールを忘わすれちまったらしいな」


「この野や郎ろう。さっきから俺の天使となれなれしくしゃべりやがって！」


　とたんに巻まき起こる喧けん噪そう。アルバが反はん論ろんする間もなく拳こぶしを叩たたき込こまれ、足あし蹴げにされる。当然アルバもおとなしく殴なぐられるはずはなく、手近のテーブルにあった酒さか瓶びんで殴りつけ、別の男に強きよう烈れつな蹴りを叩き込む。自分たちの首しゆ領りようが殴られて黙だまっているはずもなく、ディーノ・ファミリーの構こう成せい員いんがさらに加か勢せい。しかし客の男達も自分たちの方が数が多いことを思い出し、再ふたたび乱らん戦せん。


　これで目を丸くしたのはマルクの方だった。おかしそうに口元を緩ゆるませるエンリコに、マルクは恐おそる恐る問いかける。


「この店のルールで、あれは問題ないのでしょうか？」


「ただの、馬ば鹿か騒さわぎだ」


　言われてみれば、もみくちゃにされているにもかかわらずアルバが拳けん銃じゆうを抜ぬくようなそぶりはないし、たこ殴りにしている客たちも本気で殺気立っているわけではなさそうだ。


　それから、マルクはアルバが率ひきいているのが先せん住じゆう民みんではなく、開かい拓たく民のギャングであるという事実に気がついた。


　クーランはフロアティナに虐ぎやく殺さつされており、フロアティナもまたそれを実行するほどクーランに対して差別意い識しきを持っている。にもかかわらずアルバはフロアティナの中で生き、彼に付き従したがうフロアティナが存そん在ざいするのだ。


　マルクは敵てきとして、あるいは雇やとい主ぬしとしてのアルバしか知らない。しかし恐らく今こうして店の中でケンカをする、迷めい惑わくな子こ供どものような顔が彼の本来の顔なのだろう。


　──別の出で逢あい方をしていれば、私も彼らと友達になれたのでしょうか？


　マルクには友達と聞いてすぐに思い付ける人間がいない。なんだか遠えん慮りよなく殴り合える彼らが羨うらやましいように感じ、マルクは慌てて目を背そむけると、エルミナが店主から新しいグラスを差し出されていた。


　──私とエルミナは、主しゆ従じゆう関係なのですよね……。


　今さら考えるまでもない話なのだが、自分と同じように友達がいないと言った少女を見つめ、マルクは何な故ぜか手の届かない遠くのものを見るような感覚を覚えた。


　そんなマルクの視し線せんには気づくことなく、エルミナと店主は話し込んでいた。


「それで、困こまったことってのはなんだ？」


「……庭の木が折れたのだ。どうやら病気だったらしい。管理のできるものを探している」


「なるほどな。しかしこの街でそんな人間を探すのは骨ほねだ」


「……難むずかしいことかね」


「この街にはな、庭を持っているような人間はいない。森を切り開こうとは考えても、植えようとは考えんのさ」


　エルミナが沈ちん黙もくすると、エンリコはグラスを磨みがきながら何気ない口調で続ける。


「まあ、あんたの庭だ。なにかとこだわりはあるだろうが、必要なのは剪せん定ていの技ぎ術じゆつではないはずだな」


「……というと？」


「木の状じよう態たいというものは、いろんなことを教えてくれる。それを頼たよりにしている人間もいる。この街で探して、見つかるのはそんな人間だな」


　エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを揺らし、少しだけ目を大きく開いた。


「……君は、聡そう明めいな人間だ」


「ただの、酒場の老いぼれだ」


　マルクが複ふく雑ざつな表ひよう情じようでエルミナの横顔を眺ながめていると、エルミナは不思議そうに首を傾げ、それからなにか思い出したように瞬まばたきをした。


「……つまり、ハンターを探せばいいのだよ」


「え？　ハ、ハンター？」


　完全に予想外の言葉にマルクが混こん乱らんすると、エルミナは小さく頷うなずく。


「……この街には希少動物を探さがすハンターが多く存在する。彼らは草木の状態から動物の居い場ば所しよを捜さがし出す技ぎ能のうを持っている。つまり木の状態を診しん察さつできるのだよ」


　どうやらマルクの表情を、話が分からなくて困こん惑わくしているのだと考えたようだ。マルクはややぎこちなく笑った。


　エルミナは不思議そうに首を傾げたが、エンリコがハンターの探しかたについて話し始めたためそちらを向いてしまった。


　──どうかしてますね。〈契けい約やく書しよ〉の制せい約やくは未いまだに頭ず痛つうの種ではありますが、エルミナが主あるじであることには納なつ得とくしたはずです。


　自分でも説明できない奇き妙みような感かん情じようを振ふり払はらうように視線を逸そらすと、背はい後ごではまだ喧けん噪そうが続いていた。今はアルバと大おお柄がらの男が一対一で殴り合っている。


「これで、負けた方が勝った方の傘さん下かに入るってのはどうだ？」


「かまわんが、俺の部下はお前と同じ言葉を吐はいた人間ばかりだぞ」


　どうやら相手は敵てき対たい組そ織しきの首領のようだ。


　マルクの一つ向こうの席のセリアは、我われ関せずと蒸ブ留ラン酒デーを呷あおっている。


「ええっと……止めなくてよろしいのですか？」


　セリアは面めん倒どうくさそうに顔を上げると、手帳を取り出しさらさらとペンを走らせる。


〈契約外〉


　簡かん潔けつ明めい瞭りような一言に、マルクは噴ふき出しそうになった。契約者は契約を破らないが、契約以外の事じ象しようでは実に身勝手な生き物である。


　それから、マルクはセリアから〈魔ま弾だん〉の弾丸を送られてきたことを思い出した。それ以い降こう、なんの威い嚇かくも警けい告こくもないのが不気味で仕方がない。


「ところで、何故アルバはあれからなにも仕し掛かけてこないのですか？」


　アルバは先日エルミナを襲しゆう撃げきしている。そのときはマルクの邪じや魔まがあり、いったん引き下がるという態たい度どをとったのだが、敗北したわけではない。それから一週間も経たっていながらなにも仕掛けてこないのは奇き妙みようだった。


　アルバはエルミナの精せい霊れい〈アルス・マグナ〉奪だつ取しゆのため、二人もの契約者を雇やとった。その執しゆう念ねんはただ事ではなかったはずだ。たった一度の失敗で引き下がるはずはないのだ。


　普ふ通つうの人間ならば、こんなことを訊きかれてもまず答えてはくれない。しかしセリアは契約者である。契約外のことならば気まぐれ一つで返答が変わる。マルクはその気まぐれにささやかな期待を込めてじっと返答を待つ。


　涼すずやかな微び笑しようで沈黙に堪たえていると、セリアは空になったグラスをそっと差し出す。


　──おごれというのですか……！


　マルクの予算で地下酒場の一杯はかなりの痛いた手でである。しかしそれで敵の情じよう報ほうが手に入るのならば格かく安やすでもある。マルクはしばし逡しゆん巡じゆんした後、観念してアルコールを注文した。


　セリアはそれを満足そうに受け取ると、手帳に再ふたたびペンを走らせる。


〈財ざい政せい難なん〉〈窮きゆう乏ぼう〉


　その返答にマルクはカウンターへ突つっ伏ぷしかけた。


　アルバはセリアにマルクという二人もの契約者を雇い、なおかつ駅を襲撃するにも鉱こう山ざん主に多た額がくの迷めい惑わく料を払はらっているはずだ。加えてマルクに病院送りにされた部下も十を下らない。ギャングとてこれだけ出費がかさめば組そ織しきの維い持じにも支し障しようがでる。


　どこもかしこも貧びん乏ぼう人にんばかりで、マルクはため息を漏もらした。そんなマルクにセリアはなにか言いたげな眼まな差ざしを向け、それから手帳にペンを走らせる。


〈早朝珍ちん客きやく〉〈契約者〉


　マルクは微笑のまま目を細めた。ちらりとエルミナの様子を窺うと、まだエンリコの話に聞き入っている。それを確かく認にんしてから、自分もペンを取り出し手帳へ走り書きする。


〈居場所をご存ぞんじで？〉


　その一文を見て、セリアは何な故ぜか噴き出した。エルミナやエンリコが怪け訝げんそうな視し線せんを向け、マルクは慌あわてて愛あい想そ笑いをする。


「な、なんでもありませんよ。少しむせただけです」


　マルクの説明に、エルミナは表情のない眼差しを向ける。


「……君は、先日そこの女じよ性せいから暴ぼう行こうを受けていたように記き憶おくしているのだが」


「お嬢じよう様さま。契約者は契約とあればなんでもやります。ですが契約外の時間となれば、遺い恨こんは残さないものなのですよ」


「……仲直りをしたということかね」


「そのようなものです」


「……そう」


　セリアとの筆談の記録を見られるわけにはいかない。平静を取り繕つくろってそう説明すると、エルミナは納なつ得とくしたのかエンリコに視線を戻した。


　──なんでしょうか……？


　心なしか、エルミナの横顔はいつもよりもさらに無む機き質しつになっているように思えた。それに最後の呟つぶやきが、酷ひどく落らく胆たんしているように聞こえたのは気のせいだろうか……。


　マルクが疑ぎ問もんに首を傾げていると、セリアが手帳を押しやってきた。


〈契約者〉〈格かく別べつ奇き異い〉〈目立つ〉


　マルクはかつての自分のことを言われたような気がして、少し落ちこんだ。


　確かにあの契約者三人は、木き彫ぼりの面をかぶった大男に、白ずくめのクラゲ、見てて哀あわれみさえ感じる神父（もっとも顔もろくに見えなかったが……）と、通行人に訊きけばすぐに分かりそうな出いで立たちだった。改めて聞くようなことでもない。セリアが噴き出したのも無理はないかも知れない。


　マルクは再び手帳にペンを走らせる。


〈雇やとい主は？〉


〈不明〉


〈通り名は？〉


　契約者の多くは通り名で呼よばれる。それはセリアのように能のう力りよくに由来することもあれば、マルクのように外観に由来することもある。いずれにせよ、通り名が分かれば相手の正体もある程てい度ど、予想できる。


〈東方不敗〉


〈キョクトのクラゲ？〉


　マルクの疑ぎ問もん符ふに、セリアはポカンとした表ひよう情じようを見せ、それからすごい勢いきおいで顔を背そむけた。どうやらまた噴ふき出しそうになったようだ。


　──しかし、あれが〈東方不敗〉ですか……。


　その通り名は有名だった。別名〝契けい約やく者しや狩がり〟。契約者自体に恨うらみを持っているのか、あるいはただの腕うで比くらべか、契約者ばかりを狙ねらう殺し屋だ。噂うわさでは、依い頼らいでなくとも腕が立つ契約者を見つけたなら始末しているらしい。


　やがてぎこちない表情で振り返ったセリアは一度頷き、それからペンを走らせる。


〈牧ぼく神しん〉


　あの木彫りの面を思い出し、アーロンという大男のことだろうと推すい測そくする。


〈知りません。何者ですか？〉


　そう訊くと、セリアはにわかに表情を曇くもらせた。


〈厄やつ介かい〉


　簡かん潔けつな一句く。単たん純じゆんゆえ、重たい一句。


　あの男の能力はそれほど厄介には思えなかったが、確かに得体の知れないところがあった。どうやらセリアは相手を知っているらしい。交戦したことがあるのかも知れない。


　セリアは質しつ問もんを避さけるようにペンを走らせる。


〈宣せん教きよう師し〉


　最後に現あらわれたあの神父のことだろう。マルクも何度か聞いたことがある。陰いん湿しつで狡こう猾かつなやり口だと有名だ。嫌いやな相手の名に嘆たん息そくしていると、ペンは続きを走り書く。


〈援えん助じよ者しや存そん在ざい〉


〈援助者？〉


〈組そ織しき〉


　つまり〈宣教師〉には背はい後ご組織があり、協力者が存在するかも知れないということだ。


　──ということは、やはり〈宣教師〉が首しゆ謀ぼう者しやだと考えるべきですね。


　マルクは神父の口ぶりを思い返す。契約者を雇やとって行動しているということは、その背後組織に所しよ属ぞくする契約者は多くないのだろう。しかしそれとは別に二人も雇えるということは、それ相そう応おうに経けい済ざい力りよくがあるということで、小さな組織ではなさそうだ。


　──ともかく〈宣教師〉を始末すれば大金が……もとい、片かたがつくことになりますね。


　そう考えて、マルクはどうしてセリアがこれほど親切に教えてくれるのだろうということを疑問に感じた。気まぐれにしても、気前が良すぎるような気がした。


　マルクは嫌な予感を覚えつつも、ペンを走らせる。


〈よく、教えてくれますね？〉


　そう質問すると、セリアは惚ほれ惚ぼれするような貴き婦ふ人じんの微ほほ笑えみを浮かべた。


〈死者への餞はなむけ〉


　そう書いてから、懐ふところから握にぎり拳こぶしほどの大きさの石ころを取り出す。そこには赤いリボンが丁てい寧ねいに結ばれていた。


　──つまり、私はこの店を出ると死ぬのですね？


　マルクが引きつった微び笑しようを浮かべていると、セリアは満足そうな笑みを浮かべる。しかしその眼まな差ざしは嫌に情じよう熱ねつ的てきで、戦せん慄りつしていると──


「……マルク。店を出たいのだが」
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　背せ中なかからかけられたエルミナの声に、マルクは救われた。どうやらエルミナの話は終わったようだ。セリアがそちらに気を取られた隙すきに、すかさず立ち上がる。


「かしこまりました。それではこれで失礼させていただきますよ」


　マルクがそう言って丁寧に腰こしを折ると、セリアは少し意外そうに瞬まばたきをし、それからなにか含ふくんだような笑みを浮かべた。


　──う……狙そ撃げきに移うつるつもりですか？


　マルクにはこの女の考えていることが分からない。マルクが怯おびえるのを見て喜んでいるだけなのか、それとも本当に殺意を抱いだいているのか。


　逃げ出すように飲み物代を支払うと、きっちりセリアが飲んだ分も加か算さんされていた。


「28スピル16ゴースになります」


　それは、マルクの給料半月分ほどの値段だった。


　──あの女……！　一体どれだけ高い酒を飲んでいたのです！


　血を吐くような思いでマルクは代金を支払う。


　最後に一度だけ店内を振ふり返ると、アルバと大男は未いまだに殴なぐり合っていた。
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　さすがにあの喧けん噪そうにはくたびれたらしい。エルミナはホッとしたような息をついていた。


　マルクは白い日ひ傘がさを差し、そっとエルミナへ差し出す。〈契約書〉の弊へい害がいで、マルクは周囲に対する温感が狂くるっているが、それでも店の中と外で気温が変わったのは分かる。恐おそらく相当気温も高いはずだ。


　日傘を受け取り瑠る璃り色いろのドレスを揺らし、所しよ在ざいなげにぼんやりするエルミナ。半ば放心しているようにも見える。その横顔を見つめていたい気もしたが、マルクはあくまで契約者たちを追っているのだ。エルミナには早いところ屋や敷しきに帰ってもらわなくてはならない。


「お嬢じよう様さま。どちらに行かれますか？」


　さりげなくそう急せかすと、エルミナはぼんやりとした眼差しをゆっくりとマルクに向ける。寝ね起おきで夢ゆめの続きでも見ているような表情。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみはどこか不安げに濡れていて、マルクは思わず息を呑のんだ。


「あ、あの……、お嬢様？」


　その表ひよう情じようの理由が分からず、マルクは困こん惑わくした。


　エルミナはゆっくりと二度、三度と瞬まばたきをし、それからようやくマルクが誰だれなのか認にん識しきできたようにやはりゆっくりと唇くちびるを開いた。


「……君の、メガネを買いに行こう」


「え？　私の……ですか？」


　それは予想外の返答だった。マルクがうろたえていると、エルミナはゆっくり頷く。


「いや、それは必要ですが、お嬢様の用事を先に…………」


　マルクが最後まで言い終わる前に、エルミナはゆっくり首を横に振ふる。


　奇き妙みような違い和わ感かん。動作がいつもよりずいぶん緩かん慢まんに思える。そのくせ有う無むを言わせぬ強ごう引いんさ。こちらの声はきちんと届とどいているのだろうか……。


「はあ……、よろしいのですか？」


　エルミナはゆっくり首を縦たてに振る。


　──……？　怒おこっているようには見えませんが、疲つかれているのでしょうか？


　マルクは首を傾かしげつつも、エルミナのやりたい通りに従したがうことにした。





　この辺りは街の中央に当たり、繁はん華か街がいとなっている。


　このロックウォールの街はフロアティナの辺へん境きように存在し、鉱こう山ざん以外には石ころしかないような荒こう野やである。ところがその辺境はワイルドバーン大陸の希少な動物たちの棲すみ処かであり、一いつ攫かく千せん金きんを狙うハンターたちが入れ替かわるようにやってくる。そしてそのハンターたちから獲え物ものを買い取るため、あるいは彼らに商品を売りつけるため、多種多様の商人たちが訪おとずれる。そんな両者が気軽に食事を摂とれるよう、簡かん素そな出店も数多く混こん在ざいする。


　それゆえ、この繁華街ではやはり混こん沌とんとした市が常つねに展てん開かいされている。


　きちんと店を構かまえているものは少しよう数すう派はで、多くのものは地面に絨じゆう毯たんを敷しいて商品を並べている。それができない食事関係のものは、四本の柱に布ぬのの屋根を張ったテントのような簡素な屋台を開いている。


　これらの店は好き勝手に店を開いているように見えるが、ギャングたちによって縄なわ張ばりが取り仕切られており、彼らに金を払はらって店を開いている。それによるギャングたちの収しゆう入にゆうは無む視しできないものらしく、取とり締しまりも厳きびしい。それでも無む許きよ可かで店を開く愚おろか者が、人相の悪い男たちに裏うら路ろ地じへと連れて行かれるのも珍めずらしい光景ではない。


　すぐ側そばの線路を車両が駆け抜け、地じ響ひびきと共に出店や木もく造ぞうの建物がギシギシと悲鳴のような音を立てる。


　荒野の砂すなと機関車の煙けむり。通行人が常じよう識しき的に持ち歩く銃じゆう器き。酔よいつぶれた行き倒だおれが握る酒さか瓶びん。ジュジュウと金かな網あみの上で焼かれる肉。それらが灼しやく熱ねつの日差しにあぶられ、混沌たるにおいを立たせる。


　そんな混沌の繁華街を、瑠る璃り色いろのドレスに身を包む、人形めいて整った顔立ちの、そして無表情な少女が歩いている。


　──標的のあなたがそんなに目立ってどうするつもりなのですか……。


　周囲から突つき刺ささる大量の視し線せんに、マルクは軽い頭ず痛つうを覚えた。


「……あれは、なにかね」


　ぼんやりとした声にマルクが顔を向けると、エルミナが出店の一つを指さしていた。モクモクと煙が立っており、香こうばしい香かおりが漂ただよっている。現げん在ざいのメガネは乱視に対する補ほ正せいが入っておらず、店の名前はブレて見えないが、においと派は手でな赤い看かん板ばんでなんの店かは察しがついた。


「ああ、あれはですね。灰パ豚ワの串くし焼やきなどの軽食を売っているのですよ」


　説明する間にも大おお柄がらの炭たん坑こう夫ふやどこかの営えい業ぎよう員いんらしい身なりの良い男、貧ひん民みん街がいの小こ汚ぎたない少年などが次々と串焼きを買っていく。アルコールはさすがに置いていないが、黄ケ橘レー実シヤの果実から絞しぼり出だした飲み物や、焼いた連ホ玉ラカ黍ルポなどもあり、そちらも売れている。


「……では、あれは？」


　次にエルミナが指さしたのは、旅キヤ商ラ人バンの一種だろうか、地面に絨毯を広げ、その上に拳銃とガンホルスターを並べた露ろ店てんだった。確かにこんなところに銃を並べているのだからエルミナの疑ぎ問もんはもっともである。


「あれは拳銃の古道具屋のようなものです。壊れた拳銃を修しゆう繕ぜんしたり、処しよ分ぶんされた拳銃を回かい収しゆうしてまた売り出したりしているのです。拳銃を扱あつかう方は多いですし、希まれに掘ほり出し物があったりしますので、需じゆ要ようは高いようですよ」


　エルミナはあれこれ指さしては質しつ問もんを投げかけてきた。このホコリ臭くさい鉱山街を自分の足で歩いたことはなかったらしく、どれも珍しく見えるようだ。無表情のエルミナから心しん境きようを窺うかがうのは困こん難なんだが、ひとまず機き嫌げんは直ったように見える。


　マルクは苦く笑しようしながら丁てい寧ねいに説明して回る。契けい約やく者しやに狙われているのに、一体なにをやっているのだろう、と自分自身に小さく嘆たん息そくしつつも、何な故ぜか不ふ快かいには思えなかった。


「……マルク」


「なんでございましょう」


「……なにか、飲み物が欲ほしいのだが」


「かしこまりました。……あ、お金はお持ちでしょうか？」


　少しぶしつけだったような気もしたが、どう考えてもエルミナの方がお金を持っているのだ。エルミナの飲み物代くらい要求しても問題にはならないはずだ。


　エルミナは不思議そうに首を傾げる。


「……持ってきていないのかね？」


「え、いえ、それは、多少は持ってきましたが……」


「……ならば、問題はなかろう」


　まるで従者のものは自分のもののような口調。


　──こ、こういった支し払はらいは、従じゆう者しやがするものなのですか……！


　普ふ段だん、エルミナの従者を務つとめているのはドミニクである。彼はいつも自じ腹ばらを切っていたというのだろうか？　ゆるみきった表ひよう情じようの家令に、マルクは尊そん敬けいと同情の念を覚えた。


　エルミナに視線を向けると、無表情ながらもスカートの裾すそをゆらゆら揺らしており、少々戸と惑まどっているのが伝わってくる。心なしか顔色も良くない。そのエルミナに「お金がないので飲み物は買えません」と言えるほど、マルクに度ど胸きようはない。


　マルクは断だん腸ちようの思いで黄ケ橘レー実シヤのジュースを購こう入にゆうした。


　──何故でしょう……。出費がかさむ一方です。


　途と方ほうに暮くれながらも、珍しそうに黄ケ橘レー実シヤのジュースを啜すするエルミナの姿すがたは年相そう応おうの少女の姿で、そんな表情を見られたのはそう悪い気分でもなかった。





　そうして予定よりずいぶん長い時間をかけてメガネ屋にたどり着くと、店内からなにか騒さわがしい声が聞こえていた。覗のぞいてみると、体たい格かくの良い男が、貧ひん相そうな顔をした店主に詰つめ寄よっているところだった。どうやらギャングに借金でも取り立てられているようだ。


　──間が悪いようですね……。


　マルクが入るのを躊ちゆう躇ちよしていると、エルミナが不思議そうに首を傾げる。


「……どうかしたのかね」


「いえ、今は時間が悪いようです。別の店にしましょう」


「……開店中とあるようだがね」


　マルクが止めるのも聞かず、エルミナはなんのためらいもなく扉とびらを開けてしまう。


　カランカラン──


　来客を知らせる鐘かねが鳴り、店主と大柄の男が同時にエルミナへ注目する。ギャングはポカンと惚ほうけたように口を開き、店主は縋すがるような視線を向けている。


　──だから狙われているあなたがそんなに目立ってどうするのです……！


　マルクは再ふたたび目め眩まいを感じたが、主を放っておくわけにもいかず渋しぶ々しぶ店内へ踏ふみ入る。


「馬ば鹿かな……。天使が見える。俺は死んだのか？」


　大おお真ま面じ目めな顔でその馬鹿な台せ詞りふを吐はいたのは大柄なギャングだった。真まっ直すぐエルミナを見つめ、感かん極きわまったように表情を震わせている。胸むな元もとがちらりと光り、硬こう貨かのような形のペンダントが揺ゆれていることに気がついた。


　マルクはようやくそのギャングが自分の知り合いであることが視し認にんできた。


「ロッジ……、冗じよう談だんというものは笑って言うものですよ」


　ギャングの名はロッジ＝ペレンティーノ。ノローデ・ファミリーの幹かん部ぶを務つとめている男で、マルクはとある縁えんで交流があった。


　呆あきれるマルクを完全に黙もく殺さつし、ロッジはきょとんとするエルミナに見み惚とれていた。


「信じられん。神は存そん在ざいしたのか。俺みたいな野や郎ろうの前にも、こんなキレイな天使を送ってくれるとは」


「仕事中にお邪じや魔ましたことはお詫わびしますが、そろそろ正気に戻もどっていただけますか？」


　マルクが割わって入ると、ロッジは心の底からがっかりしたような顔を向ける。


「畜ちく生しよう。この世界に神はいないのか。今度はニヤついた悪あく魔まが見える」


　酷ひどい言われようにマルクは嘆たん息そくしつつも、いつも通りの微び笑しようを浮かべる。


「こんなところでなにをしていらっしゃるのです」


「ああん？　見れば分かるだろう？　マルクもやってみるか？」


「遠えん慮りよしておきます」


　この世の終わりのようにうち拉ひしがれる店主を見ては、冗談でもそんな気にはなれない。来客に救われたと思った瞬しゆん間かん、それがギャングの仲間だったのだから無理もない。


　しかし幹部のロッジが、たかが借金の取り立てにわざわざ出向いているのは不自然である。マルクは自分に用があるのだろうとすぐに分かった。


　──エルミナに聞かれると困る話でしょうか……。


　マルクがどうしようか悩なやんでいると、ロッジは親しげに肩かたを抱だいてきた。


「あんたはファミリーだって言ったろう？　ファミリーの俺にこの天使を紹しよう介かいしてくれないってのはどういうことだ？」


　もしかしたら本当にただの取り立てなのかも知れない。マルクは小さくため息をついた。


　見なかったことにして店を出ようかと考えていると、エルミナはマルクとロッジを交こう互ごに見つめ、それから銀ソ啼ロー鳥ネの静かな声で囁ささやいた。


「……ヴァレンシュタインのエルミナという。マルクには私の屋や敷しきで働いてもらっている」


　エルミナから名乗られるとは思っていなかったらしく、ロッジはポカンと口を開け、だらしなく顔を弛し緩かんさせていた。


「──あ、ああ、お、俺はロッジ。ロッジ＝ペレンティーノだ。見ての通りただのギャングだが、ノローデの幹部をやっている。困こまったことがあったらなんでも言ってくれ」


　慌てて閊つかえながら、ロッジがそう名乗ると、エルミナは幽かすかに瞳ひとみを揺らした。


「……ギャング」


「ああ、まあ、気持ちは分かるが怖こわがらないでくれ。マルクには借りがあるし、そのご主人様のあんたに危き害がいを加えるようなことはないと誓ちかえるぜ」


　エルミナの無む表ひよう情じようを怯おびえているものと考えたらしい。ロッジは心優やさしいクマのぬいぐるみかなにかのように微ほほ笑えむ。エルミナはその涙なみだぐましい努力にはなにも触ふれず、淡たん々たんとした口調で口を開く。


「……では、信しん頼らいのできるハンターに心当たりはあるかね」


　初対面の人間に庭にわ師しを紹介させるエルミナ。どうやら地下酒場でハンターの元締めがギャングたちであることを教えてもらったようだ。しかしそれほど焦あせっているのか、元々常じよう識しきを欠いているのかは不明だが、ギャングに堂々とそれを言うエルミナに、マルクは苦く笑しようした。


「ハンター？　なんでまた」


　エルミナは庭の木が折れたことを淡々と語る。


「──それで庭ガー師ドナーが欲ほしいってことか。そいつはちょっと難むずかしいな」


「……何な故ぜかね。彼らは君たちが取り仕切っているのだろう？」


「よくそんなこと知ってるなあ。まあ、それは違いないんだが、ハンターって奴やつは好こう奇き心しんでなれるもんじゃねえ。生き真ま面じ目めに努力してなる奴はまあいないだろうな。つまり普ふ通つうに社会で生きていけない事じ情じようがある〝ワケあり〟な奴がほとんどなわけだ。本名を名乗る奴だっていないのに、信頼って言葉を使うこと自体が間違いだな」


　そう答えられると、さすがにエルミナも少々落らく胆たんしたようだ。表情に変化はないが、僅わずかに俯うつむいていた。


　落胆されたのがなんとなく分かったのだろう。ロッジは慌あわてたように咳せき払ばらいをする。


「ああっと、この店に来たってことはあんたはメガネを探してるのかい？」


　エルミナは小さく頷うなずいて肯こう定てい。それを見てロッジは朗ほがらかに笑う。


「よし。あんたは運が良い。いや運が良いのはこっちのオヤジか？　まあいいんだ。好きなもんを注文してくれ。ここの品物はタダってことにさせてもらう」


　そのまま自分の存在は忘わすれてくれと主しゆ張ちようするように息を殺していた店主が、ビクッと身を震わす。メガネのフレームはかなり高こう価かであり、そのレンズはさらに高額である。それをただで持って行かれては、手て痛いたい損そん害がいだろう。


「ロッジさん……！　それは勘かん弁べんしてください」


「ああ？　それであと三日待ってやると言ってるんだ。文もん句くがあるのか？」


　人が好よさそうに見えても、ロッジはやはりギャングである。いくら取り立てられているのかは知らないが、今日払はらえない金が三日で払えるはずもない。


　もっともギャングはこんな店から支払いが困こん難なんなほど上前を取りはしない。つまり店主が借金をしているということだ。そんな状じよう況きようを作った店主にも、もちろん責せき任にんがあるわけであまり同どう情じようの余よ地ちはない。


　エルミナに視し線せんを向けると、やはり見ていて気持ちの良いものではないようだ。普ふ段だんよりさらに無む機き質しつな無表情になっており、よくできた人形が立っているようにさえ見える。


　そんなこちらの様子をよそに、店主は消え入りそうな声を絞り出す。


「無む茶ちや言わないでくださいよ。うちはメガネ屋なんです。ウェーナスの球根なんて手に入りませんって！」


　──ウェーナス……？


　マルクとエルミナは同時に首を傾げた。


　ウェーナスというのは、壺つぼのように窄すぼまった花びらを持つ愛らしい花だ。〝愛するものへ〟という花言葉から、贈おくり物ものとして広く好まれている。


　子こ供どもでも名前を知っている花ではあるが、このワイルドバーン大陸の気候では根付くのが難しく、この時期に手に入れるのは難しい。


「なに言ってやがる。すぐに手に入ると言ったのはお前だろう？　だから頭領はお前に頼んだんだ。分かっているか？　カルゴ＝ノローデが直々に頼んだんだ」


「あれは冬の話じゃないですか！　冬ならそれは手に入りますよ。今は夏！　季節を考えてくださいよ」


「そんなこと言ったってお前、頭領はもう、孫にプレゼントするってそりゃあ浮うかれちまってんだ。今さら手に入らないなんて────」


　前言を撤てつ回かいするべきだろう。ロッジはやはりギャングとしてなにか間違っている。


　ノローデ・ファミリーの首領カルゴ＝ノローデはかなりの年配である。孫の一人くらいいても不思議はない。そのあたりの事情をマルクは知らないが、それでも今の話を聞いただけで相当溺でき愛あいしているだろうことは窺うかがえる。


　──もしかして、頭領の使いだから幹部のロッジがわざわざ出向いていたのですか？


　想そう像ぞうを遥はるかに超こえて平和な裏事情。嘆たん息そくしていると、エルミナが無表情のままロッジの側そばに歩あゆみ寄よっていた。


「……ウェーナスなら、私の屋敷にあるのだが」


　ロッジと店主が目を丸くした。同時に注目され、半歩後あと退ずさるエルミナ。さすがに少し気け圧おされたらしい。しかしマルクとしてもこれは意外だった。無関心だろうと思っていたのに、自分から助けるようなことを言うとは。


　店主は縋すがるような声を上げる。


「ほ、本当ですか？」


「……大半は開花中だが、球根も残っているはずだ」


「開花……って、咲さいてるのか？」


　驚おどろいた声を上げたのはロッジだ。エルミナが小さく頷くと店主も歓かん喜きの表情を浮かべる。


「ありがたい。一つ譲ゆずってもらえますか？　もちろんお礼はします」


「いや待て。咲いてるのがあるなら絶ぜつ対たいそっちの方がいいぞ」


「なんでもいいです。うちが売るのはメガネなんです。花の球根を取とり寄よせろなんて言われないんなら、なんでもいいんです」


　ホッとした反動か、ボロボロと涙なみだをこぼし始めた店主に、ロッジも絶ぜつ句くする。それからエルミナが無む表ひよう情じようのまま固まっていることに気づいたようだ。


「なにも泣くこたないだろう……、あー、いや、俺たちは譲って欲ほしいと言っているわけで、もちろんどうするかはあんたに決める権けん利りがある。それで、頼みなんだが、花の方を譲っちゃもらえないか？」


　エルミナは少し驚いたように瞬まばたきをして、小さく頷く。それからマルクへ視し線せんを向ける。


「……マルク。ペヽンヽとヽ紙ヽをヽ」


　エルミナの屋や敷しきは普通に訪たずねてもたどり着くことはできない。彼女が署しよ名めいした許きよ可か証しようが必要なのだ。マルクは速すみやかに万年筆とメモ用紙を用意しようとポケットに手を忍しのばせるが、そこにはなにもなかった。


　──そういえば、燕えん尾び服ふくを着き替がえたのでしたね……。


　普ふ段だんならば、当然のように襟えり裏うらのポケットにペンと紙くらいは用意しているのだが、今朝方汚よごされたため、新しいものに着替えたのだ。バタバタしていて用意し損そこねていた。帰ったら破れた衣服も直さなければならない。庭師も必要だが衣服の修繕ができる人間も欲しいところである。


　──あれ、でも今、命ヽ令ヽされませんでしたか？


　嫌いやな予感──それを肯こう定ていするようにマルクの足は勝手に店外に向けて進み始める。マルクはエルミナと交かわした契けい約やく上、いかなる状況においても彼女の命令を遂すい行こうしてしまう。


　エルミナとロッジはそれを不思議そうに見つめるが、止めてはくれなかった。マルクの足は止まることなく進み続け、店の扉とびらに手をかけ、外へと進む。


　──ペンと紙を用意するのに、何な故ぜ店の外へ出るのです……！


　自分の足がなにを考えているのか理り解かいできず、マルクは嫌な汗あせをかくが足を止めることはできない。先日無理に逆さからおうとして足が攣つって大変なことになったのだ。繁はん華か街がいへ抜けると、今度は別の店に向かって足を進める。


　やがて足が停止したのは一軒けんの店の前だった。


　──何故、この街にこんな上等そうな扉の店が存そん在ざいするのです……！


　鈍にぶい焦こげ茶ちや色いろの扉には上等そうな真しん鍮ちゆう製せいの鋲びようが打たれており、見上げれば同じく真鍮から打ち出した装そう飾しよく細かな看かん板ばん。貴き金きん属ぞくに次いで高こう価かな真鍮をふんだんに使用した、明らかにこの鉱こう山ざん街にはそぐわない上流階級の気品漂う門もん構がまえ。


　看板には「高級文具屋」とあった。


　マルクは、そこで真に上じよう質しつな万年筆というものが、どれほどまでに値段の上がるものなのかを思い知ることとなる。





「……なにをしていたのかね？」


　エルミナの心底不思議そうな声。


　数分後──マルクが店でもっとも上等な万年筆とインク──マルクの給料など紙くずに思えるような金きん額がく──先日、アルバから支し払はらわれた報ほう酬しゆうの半分を消失──を購こう入にゆうして戻ると、エルミナはすでにメガネ屋の店主からペンを借りてメモを済すませていた。


　──私はなんのためにこんな高い買い物をしたのですか……！


　マルクがガックリと膝ひざをつくと、ロッジが呆あきれたような声を漏もらす。


「あんた、わざわざ買いに行ってたのか？」


「………………あ」


　その一言で、エルミナはようやく思い出したような声を上げる。どうやらうっかり命ヽ令ヽしてしまったらしい。もしかして私のせいかね、というような気まずそうな眼まな差ざし。


　エルミナは誤ご魔ま化かすように視し線せんを宙ちゆうにさまよわせ、それから店主の顔に目を留とめる。


「……ふむ。あと、メガネを見み繕つくろってもらいたい」


　言いながらエルミナはマルクを指さす。


「はあ……、執バト事ラーさんの、でございますか？」


　小さく頷くエルミナ。


「か、買っていただけるのですか？」


　マルクは表ひよう情じようを明るくする。どうやら外までペンを買いに行かせたお詫わびのようだ。


　メガネ用のレンズは非常に高価である。それに加え、マルクの場合はフレームも壊れているのでこちらも修しゆう理り、あるいは買い換かえが必要である。その金額はマルクの給料一ヶ月分をも凌りよう駕がする。それがタダで手に入るのなら拒こばむ理由などなにもない。


　しかし、世の中なんの対たい価かもなしにそんな上手い話があるはずもなかった。


　狂きよう喜きするマルクにエルミナは無情な一言を告げる。


「……その代わり、庭ガー師ドナーの件は君ヽにヽ一ヽ任ヽすヽるヽ」


　マルクはガックリと膝をついた。


　──たった今、この街では見つからないと分かったところではありませんか……！


「あの……お嬢じよう様さま？　まだ、庭ガー師ドナーの目星もついていないのですが……」


「……少し、順番が違うだけであろう」


　無理だった場合のことなど欠かけ片らほどにも考こう慮りよしていない返答。しかも今のは確たしかに命令されたはずだ。今のところなにかの強きよう制せいは現れていないが、なにかしらの制せい約やくをかけられたはずだ。


　落ちこむマルクに、エルミナはやはり不思議そうに首を傾かしげるだけだった。





　店主が次々とメガネを差し出し、エルミナはそれをしげしげと見つめては首を横に振ふる。


　──結局、あなたが選んでいますよ。


　初めのうちはおもしろがっていた店主も、十個こを超こえたあたりから額にうっすら汗を浮かべ始めていた。


「あの、お嬢じようさん。これなんかで良いんじゃないでしょうか？」


「……駄だ目めだな。これではどこか睨にらまれているように見える」


　差し出されたメガネは、飾かざり気けのないシャープなラインのものだった。レンズは卵たまごを横に倒たおしたような楕だ円えんで、言われてみればまあ、睨んでいるように見えなくもない。


「いや、お嬢さん。これはニュージョンストンで流行のモデルですよ？」


　ニュージョンストンというのはフロアティナでも指折りの都会だ。むしろ都会と聞いて思おもい浮うかぶのがその名だと言っても良い。


　他ほかには花の都と言えばゴルドラのアンバーホルン。美の都と言えばラチナスのレアメトールなどなど。ともかく店主はそういった都会で流行のモデルを薦すすめているのだが、エルミナの趣しゆ味みには合わないようだ。実じつ際さいにつけるのはマルクのはずなのだが……。
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　そろそろ店主が不ふ憫びんに思えてきたので、マルクは仲ちゆう裁さいに入ることにした。


「お嬢様。私はさほどこだわりはありません。それほど真しん剣けんに悩なやまれなくとも大だい丈じよう夫ぶでございますよ」


　そう言うと、エルミナは何故か憤ふん慨がいしたように目を細めた。


「……毎日このメガネと顔を合わせて紅こう茶ちやを飲むのだ。いい加か減げんなものは選べない」


　──私の顔はメガネのついでなのですか……？


　落ち込むマルクを見て、店主は腹はらを抱かかえて蹲うずくまる。笑いを堪こらえようと努力しているようだが、まったくの空から振ぶりである。


　それから、マルクは自分が今まで使っていたメガネに似にたものを見繕って貰もらえばいいと気づき、割れたメガネを取り出す。


「今までこちらのメガネを使っていたのですが」


　飾り気のない銀色のフレーム。鼻当てを中心に二つに分ぶん断だんされており、落ちたときの衝しよう撃げきでレンズにも亀き裂れつが走っていた。


　それを見て、店主はなにか思い出すように自分の顎あごを撫なでる。それから店の奥おくへと引っ込こみ、やがて長方形の箱を持って出てくる。


「ほう……」


　中に納おさめられていたのは、鈍にぶい光を灯ともした赤あか金がね色いろのフレームだった。波のようなゆるい曲線を描えがくテンプル。特に装そう飾しよくが凝こらされているでもなく、至いたってシンプルなものだが、妙みように品のあるデザインだった。


「赤しやく銅どうと言いましてね。基き本ほんは銅なんですが少しだけ金を混まぜた合金です。銀よりも硬かたくて丈夫ですし、鉄よりも軽く変色もし難にくいです」


　そう説明を受けると、エルミナは窺うかがうようにマルクの顔を見上げる。


「良いメガネかと思います」


　心からの微び笑しようを浮かべ、そう答えるとエルミナは何な故ぜか慌あわてたように顔を背そむけた。


「……では、これを頼たのみたい」


「かしこまりました」


　店主はおかしそうに苦く笑しようする。





　それからマルクは店の奥で視し力りよくを測そく定ていする。エルミナは店内に展てん示じされているフレームをしげしげと眺ながめていて、特に退たい屈くつしているようでもなかった。


「俺おれは、あの舞ぶ踏とう会かいのメガネも悪くないと思ったんだがなあ？」


　ようやく測定が終わると、ロッジがしつこくからかってくる。店主が冗じよう談だん半分にそんなメガネも持ってきたのだ。エルミナからは見えない位置にいるためか腕うでまくりをしてだらしない格かつ好こうである。どうやら、店内もそれなりに暑いようだ。


　マルクが微笑をヒクヒクと痙けい攣れんさせていると、ロッジは唐とう突とつに真ま面じ目めな声で呟つぶやいた。


「それで、街中をうろついてるあの連中は、あんた絡がらみか？」


　その言葉で、マルクも涼すずやかな微笑のままピンと空気を張はり詰つめる。


「今の位置は分かりますか？」


「少し前に街外れの山に向かったらしい。ただ、三人なのが二人になってたって話だ」


　──別行動の一人はこちらの監かん視しをしていると考えるべきですね……。


　メガネを選んでいる最中も、こうして視力を測定している最中も、マルクの影かげは人の形をしてはいなかった。蜘く蛛もの巣のごとく繊せん維い状じように解ほつれ、店主やロッジの影を搦からめ捕とらないように気をつけながらも店中を覆おおっている。バカ騒ぎをしていようとも、一いつ瞬しゆんたりとも契けい約やく者しやたちの存そん在ざいを忘わすれてはいなかった。


「雇やとい主は分かりますか？」


　確かく認にんのためにそう訊きいてみると、やはりロッジは首を横に振った。


「少なくともこの街の組そ織しきじゃあないな」


　このロックウォールは、ノローデ、ディーノ、リゾットの三つのファミリーが牛ぎゆう耳じっている。しかし【渓キヤ谷ニオのン・楽パラ園ダイス】という奇き妙みような地下酒場の存在ゆえ、どこか連帯感というか、友好的な交流が発生している。


　それが先日、ディーノ・ファミリーがセリアにマルクという二人もの契約者を雇やとい入れたため、抗こう争そう寸すん前ぜんにまで緊きん迫ぱくした。それが組織同士の抗争目的ではなく、別の目的のためであり、契約者もマルクが離り反はんするという結末を迎むかえたため、沈ちん静せいしたらしい。


　そんな理由から、ギャングたちは街に入ってくる契約者にはかなり神しん経けい質しつになっているようだ。よそが雇えば自分たちの立場が危あやうくなるし、自分たちが雇ったと思われればやはり濡ぬれ衣ぎぬで立場が危うくなる。


「この街は、他の街に比くらべりゃあ組織同士のいざこざは少ないんだ。この前みたいに勢せい力りよくの均きん衡こうが崩くずれない限かぎりは暗殺みたいなこともねえ。だからあえて崩そうって奴やつもいない」


「……あなた方は、何故お嬢じよう様さまが狙われているかはご存ぞんじないのですか？」


「具体的には知らんな。もっとも、蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきなんてもんが在あるってことすら、大半の奴は知らねえ。その噂うわさを聞けば、なんかあるんだろうとは思うがな」


　──ということは、情じよう報ほうの出所はこの街ではないのですね……。


　思い返せば、アルバもセリアから情報を持ちかけられたようだった。先ほど地下酒場で会ったとき、セリアに訊いてみれば良かったのだろうが、あのときは先に契約者の情報を提てい示じされてしまったため訊けなかったのだ。


　──あるいは、それを訊かれたくなかったから情報を見せたのか。


　よくよく考えると、やはりセリアの気前のよさは不自然だった。別の情報で気を逸そらされたと考えるべきなのだろう。


　予想以上に話が根深くなっていき、マルクは軽い頭ず痛つうを覚えた。こんな状じよう況きようなのに、自分は標的のエルミナを連れ回しているのだ。一体なにをやっているのか。


　ひとまず、契約者たちになにか動きがあったら教えると言い残し、ロッジは店を去っていった。そしてメガネの注文も終わる。


「それでは出来上がりしだいお屋敷にお持ちします」


　そう言って腰こしを折る店主に見送られ、マルクとエルミナは再び混こん沌とんたる繁はん華か街がいに足を踏ふみ入れる。
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　再び白い日ひ傘がさを揺らして進むエルミナ。その表ひよう情じようは相変わらず無表情なのだが、マルクにはなにかいつもと違うように思えた。


　機き嫌げんが良さそうである。それはまあ良いに越こしたことはないのだが、なにか違い和わ感がある。様子がおかしいというよりは、突とつ然ぜん髪型を変えたような、そんな違和感だ。


　──何故でしょうか？


　首は傾げたものの、機嫌が悪い主あるじと歩いているよりは、もちろん機嫌が良い主と歩いている方がいいに決まっている。結局のところマルクは現げん状じようを少なからず楽しんでいた。


　やがて、エルミナが不意に足を止める。なにかの店に気を惹ひかれたようだ。その視し線せんを追ってみると、黒い絨じゆう毯たんの上に色とりどりの光が反はん射しやして見えた。装そう飾しよく品ひんのようだ。


「あれは装飾品の露店でございます」


「……装飾品をあのように並ならべるものなのかね」


「ええ。ここで上流階級の方が身につける装飾品は売れないのです」


　エルミナは小さく首を傾かしげる。エルミナは普ふ段だん、あまり装飾品を身につけないが、興きよう味みがないわけではないらしい。


「……どう違うのかね」


「主に素そ材ざいが違ちがいます。金などは高こう価か過ぎますから代わりに真しん鍮ちゆうを扱あつかっています。銀も硬こう貨か用に硬度を高めたため、純じゆん度どが落ちた銀などを使っているようですね。庶しよ民みんが購こう入にゆうしやすいものを選んで売っているのですよ」


　路上で売っている純コ度イのン低シいル銀バーや真鍮の装飾品など、見る機会すらなかったのだろう。説明に聞き入るエルミナがあまりに真しん剣けんに見えて、マルクは思わず笑えみをこぼした。


「ご興きよう味みがあるのでしたら、覗のぞいていかれますか？」


　出店は地面に直ちよく接せつ絨毯を敷しいており、その上に品物が雑ざつ多たに並べられていた。大きく無ぶ骨こつな意い匠しようのものが多く、女じよ性せいが身につけるようなものは少ない。ガンベルトにつけるバックルのようなものが大半だ。


　店主を見てみると、意外なことに初老のクーランだった。白しら髪が交じりの黒くろ髪かみを後ろで束ね、彫ほりの深い顔には深いしわが刻きざまれている。店主はエルミナの姿すがたを目に留めると、ピューと口笛を吹ふいた。


「これはまた上品なお嬢じようさんが来たもんだ」


　ニッと笑う店主に軽く会え釈しやくを返し、エルミナは地面にしゃがみ込む。瑠る璃り色いろのドレスがフワリと地面に広がり、あっという間に汚よごれる。アイシャが見たらきっと怒るだろうと思いつつも、エルミナがあまりに真しん剣けんに品物を眺ながめているため、注意できなかった。


　マルクも隣となりにしゃがみ込んで品物を見物する。赫ヴアル鷲チヤスの羽や翼つばさ、黒ケル野ビツ牛トのシルエットなどを模かたどったものが多い。この店主が自分で創つくっているのだろうか、クーラン独どく特とくの意い匠しようが凝こらされている。


　マルクにとっても物もの珍めずらしいものだったので、しげしげと眺めているとエルミナが品物の一つに手を伸のばした。小さな小鳥を模ったペンダントだった。


「それは銀ソ啼ロー鳥ネなんだ。とてもキレイな声で歌う。銀ソ啼ロー鳥ネ、高くは飛べない。だけど歌声どこまでも届とどく」


　たどたどしい口調。しかしその不器用な説明がエルミナの心をがっしり摑つかんでしまったらしいことは、横顔を見ていればよく分かった。


「それでは、それをいただけますか」


　マルクは気がついたときにはそう口にしていた。エルミナが驚おどろいたように顔を向ける。


「先日の時計のお礼でございます」


　マルクがそう答えると、エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを大きく揺らし、穏おだやかに口元をゆるめた。


「……ありがとう」


「え？」


　マルクは聞き違ちがいではないかと自分の耳を疑うたがった。それはあまりに小さな声だったのだが、普段のエルミナからはかけ離はなれた、柔やわらかい言葉だったのだ。


　マルクが惚ほうけていると、店主は銀の銀ソ啼ロー鳥ネをエルミナの手に握らせる。


　その手を開いて銀色のペンダントを見つめるエルミナ。それは本当に幽かすかにではあるが穏やかに緩ゆるんだ表情に見えた。上流階級の娘むすめが身につけるにはふさわしくないような安物だというのに、見たこともない宝ほう石せきでも手にしたかのようである。


　そんなエルミナを眺め、マルクはやはりなにか奇き妙みような違和感を覚えた。


　──はて……、なんでしょうか？


　重大ななにかを見落としている。そんな違和感だ。


　首を捻ひねるマルクに、エルミナはどヽこヽまヽでヽもヽ深ヽくヽ透ヽきヽ通ヽっヽたヽ翠玉の瞳を向けて、不思議そうに首を傾げていた。





　装飾品屋を立ち去ると、すでに昼を回るころだった。メガネの入手のめどは立ったが、庭にわ師しの目星も契けい約やく者しやたちの情じよう報ほう源げんも、そしてその排はい除じよもできていない。


　──なにをやっているのでしょうね。私は。


　エルミナが歩き疲つかれたように見えたので、近くの店のひさしに入ると、周囲の店がパタパタと片かた付づけを始めているのが目に留まった。


　見上げてみると、空にはどんよりと暗い雲が広がっていた。しかしそのおかげで日差しが遮さえぎられ、エルミナも街中を倒れることなく歩き回ることができたわけでもある。


　エルミナは日ひ傘がさを持っている。雨足の勢いきおいにもよるが、降ふり出しても帰れないことはないだろう。庭師の件もマルクに任せるということで納なつ得とくしたようだし、そろそろ帰らせた方が良いのかも知れない。


　──少し、残念では、ありますがね……。


　もう少しこうしていたい。そんな気もするのだが、マルクが屋や敷しきを出たのは契約者を始末するためなのだ。天候が崩れたのはマルクにそれを思い出させるためなのかも知れない。


「お嬢じよう様さま。あとは私が────」


「──マルク」


　マルクの言葉を遮さえぎる強い口調。エルミナから真しん摯しな眼まな差ざしを向けられ、マルクは言葉を詰つまらせた。困こん惑わくしていると、エルミナは翠玉の瞳を幽かに揺らす。


「……君に、話していないことがある」


「話していないこと？」


　エルミナはいつも通り無表情だったが、打ち明けるのにずいぶん葛かつ藤とうしているらしいことは窺うかがえた。やがてエルミナは重々しく口を開いた。


「……私は、知っているのだ」


　エルミナは再ふたたび沈ちん黙もくするが、今度はそう長くはなかった。


「……私は、〝視〟ていた」


　なんだか見られてはまずいことばかりが思い浮うかびマルクはうろたえるが、エルミナが言っているのはそういうことではないらしい。


「……私は視ていたのだ。君がなにをされて、アイシャがどうして能のう力りよくを使ったのか」


　ギュッとスカートを握にぎりしめ、なにかを堪こらえるように呟つぶやくエルミナ。マルクにはそれがなにのことを言っているのか、しばらく理り解かいできなかった。理解してはいけないと感じたのかも知れない。


　しかしエルミナは戸と惑まどうことを許ゆるさないように言葉を続ける。


「……君が、あの三人を捜さがすために屋敷を出たがったのだと知っていたのだ」


　ドスン──となにかが落ちたような音を聞いた気がした。


　エルミナは全部見ていた？　全部気づいていた？　気づいていてマルクについてきた？


「……始まりに〝契約〟をしたのはアイシャだった。アイシャの能力は、私に遠くを視る〝眼め〟を与あたえてくれた」


　──〝眼〟……？　一体、なにを言っているのですか……？


　困惑しながらも、マルクは初めて会ったとき、エルミナは遠く離れた屋根の上にいたマルクを視し認にんしたことを思い出してしまった。


　常じよう人じんの視力ではあり得ない現げん象しよう。エルミナの精せい霊れいは特別だからそんなこともできるのだろう。漠ばく然ぜんとそう考えていた。しかし、エルミナの能力は時間を逆流させるような超ちよう復ふく元げん能力と、それを反転させたような破は壊かい能力なのだ。遠地を見通す能力などないはずなのだ。


「……私には、……必要だったのだ」


　半ばうわごとのように続け、エルミナは壁かべにもたれかかる。マルクはようやくエルミナの様子がおかしいことに気づいた。


「お嬢様？」


「……だけど、こんなことに、なるなんて……考えて、なかった」


　マルクは慌あわてて駆かけ寄よる。膝ひざから崩くずれ落ちるエルミナを、なんとか受け止めることができた。エルミナは、泣いていた。信じられないことだが、翠すい玉ぎよくの瞳ひとみからポロポロと涙なみだを零こぼしていた。


「ごめんなさい……」


　どう反はん応のうしたらいいか分からず、マルクは途と方ほうに暮くれながらも、エルミナが倒れないようになんとか支ささえていた。


　一体、なにを言おうとしているのだろう。マルクがじっと続きを待つ。


　……待つ。


　……とにかく待つ。


　……すごく待った。


「あれ？　お嬢様？」


　いつまで待っても続きが語られないのを不思議に思って顔をのぞき込こむと、エルミナはスウスウと静かな寝ね息いきを立てていた。


　──ね……寝ています……！


　一体、なにを言いかけていたのか……。それからマルクはなにやらアルコールのにおいがすることに気がついた。地下酒場には入ったがマルクは酒を飲んではいない。首を傾かしげて、エルミナの寝息にアルコールのにおいが混まじっていることに気がついた。


　──そういえば、あの店の酒代は、いくらなんでも高かったですね……。


　どうやら店主のエンリコはエルミナに酒を出していたようだ。エルミナは恐おそらくそれを酒だと気づかずに飲んでいたのだろう。思い返せば、今日のエルミナは普ふ段だんにも増ましてぼんやりしていたように思える。泥でい酔すいしていたのかも知れない。


　マルクはガックリと膝をつきたくなったが、エルミナを抱えたままなのでそれもできなかった。


　静かな寝息を立てつつも、頰ほおには涙の跡あとが残っている。今の告白が聞き違ちがいや夢ゆめではなかった証あかしだ。しかしこれだけぐっすり眠ねむっているエルミナを起こすこともできない。途方に暮れていると、エルミナがその手にしっかりとなにかを握っていることに気がついた。


　その手を少しだけこじ開けて見ると、そこにはマルクが買った銀ソ啼ロー鳥ネのペンダントがあった。それを見て、マルクは苦く笑しようと共に小さく息を吐はいた。


「まったく。人ひと騒さわがせなお嬢様ですね」


　そして、それは常つねに周囲を警けい戒かいし続けてきたマルクが、プツリと集中力を切らした瞬しゆん間かんでもあった。





　トンッ──と、誰だれかが肩かたを叩たたいた。


　マルクがそちらに顔を向けると、壁しかなかった。


「──ようやく、隙を見せたのじゃ」


　後ろから聞こえた押おし殺ころしたような声。


「え……？」


　それからマルクは自分の胸むねから鋭するどく尖とがった金きん属ぞくが突つき出ていることに気がついた。




　第三章　片かた翼よくの鳥は歌声を忘わすれ










　アイシャは花か壇だんの前に立っていた。


　三方が壁かべに囲まれ、日差しを遮さえぎっている。花壇を作るには向いていない造つくりのこの場所は、ちょうど屋や敷しきの真ま裏うらに当たる。十日ほど前、ドミニクが花に向かって話しかけていた場所であり、それを目もく撃げきしたマルクがアイシャに打ち倒たおされた場所でもある。


　片かた手てにはハサミとバケツ。もう片方の手には沸わかした湯が入った桶おけに、清せい潔けつなタオル。片方はもちろん、花壇の手入れのためのものなのだが、もう片方はどう考えても花壇には無む縁えんのものだ。


　アイシャはハサミとバケツを地面に置くと、周囲と屋敷の窓まどをざっと見み渡わたす。


　現げん在ざいマルクとエルミナは二人で街まで出かけており、ドミニクも出しゆつ張ちようから帰ってきていない。視し線せんを警戒する必要はないのだが、いつもの癖くせでついやってしまう。


　──そういえば、ここのこと、ずっとマルクさんには内ない緒しよのままなのかな？


　ここのことをマルクに知られるわけにいかないから、あの日のアイシャは慌あわてたのだ。


　エルミナからはなにも言われていないが、ドミニクからは黙だまっておくよう言われている。ドミニクがエルミナの意い志しに反することはないだろうとは思うが、マルクにだけ黙っているという現げん実じつが少々心苦しかった。


　花壇は壁に沿そって並ならんでいるが、中央には人が通れる空間が拓ひらけている。その先には屋敷の壁が広がっているのだが、よく見ると一部だけ石が欠けていて取っ手のような窪くぼみになっていた。


　桶の湯をこぼさないように抱え直し、アイシャはその窪みに手をかけ、ゆっくり横へ力をかける。


　ゴリリリゴリ──重たく鈍にぶい音を立て、壁が左側へずれていく。


　ぽっかりと開いた壁の向こうに延びているのは、地下へと潜もぐる階かい段だんだった。精せい密みつに作られた隠し扉とびらというものだ。階段にはところどころコケがこびりついており、この屋敷同様、相当年代の古いものだと分かる。


　ここにこの扉があることは、マルクには秘ひ密みつだった。この先、使用人が増ふえたとしても、やはり彼らに教えることはないはずだ。


　そしてそれはこの先に進んで良いのが、主あるじたるエルミナ以外ではアイシャだけだということでもある。そもそも、そのためにアイシャは侍じ女じよになったようなものなのだから。


　ドミニクは禁きんじられているのか、それとも入りたくないのか、ここにやってきても中に入るところは見たことがない。ただ懺ざん悔げでもするように跪ひざまずくだけだ。そしてそんなとき、いつもはゆるみきっている顔に悲しそうな表ひよう情じようを浮かべるのだ。


　──もしかして、男の人は入っちゃいけないのかな？


　見当外れの推すい測そくのように思えるが、この奥おくにあるものを考えるならば的を射いているのかも知れない。


　階段への下り口には小さな棚たながあり、火付け石とランタン用の油差しが置かれている。その棚に桶とタオルを載のせ、すぐ隣となりの壁をゴソゴソと探さぐる。壁には小さなランタンが掛かけられており、そちらに火を灯ともしながらアイシャはぼんやり考えていた。


　マルクは、屋敷の掃そう除じには余よ念ねんがない。働き始めてまだ十日程てい度どだというのに、屋敷内のことはすでにアイシャよりも詳くわしくなっている。この扉のこともいずれ気づくだろう。


　──でも、気づいてて訊きかないでくれてるのかも……。


　あれだけ屋敷の構こう造ぞうを熟じゆく知ちしているなら、玄ヽ関ヽホヽーヽルヽのヽ地ヽ下ヽがヽまヽっヽたヽくヽのヽ空ヽ洞ヽでヽあヽるヽことに気づかないはずはない。それに、エルミナの昔のこと──アイシャも姉し妹まいがいたということくらいしか聞かされていないが──にも薄うす々うす気づいているようだが、エルミナが話すまで待っているような節もある。


　──もしかして、エルミナはそれを話したくていっしょにお出かけしたのかな？


　今日のエルミナは、アイシャが見ても強ごう引いんだと思った。庭師の話は確たしかに大変だが、あそこまで急ぐ理由はないはずだ。ドミニクは明日になれば帰って来るのだから。


　納なつ得とくできる理由が思い付けたので、アイシャは満足して階段に足をかける。


　アイシャは普ふ段だん、マルクがエルミナに紅こう茶ちやを運んでいる最中などにここの仕事を済すませていた。今日はマルクもいないので、地下の換かん気きのため扉は開けておく。


　ぺたんぺたん──と、サンダルの音が石の階段に響く。


　ここはこの屋敷の中心部にして最深部。ここには、エルミナにとってなによりも大切なものがある。


　一度だけ、マルクと郵ゆう便びん屋やが話しているところを、聞いてしまったことがある。この屋敷が蜃しん気き楼ろうの屋敷と呼よばれているのだと。


　実に的を射た譬たとえだった。蜃気楼には何者もたどり着けはしない。それを求めるものも、害するものも、ただ揺らめく陽かげ炎ろうを追いかけることしか許ゆるされない。


　しかしアイシャは知っていた。エルミナはこう言ったのだ。


　──ここは夢ゆめの揺ゆり籠かご──


　全すべてがこの場所を守るために存そん在ざいし、そしてその存在を隠しているのだと。この屋敷はここで眠ねむる〝彼女〟が目覚めるその日まで、全ての存在から〝彼女〟を守るための揺り籠なのだと。


　階段が終わり、目の前に大きな空間が拡ける。玄関ホールと同等の面積がある巨きよ大だいな一室。その中央には、部屋の広さに比ひ例れいして巨大なベッドがポツンと置かれていた。


　そしてその巨大なベッドの中央には、ベッドに対してあまりに小こ柄がらな少女が一人、寝ね息いきも立てずに横たわっていた。


　部屋の入り口にランタンを設せつ置ちすると、アイシャはいつもエルミナに向けているものと同じ元気な笑え顔がおを浮かべた。





「こんにちは──エヽミヽリヽオヽさん」





　アイシャは自分のもう一人の主にそう語りかけると、そっとベッド側に寄り添そった。


　金色の髪かみがベッドに広がっていた。エルミナとは対照的に長く伸ばされた髪。立てば恐おそらく背せ中なかどころか膝ひざまで届くほどの長さ。身を包んでいるのは真っ白のドレス。エルミナは白を好まない。黒か色の深い瑠る璃り色いろを好む。


　エルミナとは対照的な格かつ好こうをしていながら、その少女の顔はエルミナとまったく同じだった。


　エルミナの双ふた子ごの姉し妹まい──エミリオ＝ヴァレンシュタイン。


　アイシャに与えられた仕事とは、一日に一度彼女の体を拭ふき、着き替がえをさせ、この部屋の掃除をすることだった。これを男であるマルクやドミニクに任まかせるわけにはいかない。


「お顔、拭きますね」


　アイシャはいつものようにエミリオの顔を拭くところから始める。エルミナに接せつするのと同じだけ気持ちを込めて、丁てい寧ねいにそっと優やさしく。


　アイシャがエミリオに初めて会ったのは、エルミナに拾われたときだった。灰はい色いろの世界でも見分けがつくほど反対の服ふく装そうをした二人。しかし同じ顔をした二人。恐らく瞳ひとみの色も同じなのだろうが、そのときにはすでにエミリオはこの状じよう態たいだった。


　眠り続けるエミリオ。彼女は食事も摂とらないまま、一年以上もこの状態らしい。それが異い常じようなことであることくらいアイシャにも分かる。それでもエミリオは生きている。


　触ふれれば温ぬくもりを感じるし、よく観察してみれば呼こ吸きゆうをしているのも分かる。暑ければ汗あせをかくし、寒ければ唇くちびるから色が失われることもある。


　エルミナは彼女は時間の流れから取り残されているのだと語った。止まっているわけではないが、その流れが人のそれよりも遅おそいのだと。そして、それが自分のせいだとも。


　少しずつ外からの影えい響きようは受けている。ゆっくりでも時間は流れている。ゆっくりと少しずつ、しかし確かく実じつに、エミリオの命はすり減へっている。


　顔を拭き終わると、タオルを一度キレイに洗あらい、腕うでに移うつる。それからドレスの袖そでを捲まくりながら順番に拭いていく。


　エミリオにどれくらいの時間が残されているのか、アイシャはそれを聞かされていない。こうして触れている限かぎり、今日や明日にもとは思えないが、それでも五年も十年も保もつようには思えない。


　アイシャが知っているのはエルミナが彼女を助けようとしていること。そしてそのために〈空白の契けい約やく書しよ〉を創つくったということだけだ。あの契約書がどう作用するのかは聞かされていないが、アイシャの契約者としての能のう力りよくの一部が、エルミナにも扱あつかえるようになっていることは知っていた。


「ちょっと寒いかも知れないですけど、体拭きますね」


　この地下広間は夏でも涼すずしい。上半身のドレスを脱ぬがせると、アイシャは寒くないように掛かけ布ふを掛かけながら手早く、そして丁寧に体を拭いていく。


　これらの処しよ置ちは、初めはエルミナが自分自身の手で行っていた。アイシャはその隣となりで手伝うところから始め、少しずつやれることを増ふやしていった。一人でやれるようになるまで、一ヶ月ほどかかった。


　今では実に半年近く続けていることになる。しかし、いつからだろうか。そうして見み慣なれたものであるはずの彼女の体を見ることに、不安を感じるようになったのは……。


　アイシャは自分の胸むねにそっと手を当てる。


　──ちゃんと、大きくなるのかな……。


　エルミナからお下がりのドレスを貰もらっても、胸の部分だけが妙みようにスカスカである。背せ丈たけはきちんと合っているものをもらっているというのに……。これに対しなにも感じないほどアイシャも無む頓とん着ちやくではない。


　アイシャ＝クラン＝ウィード十三歳さい。避さけては通れない、思春期の悩なやみに直面し始めた夏の日だった。


「それじゃあ、次は体を起こしますね」


　雑ざつ念ねんを振ふり払はらうように首を振ると、エミリオの上半身を起こして、自分にもたれ掛けさせる。そうして背中を拭いてやると、次は新しいドレスを着せてやる。


　エミリオが一体どんな少女なのか、それはエルミナもドミニクも語りたがらないためアイシャには知るよしもない。しかしエルミナが誰だれよりも大切にしている人なのだ。


　アイシャにとって誰よりも大切なのはエルミナだ。だからエルミナに対するのと同じだけ気持ちを込めて接せつしようと決めた。だから返事がないと分かっていても、きちんと話しかけることにした。エルミナがこうなったら自分はそうするだろうから。


　着替えが終わると、次は髪。首に枕まくらを添そえて頭を浮かせ、丁寧に櫛くしで梳すいていく。


　長い髪。アイシャのものとは違ちがい、癖くせのない真まっ直すぐな髪。惚ほれ惚ぼれするような金色の髪。エルミナも伸ばせばこんなふうになるのだろう。同どう性せいのアイシャが見ても見み惚とれてしまうほどの美しさ。梳いた髪はもつれないようにシーツの上に伸のばす。そうして広がった髪は金色の絨じゆう毯たんのようでさえある。
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「はい。今日もキレイになりましたよ！」


　髪を梳き終わると、枕を元の位置に戻し、ドレスの裾すそを直してやる。着替えさせたドレスはエルミナのドレスといっしょにアイシャが洗うことになっている。マルクも女性の洗せん濯たく物ものを盗ぬすみ見るほど無ぶ粋すいな男ではない。アイシャが二人分の衣服を洗っていることには気づいていないようだった。


　エミリオの着替えが終わると、ベッドの天てん幕まくを閉しめて部屋の掃そう除じに取りかかるのが通例である。その掃除が終わったら、昨日今日起こった、楽しかったこと、失敗してしまったことなどを話しかけている。


　聞こえているのかは分からないが、エミリオが目を覚ましたとき、少しでも自分のことを知っていてくれるといいな、とささやかな期待を込めて、それでいて熱心に。


　しかしその前に掃除である。アイシャは潔いさぎよく立ち上がる。


「それじゃ、お掃除するのでちょっとの間、ここを閉めますね……？」


　天幕を閉めようとして、アイシャは小さく首を傾げた。それからギュッと目を閉とじると、やはりもう一度首を傾げた。


「エルミナとマルクさんです」


　その瞳が捉とらえた光景は灰はい色いろで、色しき彩さいの存そん在ざいしないものだ。その灰色の光景に、不ふ可か解かいな一点を見つけてしまい、アイシャはにわかに青ざめた。


「ごめんなさいエミリオさん。お掃除、またあとでやりに戻りますね」


　そう言い残すと、パタパタと階段を上っていく。エルミナとマルクに悪いことが起こらないようにという儚はかない望みを抱いだきながら。
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「これは、また、ずいぶんな挨あい拶さつですね……」


　マルクは、なんとかその言葉を絞しぼり出した。


　燕えん尾び服ふくを突つき破って刃は物ものが突き出している。現げん実じつに肺はいや背せ中なかに、最悪に不ふ快かいな異い物ぶつ感がある。普ふ通つうに考えたら間ま違ちがいなく絶ぜつ命めいしている。


　──この能のう力りよく……カナメですか……。


　頭ず蓋がい骨こつに刃物を突き立てられた拷ごう問もんを思い出し、嫌いやな汗あせが滲にじむ。マルクが呻うめいていると、後ろから押おし殺ころしたような声が返ってくる。


「騒さわがぬのは感心なことじゃ」


「執バト事ラーは、みだりに取り乱みださないものですよ」


　なんとか、そう返すことができた。


　腕うでの中のエルミナはこんな状じよう況きようにもかかわらず、目を覚ます様子はない。しかし目を覚ましたら覚ましたで、それは厄やつ介かいでもある。何な故ぜならエルミナの能力は自分に危き害がいを加えるものを強きよう制せい排はい除じよしてしまう迎げい撃げき能力なのだから。


　周囲の人間も天候が崩れてきたせいか、店を片かた付づけるのに必死でこちらの様子に気づくものはいない。……というか、マルクはエルミナを抱かかえているわけで、端はたから見ると抱だき合っているようにも見える。あえて直視しないように気を遣つかっているのかも知れない。


「それで、なにかご用でしょうか？」


　カタナはマルクの心しん臓ぞうを貫つらぬいている。能力で無む理り矢や理り命を繫つないでいる状じよう態たいだ。わざわざ死なないように能力を使っている以上、なにか用があるはずだ。


　マルクの問いに、カナメが躊ちゆう躇ちよするようにカタナを揺らす。痛みはないとはいえ、心臓を貫かれているのだからマルクは気が気でない。


「おんしに訊ききたいことがある」


「さて、私に話せることなどなにかあるでしょうか？」


　正直、マルクには状況打開の策さくがなにも思い付けなかった。カナメの影かげを括くくろうにも、向こうはマルクの能力を相そう殺さいできる。それに向こうにしてみれば、ただ手を放すだけでマルクを殺せるのだ。駆かけ引きにすらならない。


　しかしだからと言ってエルミナの情じよう報ほうを売るという選せん択たく肢しは存在し得ない。それはアルバに情報を売り、その後収しゆう拾しゆうをつけるのにどれだけ苦く悩のうしたかを思い出せば、検けん討とうの余よ地ちすらない。


　──少し、乱らん暴ぼうではありますが、エルミナをこのまま突つき放はなせば目を覚ますでしょう。


　それでエルミナは自分の身くらいは守れるはずだ。あとは、自分がカナメを道連れにできるかといった問題くらいである。マルクとしても、差さし違ちがえるだけでいいのなら、そう難むずかしいことではなかった。


　カナメはマルクの軽口など気にも留めず、重々しい声を絞り出す。


「あの娘むすめは本当に契けい約やく者しやか？」


　訊かれたことが分からず、マルクは刺さされているのも一いつ瞬しゆん忘わすれて首を傾げた。


「…………なんの話です？」


「クーランの娘のことじゃ」


　質しつ問もんの意味が分からず返答しかねていると、胸むねから突き出したカタナがさらに押おし込こまれる。最悪な感かん触しよくにマルクの額ひたいにどっと脂あぶら汗あせが浮かぶ。


「自分の置かれた状況をよく考えるがよかろ」


「そう、は、言われ、ましても、あなたが、見た、ままですよ」


　出血はないが異物感はある。どうやら血流を遮さえぎられているらしい。目の前に砂すな嵐あらしのような光がちらつく。気が遠くなり始めたのを感じてマルクが奥歯を嚙かみしめていると、カナメは小さく舌した打うちを漏もらした。


「契約者なのか、そヽれヽ以ヽ外ヽのヽもヽのヽなのかと訊いておるのじゃ」


　ピクリと、マルクは肩かたを揺らした。それはもちろんカナメにも伝わったことだろう。


　──こいつ〝超ちよう越えつ者しや〟の存在を知っているのですか……！


　契約者とは精せい霊れいに対たい価かを捧ささげ、異い能のうの力を手に入れた存在。しかし、世の中にはそのルールに縛しばられない異能のものが存在する。マルクはそれを〝超越者〟と呼んでいた。


〈アルス・マグナ〉──対価という制せい約やくを超越するため錬れん金きん術じゆつ師したちに見いだされた精霊。エルミナはその力を使って〈空白の契約書〉という、契約者に支し払はらった対価を還かえす能力を作り上げた。そしてその力ゆえ、エルミナは方々から狙ねらわれることとなったのだ。


　──ですが、何故エルミナではなくアイシャの名を……？


　マルクが困こん惑わくしていると、カナメはカタナをさらに押し込む。


「意味は理り解かいしたはずじゃ。答えよ」


「さあ、分かりませんね。一体なんのことを言っているのでしょうか」


　どのみち、カナメを生かしておくわけにはいかないようだ。ほんの十日ほど前だったなら、マルクはこんなところで死ねないと見苦しくうろたえただろう。


　しかし今は別に死んでもいいと思える理由がある。


　自分に側そばにいてもいいと言ってくれた人間がいる。


　自分に居い場ば所しよというものを与あたえてくれた人がいる。


　矛む盾じゆんした理り屈くつかも知れないが、自分の居場所を守るためなら、別に死んでもいいとマルクは考えている。何故なら自分がいたという場所がきちんと残ってくれるのだから。


　マルクが影に〝破は壊かい〟を促うながそうとすると、カタナが予想外の動きを見せた。


「──っっっ！」


　カタナはエルミナの首くび筋すじに突きつけられていた。


「これでも、意味は分からんか？」


　マルクの頭の中が不意に冷えきった。


「あなたは、後こう悔かいしますよ」


　エルミナの能力は、こんな刃は物もの風ふ情ぜいで傷きずをつけられるものではない。


「あなたは私の主あるじに刃物を向けました」


　それでも、エルミナはマルクにとって命をかけて守るべき主なのだ。どれだけ〈契約書〉に振ふり回まわされようとも、マルクはそれを認みとめた上で仕えているのだ。その主に無意味とはいえ刃物のような無ぶ粋すいなものを向けたのだ。


　カナメはマルクの背せ中なかで小さなため息をついた。


「おんしは私がこの娘を殺さんとでも思うのか？」


　カタナに力が込められたのが、分かった。エルミナにカタナを押しつけるつもりなのだろう。それが自分の最後の瞬しゆん間かんになるなど考えもせず。


　マルクにはカタナが木こっ端ぱみじんに粉ふん砕さいされる光景が目に見えた。そのときカナメはどんな間ま抜ぬけな声を上げるのだろうか。そのときマルクはせいぜい長く苦しんで死ねるように影を破は壊かいしてやればいいのだ。


　そう考えていたマルクは、次の瞬間、自分が根本的なところで間ま違ちがいを犯おかしていたことを思い知る。


　ズッ──真っ白な首筋に、赤い滴しずくが滴したたった。


「──え……？」


　マルクは今、自分がどれだけ間抜けな声を上げたのか気づきもしなかった。


「おんしが死んでおらんのは私の能のう力りよくで繫つないでおるからじゃ。そっちの娘は違うぞ？」


　そんな分かりきったことをわざわざ語って聞かせるカナメ。しかしマルクの耳にはまるっきり届とどいていなかった。


　カタナはエルミナの首に押しつけられているのだ。その切っ先が触れた部分から出血が始まっていた。痛みが走ったのだろう。エルミナの寝ね顔がおが幽かすかに歪ゆがんだ。


「ま──待ってください！」


　押しつけられるカタナに変化はない。


「アイシャは契約者です。能力は見たものを灰はいにすることです。それ以上の力は持ってません」


「グランドヒルを焼いたのはあの娘ではないのか？」


「知りませんよ！　私はあの屋や敷しきに来てから十日くらいなんです。アイシャの過か去こまでは知りません」


　マルクの言葉が信用できなかったのか、カナメは戸と惑まどうようにカタナを震ふるわす。エルミナの首にはその切っ先が触れたままであり、にじみ出す血の量がどんどん増えていく。


「止やめてください……」


「なんじゃ？」


「止めろって言ってるんです。お嬢じよう様さまに──エルミナにその汚きたない鉄クズを押しつけるなって言ってるんですよ！」


　堪こらえきれず、マルクは刀身を空いた手で握にぎる。刃が食い込こみ血が噴ふん出しゆつする。手の先までは能力に干かん渉しようされていなかったらしい。飛び散った血がエルミナの頰ほおにかかる。それで驚おどろいたのか、それともマルクの怒ど声せいのせいか、エルミナの目が幽かに開く。
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　目の前に刃物があることに驚いたのだろう。エルミナは驚いたように大きく目を開いて息を呑のむ。


「た、たわけ。止めぬか！」


　カタナを摑つかまれたカナメが意外なほどうろたえるが、知ったことではない。マルクは刃を摑んだまま、自分の胸むねを裂さくように横へ引き抜ぬく。ゴリッとあばら骨ぼねに嫌いやな感かん触しよくが走るが、それでマルクの体からカタナは引き抜かれていた。


　うろたえていたせいかカナメは能力を解かい除じよできなかったようだ。マルクはカタナを引き抜くと同時に手を放し、踵きびすを返しながら大きく飛び退のく。


　振ふり返ると、カナメの姿すがたは半分壁かべに埋うまって見えた。どうやら壁を透とう過かして奇き襲しゆうしたらしい。壁から白い手足が突つき出しているのだから、気味が悪いことこの上ない。


「──喰くい殺せ〈クフ・リーン〉」


　マルクは明めい確かくに殺意を込めて契けい約やく精霊に呼びかける。山プリン犬シツプの影かげは禍まが々まがしく膨ふくれあがり、その輪りん郭かくを毛羽立たせたかと思うと、一気に弾はじけた。


　弾けた影は幾いく重えにも枝えだ分わかれし、その一つ一つがイバラのような輪郭を描えがいて駆かけ抜ける。そのイバラは周囲の影を見み境さかいなく呑み込み、カナメが生えている壁をも呑み込む。


　木もく製せいの壁は紙くずのようにクシャリと崩くずれ、カナメは転がるように飛び出してくる。その着地を狙ってイバラの影は襲いかかる。


「チイッ──〈沙イサ波ナミ〉！」


　甲かん高だかい叫さけび声と共に地面がユラリと揺らぐ。それとイバラの影がカナメの影を呑み込むのは、同時だった。


　バリッ──なにかが破やぶれる音が響ひびき、カナメが大きく体たい勢せいを崩す。


　──浅いですか……。


　マルクは影の手て応ごたえの軽さからそう判はん断だんするが、さほど気には留とめなかった。それよりも先にやるべきことがあるのだ。


　速すみやかにポケットからハンカチを取り出すと、そっとエルミナの喉のどに添そえた。


「申もうし訳わけありません。痛みますか？」


　喉に添えたハンカチが見る見る赤く染まる。


　──エルミナの能力が完かん璧ぺきでないことくらい知っていたはずではありませんか……。


　一見、無敵のように見えるエルミナの迎げい撃げき能力だが、完璧なものなど存そん在ざいするはずはない。条じよう件けんは定さだかではないが、一度は気づきもせずに粉砕した〈クフ・リーン〉の一撃を、その後防ふせげず昏こん倒とうしたことがあった。どこかに隙すきがあるのだ。


　そのことはマルクが誰だれよりも知っているはずなのに、エルミナを盾たてのように使ってしまった。マルクが悔かい恨こんに呻うめいていると、エルミナは困こまったように目を逸らした。


「……マルク」


　さすがに寝ね起おきでこの事じ態たいは堪こたえたのだろう。普ふ段だんの鋼こう鉄てつの無表情は、見る影もなくうろたえたものになっていた。


「……自分で立てる」


　言われた意味が分からず首を傾げ──それからマルクは自分がエルミナを腰こしから抱かかえ上げていることに気がついた。エルミナは地面から足が浮いた状じよう態たいである。


　慌あわてて──それでいて丁てい寧ねいに地面に下ろすと、エルミナは戸と惑まどうようにマルクから視し線せんを逸そらした。その先には白い影が蹲うずくまっていた。


「……あれは、今朝の客人の一人かね」


「そのようでございます」


　マルクはエルミナを背せ中なかに隠すように立つ。


　乱らん視しのせいで姿がブレて見えるが、カナメは傘かさ帽ぼう子しを失っており、ヒラヒラした衣服もあちこち破れていた。血けつ痕こんのようなものは見あたらない。影が砕くだいたのは衣服の一部だけだったようだ。あのヒラヒラした服ふく装そうは意外に防ぼう御ぎよ効こう果かが高いらしい。


　能のう力りよくで防御でもしているのか、蹲ったまま立ち上がろうとする様子はない。ほどなくして、どうやらあの布ぬの切きれのような服が解けないように押おさえているのだと分かった。


　──あの布切れ……対たい価かから身を守るためのものですか。


　マルクも、かつては対価で日の光に当たれない体だったため、分ぶ厚あついコートに身を包つつまなければならなかった。カナメの対価もそれと同種のもののようだ。


　──ならば、あれをはぎ取ってしまえば────


　バチンッ──そう思った瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんなにかに頰を殴おう打だされた。


　エルミナの平手だった。今までの緊きん張ちようが木こっ端ぱみじんである。


「な、なにをなさるんですか！」


　まだ酔よっぱらっているのか、エルミナの眼まな差ざしはどんより揺らいでいた。


「……いや、君は、あまり見ないでほしい」


「なにをですか」


　マルクが不服そうに言うと、エルミナは何な故ぜか驚おどろいたように翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを瞬しばたたかせた。


「……君は、気づいて──いや、見えていないのか？」


「はい？」


「……いや、いい。ただ、少し向こうを向いていてもらえまいか」


「あれを片かた付づけたらそうさせていただきます」


「いいから、あヽっヽちヽをヽ向ヽいヽてヽいヽたヽまヽえヽ」


　そう命ヽ令ヽされて、マルクは後ろを向かされる。無む理り矢や理りだったせいで、首にゴキリと嫌な感触が走るが、エルミナは気に留めていない様子だ。


　──何故でしょう……。今日はやけに命令されることが多いですね……。


　マルクが涙なみだ目めで堪えていると、エルミナは正面の（マルクにとっては背はい後ごの）カナメを真まっ直すぐ見み据すえていた。


「……無ぶ粋すいなものだね。君が欲ほしいのは私の命なのかね」


　背後で、慌あわてたような衣きぬ擦ずれの音。カナメが立ち上がったのだろうと分かった。


「それは、私の目的ではない」


「……ならば、なんの用かね」


　カチャリ──と金きん属ぞくが触ふれ合う音。どうやらカタナを構かまえ直したようだ。しかし刃は物ものを向けられようとも、エルミナの無む表ひよう情じようには微び々びたる変化も現あらわれなかった。


「アイシャと言ったか。あの娘むすめはこのカタナを──いや、これと同じものを持っていたのではないか？」


　顔の布がないせいだろうか、それともなにかうろたえているのだろうか、子こ供どものような声だった。エルミナが鋭するどく目を細める。


　──あのカタナ……ただの刃物ではないのですか？


　マルクが見ても業わざ物ものだろうことは窺うかがえる。しかしそれ以上になにか意味のあるものなのだろうか？　それをアイシャが持っているとはどういうことなのだろうか？


　──いや、過か去こ形で言いましたね。今は持っていないということでしょうか？


　エルミナは鋭く目を細めたまま、毅き然ぜんとして言い放つ。


「……それは私の知るところではない。なにより私の侍メ女イドの私事を君に話す理由はない」


　背中越ごしに空気が張はり詰つめる。エルミナの命により振り返ることのできないマルクは居い心ごこ地ちの悪いことこの上ない。銃じゆうで狙われているのにそちらを振り返れないようなものだ。


「では質しつ問もんを変えよう。おんしがエルミナ＝ヴァレンシュタインじゃな」


「……そうだ」


「あの屋や敷しきの主で間ま違ちがいはないな」


「……その通りだ」


　カナメはなにか考かんがえ込こむように言葉を切る。それから、挑いどむような鋭するどく重たい声。


「おんし、契ヽ約ヽ者ヽでヽはヽなヽいヽなヽ？」


　その一言に、エルミナは大きく目を見開いた。マルクは意味が分からず戸と惑まどう。


　──エルミナは超ちよう越えつ者しやです。それは、もう知られていることではないのですか？


　それから怯おびえるように唇くちびるを震ふるわし、かすれた声を絞しぼり出す。


「……君は──」


　なにか言いかけたエルミナの声をカチン──と鐔つば鳴なりが遮さえぎる。


「だいたいの事情は分かった」


　それから──ジャボ──能力を使ったのだろう、水がはねたような音。


「待ちなさい。逃にげるのですか？」


　振り返ることもできないまま、マルクは吠ほえる。


「これは私事じゃ。ヨハエルとの契約の外。これ以上おんしらに用はない」


　ヨハエルというのは〈宣せん教きよう師し〉のことだろう。しかし契約の外とはどういうことか。


　それから、カナメはなにか思い出したように付け足す。


「一つだけ忠ちゆう告こくしてやろう。屋敷には戻らぬことじゃ」


　蜃しん気き楼ろうの屋敷はエルミナの能力の支し配はい下かにある。その気になれば住人以外の存そん在ざいを全すべて閉しめ出すこともできるはずだ。いわば鉄てつ壁ぺきの要よう塞さいでもある。その能力をカナメたちが知るはずもないが、どういう意味だろうか。


「何故、それを教えるのです？」


　そう尋たずねると、ずいぶん躊ちゆう躇ちよした気配が漂ただよってくるが、やがて重たい声が絞り出される。


「……怪け我がをさせたのは、悪かった」


　マルクは耳を疑うたがった。この平気で人に刃物を突き刺す生き物が、謝しや罪ざいを口にしたのだ。それから──契約の外──カナメがそう言ったことを思い出した。マルクはともかく、エルミナまで傷きずつけるつもりはなかったのかも知れない。


　マルクとエルミナが啞あ然ぜんとするうちに、カナメの気配は遠くに消えていった。





　エルミナが小さく息をつき、マルクの拘こう束そくもようやく解かれる。それと同時に、マルクはエルミナの側に駆かけ寄よった。エルミナは自分でハンカチを押おさえていたが、真っ白だったそれはすでに鮮せん血けつで染そめ上げられていた。


「もう少し自分の怪我を心配してください」


　そっとハンカチをどかしてみると、出血はもう治まっていた。血の量の割わりには傷きずも深くはない。キレイな傷口で、きちんと処しよ置ちをすれば傷きず跡あとも残りそうになかった。


「応おう急きゆう処置をしますから医者に行きましょう。ばい菌きんが入ったら大変です……？」


　マルクが手当てをしていると、エルミナが驚おどろいたように目を見開いていた。心なしか、頰ほおも赤みが差して見える。


「どうか、なさいましたか？」


　不思議そうにマルクがそう訊くと、エルミナは慌あわてたように首を振ふった。


「……なんでもない」


「お嬢じよう様さま。あまり首を動かさないでください。傷が開きます」


「……傷……？」


　エルミナは怪け訝げんそうな声を上げた。それからマルクの手にある血まみれのハンカチを見て、小さく息を呑む。


　もしかしたら、今まで自分が怪我をしていることに気づいていなかったのかも知れない。寝ね起おきに突とつ然ぜんのことだったのだから無理もない。ハンカチで喉のどを押さえていたのも、マルクがそうさせたから意い識しきしないまま押さえていたのかも知れない。


「お嬢様は怪我をなさっているのです。私の失しつ態たいです。いかなる処しよ罰ばつでも──」


　そう言いかけて、最後まで言えなかった。エルミナが、マルクの手をそっと握ったから。


「お嬢様？」


　それからゆっくりとマルクの手て袋ぶくろを外していく。


「……怪我をしているのは、君のようだ」


　そう言われて、自分の手に視し線せんを落としてみると、指の関節が一つ増ふえたようにぱっくりと亀き裂れつが走っていた。不思議に思って指を開くと、噴ふん水すいのように赤いものが飛び出した。


　──ああ、そう言えば先ほどカタナを素す手でで握ってしまったのでしたね……。


　引きつった微び笑しようを浮かべると、思い出したように指に熱い感覚が走った。


　──いや、これは痛いたいです。ものすごく痛いです！


　ハンカチを染そめていたのは、どうやらマルクの血だったようだ。涼すずやかな微び笑しようを浮うかべながらも、タラタラと汗あせが伝う。それを見てエルミナも慌てたように声を震わせる。


「だから怪我をしていると……」


　エルミナがおもむろに手を握ったため、マルクは視界が白くなるほどの痛みが走り悶もん絶ぜつ。それでも平静を保たもとうとするのだが、顔色の方は青を通り越こして土色に変わっていく。


「動かすと、傷が……」


　エルミナの表ひよう情じように相変わらず変化はないが、それでも顔色が青ざめて見える。彼女の方もだいぶ気が動転しているようだ。手当てをしようとしたのかハンカチを押しつけるが、それは逆ぎやくにマルクに拷ごう問もんに等しい激げき痛つうを与あたえる。


　結局、騒ぎに気づいた──いや、騒ぎ自体にはずいぶん前から気づいていたらしいが、声をかけるにかけられなかった通行人たちに手当てをしてもらった。





　　　　[image: ]





　ひとまず、街中で目立ちすぎたことと、カナメの言い残した言葉が気になったため、マルクとエルミナは屋や敷しきに向かっていた。


　しかしその最中も、エルミナが無表情ながらも沈しずんでいるのがなんとなく分かった。


「お嬢様。やはり馬車を借りた方がよろしかったのでは？」


　エルミナはなんでもないように首を振ふるが、やはり顔色が悪いように見える。


　──おんし、契けい約やく者しやではないな──このカタナと同じものを持っていたのでは──


　カナメが口にしたいくつかの言葉。不ふ可か解かいではあるが、エルミナはその意味を知っているように見えた。それに酔よいつぶれる前、エルミナはなにを言いかけたのか。向こうも言いそびれたのか、それとも覚えていないのか、そのことについてはなにも触れてこない。


　お互たがい、考え事があるせいか、それ以上会話を交かわすこともなく黙もく々もくと歩き続けること数十分。やがて、屋敷が見えてくる──はずの場所にたどり着くのだが…………。


「おや……？」


　マルクは、怪訝そうな声を上げた。エルミナも顔を上げ、幽かすかに瞳ひとみを曇くもらせる。


「屋敷が……ない？」


　マルクは愕がく然ぜんとした。そこには、ワイルドバーンの赤い荒こう野やが広がっているだけで、建けん造ぞう物ぶつの欠かけ片らも見あたらなかった。


　道を間ま違ちがえたのではないかと来た道を確たしかめるが、間違っている様子はない。マルクもエルミナの屋敷にやってきてから、何度も外と屋敷を行き来している。今さら道に迷うほどではない。


　見えないだけだろうと高をくくり、荒野へ足を踏ふみ出してみるが、革かわ製せいの靴くつは赤い石ころを踏みしめるだけだった。


　──どうなっているのです……！


　エルミナに視線を移すと、こちらはもはや卒そつ倒とうしかねないほど蒼そう白はくになっていた。


　──まさか、これがカナメたちの仕し業わざだというのですか？


　屋敷に戻るなとは忠ちゆう告こくされたが、まさか丸ごと消したというのか？　いかに契約者が三人もいるからと言って、蜃しん気き楼ろうの屋敷をその名のごとく消してしまうことなど可か能のうなのか？　一体、なにをしたらこんなことが起こるというのだ。


　──いえ、待ちなさい。危き険けんを感知して防ぼう衛えい機き能のうが働いたのでは？


　そう考えて、やはりそれもないと気がついた。それならば屋敷の主たるエルミナが驚おどろいていることが説明できない。


　マルクが動どう揺ようしていると、エルミナはピクンと体を震ふるわせて顔を上げた。それと同時に、遠くから聞き覚えのある元気な声が響いてくる。


「エルミナ、マルクさん！　なにかあったんですか？」


　周囲をキョロキョロと見回していると、不意になにかが隣となりを過よぎった。


「は、はわわわわ、エルミナ、やっぱり怪け我がしてるの？」


　すっかり慌てた様子のその声は、マルクのすぐ後ろから聞こえた。驚いて振ふり返ると、そこには群ぐん青じよう色いろのスカートと真っ白の前まえ掛かけを揺らした少女の姿すがたがあった。


「ア、アイシャ？　ど、どうして……いや、どうやってここに？」


　マルクがうろたえていると、アイシャは不思議そうに振り返る。


「え？　どうして……って、そのエルミナが怪我してるように〝視みえた〟から……」


　アイシャはマルクの質しつ問もんを〝何な故ぜ〟という意味だと思ったようだ。能のう力りよくでマルクたちが戻もどって来たことが〝視えた〟のだろう。そして怪我をしていると分かって慌あわてて出で迎むかえてくれたようだ。


　アイシャはマルクの手に視線を落とし、それから小さく息を呑む。


「マルクさんも怪我してるんですか？　と、とりあえず中に入りましょう？」


　そう言ってアイシャはエルミナの手を引く。侍じ女じよが向かう先は、やはりなにもない荒野だった。


　──アイシャには屋敷が見えているのですか……？


　どうしてマルクたちに見えないのかは分からないが、それならば手を引いてもらえば屋敷に入れるだろう。マルクがほっとしていると、不意にアイシャの姿がかき消えた。それこそ、蜃気楼が揺ゆれたかのように。


　エルミナが引かれた手を伸のばしたまま固まっていると、アイシャの不思議そうな声。


「……あれ？　エルミナ？」


　そして再ふたたび侍女の少女は姿を見せる。エルミナの手を握っていたはずの手を不思議そうに眺ながめているが、その姿はどこか透すけて見えた。どうやら正アー面ケー門ドのあたりにいるようだ。


　やや困こん惑わくした様子のアイシャに、エルミナは震えるような声で問いかける。


「……アイシャ。君には、屋敷は見えているのだね？」


「え？　見えて……って、よく分からないけど、見えないわけないでしょう？」


　その返答に、エルミナは落らく胆たんしたように俯うつむく。心なしか、表情も翳かげって見える。


「……私には、見えない」


　エルミナの返答に、アイシャはよく理り解かいできなかったように何度も瞬まばたきを繰くり返す。それから、徐じよ々じよに青ざめていく顔色。そして大きく見開かれる目。


「え──ええええええええぇぇぇぇぇぇぇえっ？」


　衝しよう撃げきを受けているのは分かるのだが、手足をパタパタと振ふり回し、スカートと真っ白のヘッドドレスをせわしなく揺らす少女は、なにやらいたずらをされた小動物のようでもあり、見ていて噴ふき出しそうになった。


　アイシャのうろたえようも気に留とめず、エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳を揺らし、なにか思い悩なやむように俯く。そして、囁ささやくような小さな声で呟つぶやいた。


「……私を、見失っているのか」


　──見失っている……？


　聞き違ちがいかも知れないが、マルクには確たしかにそう聞こえた。どういうことだろうか。アイシャからは見えているはずだし、他になにかがいるのだろうか？


　マルクが首を傾かしげていると、アイシャが慌あわてふためいた声を上げる。


「な、なんで？　エルミナの屋や敷しきなのに、どうして？」


　エルミナは小さく首を横に振ふる。


「……私は…………時間が経たてば、元に戻る」


　無表情のせいか、その声にはまったく説得力というものがなかった。アイシャはなにか言いたげに口を開いたが、結局なにも言わなかった。エルミナにも説明できない事じ態たいなのだと感じたのだろう。そこでの問いかけは責せめることと変わらない。


　エルミナは力なく顔を上げると、マルクへ視し線せんを向ける。


「……君には問題ないだろう。戻って手当てでもしてくるといい」


　エルミナは気を遣つかってそう言ったのだろうが、マルクは困こまったように微び笑しようを返すことしかできなかった。


「お嬢じよう様さま。私にも見えないのですから、私も中には入れませんよ」


　そう答えると、エルミナは驚いたように翠玉の瞳ひとみを瞬かせた。


「……何な故ぜ？」


　まるでマルクは入れるのが当然だとでもいうような口調。どうやらエルミナが中に入れないことの理由はある程てい度ど分かっているらしい。この口ぶりではマルクが中に入れない理由とは別のもののようだ。


　そしてエルミナに「庭ガー師ドナーの件けんは君に一いち任にんする」と命ヽ令ヽされたことを思い出した。


　──これが、その制せい約やくですか……！


　マルクは、ガックリと膝ひざをついた。どうやら、マルクは庭にわ師しを見つけるまで屋敷には戻れないらしい。エルミナの方は時間が経てば元に戻ると言っているのだから、そうなのだろう。しかし、マルクの方は見つかる当てのない庭師を探さがし出さねばならない。しかもこれは〈契けい約やく書しよ〉の支し配はいによるものだ。ただ戻れないだけではなく、それ以外の行動が取れない可か能のう性せいが高い。


　──これも全部、あの契約者たちが悪いのです！


　カナメたちがやってこなければ、事態はここまでこじれはしなかったはずだ。怒いかりに身を震ふるわせつつも──屋敷には戻るな──そんな警けい告こくを受けたことを思い出した。


「ま……まあ、入れないのは仕方がありません。アイシャ、ひとまず屋敷が危き険けんになるかも知れません。いっしょに来ていただけますか？」


　マルクがそう告つげると、アイシャはどこか困こまったように苦く笑しようした。


「んー、ちょっとそれは無理です。ドミニクさんが帰って来るのは明日ですし、エルミナもマルクさんも戻れないなら、屋敷が空になっちゃいます」


「倒とう木ぼくの回かい収しゆうを気になさってるのですか？　それでしたら日をずらしていただけば問題ありませんよ」


「そういう問題じゃないんです」


　そう言ったアイシャの笑えみは、どこか決意めいていてその意い志しを曲げるつもりがないらしいことが感じられた。


「……アイシャ」


　エルミナが言葉少なく手を差さし伸のべる。どうやら「来い」という意味のようだ。アイシャもエルミナと契約している以上、エルミナの命令には逆さからえないはずだ。しかしエルミナは頼たのむだけで命じはしない。


　アイシャは首を横に振ると、力強い笑みを浮かべる。


「あたしは、エルミナたヽちヽを家族だと思ってる」


　それが複ふく数すう形だったことに、マルクは僅わずかな違い和わ感かんを覚えた。エルミナとマルクという意味にしてはなにか回りくどい言い方に思えた。


　エルミナは訴うつたえるような眼まな差ざしを向け続けるが、やがて諦あきらめたように腕うでを下ろした。


「……分かった」


「お嬢様」


　アイシャを屋敷の外に出せるのはエルミナだけだ。それをたやすく諦めてしまうことにマルクが批ひ難なんの声を上げると、エルミナはくるりと踵きびすを返してしまう。


「え、あ、お嬢様！」


　振り返ってはいけないようにスタスタと進むエルミナ。マルクはすでに消え始めているアイシャに向かって声をかける。


「アイシャ。なにか危あぶないと思うことがあったら、逃にげるのですよ？」


「大だい丈じよう夫ぶです。それより、エルミナのこと、お願いします」


　その声に見送られ、マルクはエルミナの後を追った。





　エルミナはどこへ向かうつもりなのか、屋敷からも街からもどんどん離はなれるように歩いていた。その先には荒こう野やとロックウォールの岩山くらいしか見あたらないのだが……。


　マルクはそれに追いつくと、ためらいがちに問いかける。


「よろしかったのですか？　お嬢様」


　エルミナとアイシャの間でどんなやりとりがあったのかは分からないが、危険があると分かっている場所に置いてきて良いのだろうか。そう思って訊きいてみると、エルミナはピタリと足を止めた。


「……アイシャは、私のためにそう言ってくれたのだ」


　その声は重たく掠かすれていた。エルミナとて平気ではないのだ。マルクは自分が責めるようなことを言ってしまったのだと気づき、言葉を詰つまらせた。


　エルミナは振り返り、マルクの腕にそっと触れる。励はげましているのだろうか、と首を捻ひねろうとして、異い変へんに気づいた。


「……動けるかね」


「な、な……？」


　マルクは動けなかった。指一本動かせない。瞬まばたきすることも叶かなわず、もちろん返事をするのも無理だった。当とう惑わくしていると、エルミナはそっと腕を解とき放はなち、マルクはがくんとつんのめるような感覚と共に自由を取り戻す。まるで自分の能のう力りよくを受けたような現げん象しよう。


　マルクがうろたえていると、エルミナは静かな声で呟つぶやく。


「……これが、君の契約書が私に与えた能力のようだ」


「私の、契約書……？」


〈空白の契約書〉──エルミナに絶ぜつ対たい服ふく従じゆうを誓ちかう代わりに、精せい霊れいに支し払はらった対たい価かの代用品を与えられる契約書。それを無理に破ると契約者は死に至いたることになるのだが、まるでマルクの能力をエルミナが手に入れたように言うのは一体どういうことなのだ？


　内心の疑ぎ問もんを見み透すかしたように、エルミナは言葉を続ける。


「……あの契約書が、君たち契約者に摸も造ぞうした対価を与えることは知っているはずだね。それは私に対しては能力の一部が譲じよう渡とされるという形で現あらわれる」


　それが今の拘こう束そく能力であり、アイシャのような遠えん視し能力らしい。契約とは、お互たがいに得るものがあって初めて成立する。エルミナにも利り益えきがあるのは当然なのだが……。


「え……そ、それではお嬢じよう様さまに絶対服従というのは？」


「……位置関係から生じるただの副作用だ」


　そんなことは大した問題ではないだろう、とでも言うかのような口調。


　──ふ……副作用で、絶対服従……？


　マルクは、もう笑うしかないといった具合の空くう虚きよな笑みを浮かべる。エルミナはそんなことは気にも留とめないような無む機き質しつな無む表ひよう情じよう。


「……私には君たち契約者が言うところの能力に〝波〟が存そん在ざいする」


「波……ですか？」


「……大きなときには私の意とは無関係に現れる。君も、先日見たはずだね」


　エルミナはマルクのナイフで自分を傷きずつけようとして、そのナイフが消去される過か剰じよう防ぼう衛えい能力を見せてくれたことがあった。それゆえマルクもいつの間にか、エルミナが傷を負うことはないのだと頼たよってしまうようになっていた。


　マルクが呻うめいているとエルミナはこともなげに言葉を続ける。


「そして小さな時には、一時的な能力の〝喪そう失しつ〟という現れ方をする」


「え……？」


　今、なにかとんでもないことを言わなかっただろうか？　マルクが耳を疑うたがっていると、エルミナは普ふ段だん通りの無表情でこう言った。





「……どうやら私は今、能力を喪失しているらしい」





　そう呟いたエルミナは、どこまでも透すき通った翠すい玉ぎよくの瞳ひとみで、そこに契約者の翳かげは揺ゆれていなかった。




　第四章　されど流るる雨に終わりなく










　日が傾かたむき始めた。


　カナメは赤く染そまった山道を登っていた。生なま暖あたたかい風と共に霧きりのような細かな雨が降ふる。日が沈しずむころには大降りになるのだろう。頰ほおを伝う、雨う滴てきとも汗あせともつかない滴しずくを拭ぬぐい、危あやうい岩いわ肌はだを踏ふみしめる。


　ロックウォールの街から徒歩で数十分程てい度どの距きよ離りにあるこの岩山は、北西から南へ向かって果てしなく続いている。岩山というだけあって、雑ざつ草そうややせ細った木々は生えているものの、緑と呼べるほどは存在しない。


　ある程度人の行き来はあるらしく、落石に関する注意の立て札があったり、足場が悪い場所にはザイルが仕し掛かけてあったりもする。カナメが進んでいる場所も、ちょうど崖がけのようになっており、手すりのようにロープが張はられている。


　ふと崖の向こうに目を向けると、紅ぐ蓮れんに染まったロックウォールの街まち並なみと、その上にのしかかる真っ黒の雲が一望できた。山さん頂ちようが近いようだ。


　炎ほのおのような街並みと黒こく煙えんのような雲。どこか禍まが々まがしいその景け色しきを見下ろし、カナメは小さく息をついた。胸むねの中にしこりでもあるような不ふ可か解かいな不ふ快かい感かんが振ふり払はらえなかった。


　昼ひる過すぎに、ヨハエルの目を盗ぬすんで〈黒こく衣い〉──名前はマルクと言っただろうか──に接せつ触しよくした後、ヨハエルから命じられていた〝細工〟を済すませて来たのだ。


　──あやつが素す直なおに忠ちゆう告こくを聞いているとも思えんがの。


　ヨハエルの計画通り進めば、街もなくなることになるのだが、街の中ならば鉄道もあるし、逃にげようもある。カナメとしては、それよりも先に計画を止めにやってきてくれる方が望ましい。


　マルクとの斬きり合いは存ぞん外がいに楽しかった。それにまだ切り札を隠かくしているようだった。それがなんなのか見てみたい。カナメの契けい約やく内ない容ようはヨハエルの身を守り、可か能のうなことは助力するということだ。情じよう報ほうを漏もらすことは契約違い反はんにはならない。


　どうしてそれほど契約者に執しゆう着ちやくするのか、それはカナメ自身にもよく分からない。


　──斬り合っていれば〝対たい価か〟のことを忘わすれられるからか？


　対価ゆえに、カナメは呪じゆ符ふを体に巻まき付つけなければ外も出歩けない体になってしまった。それを嫌けん悪おしないほど、カナメは物事を悟さとってはいない。命のやりとりに没ぼつ頭とうしていれば、対価のことなど考えずに済むのだ。


　その時間がカナメにとってはなによりも愛いとしい。愛しい、はずなのだが、何な故ぜか胸がもやついたような奇き妙みような気分だった。


　──あの話のせいか？


　カナメはそれほど〝対価〟を取り戻せるという話には期待していなかった。カナメが依い頼らいを受けた最たる理由はいつもと同じ。そこに強力な契約者がいる。それだけだった。


　それが、あの屋や敷しきに行ってみて──少し、理由が変わった。


　あの屋敷にはなにかがある。そして恐おそらくその正体をカナメは知っている。かつて自分もそれと同じものを持っていたのだから。もしも〝アレ〟があるならば、確たしかに対価を取り戻すことも可能かも知れない。


　それに気づいたのは、ヨハエルからグランドヒルという街の話を聞いたときだった。クーランはキョクト同様、精せい霊れいを祀まつる氏族が多かったらしい。あのクーランの娘むすめ──アイシャも〝アレ〟を持っていた可能性が高い。エルミナはそれを研究しているのではないか？


　確かめてみる価か値ちはある。


　屋敷を襲しゆう撃げきした後、マルクが追ってくるだろうことは容よう易いに想そう像ぞうできた。それを理由に屋敷を監かん視ししていると、予想通りマルクは追つい撃げきしてきた。予想外なことに標的のはずのエルミナまで連れて。


　ヘラヘラしているように見せかけて、マルクは意外に抜ぬけ目なかった。なんとか隙すきを見つけて襲撃し、エルミナにカマをかけてみると、驚くほど分かりやすい反はん応のうを示しめした。


　おかげで疑ぎ惑わくは確かく信しんに変わった。


　──対価が還かえってくる──


　あるいはこの忌いまわしい体を元に戻せるかも知れない。しかし、それと同時にこの言葉にできない不快感が発生した。


　──契約者を狩かる理由がなくなるからか？


　なによりも楽しかった契約者狩り。勝つことで喜びを感じてきた。なのに、今さらになってそれで良かったのかと疑ぎ問もんを感じ始めていた。


　やがて山頂が見えてきて、カナメは不意に足を止めた。前方に巨きよ大だいな影かげが佇たたずんでいた。見み間ま違ちがおうはずもない、あの巨きよ体たいはアーロンだ。


「おう。戻られたかヒラサカ殿どの」


「……ヨハエルは？」


「うぬ。泣き疲つかれて眠ねむっておる」


「子こ供どもかあやつは……」


　カナメが呆あきれたようなため息をつくと、アーロンはフクロウの仮か面めんを傾かしげる。


「浮うかない顔であるなヒラサカ殿」


　それほど表情に出ていたのだろうかしばし逡しゆん巡じゆんしてから、カナメはためらいがちに口を開いた。


「……アーロン。おんし、何な故ぜ私に味方する」


　ヨハエルの目を盗ぬすめたのは、アーロンがその隙を作ってくれたからだった。その前も体を隠すためにハンカチを貸かしてくれた。最初に屋敷を襲撃したときも囮おとりになってくれたし、カナメが負ふ傷しようしたことで怒おこってもいた。


　カナメがそう問いかけると、アーロンは怪け鳥ちようのような笑い声を上げる。


「かっかっか！　年とし頃ごろの娘むすめが困こまっておれば手を貸したくなるのが人にん情じようというものである」


「おんしは契約者であろ」


「契約者でも人情くらい持っているものである」


「…………おんし、妙みような契約者じゃな」


　呆れたようにそう呟つぶやくと、アーロンは困ったように頭部をかく。その仕草で腰掛けている岩がミシミシと軋きしみ、地中へ沈しずみ込こんでいく。


「我わが輩はい、契約者になる前はハンターをやっていたのである」


「意外じゃな……」


　ということはあの仮面は獣けもの寄よせのまじないだろうか？　カナメがそう考えていると、アーロンは何故か落ちこんだように肩かたを落とした。


「うぬ……。まあ、それで、ハンターは森に入ればしばらく戻もどっては来れぬのである」


　ハンターは他のハンターと獲え物ものの取り合いにならないよう、ある程てい度どのルールは存そん在ざいするが、森や山に罠わなを仕し掛かけ、それを監かん視しするためにはやはり付きっきりになる。目を離はなした隙に、せっかく罠にかかった獲物を死なせてしまっては意味がない。


　そんな理由で、ハンターたちは数週間から長ければ半年ほども森にこもるという。


「我が輩、実は女によう房ぼうと娘がいたのである。それがある日家に帰ってみると、女房も娘もいなくなっていたのである。……流は行やり病やまいがあったらしい」


　ありがちな話ではあった。開かい拓たく民みんは、このワイルドバーン大陸に多くの疫えき病びようを運び込んだ。絶たえたと思われていた病びよう原げん菌きんが再ふたたび猛もう威いを振ふるうことも多い。


「それで、おんしは契約者になったのか？」


「面めん目ぼくないがその通りである。行き場をなくして森をフラフラしておるところ、洋メル白タロ猿ツトの精せい霊れい〈ハヌ・マーン〉に気に入られたのである」


　初めて聞いたが〈ハヌ・マーン〉というのがアーロンの契約精霊の名らしい。


「それでであるな、娘が家出した歳としが、ちょうどヒラサカ殿くらいの歳だったのである」


　それで娘の面おも影かげを重ねて…………………………家出？


「待たぬか。おんし今、流行り病にやられたと言わなんだか？」


「村が流行り病にやられて引っ越こしていたのである。それで我が輩、さすがに合わせる顔がなくなったのである」


　まさかとは思うが、この面はそのせいだろうか。カナメが訝いぶかっていると、アーロンはフクロウの仮面を近づけてくる。


「それで、浮かぬ顔の理由はなんであるか？」


　どうやら自分はこのフクロウの仮面が憎にくめないらしい。カナメは観念して呟つぶやいた。


「……〈黒こく衣い〉と、標的に接せつ触しよくした」


「ふむ」


「……怒おこっておった」


　マルクは怒っていた。カナメに刺さされても平静を取り繕つくろっていたくせに、エルミナに手を出したら激げき怒どしていた。下へ手たをすれば指が飛んでいたというのに、カタナを摑つかんでまで止めようとした。切れ味を知らないわけではないだろうに……。


「雇やとい主ぬしが傷きずつけられたくらいで、契約者があれほど怒るものか？」


　口に出してから、どうやらそれがこの不ふ快かい感かんの正体らしいと気がついた。


　──契約者は人間ではない──それが、カナメにとっての真実である。その契約者が、人間のような理由で腹はらを立て、人間のように誰だれかを守りたがるのが不ふ愉ゆ快かいなのだ。


「……人間は、嫌きらいじゃ」


　独ひとり言のように、カナメはそう呟いていた。


　かつて自分にも親しい人間たちがいた。それが契約者になったとたん、化け物を見るような目で見、そしてやはり化け物のように追い立てた。


　このワイルドバーン大陸には無数の契約者が存在すると聞き、海を渡り、自分以外の契約者、そして契約者と接する人間を見、人間と契約者は別の生き物なのだと知ったのだ。


「なのに、何な故ぜ人間風ふ情ぜいのことで怒るのじゃ」


　カナメがそう呟くと、アーロンは木き彫ぼりの面の暗い双そう眸ぼうを真まっ直すぐ向けてくる。


「契約者でもこだわることはあるのである。それに触ふれれば怒ることも然しかりである」


「契約者は人間ではなかろ」


　カナメは冷ややかな声でそう返しても、フクロウの面は顔を背そむけなかった。


「貴き殿でんは、本当にそう信じているのであるか」


「ど……どういう意味じゃ？」


　アーロンはその問いには答えなかった。


　──契約者は人間ではない──


　それが、カナメが見つけた答えだ。


　その答えが正しいことを確たしかめるために、カナメは契約者を狩る。人間は契約者を恐おそれ、嫌けん悪おする。契約者は契約者を恐れない。嫌悪しない。ただ機械的に障しよう害がいを排はい除じよし、己おのれのことだけを考える。


　だからカナメは強い契約者を狩る。強い契約者はより機械的でより人間味がない。己の能のう力りよくに溺おぼれることもなく、怯おびえることもない。


　だからカナメは契約者を狩り続ける。いつかきっと──


　──いつか…………？


　その先に、なにを求めているのか、カナメはそれを思い出すことはできなかった。


　あるいは、それを思い出したくて契約者を狩っているのかも知れない。
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「……マルク」


　エルミナの静かな声でマルクはハッとして足を止める。


「ここも、でございますか？」


　マルクがそっと後ろに退しりぞくと、進もうとしていた地面に小さな亀き裂れつが走り、ポロポロと崩れ始める。岩がん盤ばんが崩れかけていたのだ。うっかり上に乗っていたら崩ほう壊かいしていただろう。


　マルクとエルミナはロックウォールの外れにある岩山を登っていた。エルミナの〝眼め〟が、ここに契約者たち三人の姿すがたを見つけたのだ。


　この岩山には鉱こう物ぶつの成分も含ふくまれておらず、木々が生えることもない。珍めずらしい獣けものが棲すみ着くわけでもなく、本当にただの岩でできた山である。山とは言っても切り立った崖がけのような表面で、道らしきものを歩いていても突とつ然ぜん道が途と切ぎれて崖になっていたり、逆ぎやくに岩がん壁ぺきに阻はばまれたりしている。


　ハンターたちはある程てい度ど進む道を知っており、マルクは街でロッジにそのルートを調べてもらった。その地図通りに進んでいるのだが、進む先々でこのように地面が崩れかかっているのだった。


　そうして、マルクが崩れそうな岩を踏ふみかけるたびに警けい告こくしてもらうこと十数回。エルミナの〝眼〟に遠視能力はあっても透とう視し能力はない。純じゆん然ぜんたる彼女の視力と知識による回かい避ひ能力である。


　元々、エルミナは鉱山主や鉄道会社に投とう資しするにあたり、相当な量の専せん門もん知ち識しきを学習していた。普段ひたすら書庫にこもっているのだから、それ自体はそこまで驚おどろくことでもないが、実用レベルに達しているというのは尋じん常じようなことではない。


　先ほどからシトシトと小こ雨さめが降ふり始めており、なおのこと足あし下もとは危あやうくなっている。マルクはエルミナの助けなしにここまで登ることはできなかっただろう。


「……ところで、大だい丈じよう夫ぶかね」


　マルクの呼こ吸きゆうが乱みだれていることか、もしくは脈みやく拍はくが速いことを感じたのだろう。エルミナが本当に心配しているのかどうかよく分からない抑よく揚ようのない声をかけてくる。


「も、問題ありません」


　マルクはやや裏うら返がえったような声を返す。


　それというのも、マルクが現げん在ざい、エルミナを背せ中なかにおぶっているからだった。





　──どうやら、私は今、能力を喪そう失しつしているらしい──


　普ふ段だん通りの無む表ひよう情じようでそう告げられ、マルクはなにかの冗じよう談だんだと思いたかった。


　気づいているべきことだったのだ。カナメのカタナ──なんの力もない鉄クズごときがエルミナに傷きずをつけた時点で。屋や敷しきに戻もどるなという忠ちゆう告こくに気を取られ、それに気づけなかった。そして屋敷に戻ってみればあの有様だったのだ。


　どうやらエルミナの〈アルス・マグナ〉と〈空白の契約書〉はお互たがい干かん渉しようしているわけではないらしく、別物のようだ。超ちよう越えつ者しやの能力を失っても〈契約書〉の能力は健けん在ざいだった。


　エルミナは超越者の能力を喪失している。屋敷に戻ることもできない。しかし街に残していくと、今度はアルバたちがいる。【渓キヤ谷ニオのン・楽パラ園ダイス】という安全地帯は確たしかに存そん在ざいするが、あの猟りよう犬けんのような男たちの視線を思い出すと、エルミナを一人残していくのはなんとなく嫌いやだ。そして屋敷とそこに残っているアイシャを守るためには、契約者たちが行動に移る前に排はい除じよしなければならない。しかしエルミナの格かつ好こう……いや、それ以前に彼女の体力では山登りは不可能。


　以上の条じよう件けんから、問題解かい決けつの手段を模も索さくすると……こういうことになった。





「しかし、これは異い常じようですね」


　首くび筋すじにかかる幽かすかな吐と息いき。背中に感じる温あたたかくも柔やわらかな感かん触しよく。鼻に香かおるほのかに甘あまい芳ほう香こう。先さき頃ごろザックリと斬きられた手の平の痛みも、気を紛まぎらわせるにはあまりに無力。黙だまっていると落ち着かないので、それを誤ご魔ま化かすようにマルクは呟つぶやく。


「……人じん為い的なものだろうね」


　こんな少し歩いただけで崩くずれるような岩山なら、とっくの昔に崩れていたはずだ。ヨハエルの能力は一時的に地じ震しんを引き起こした。こういった細工も可能なはずだ。


　しかしこんな岩山を崩して一体なんになるのか。街には近いがここは絶ぜつ壁ぺきのような岩山である。ハンターたちは困ることになるだろうが、直ちよく接せつ街に被ひ害がいは届かないように思える。


　一いち応おう、念のためにエルミナに確かく認にんしてみる。


「お嬢様。この岩山が崩れたとしたら、最悪の場合どれくらいの被害になるでしょうか」


　エルミナは小さく首を傾げ、それから静かな声で答える。


「街の西側には、それなりの被害が出るはずだ」


「西側……ですか」


　ロックウォールの街は中央にある駅を接せつ点てんに三つの勢せい力りよく図ずに分類されている。ギャングの縄なわ張ばりである。中でも西側はアルバのディーノ・ファミリーの縄張りである。


　──アルバもエルミナと同等の力の持ち主です。彼を始末するつもりでしょうか？


　しかしヨハエルたちの標的はエルミナだったはずだ。蜃しん気き楼ろうの屋敷があるのは街の北側であり、どうしてこの岩山を崩そうとしているのか分からなかった。


　──向こうとしても、居い場ば所しよが知られることくらいは計算しているはずなのですが。


　分からないことを考えても仕方がないので、マルクは意い識しきして考えを切きり替かえる。


　契けい約やく者しやは仕事の遂すい行こうに失敗すると、それ以上固こ執しゆうしない。つまり彼らの雇やとい主であるヨハエルを片かた付づければ残りのどちらかから情じよう報ほうを聞き出せる。とは言っても、カナメが素す直なおに話してくれるようには思えないから、もう一人の契約者アーロンを確かく保ほしたいところだ。


「……マルク」


　物思いにふけっていると、エルミナの静かな囁ささやき。マルクはハッとして足を止める。


「またですか？」


　足場が崩れかかっているのかと思い、そう尋たずねると、エルミナは背中で首を横に振った。金色の髪かみが首をくすぐり、ほのかに甘い香かおりが鼻に香る。クラクラと理り性せいに打だ撃げきを受けながらも、マルクはなんとか平静を取り繕つくろう。


「……なにか聞こえる」


　雨の勢いきおいが強くなってきている。雨音に紛まぎれてなにか聞き取ったのだろうか。マルクもじっと耳を澄すませてみるが、これといってなにも聞き取ることはできなかった。契約者たちの話し声でも聞こえるかと期待したのだが……。


「人の声でございますか？」


　マルクがそう訊きいてみると、エルミナは自分から地面に降おりてしまう。踵かかとの高い靴くつは、水に濡ぬれた岩の上では滑すべりやすい。転ばないようにマルクが手を貸すと、エルミナは屈かがみ込こんで地面に手を当てる。


「……水が、流れている」


「まあ、雨ですからね」


　水になにか問題があるのだろうか？　地面には確たしかに透とう明めいな膜まくを作って水が流れている。少ない量ではない。思ったよりも雨が強いのかも知れない。


　エルミナが考えにふけっているため、マルクも隣となりに屈み込んで地面を確かめる。雨雲の向こうから透ける夕焼けの赤い光も、足あし下もとまでは届かない。


　夜が近い。薄うす暗ぐらいこの時間はものがさらに見え難にくい。完全に夜になるなら、むしろマルクの能のう力りよくにとって好都合なのだが、それにはまだ時間がある。嫌な時間だった。


　──溶とけたように見えますね……。


　地面に触れてみて、マルクは眉まゆを顰ひそめた。


　ささくれだった岩の表面は、ガラス細工のように溶けて見えた。カナメの能力によるものに思えるが、破は壊かいしたというよりも、ヒビをつなぎ止めているように見える。


　──崩れかけているのに気づいて補ほ修しゆうしたということでしょうか。


　ヨハエルたちがこの岩山でなにをしたいのかは分からないが、いつ崩れるとも知れない状じよう態たいでは落ち着いていられないだろう。それで応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこしたのかも知れない。


　もっとも、マルクが少し体重を乗せただけで崩れるような補修では、大きな衝しよう撃げきが加われば根こそぎ崩れ落ちることになるだろうが……。


　調べてみてもよく分からないのでエルミナに視線を向けると、その顔は無表情ながらも蒼そう白はくになっていた。


「み、水に、問題があるのですか？」


「……この地ち域いきには川が流れていない。しかし飲み水には困っていない」


「まあ、井い戸どがありますからね」


「……井戸は、どこから引いている」


「それは、地下水などではないのですか？」


　そう答えると、エルミナは脱だつ力りよくしたように地面に膝ひざをついていた。


「……街が、なくなる」


　マルクは、自分の耳を疑うたがった。


「ど、どういう意味です？」


　エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳ひとみをマルクに向けるが、それは怯おびえるように揺ゆれていた。


「……この街の地下には水脈がある。しかしそれはこの山の下を流れているのだ」


　マルクは地理や土木には明るくないが、街に水脈があるなら、それがこの山まで通じていてもおかしくはないとは思う。それになにか問題でもあるのだろうか？


「……街に流れる地下水は、岩がん盤ばんの隙すき間まを流れる僅わずかなものなのだよ」


　岩盤……山自体が岩なのだから、それが堰せきになっているということだろうか。しかし飲み水に困らない量は流れているのだから問題はないのではないか？


「つまり……？」


　どういうことか分からず、答えを促うながすと、エルミナは怯えるような震ふるえる声で囁ささやいた。


「……その岩盤を割わったとしたら、大量の水が流ながれ込こむことになる。この、崩れかけた山を呑のみ込んで」


「え……？」


「……つまり、街を呑み込むほどの山崩れが起こる」


　マルクは、自分の頭から血の気が引くのを感じた。地じ震しんを起こせるヨハエルの能力ならば、岩盤を砕くだくことも可か能のうかも知れない。それを補修するようにカナメが能力を使っていたのは、それを一度に効こう果か的に崩すためだったのだ。南北に延のびる峰みね全すべてを崩すには至いたらなくとも、街を呑み込む十分な被ひ害がいにはなるだろう。


　──街が、なくなる──


　アイシャを逃がせばいいような話ではなくなった。ヨハエルたちを止めないと、ロックウォールの街がなくなる。


　それはようやく見つけた自分の居い場ば所しよがなくなるという話ではない。マルクはすでにこの街に深く関かかわりすぎてしまった。殺し屋だったはずなのに、何な故ぜか郵ゆう便びん屋やに転てん職しよくしたテッド。ギャングのわりに何故か慣なれ親しんでくるロッジ。エルミナがメガネを買ってくれたメガネ屋。たどたどしい口調ながらも、商売上手なクーランの露ろ店てん。


　契けい約やく者しやを始末するために出てきたはずなのに、エルミナと二人で歩き、楽しいと感じてしまった街がなくなる。


　──それは、気に入りませんね。


　マルクはエルミナにそっと手を差しだした。


「この街になくなられると、せっかくお嬢じよう様さまに買っていただいたメガネもなくなってしまいます。私がお嬢様の足になります。ですから、私の目になっていただけませんか？」


　エルミナは驚おどろいたように瞬まばたきをし、それから幽かすかに表情を和やわらげたように見えた。


「……君が私の隣に傅かしずくのなら」


　エルミナは当主の威い厳げんを以てそう答えると、マルクの手に自分の手を重ねた。
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　マルクは岩の陰かげに身を潜ひそめながら前方の様子を窺うかがっていた。


「視えますか、お嬢様」


　マルクは岩の陰にしゃがみ込んだエルミナに問いかける。契約者たちのところまで案内してもらえば十分だと考えていたのだが、このいつ崩れるかも分からない岩山で、一人にしておくわけにもいかない。結局ここまで付いてきてもらっていた。


　日も暮れ始め、空は雨雲に覆おおい尽つくされている。すでにマルクの視し力りよくでは標的がどこにいるのかも見えない。アイシャの遠視能力を持っているエルミナの〝眼め〟に頼たよっていた。


「……三人とも、いるようだ」


「距きよ離りは分かりますか」


「……50シク、といったところだ」


　大人が全力疾しつ走そうで七、八秒といった距離だ。能のう力りよくで攻こう撃げきするにはあまりに遠い距離。それでも雨による視界の悪さのおかげで、ようやくここまで近づけたわけでもある。不意を衝くにはこの距離で限げん界かいだった。


　──〈魔ま槍そう〉で仕し留とめる外ありませんね。


　投げたナイフの軌き跡せきに存そん在ざいする全ての〝影〟を引き裂さくマルクの切り札。契約者といえど、当たれば命を失うばうことになる。


　──人を殺すのが怖こわいのか──


　以前、アルバに言われた言葉だ。マルクは人を殺したことがない。今朝方も、カナメに──人間の真似などするでない──そう言われ激げつ昂こうしたときでさえ、やはり人を殺すことにためらいを覚え、結局なにもできなかった。


　マルクは隣となりのエルミナに視し線せんを向ける。相変わらず無表情ではあるが、多少心細そうにも見える。


　──ええ、そうです。私は、人を殺すのが怖いのです。


　マルクは、いとも簡かん単たんにそれを認みとめた。


　──それでも、君は私の隣にいたいのか──


　能力の片へん鱗りんを明かし、縋すがるようにそう囁いたエルミナ。マルクは気づいてしまったのだ。


　エルミナは、自分の能力を怖がっている。自分の意い思しとは無関係に人を殺してしまうかも知れない、自分の能力を恐ろしいと感じている。


　そのエルミナが必要としているのは、自分の代わりに人を殺してくれる誰だれかではない。


　自分が殺してしまいそうなときにも、殺さずに止めてくれる誰かなのだ。


　だから、マルクは人を殺してはならない。それが、マルクの答えだった。


「お嬢様。神父を狙ねらいます。神父を行動不能にすれば、彼らの契約も破は綻たんするはずです。正せい確かくな位置を教えていただけますか？」


　銀ナイフを抜いたマルクに、エルミナは驚いたように瞬まばたきをする。


「……そんなもので、狙うつもりかね」


「お嬢様が〝視みて〟くださるなら、私は当てられます」


　ただ当てるだけでは仕し留とめられない。殺さない程てい度どに〝壊〟さなければならない。それは尋じん常じようではない精度が要求される上に、能力の適てき度どな手て加か減げんも必要な超ちよう精せい密みつ狙そ撃げき。おまけに50シクという距離は、明らかに投げナイフの射しや程てい距離外である。


　手加減しすぎれば影は破は壊かいできず、加減しなければ、今度はやはり命を奪ってしまうことになる。気づかれればカナメの能力で防ぼう御ぎよされるだろう。チャンスも一度限かぎりである。


　それを可能にするためには、第一条じよう件けんとして、命中が確かく信しんできる狙撃が必要だ。それを任されたエルミナは戸と惑まどうような気配を見せるが、やがて小さく頷うなずいた。


　マルクは正面に向かってナイフを突つき出す。


「このナイフの先に神父はいますか」


「……もう少し、左だ」


　ナイフの切っ先を少しずつ左へずらしていく。


「そこ」


　マルクはピタリと腕うでを止める。


「距離は？」


「……50シク」


「コンマ一桁けたまで」


　エルミナは、ギュッと目を閉じ、しばしの沈ちん黙もくを挟はさんでから口を開く。


「……49・５シク」


　エルミナはマルクに見えていないものが視えている。見えていないものを狙うという不安を、エルミナへの全面的な信しん頼らいで押おし返す。


　マルクが呼こ吸きゆうを殺す。両目を見開き、エルミナの声を頼たよりに見えない的を明めい確かくにイメージする。狙うべき点はどこにある？　どれだけ離れている？　どこに立てばいい？


　──知るべきは距離──


　投げたナイフは回転する。的に当てるには方向を考えればいい。的に突つき刺さすならば距離を知ればいい。切っ先が的に向かえばナイフは刺さる。それがいつかは距離が教えてくれる。マルクは踵かかとを引いて僅わずかに身を引き、距離を修しゆう正せいする。遠すぎる距離に届かせるため、弓の弦つるのようにキリキリと軋きしむほど全身の筋すじを伸のばし、ナイフを振りかぶる。


　その瞬しゆん間かん、マルクは明確に的を認にん識しきし、肺はいから全すべての息を吐はき尽くし、精せい確かくに、精密に、迷うことなく、揺らぐことなく、ただナイフという弾だん丸がんを射しや出しゆつする精密機械と化した。


　そして──降ふり注そそぐ雨を引き裂さき、赤と黒の空を突つき抜ぬけ、銀のナイフは閃せん光こうのごとく真まっ直すぐ撃うち出された。


　──命中──ナイフが手から離はなれた瞬間、それを確信できた。そして、マルクは影かげの操そう作さに全ぜん神しん経けいを集中する。──殺さない程てい度どに〝壊す〟──ただ、それだけを意い識しきして。


　そして、前方に揺ゆれる影の一つは大きく体たい勢せいを崩していた。


「──防ふせがれた！」


　しかし、マルクの口からついて出たのはその言葉だった。


　ナイフは確たしかに命中した。にもかかわらず、マルクの影はヨハエルの影を捉とらえられなかった。


「──マルク」


　うろたえかけたマルクは、その普ふ段だんよりも鋭い声にハッと我われに戻る。


　すぐさま隣のエルミナを抱かかえ上げ、岩の陰から大きく飛び退のく。


　ジャボッ──それを追いかけるように、岩から突つき出だす鋭えい利りな刃は物もの。カナメが岩をすり抜けてそこに駆かけ込こんでいた。


「カナメ……！」


　暗くら闇やみの中でも目立つ白い姿すがたは、紛まぎれもなく〈東とう方ほう不ふ敗はい〉だった。


　マルクは初めからろくに見えない上、ナイフにしか集中していなかった。エルミナとて神父の位置を見きわめることに集中していたのだから、回り込まれていることに気づけなかったのだ。不意を衝くつもりが逆ぎやくに不意を衝かれてしまった。


「申もうし訳わけありません。しくじったようです」


　エルミナはマルクの注文に完かん璧ぺきを以もつて応こたえてくれた。にもかかわらず、マルクはしくじった。エルミナをそっと地面に下ろしながら、マルクは苦い敗北感に苛さいなまれた。


「……マルク」


「お嬢様は私の頼たのみに応えてくださいました。あとは私の仕事でございます」


　右手は包帯で固定してあるとはいえ、動かせば傷きずが開く。事実、今の狙撃で開いたらしく、真っ白だった包帯は赤く染そまっている。


　マルクはあえてその手にナイフを握にぎり、その上からハンカチを巻まいて動かないように固定する。真っ赤に染まったハンカチ。エルミナの手当てに使ったハンカチだ。投げられない手でもこうすれば盾たてに使うことはできる。


　マルクがそうしている間も、カナメはカタナを肩かたに担かついだまま追つい撃げきしようとはしなかった。カナメの後方から、大おお柄がらな影がなにかを担いで駆かけてくる。向こうは急いで追撃せずとも、待っていれば三対一になれるのだ。


「ひぎゃっ──ぢょ、ぢょっど、アーロンざん、い、痛いた──ぎゃ？」


　大柄な影──アーロンの肩に担かつがれている神父ヨハエルの肩には、ナイフが刺さったままだった。影は防がれたが、ナイフの方は命中したのだ。カナメの応おう援えんを優ゆう先せんしたのだろうが、雇やとい主に対して容よう赦しやない仕打ちである。


　マルクがナイフを抜いて静かに立ち上がると、カナメは担いだカタナを自分の後ろに向かって突つき出した。つまり、味方に切っ先を向けていることになる。


「こやつは私の獲え物ものじゃ」


「ちょ、ちょっとヒラサカさん。なに意地張ってんですか？」


「契けい約やくはおんしの身を守ることじゃ。反してはおるまい？　私の娯ご楽らくを邪じや魔まするでない」


「〝契約者狩がり〟……ですか」


　マルクは確たしかめるようにその名を口にする。


〈東方不敗〉は強い契約者を見つければ狩ってきたのだ。契約者に恨うらみでもあるのかと思えば、どうやらただの娯楽だったらしい。マルクは微び笑しようを以て迎むかえ撃うつ。


「娯楽に興きようじられるのは悪いこととは思いませんが、私は今、急いでいます。遊びでしたら後でつきあって差し上げますので、どいていただけるとありがたいのですが？」


「止やめておけ…………その顔は」


　──か、顔に、文もん句くを……？


　マルクはさほど自分の外見を意識したことはないが、容よう姿しをけなされたこともない。面と向かって顔に苦く情じようをつけられたのは初めてで、内心動どう揺ようした。しかし──


「さっきのおんしはもっと良い顔をしておった。狩りがいのある顔じゃ。あれを見せよ」


　マルクは小さなため息をつきつつ、エルミナの側そばから離はなれる。ひとまず向こうはマルクの始末を優先してくれたようだ。まだエルミナには手を出しはしないだろう。


　一度だけ空を見上げる。真っ黒ではあるが、西の方角にはロウソクのような灯あかりの色が仄ほのかに残っている。日はまだ沈しずんでいない。


　マルクが十分な距きよ離りをとると、カナメの口元が笑ったように見えた。


「おんしは私の欲ほしい答えを示しめせるか！」


　そう叫さけびカナメは地面に手をついて突とつ進しんする。


　マルクは左手のナイフを放ほうりつつ、右手のナイフを前に突き出す。カナメは飛来するナイフを無む造ぞう作さにハタキ落とし、それと同時に右足を前に滑すべり込こませ上体を捻ひねる。地面には水みな面ものごとく波は紋もんが駆かけ抜け、その上では神速に達したカタナが旋せん回かいする。


　ギインッ──金きん属ぞくの悲鳴が響ひびき、目が眩くらむほどの火花が散る。マルクは大きく後ろに吹ふき飛ばされる。


「──っ？」


　しかしそれに動揺したのは、カナメの方だった。当然だろう。刃物の中で最も優すぐれていると言われるカタナを、たかが銀食器のナイフごときが受け止めたのだから。


「さすがに、重たいですね。危あやうくナイフが折れるところでした」


　涼すずやかな微笑を以て感想を漏もらすと、カナメは自分のカタナをしげしげと見つめる。斬きり合いで生じる火花というものは刃の破は片へんが発熱して生じるのだ。銀のナイフは折れるどころか刃は毀こぼれ一つない。刃毀れしたのはカタナの方である。


「おもしろい」


　カナメは嬉うれしそうにそう呟つぶやくと、カタナを構かまえ直す。


　契約者は〝なんとなく〟危き険けんを察知できる。それはタイミングや方向が分かるというだけであり、そこから回かい避ひ、あるいは防ぼう御ぎよの行動を実行できるかはやはり契約者自身の技ぎ術じゆつである。


　マルクはナイフを固定した右手に左手を添そえる。固定していても痛いたいものは痛い。今の一いち撃げきは〝なんとなく〟という感覚に任せて防ふせげたが、片かた手てでそう何度も防げるものではない。何な故ぜなら、マルクの視し力りよくでは、カナメの身のこなしすら追えないのだから。


　カナメは大きく身を伏ふせると、地面へ腕うでを叩きつける。それにより広大な波紋が生じ、マルクの足あし下もとを呑のみ込こむ。同時にマルクの足下から地面の感覚がなくなる。


　マルクが体たい勢せいを立て直したときには、上空から渾こん身しんの一ひと太た刀ちが降ふり注いでいた。マルクは左の肩を前に突き出し、下から掬すくい上あげるようにナイフを振ふり上げる。カナメの全体重を乗せた一撃を小さなナイフで受けきれるはずもなく、押おしきられてしまうがカタナの軌き道どうは鋭えい角かくに屈くつ折せつし、マルクを大きく逸それる。


　刃毀れをいとわないどころか、むしろカタナをへし折るつもりのような凶きよう悪あくな一撃。両手がしびれて感覚がなくなるが、それでも銀のナイフは折れていない。カナメもさすがに動揺を見せ、僅わずかに動作が鈍にぶる。


　──かかりましたね。


　マルクはその隙に一気に間合いを詰める。


　カナメの剣けんの腕は達人と呼べる域いきに達している。契約者として能のう力りよくに溺おぼれることなく、日々修しゆう練れんを重ねてきたものだ。マルクもナイフに関しては同様に修練を重ねたからそれがよく分かる。よく分かるからこそ、カナメの動揺も手に取るように分かる。


　カナメはカタナを薙なぎ払はらうが先ほどまでの鋭さがない。マルクはそれを〝なんとなく〟という感覚を頼たよりにナイフで受け弾く。続けて二度、三度とカタナが振るわれるが、受けきれないほどでもない。受け弾きながらも、じわじわと間合いを詰める。


　──思った通りです。このカタナ、間合いを詰めれば鋭さが半はん減げんします。


　初対面のときから感じたことだが、カナメの体たい格かくに対して、カタナは長すぎる。それでもあの鋭さで振るえるのは、カナメが腕わん力りよくだけでなく、全身を使って振るっているからだ。ゼンマイのように体を巻き込こみ、そのバネで一撃一撃を放っている。それだけ動作が大きいというのに、身のこなしがほとんど見えないほど速い。


　並なみ尋じん常じようの努力の成果ではないだろう。しかし悲しいかなマルクの能力を相そう殺さいしながらでは、振るえる軌き跡せきに限かぎりがある。能力を無む視しできれば他の型もあるのだろうが……。





　契けい約やく者しやは手にした異い能のうの力を扱あつかいこなすことを前ぜん提ていに考える。どう扱えば効こう率りつ的か。もっと別な扱い方はできないか。能力が干かん渉しようした対象にいかな変化が現あらわれるのか。


　そうした契約者の努力を容よう赦しやなく粉ふん砕さいするのがカナメの能力だ。物体の性せい質しつを水に変える能力。それはマルクの影かげやアイシャの〈魔ま眼がん〉でさえも無力化した。


　能力を使えない契約者に一体なにができるか。〝なんとなく〟という回避能力だけでカナメの剣は凌しのぎきれるものではない。能力無む効こう化かと鬼き才さいの剣。この二つの特性がカナメを〝契約者狩がり〟たらしめたのだ。


　しかしマルクにも能力以外の力がある。いきさつはどうあれ、それこそ血のにじむような修練を重ねて身につけたナイフという力。刃物の扱いだけならマルクとて負けるつもりはない。ましてや、防御に徹てつするだけでいいのなら、破やぶられるはずもない。





　限られた軌跡ならばマルクもある程てい度どの予よ測そくができる。防ふせげているのは運の要よう素そに頼たよっているが、それでも防がれているという事実は確かく実じつにカナメに不安を抱いだかせている。


　動どう揺ようしたのだろう。カナメの剣けん閃せんに鈍にぶいものが紛まぎれる。その隙を見み逃のがすマルクではない。横よこ薙なぎの一撃をしっかりとナイフで受け止め、そのまま押おさえ込こむように下方へ流す。


　切っ先が地面を抉えぐり、カタナの自由がにわかに失われる。それでもカナメの判はん断だんは迅じん速そくかつ適てき切せつ。カタナの角度を変えぬまま、素す早ばやく一歩後こう退たいする。しかしそれによりカタナが振るわれない瞬しゆん間かんというものが発生する。


　マルクはカナメの腕を片かた手てで押さえつけ、ナイフを固定したままの腕を前に突き出す。


「くぅ──！」


　カナメが小さく呻うめき、その動きが止まった。


「どうして…………」


　それはまるで乙おと女めのようなか細い声だった。マルクはその声に眉まゆを顰ひそめながらも、微び笑しようを崩さなかった。


「短期間に三度も手合わせすれば、対たい抗こう策さくくらいは思いつけるものですよ」


　カナメが一度見ただけでマルクの〈魔ま槍そう〉を防いだように、マルクもまた対抗策を見いだしていた。


　振ふり払はらおうとでもしたのか、カナメは呻うめくような声を漏らすが、それでも体はピクリとも動かない。それはそうだろう。それがマルクの能力なのだから。


「私の影は触ふれた対象の動きを、完ヽ全ヽに拘こう束そくすることができるのですよ」


　影で拘束したものは動けないのと同時に、砕くだけないわけでもあった。影を拘束したナイフ。それが、マルクの折れないナイフの正体だった。


「影など……触れられていない」


　カナメの足下では、相変わらず地面が水みな面ものように揺ゆれている。能力を相殺しようとしているのだろう。しかしマルクに腕ヽをヽ摑ヽまヽれヽてヽいヽるヽカナメは動けない。


「影なら触れていますよ。ほらこの手で」


　そう言って、マルクは賓ひん客かくをもてなすように友好的な微笑を浮かべる。


　ヒントをくれたのはエルミナだった。


　──触れたものの動きを拘束する──


〈空白の契約書〉により、エルミナに譲じよう渡とされた能力。しかしそれが元々マルクの能力だというのなら、自分にも同じことができるのではないか？


　マルクは影を操る。そうでなくとも影を踏めば相手に干渉できる。影とは地に落ちるものであり、マルクはそれ以上直ちよく接せつ的てきな干渉は試みなかった。もしかするともっと直接的な干渉ができるのではないか？


　つまり、影ではなく対象に直接触れることがもっとも強く干渉できる手しゆ段だんであり、そしてもっとも小さな能力だったのだ。小さすぎて気づかなかった能力を、能力を失ったエルミナが示しめしてくれた。


　カナメの能力でも、直接触れられていては相殺仕切れないようだった。それはそうだろう。これを振り払おうとしたなら、自分の体を液えき状じよう化かしなければならないのだから。


「さて、ようやくあなたのお顔が拝はい見けんできたわけですが……って、おや？」


　ようやくまともにヒラサカの顔が見られる距きよ離りに近付き、マルクは首を傾かしげた。


　どれだけ忌いま々いましい顔をしているかと思えば、その動揺しきった顔は驚くほどあどけなく、真っ白の髪かみもまつげも雨の滴しずくを滴したたらせ、薄うすい桃もも色いろの唇くちびるはなにか言いかけたように幽かすかに開いており、その奥おくには真っ白の歯が少しだけ覗のぞいていた。


　──細身で、十七、八歳さいで、顔立ちのよい少年──


　アイシャから聞いた容よう姿しはそうだったはずなのだが、どうにも印象が違って見えた。


　──女の子のような顔ですね……。


　それもかなり美人だと言っていい顔だ。女顔が恥はずかしくて、普ふ段だんは顔を隠していたのだろうか？


　そう思った瞬間、カナメの背はい後ごで巨きよ大だいな影が動いた。


　──アーロンですか！


「走れ〈クフ・リーン〉！」


　カナメの能のう力りよくは未いまだマルクの影を相そう殺さいしようと揺ゆらめくが、自身が拘束された状じよう態たいでは効こう果かが落ちている。前面に走った影はカナメの能力に呑のまれるが、背はい後ごに放った影は干渉を受け付けず、周囲へ駆かけ抜ぬける。


　そうして山プリン犬シツプの影はアーロンの影を呑のみ込こむ。


「うぬぅ！」


　アーロンがうめき声を上げ、その行動を停止する。肩かたに担かついでいたはずのヨハエルの姿すがたはない。地面に視し線せんを向けると、そこに蹲うずくまる神父の姿があった。


「それで、あなたのお仲間はこの通りでございますが、まだやられますか〈宣せん教きよう師し〉」


　そう問いかけると、ヨハエルはグスグスと洟水を啜すするような音を立てる。マルクの視し力りよくでは表ひよう情じようを見取ることはできないが、どうやらすすり泣いているようだ。ナイフの傷きずが痛いたむのかも知れない。


　この崩れかかった岩山でヨハエルの能力──地じ震しんを起こせることしか判はん明めいしていないが──を使えば、全員道連れに自じ爆ばくすることになる。それは向こうも分かっているはずであり、それ以外の行動を許ゆるすほどマルクの影かげも悠ゆう長ちようではない。制せい圧あつが完かん了りようした瞬間だった。


「ぐすっ。悲しいです。主はどうしてこんな不幸をお許ゆるしになるのでしょうかね？」


「さあ……、私は信しん仰こう心しんを持っていないので分かりませんが」


　この状じよう況きようですすり泣く神父というのはなかなかに不気味だった。マルクは自分が優ゆう位いに立っているのも忘わすれて気け圧おされてしまった。


「ぐすっ。今からでも、お、遅おそくはないと、思うんですよ。悔くい改あらためてみませんか？　お、俺は、悲しい話は嫌きらいなんですよ」


　悲しい話になっているのは紛まぎれもなくヨハエル自身のはずなのだが、神父はこの世の全すべてを悲しむように訴うつたえる。


「ぐすっ、い、今なら、主もお許しなると、お、思うんですよ。お、俺としても、許しても良いかな、とか思いますし。ああ、でも信仰心を持たない人間を、ゆ、許すなんて悲しいこと、主はお許しになるんですかね？」


　もう、すっかり危あぶない空気を醸かもし出しながら、神父はすすり泣く。


「ぐすっ。お、俺は、ひ、人が死ぬのは嫌いやなんですよ。なにが嫌って、一人殺すと、そいつの仲間からも、恨うらみを買っちゃうじゃないですか。か、関係者みんな殺さないといけないなんて、か、悲しい話になっちゃうんですよ」


　なにやら神父の様子がおかしいように思えて、マルクは警けい戒かい心しんを強める。


　マルクの中のなにかが〝なんとなく〟危ないと告げていた。カナメに視線を向けてみても、特に表情に変化はない。それからアーロンに視線を向けてみるが……フクロウの面越ごしに表情が分かるはずもない。


「お、俺はもう、悲しすぎてくじけそうです。でも、そんなこと口走ると、主は悲しまれますね。主を悲しませた俺を悲しませたのは君なわけで、君が俺を悲しませなければ主を悲しませることもなかったんですよ。……悲しくってもう、胸むねが──」


　──こいつは、なにか危ない……！


　マルクはそう感じて影を意い識しきする──が、気づくのがほんの一いつ瞬しゆん遅おそかった。


「──張り裂けろおぉぉぉぉぉおっ〈クーア・ルンゲ〉！」


　狂くるったようなヨハエルの叫さけびと共に、岩山が揺さぶられる。


　そして──ヨハエルの背後の地面が破は裂れつした。……いいや、弾はじけたのは地面ではなかった。水だった。エルミナの予想した通り、地下水が鉄てつ砲ぽう水みずのように押おし寄よせてきていた。


　──こいつ、自分も巻まき込こまれると分かっているのですか……！


　地震に耐たえきれず、影の束そく縛ばくが解とける。カナメが自らの能力で地震を相殺しつつカタナを構かまえ直そうとするが、マルクはすでにそんなものは見ていなかった。


「お嬢じよう様さま！」


　マルクはすでにエルミナの許もとへ向かって駆かけ出していた。


　エルミナのドレスは水に浸つかれば壮そう絶ぜつな重量になる上に、体にまとわりつくのだ。普ふ通つうの川でも溺れてしまうだろう。それが土ど砂しや崩くずれなどに巻き込まれようものなら、今の能力を失ったエルミナはひとたまりもない。


　前方でエルミナがこちらに手を伸のばしたように見え、マルクも手を伸ばす──そのとき、押し寄せてきた大量の水に足を取られ、大きく体たい勢せいを崩した。


　そして──


「あ──っ！」


　小さな悲鳴が聞こえた。当然のことではあるが、マルクに堪たえられないものがエルミナに堪えきれるわけがない。
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　顔を上げたときには、瑠る璃り色いろの袖そでとなにかを摑むように伸ばされた白い手が見えただけだった。


　──水に、呑のまれた……！


「お嬢さ──がぼっ？」


　すぐさま追いかけようと立ち上がると──バシャッ──水の音が、マルクを呑み込んだ。


　マルクは後ろから巨大な手の平で押さえつけられていた。アーロンだ。あの巨きよ体たいを押しつけられて立ち上がれるはずもない。そして地面には運うん河がのごとき水流が駆かけ抜ぬけている。


　つまり、マルクは水の中に押しつけられていた。


　──窒ちつ息そく……いや、圧あつ殺さつするつもり……ですかっ！


　水中であるにもかかわらず、メリメリと異い常じような音が脳のう内ないに響く。痛いたみと酸さん欠けつ、いやそれ以前に頭ず蓋がい骨こつが軋きしんでマルクは瞬またたく間まに思考する力まで削けずり取とられていく。


　──水、止め……地崩れが……流されて……エルミナ…………。


　最後に浮かんだ単語が、金色の髪かみを揺らした少女の顔を思い出させる。


　──それでも、君は私の隣となりにいたいのか──


　いつもの人形のような無む表ひよう情じようはどこへやら、縋すがるようにそう言ってくれた少女の姿すがたが目の前を過よぎる。


　ゴキンッ──


　水中で聞こえるはずのない音──そして頭あたま越ごしに奇き妙みような感かん触しよく──ゆるんだ圧あつ力りよく。マルクは残った気力を全て振ふり絞しぼり、押しつけられた手を払いのけ、体を起こす。


「げっ──げぼげほっ……おえっ……」


　気管に入はいり込こんだ水をはき出し、なんとか顔を上げると、アーロンは針はり金がねのように捻ねじれた自分の腕うでを不思議そうに見つめていた。痛みを感じない彼にはなにが起こったのか理り解かいできなかったのだろう。


　マルクは、アーロンの影かげを破は壊かいしたのだ。人体を破壊すると、ああいった状じよう態たいになる。


　むせ返りながらも、マルクは沈しずんでいない岩の上に這はい上がる。呼こ吸きゆうだけでなく血流まで止められていたのだろう。目の前がザアァと暗くなっていくような感覚がした。もがいた拍ひよう子しにか、ナイフをくくりつけていたハンカチも解けていた。


　それでもなんとか周囲を見み渡わたすと、あたりは真っ暗でほとんどなにも見えなかった。もちろんエルミナがどこへ流されたか見当もつかない。


　どうやら、濁だく流りゆうは運河のような幅はばで流れており、そこに転々と岩山の一部が小島のように突き出している状態のようだ。視し力りよくではなく、展てん開かいした〝影〟の感覚でそれを認にん識しきしながら、マルクはゆっくり立ち上がった。


「……あなた方には、多少、同情します」


　ヨハエルはやや離はなれた位置の岩に這い上がり、カナメはすぐ隣の岩に佇たたずんでいる。腕をへし折られたアーロンは痛みを感じない能のう力りよくのおかげか、濁流の中に平然と佇んでいる。


　契けい約やく者しやたちは全員無事だというのに、そこにエルミナの姿がない。


「あなた方は、やりすぎました」


　水かさは見る見るうちに高くなり、勢いきおいも強くなっている。砕くだけた岩を呑み込んだそれはもはや凶きよう悪あくなミキサーのようでさえある。その濁流に、エルミナは呑まれたのだ。


　大おお降ぶりの雨が絶え間なく降り注ぐが、その雲の一部から月明かりが降り注いでいた。空をどす黒く彩いろどる雨雲の中に、ぽっかり穿うがたれた不自然な裂さけ目。それは、あたかもガラスが割われたような裂け目。


　日は──沈んでいた。


「逃にげよヒラサカ殿どの！」


　どうやらこの三人の中で、もっとも勘かんが良いのはこの男だったようだ。アーロンは悲鳴のようにそう叫さけぶと、迷うことなく背せ中なかを向けて走り出す。逃げたのだ。カナメは忠ちゆう告こくに従したがわず間合いを詰めようとする。


　マルクはそれらに一いち瞥べつも向けず、前へ一歩踏ふみ出す。


　そして──同時に二カ所で影が割われた。


　背を向けて逃げ出したアーロンが、なにかに足を取られたように転てん倒とうする。当然濁流の中に転倒したわけで、瞬く間に水の中へ消える。最後に一度だけ足が浮うかび上がるが、失敗した針金細工のように捻れていた。


　そして、岩を飛び渡ろうとしたカナメの正面で、足場の岩が砕くだけ散ちり水が弾はじけ飛ぶ。能力で防ぼう御ぎよはしたのだろう。カナメ本人に傷きずはなかったが、その影えい響きよう下かにあった空間がガラスのごとく粉ふん砕さいされる。当然、それ以上進むことは叶かなわない。


「ぐすっ……？」


　困こん惑わくするように洟を啜すすったのはヨハエルだった。一人離れた位置に避ひ難なんしていた彼には、この場の状じよう況きようがよく見えたことだろう。


　たった一歩で二人の契約者を無力化したマルクは、ヨハエルに向かって真まっ直すぐ進む。


　一歩。


「くっ──〈クーア・ルンゲ〉！」


　小こ銭ぜにでも見つけたように、地面に手をついて叫ぶヨハエル。味方を巻まき込こむのも気にせず能力を使おうとしたようだ。その判はん断だんは非常に適てき切せつである。


　しかし彼は気づいていなかった。能力で崩れやすく細工し、鉄てつ砲ぽう水みずのごとく地下水が噴ふん出しゆつしていながら、この岩山に崩くずれる様子がないことに。幾いく多たの石せき片へんを呑み込こみ、ミキサーと化していた濁流から、いつの間にか砕けた岩々が姿を消していることに。


　また一歩。


「な、なんなんですかこれは！」


　運河のように流れる水は、全すべて影かげの色に染そまっていた。影が水に溶とけたわけではない。地面の全てが影で塗ぬりつぶされているのだ。


　さらに一歩。


　影はヨハエルの位置から一望できるだろう範はん囲いの全てを覆おおい尽つくしていた。地崩れを始めた岩がん盤ばんを影でつなぎ止めているのだ。その影で岩山を括くくりながら、マルクは焦あせらず、迷まよわず、行進でもするかのごとく規き則そく正ただしく前進していた。


「ぐすっ、な、なんで、動いてんのに能力が使えるんですか？」


　カナメたちマルクの能力や制せい約やくは聞いているのだろう。マルクが制約を無む視しして能力を発はつ現げんさせていることに、ヨハエルは慌てふためく。


「〈クーア・ルンゲ〉！」


　ヨハエルは哀あわれみを覚えるほど無む駄だな行こう為いを繰くり返す。マルクの影が括っている限かぎり、対象は外部からの干かん渉しようを受け付けない。カナメの能力は数少ない例外だ。岩山全体……とまではいかないが、広こう範はん囲いを覆う影はもちろんヨハエルの立つ岩も括っている。


　ヨハエルがうろたえている間に、マルクはその正面にたどり着いていた。


「今は夜私の時間なのですよ」


　マルクの対たい価かは影だった。自分の影を精霊に捧ささげ、日の光から拒きよ絶ぜつされた。それは、日の光そのものがマルクに対する制約だということでもあった。


　影というものの形と大きさを定てい義ぎづけているのは太陽と自身の位置である。太陽と自分という二つの点が固定されて、初めてマルクの能力は発現する。


　しかし今は夜である。点の一極である太陽は存そん在ざいしない。マルクという点がどこに存在しようとも常に定義は肯こう定ていされる。つまり能力の発動に立ち止まる必要がなくなる。


　そして、月の光は太陽の照り返しである。鏡に映うつった虚きよ像ぞうの光では、影の範囲を制せい限げんすることはできない。


　優やさしくそう教えてあげると、ヨハエルは引きつった笑えみを浮かべた。


「ぐすっ。あ、あの、ひ、人を殺すなんて、か、悲しいことは、やめましょうよ？」


　マルクは悪いことをした子こ供どもを窘たしなめる教きよう師しのごとく優しい笑みを浮かべ、首を横に振ふる。


「ぐすっ。あ、そ、そうだ。お、俺、結けつ構こう話せること多いですよ？」


　マルクは死者に安らぎを与あたえる神父のごとき温かな笑みを浮かべ、人差し指を立てる。


「あなたに死んでいただかないと、私の気が済まないのです」


　ヨハエルの顔が見る見る青ざめていく。そろそろ自分の体が影で括られていることにも気づいただろう。恐きよう怖ふに染そまった神父の表ひよう情じようは、すでに涙なみだでグズグズに崩れていた。


　能のう力りよくを失っているエルミナを濁だく流りゆうに呑ませたのだ。この男が生きていること自体がマルクには許ゆるせない。マルクが息の根を止めようとすると、足あし下もとがグニャリと歪ゆがんだ。


「──〈黒こく衣い〉！」


　見れば、カナメが地面を波立たせながら突とつ進しんしてきていた。身を守るので手一杯だろうに、よく頑がん張ばるなとマルクは思った。


「ヒ、ヒラサカさん」


　カナメの能力の干渉を受けて影から解かい放ほうされらしい。ヨハエルが泣きじゃくりながらカナメの後ろに逃にげ込こむ。もはや誇ほこりも体てい裁さいもない無様な姿すがた。


「あなたも、しつこい方ですね」


　マルクはため息をつきながら前進。影もまたカナメの存在を制せい圧あつせんと濃のう度どを増ます。


　地面に手を衝つき、影を相そう殺さいしながらカタナを突き出すカナメ。しかしその波は紋もんが守っているのはせいぜい自分の身の回りだけであり、カタナの切っ先まで届いていない。


　突き出した刃ははマルクに触れることなく停止する。そして、それはカナメの最後の抵てい抗こうが終しゆう了りようした瞬しゆん間かんでもあった。


　刃物を無視したまま、マルクはカナメの波紋を無む造ぞう作さに踏ふみつける。


　ピシンッ──液えき体たいと化していたはずの地面がガラスのごとく砕くだけ散ちる。それでもなんとか自分の身だけは守ったらしく、カナメの体に打だ撃げきは見えなかった。


　大した防ぼう御ぎよ力りよくではあるが、それも直ちよく接せつ触ふれれば問題ないことは先ほど確かく認にん済ずみである。踏ふんで〝壊こわせ〟ないものは直接触れて〝壊せ〟ばいい。


　マルクはヒラサカの胸むねに手を押おし当てた。





　ぐに──ほのかな弾だん力りよくと、ささやかな脹ふくらみ。





　そこに予想外の感かん触しよくがあって、マルクはピタリと硬こう直ちよくした。


　ごつごつとしたあばら骨ぼねの感触はない──筋きん肉にく質しつにしてはやけに柔やわらかな感触──相手が肥ひ満まんでないことはマルクの視し力りよくでも認にん識しきできる──気が動転するマルク。


「あ、あれ……？」


　マルクの間の抜けた声に、カナメの顔が見る見る紅潮していく。それによりマルクも自分が勘かん違ちがいをしていたことを理り解かいする。


「なっ、な、なななにを……」


「ちっ、ち、ちち違うんです、これは──」


　言いかけた言葉は、最後まで吐はくことができなかった。


　グチャッ──


　馬車が小動物でも踏みつぶしたような音が響いた。


「ぎっ──あっ──っ！」


　カナメが目を見開いて仰のけ反ぞり、悲鳴と共に口から赤いものを噴き出す。そして──


「え……？」


　マルクは、自分の手を見た。カナメに押おし当てていた手は、真っ赤な皮かわ袋ぶくろと化していた。指は関かん接せつとは逆ぎやくの方向に捻ねじれ、皮ひ膚ふは裂さけて肘ひじまで破やぶれていた。


　どっと倒たおれ込こんで来るカナメ。あの長刀を振ふり回していたとは思えぬか細い体。マルクはとっさにそれを受け止めようとするが、ひしゃげた右手はそれを支ささえきれず、赤く染そまった白い体がズルズルと崩くずれ落ちる。


「悲しいことに、俺の能力は触れたものを揺らすっていう、小さな能力なんですよ」


　倒れたカナメの後ろには、世界の全すべてを嘆なげくような顔をした神父が立っていた。


「ぐすっ。でもね。震しん動どうって伝でん播ぱするんですよね」


　カナメの体を楔くさび代わりにして、能力をぶつけてきたのだ。


　マルクはヨハエルを仕し留とめようと影に意い識しきを傾かたむける。夜のマルクならば、ただ望めばそれができる──はずだった。


　マルクの足下は水みな面ものように揺れ、影がかき消されていた。


　──傷きずを受けて精霊が過か剰じよう防ぼう衛えいに走ってる？


　カナメは完全に意識を失っているだろうに、その能力はマルクの影を侵しん食しよくしていた。


　──これを狙ねらってカナメを……！


　いかに夜のマルクであっても、影が自分の足下から伸のびるという法ほう則そくまで無む視しできるわけではない。足下の影を相殺されては、能力が使えなかった。


　それでもマルクは契けい約やく者しやであり、裏うら稼か業ぎように身を置いた人間だった。即そく座ざに能力を諦あきらめ、無事だった左手でナイフを引き抜ぬく。


　ナイフを振り上げたときには、ヨハエルの手には一挺ちようの拳けん銃じゆうが握にぎられていた。


「どのみち、今回関かかわった人たちには、みんな死んでもらわないと困るんですよ」


　パンッ──と軽い音。それと反はん比ぴ例れいして重たい衝しよう撃げき。拳銃から射しや出しゆつされた弾だん丸がんは、マルクの胸を直ちよく撃げきしていた。





　岩がん盤ばんが水すい圧あつに耐えきれず、崩ほう壊かいしたのはそのときだった。




　第五章　そして、銀ソ啼ロー鳥ネは歌う










　エルミナは口と鼻を押おさえてギュッと目をつむっていた。


　押し寄よせてきた水の勢いきおいは凄すさまじく、泳いで脱だつするのは無理だと即座に理解した。そう判はん断だんすると同時に、エルミナは大きく息を吸すい込こんで呼こ吸きゆうを止めた。


　水の流れに翻ほん弄ろうされ、何度も岩に体を打ち付けられる。その都度口から空気が漏もれていく。長くは堪たえられない。しかし体がいうことを利きかない。


　そもそもエルミナは泳いだことなどないのだから……。


　何度目かに川底──正せい確かくには岩山ではあるが──に叩きつけられたとき、とうとうエルミナは息を吐はいてしまった。衝撃と痛いたみで悲鳴を上げてしまったのだ。


　同時に気管へと水が流れ込んでくる。気が遠くなっていくのを確たしかに感じた。


　──マルク……。


　脳のう裏りに浮かんだのはその名前だった。そのことを自分でも意外に思いながら、エルミナは意識を手放し──かけた。


　ザバッ──突とつ然ぜん、顔の前から水がなくなり、エルミナの意識は僅わずかに覚かく醒せいする。同時に本ほん能のう的てきに呼吸ができると感じ息を吸すおうとして──大きく咽むせる。思っていたより大量に水を呑のみ込こんでしまったらしい。


　肺は酸さん素そを求めるが、それ以外の器官は水を吐き出そうと働く。相反する反はん応のうの間であえぎながら、エルミナはようやく自分の体が水面から抜け出していることに気がついた。


「やれやれだな。とんだものが釣つれたらしい」


　聞き覚えのある声になんとか顔を上げると、そこには赤黒い革かわ靴ぐつを履はいた男が立っていた。ギャングだろう。ランタンを携けい帯たいしているらしく、周囲もほのかに明るい。そこからもう少し視し線せんを上げると、褐かつ色しよくの肌はだに白しら髪が交じりの黒くろ髪かみ。


「……君か」


　自分でも呆あきれるほど、その声は平然としていた。


　エルミナの反応にギャング──アルバ＝ディーノも呆あきれたように肩かたを竦すくめる。隣となりに視線を移うつすと、赤毛の女じよ性せい──確か名前はセリア──の姿すがたもあった。どうやら彼女の能のう力りよくで引き上げられたらしい。アルバへ大きな黒い傘かさを差しかけていた。


「一いち応おう、助けたことになる。礼の一つでも言ってもらいたいものだな」


「……感かん謝しやしよう」


　そう答えると何な故ぜかアルバは疲つかれたように嘆たん息そく。エルミナが首を傾げると……。


「……なにかね」


「お前……まあ、笑えとは言わんが、少しくらい顔の筋きん肉にくを使ってみようと考えたことはないのか？」


　そう言われて、どうやら自分の顔に表ひよう情じようというものが浮かんでいないらしいと分かった。しかし別に好き好んでそうしているわけではない。エルミナは幽かすかに反発を覚える。


「……興きよう味みがない」


　そう答えると、アルバはふんと鼻を鳴らす。


「まあ、サメザメ泣かれるよりはいい。……しかし、お前がここにいるということは、あの男もいるはずだな」


　アルバがなにかを探さがすように辺りを眺ながめ、エルミナはようやくマルクのことを言っているのだと分かった。


　マルクはどうなっただろう。自分ほど軽々しく流されてはいないはずだが、あの場には他ほかに三人も契約者がいた。エルミナはマルクの居い場ば所しよを探そうと〝眼め〟を使うが、ピントがずれたようにぼやけてよく見えなかった。


　──〈契約書〉の能力まで……。


　エルミナはにわかに動どう揺ようしたが、すぐに周囲が異い様ように暗いことに気がついた。


　頭上を見上げると、いつの間にか日が暮くれていた。月や星の光も、分ぶ厚あつい雲に遮さえぎられて大地までは届かない。どうやら能力が弱まったわけではなく、暗すぎて見えないようだ。


　──マルクの居場所が分からない……。


　どうやら自分が心細いと感じているらしいことに、エルミナはようやく気がついた。


　マルクとははぐれてしまい、〈アルス・マグナ〉も今、エルミナを見失っている。ドミニクは外出から戻もどっておらず、アイシャも屋や敷しきに残ったままだ。そんな状じよう態たいで目の前にいるのは〈アルス・マグナ〉を欲ほつしているアルバとセリア。


　なにより、自分の半身であるエミリオが長らく眠ねむり続けている。


　独ひとりぼっちだ。


　心細さを誤ご魔ま化かすように、エルミナは肘ひじを抱だく。いつの間にか体も震えていた。しかしその仕草はアルバにはっきり見られてしまったらしく、呆れたようなため息をつかれた。


　エルミナが顔を逸そらすと──バフッ──大きななにかが頭の上に落ちてきた。


「それでも、ないよりはましだろう。セリア、傘を貸かしてやれ」


　頭の上に投げ込こまれたのは、アルバの上着だった。それから、エルミナはようやく自分がずぶ濡れであることを思い出した。いくら夏でも地下水は地下を流れているのだから冷たい。雨も手伝って凍こごえるほど寒い。震えていた直ちよく接せつの原げん因いんはこれかも知れない。


　不意に降ふり注ぐ雨が途と切ぎれる。アルバに命じられたからだろう。セリアが傘をかぶせてくれていた。その表情は非常に不ふ愉ゆ快かいそうではあったが……。


　エルミナは僅かに躊ちゆう躇ちよしたが、結局素す直なおに上着を借りることにした。


「……助かる」


　小さな声でそう言うと、アルバはふんと鼻を鳴らす。


「しかし派は手でにやってくれたものだ。後ご手てに回ったな」


「……君たちは、ここでなにを」


　エルミナがそう訊きくと、アルバは意外そうに眉まゆを跳はね上げた。


「ふむ。たれ込こみはあの執バト事ラーの独どく断だんか」


　マルクが彼らを呼び寄よせたのだろうか？　エルミナの知る限かぎりそんな暇ひまはなかったはずだが……。


「この山の岩がん盤ばんを割わって山やま崩くずれを起こそうとしているのだと、たれ込みがあったのだ。この麓ふもとは俺の縄なわ張ばりだ。水みず浸びたしにされては堪たまったものではない」


　それはおかしい。エルミナはそう思った。マルクが山崩れのことを知ったのはこの山に入ってからのことだ。エルミナもそれまで気づかなかったのだから。


　どうやらエルミナとマルク以外に、この事じ態たいを快こころよく思わないものがいるようだ。その誰だれかが三つめの勢せい力りよくであるアルバたちをこの山に呼び込んだのだ。


　──あの娘むすめだろうか……。


　マルクは何故か男だと思っているようだったが、あのカタナを持った少女だ。彼女は雇やとい主ぬしの意い志しに反して行動しているようだった。


　なにか釈しやく然ぜんとしないものがあったが、寒さで上う手まく考えがまとまらなかった。


　エルミナが考え込んでいると、アルバが狩かりゆ人うどのような眼まな差ざしを向けていた。


「それで？　お前の方は一体なにがあった。お前の能力は、契けい約やく者しやとはいえたかが三人程てい度どを相手に後おくれをとるものではなかったはずだが？」


　答えるべきか迷まよったが、今の自分にはなにもできない。この濁だく流りゆうでマルクも助けを必要としているかも知れない。エルミナは観念したように口を開く。


「……今は、使えない」


「奪うばわれたのか？」


　エルミナは小さく首を振ふる。


「……見失っているようだ。私を」


　アルバは、エルミナの返答の意味を吟ぎん味みするように沈ちん黙もくする。


「奇き妙みような物言いだな。このさいだからはっきりさせてもらおうか。お前の言う〈アルス・マグナ〉とは一体何だ？」


「……言えない」


「お前は契約者ではない。そうだな？」


「………………そうだ」


　エルミナが手にした能のう力りよくは〈アルス・マグナ〉と〈空白の契約書〉の二つの力である。そのどちらもが契約者の能力とは異ことなる法ほう則そくのものだった。


　アルバはじっとエルミナの顔を見み据すえる。エルミナも翠すい玉ぎよくの瞳ひとみでそれを迎むかえ撃うつ。


　降りしきる雨と、流れを増ましていく濁流が、水の音を響かせ続ける。


　やがて、アルバは意を決したようにエルミナの前にかがみ込む。そして懐ふところの中から大おお振ぶりの石を取り出した。クーラン特有の幾き何か学がく模も様ようを彫ほり込んだ瑠ラピス璃・ラズリだった。


「これが、俺の〈アルス・マグナ〉だ」


　アルバが口にした言葉の意味が、エルミナにはしばらく理り解かいできなかった。


「赫ヴアル鷲チヤスの精霊〈ヌー・アッド〉が御お座わす石だ。もう、あと何度使えるかは分からんが、俺の氏族の最後の遺い産さんだ」


　エルミナは、目の前の石をじっと見つめた。アルバはこれを〈アルス・マグナ〉と呼よんだ。これに精せい霊れいが住まうというのならば、確たしかにこれはそう呼べるだろう。


　しかし、これはエルミナの知るそれとは大きく形の異なるものだった。


「契約者を必要とせずとも顕あらわれる、力在ある精霊。お前はそれを〈アルス・マグナ〉と呼んでいるのではないのか？」


　エルミナは大きく目を見開いた。エルミナとて全すべてを知っているわけではなかった。しかしアルバが示しめしたこの石を接せつ点てんに、バラバラだったピースが組み合わさっていく。


　──そういうことだったのですか……お父様……。


　エルミナの瞳には契約者の暗い翳かげが揺ゆれる。エルミナはアルバが言う通り契約者ではない。今は透すき通っている翠玉の瞳を大きく揺らし、エルミナはその理由を理解した。


「……君が口にしたことは事実だ。だが、私の事じ情じようは少々込み入っている」


　エルミナは意い識しきして表情を消すが、アルバはピクリとも動じなかった。


「全てをよこせとは言わん。ただ、一度だけ力を貸せ」


　頭上の傘かさがピクリと揺ゆれた。見上げるとセリアが瞳に翳を揺らしてアルバを睨ねめつけていた。それに気づいたのだろうアルバは一いち瞥べつを返す。


「セリア。お前には〝こいつ〟をやる。それで契約は反ほ故ごにはならんはずだな？」


　その一言で目を丸くしたのはセリアだけではなかった。エルミナも驚おどろいて瞬まばたきをした。


「……何な故ぜ？」


　氏族の最後の遺産だと言ったものを放ほう棄きしてまで、一体なにを望むというのだろう。


　エルミナの疑ぎ問もんに、アルバは僅わずかに目を伏ふせた。


「俺には妹がいた。まだ、赤子だったのだ。俺はただの人殺しだが、あいつには未来があってもいいではないか。あいつの命を取とり戻もどしたい」


　エルミナは口を開いたが言葉を紡つむぐことができなかった。アルバは、自分とまるで同じことを望んでいたのだ。


「……死者が蘇よみがえると思うのかね」


　自分でも情なさけなく思うほど、その声は震えていた。


「赫ヴアル鷲チヤスは死者の魂たましいを運ぶ霊れい鳥ちようだ。他の精霊ならばどうかは分からんが〈ヌー・アッド〉にはその力がある。だが彼らは雄おすと雌めすの対ついで存そん在ざいする。〈ヌー・アッド〉のつがいは失われた。その代用品が必要だ」


「……片かた翼よくの鳥に空は飛べない」


　エルミナの呟つぶやきにアルバは力強く頷うなずく。


「その通りだ。だからお前の翼つばさを貸かして欲ほしい」


　アルバの気持ちは痛いたいほどよく分かった。エルミナも、エミリオを取り戻すために全てを始めたのだから……。しかし──


「……できない」


　しかしそれ故ゆえにアルバの頼たのみを聞くことはできなかった。


「何故だ！」


　忍にん耐たい強づよく堪こらえてきたアルバだがとうとう怒ど声せいを張はり上げる。それでもエルミナは首を横に振ることしかできなかった。


「……できないのだ。私が〈アルス・マグナ〉と呼んでいるものは──────」


　アルバは、彼が知ることを包み隠かくさず話してくれた。だから、エルミナも答えることにした。自分と、エミリオという姉し妹まいの間に起こったことを……。
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　ゴリッ──唐とう突とつに頭とう頂ちよう部ぶを襲おそったのは殴おう打だされたような衝しよう撃げきだった。どうやらどこかに頭をぶつけたらしい。


「がぼがぼがぼっ──？」


　マルクは、ようやく自分が溺おぼれていることに気がついた。どうやら気き絶ぜつしていたらしい。慌あわてて水みな面もを探してもがくが、燕えん尾び服ふくが体にまつわりついて上う手まく泳げない。


　──こんなところで、死ねません！


　マルクはもがくのを止やめる。自分は濁だく流りゆうに呑のまれたはずだが、川底は深くないはずだ。全力で自分にそう言い聞かせると、不意に目の前に地面を認にん識しきできた。


「ぶは──っ」


　水底を蹴けりつけ、なんとか水面に顔を出すマルク。思った通り、水の深さはなんとか足がつく程てい度どのものだった。泳ぐのは厳きびしいが、溺おぼれるほどでもない。地面を蹴りながら進めば、陸に上がれる。


　──泳ぐのは、得意なのですよ……！





　家をなくし、あるいは逃げだし、行く当てをなくした少年少女が道ばたに座すわり込こんでいるのは珍めずらしい光景ではない。マルクも幼よう年ねん時代はそんな少年の一人だった。


　彼らの多くは集しゆう団だんで行動し、スリや強ごう盗とうを企くわだてて生計を立てているのだが、彼らの仲間に入るには、……いや、彼らについていくには、ある種の資し格かくが必要だった。


　それは──逃にげ足の速さ──である。


　少年少女は生きていくために犯はん罪ざいを犯おかす。罪を犯せば保ほ安あん官かんに追われることとなる。それを回かい避ひするためには、取り囲まれても僅かな隙間から逃げ出せるような逃げ足の速さが必要となる。


　当時マルクが住んでいた街には大きな河かわが流れており、多くの場合はそこへ逃げ込めば逃げることができた。


　しかし衣服を着たまま飛とび込こむわけで、場合によっては重たい金品を抱かかえていることもある。飛び込んで溺れてしまう仲間を救助することもある。そういった状じよう況きようを多く経けい験けんしてきたマルクは、水に浸つかったと感じれば自然と体が溺れないように反はん応のうする。


　──もっとも、飛び込んだ後は九割わりがた体調を崩くずしていましたがね……。


　その河は、飛び込んだ浮ふ浪ろう児たちを追いかける気も起こらないほど汚よごれていた。河に飛び込めばもちろんずぶ濡ぬれになるわけで、浮浪児たるマルクたちが濡れた体を拭ふく清せい潔けつなタオルを持っているはずもない。


　医者が必要なほど体調を崩した仲間が、治ち療りよう目的で保安官に出頭するのも珍しいことではなかった。





　そんなことを思い出していると、ズキッと胸むねの骨ほねが軋きしんだ。マルクは拳けん銃じゆうで撃うたれたはずなのだ。


　──〈クフ・リーン〉が防ふせいだのでしょうか？


　その可か能のう性せいを思いついたが、ひとまずここから抜ぬけ出さなければならない。マルクは痛いたみに呻うめきながら、陸おかを見つけ出し、ジリジリとそちらに向かう。そんなときだった──


　ジャバッ──目の前を白いなにかが通り過すぎた。


　それが手の形に見え、ハッとして目で追いかける。魚にしては大きかった。それ以前にこの濁流に魚がいるはずはない。そして白いものといって思いつくのは一つしかない。


　目で追った先には夜の暗くら闇やみの中、人間の大きさをした白いものがぽっかり浮いていた。


　──カナメ……。


　本日ザックザックと気軽に刺さされ、先ほどまで交戦していた相手。こいつの邪じや魔まさえなければ、マルクが濁流に呑まれることはなかった。しかし──


「はあ……、仕方がないですね」


　自分でも驚くほど悠ゆう長ちようにそう呟つぶやくと、マルクは陸から遠のいていく白い影かげを追いかけた。


　どうやら意い識しきがないようだ。完全に流されるままで、顔が水面に出ている様子もない。にわかに嫌いやな焦しよう燥そう感。それを逆さか撫なでするようにズキズキと痛いたむあばら骨ぼね。それでも水底を蹴けりつけ、なんとか追いすがる。


　その、マルクに追いすがるように、なにか別の大きな影が流れていく。前しか見ていないマルクはそれに気づいていなかった。


　やがて白い影に追いつくと、マルクはそれを摑つかもうと手を伸のばし──絶ぜつ句くした。


「──っ……！」


　伸ばした右手は、本当に自分の手かと疑うたがいたくなるほどぐしゃぐしゃにつぶれていた。血を流しすぎたのか、あるいは水の冷たさで麻ま痺ひしているのか、痛みをまるで感じなかったので気づかなかった。


　マルクは奥歯を嚙かみしめ、反対側の手を伸ばす。真っ白の布ぬのを巻まいた腕うでをなんとか摑むことができた。同時に、胸の痛みが倍ばい増ぞうする。無理に力が入って傷きずに障さわったらしい。


「うがあ！」


　なんとかカナメの体を引き寄よせる。グシャグシャの腕でしっかり抱きかかえ、顔が水面から上がるように持ち上げる。しかし完全に意識を失っているらしく、まるで反応はない。


　──とっとと目を覚ましてください！


　抱かかえてみて分かったのだが、人間ひとり抱えてこの濁流から脱だつするのは不ふ可か能のうだった。裸はだかで飛び込んだならまだしも、マルクの服ふく装そうは袖そでまでしっかり覆おおう燕尾服である。加えて片かた手ては恐おそらく再さい起き不ふ能のう。至し近きん距きよ離りから銃でも撃うたれている。


「ぐっ──」


　抱えているだけでどんどん体力が削けずられていく。早々に限げん界かいが訪おとずれる。このままだと自分まで溺おぼれてしまう。カナメのことは諦あきらめて自分だけ助かるべきだ。


　しかし頭ではそう理り解かいしているのに、マルクの腕はカナメを放そうとはしなかった。


　──なにか……なにか、ないのですか？


　摑まるところ──あるいは流木でもいい。なにか縋すがるものはないか、必死で辺りを見回したとき、マルクは自分の後ろに巨きよ大だいな影が迫せまっていることにようやく気がついた。


　──これは……！


　ジャバッ──水みな面もを突つき破り、巨大ななにかが襲おそいかかってくる。


　それは巨大な腕だった。巨きよ腕わんは、マルクの体を人形のように片手で握にぎり締める。


「アーロン──」


　その巨大な腕の持ち主は紛まぎれもなくアーロンのものだった。マルクに手足を粉ふん砕さいされていながらまだ動いている。痛みを感じないという能のう力りよくの凶きよう悪あくさにマルクは戦せん慄りつする。


　──生きていたのですか……！


　マルクは咄とつ嗟さに影を使おうとするが、腕の中にカナメを抱えていることに気づいて躊ちゆう躇ちよする。今、影を使うと手て加か減げんが利きかない。カナメまで殺してしまう。


　そう思ったときには、巨腕はすでに行動に移うつっていた。マルクとカナメ。人間二人分の重量を、軽々と放ほうり投げる。


「え──？」


　自分の体が宙ちゆうを舞まったのだと気づき、マルクは呆ほうけたような声を漏もらす。


　硬かたい地面に叩きつけられ、その上からカナメの体がのしかかる。地面と人間一人に挟はさまれ、マルクは声にならない悲鳴を上げる。


　それでもなんとか顔を上げると、濁だく流りゆうの中にフクロウの仮か面めんが沈しずんで行くところだった。


　──助けられたのですか……？


「〈クフ・リーン〉！」


　気がついたときには、マルクはそう叫さけんでいた。


　マルクの呼よびかけに契けい約やく精せい霊れいはアーロンの影を捕とらえる。マルクは影を意識し、折れたはずの手足で強ごう引いんに立たせる。常じよう人じんならば、恐らく気が触ふれるほどの激げき痛つうを感じているところだろう。しかしアーロンは痛みを感じない。


　濁流から浮ふ上じようする上半身。フクロウの仮面の双そう眸ぼうからボタボタと水がこぼれ出す。マルクはそのまま前に向かって倒たおれ込こむよう影を操る。


　かくしてアーロンの巨体は橋のように濁流をまたぎ、川辺に上半身を乗せていた。


「そこからは、自力で這はい上がっていただけますか？　私の能力でそれ以上は引き上げられません」


　マルクの方ももう限界だった。カナメ──つまり剣けんの達人相手に真っ向から斬きり合い、その後も押おしつぶされたり拳けん銃じゆうで撃うたれたりしたのだ。濁流の中でもあちこちぶつかったらしい。体中ガタガタだった。


　しかしフクロウからの返事はなかった。


「アーロン……？」


　巨大な契けい約やく者しやは岩の上に倒たおれ込こんだまま起き上がろうとしない。


　マルクがやったことではあるが、手足が折れたまま濁流に入り、それから影で強引に陸地に上げさせたのだ。痛いたみを感じないとはいえ、傷は受けているのだ。そして出血も。


　──最後の力で助けてくれたのですか……。


　マルクは目を閉じて黙もく禱とうを捧ささげる……が、


　ヒュホオォ──ヒュホオォ──あたかもフクロウの鳴き声のごとき音。マルクはそれが寝ね息いきであることをなかなか理解できなかった。


　──寝ています……。


　恐らく極きよく端たんに打だ撃げきを受けたはずだ。その回かい復ふくのために休きゆう眠みんしているのだろう。ほとんど獣けもののような習しゆう性せい。とりあえずアーロンは放っておいても大だい丈じよう夫ぶのようだ。


「──っ……！」


　そのことにホッと胸むねをなで下ろした瞬しゆん間かん、唐とう突とつに走った痛みにマルクはうめき声を漏もらした。肘ひじから先をすり潰つぶされたような感かん触しよく。あまりの痛みに、半分気が遠くなる。


　助けられたわけではあるが、アーロンに放り投げられてどこかにぶつけたようだ。潰された腕がようやく痛みを帯びていた。痛みが引くまで身じろぎ一つできなかった。


　しばらく蹲うずくまっていて、マルクはようやくカナメの存そん在ざいを思い出した。ヨハエルの能力を直ちよく接せつ受けたのは、マルクではなくカナメなのだ。カナメの傷がマルクよりも軽いなどということはありえないだろう。


　マルクは俯うつぶせに倒たおれているカナメをなんとか仰あお向むけにさせる。たったそれだけのことをするのにも痛みで奥歯がガチガチと震ふるえる。


　──これは……マズイかも知れませんね……。


　真っ暗に近い状じよう態たいで、カナメの状態は確かく認にんできないが、どうにも息をしていないように思えた。ヨハエルの能力をまともに受けたのだ。ただで済むはずがない。


　──それでも、君は私の隣となりにいたいのか──


　マルクはギリッと奥おく歯ばを鳴らす。エルミナの隣にいたいなら、人を殺してはならない。そう、決心したばかりだというのに、頭に血が上っただけでマルクはカナメたちを殺すつもりでいた。


　──死なせるわけにはいきません。


　マルクは口を使って手て袋ぶくろを外し、首くび筋すじに手を当てて脈を──とろうとした。


「っ──？」


　マルクは慌あわてて手を引いた。首に触れたはずの手にはなんの感触もなく、そのまま素す通どおりしたように見えたのだ。


　契約精せい霊れいの防ぼう衛えい能力で浸しん食しよくを受けたのかと思ったが、手は無事だった。


　マルクは暗闇の中、目を凝こらしながらもう一度カナメの首に触ふれてみる。


　──透すけている……？


　マルクの手は液えき状じよう化かしていない。にもかかわらず、カナメの首に触れているはずの手にはなんの感触もなった。譬たとえるならカナメの体の方が液状化しているような感覚だ。


　──これが、カナメの対たい価かなのですか……？


　しかし、これでは手当てができない。どうすればいいかわからず途と方ほうに暮くれつつも、マルクは先ほど濁流から引き上げたときは平気だったことを思い出した。


　カナメの手首にそっと手を触れてみると、こちらは冷たくなってしまっているが、確たしかに柔やわらかな感触が返ってきた。


　──透ける部分とそうでない部分があるのでしょうか？


　ひとまず腕うでは触れても平気そうなので手首で脈をとってみる。そっと手を当てたまましばらく指先の感覚に集中する。弱々しいが、脈はある。


　──ですが、呼こ吸きゆうをしていません。


　こういった状態で有効なのは、やはり人工呼吸なのだが……。


　そんなとき、雨雲が少しだけ割われて淡あわい月明かりが降ふり注ぐ。


　呼吸の止まっているカナメの顔は蒼あお白じろく、唇くちびるも真っ白にである。まつげの色まで白でいて、そこに濡ぬれてまとわりつく真っ白の髪かみ。赤で彩いろどられた白の衣ころも。ほっそりとしつつも整った顔立ち。柳りゆう眉びと呼べる白い眉まゆ。それらが水の滴しずくに濡れて光って見えた。


　マルクとて十七歳の少年であり、なんの情じよう緒ちよも感じないわけではない。しかしギャングたちにまみれて生活してきたため、同年代の女の子に実は免めん疫えきがなかった。


　先ほど摑つかんだ胸の感触──彼女の性せい別べつが女であることを意い識しきしてしまう。
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　──じ、人命救助です！


　一体誰だれに言いい訳わけをしているのか、マルクは心の中で言いつくろう。


　エルミナが物静かな銀ソ啼ロー鳥ネだとしたら、こちらは気の強い瑠ドミ璃ニ猫トンだろうかなどと頭の中で気を動転させながらも、対価で体が溶とけているのに人工呼吸は有ゆう効こうなのだろうかなどと考えながら顔を近づけると──


「げ──げほっ、ケホケホ──」


　カナメは自分で息を吹ふき返していた。


　──生きていたようですね……。


　生きていたことにホッとしつつも、どこか残念な気もした。なにやら落らく胆たんしながら、カナメの吐と瀉しや物ぶつに赤いものが大量に混まざっていることに気がついた。濁だく流りゆうの水を飲のみ込こんだというよりは、吐いた血が気管に詰つまっていたらしい。


　全部吐き出させた方がいいだろう。頭の向きを変えさせてやろうと腕を伸のばすが、その動作が怪け我がに響ひびき、痛みでにわかに体たい勢せいを崩す。


「うわ──っと？」


　マルクは覆おおい被かぶさるようにカナメの上に倒たおれ込こんでしまう。それでも上に倒れかかってはマズイと感じ、なんとか腕で体を支ささえる。


　顔と顔が、触ふれ合うほんの少し手前で停止していた。カナメが切れ長の双そう眸ぼうを開いたのは、ちょうどそのときだった。


　瞬まばたき──とりあえず自分の置かれた状じよう況きようが理り解かいできないといった様子。


「あー……ええっと、だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　また瞬き──なんでこいつがここにいるんだろうとでも言いたげなぼんやりした眼まな差ざし。


「ま、まだ起き上がらない方が良いと思いますよ。け、怪我もなさっているようですし」


　再さい度ど瞬き──あれ、でもこいつって敵てきじゃなかったっけ？　といった困こん惑わく顔。


「あ、あの？　聞こえていますかカナメ？」


　それからさらに瞬き──なんかこれってすごく危き険けんな体勢なんじゃないかと強こわ張ばる頰ほお。


「その、つまりですね？　私は人命救助をしようとしただけで、やましい気持ちは……」


　そして大きく息を吸すい込こむカナメ。


「っ──！　きゃ──────っ！」


　存ぞん外がいに可か愛わいらしい悲鳴。マルクの方も咄とつ嗟さに起き上がれないので、とりあえず横に転がって避よける。カナメは上半身を起こしながらズリズリと後あと退ずさる。


　マルクは尻しり餅もちをついたような体勢で身を起こしつつ、慌てて手を振ふる。


「ち、違ちがいますって。私はただ、あなたを水から引き上げただけで……」


　マルクの言うことなど聞こえていないようにカナメは地面をペタペタと探さぐり続ける。どうやらカタナを捜さがしているようだ。マルクが見つけたときにはすでになかった。濁流に呑のまれてどこかに流されてしまったのだろう。


　やがてカタナを捜すことを諦あきらめたらしく、カナメは再ふたたびジリジリと後こう退たいを始める。


「いや、今のあなたに危き害がいを加えるつもりはありません……って、聞いてくださいよ！」


　まるで話を聞いていない様子にマルクは声を荒あららげる。カナメはビクッと身をすくませ、今度は瞳ひとみに涙なみだを浮うかべ始める。マルクはこの少女がカタナを振ふり回して、ザックザック楽しげに斬きりかかってきた光景が上う手まく思おもい浮うかべられなかった。


「だから、落ち着いていただけませんか？　あなたを殺すつもりならそこの濁流に放ほうり込んでますし、なにかするとしたらきちんと影かげで括くくっています」


　マルクがそう言うと、カナメは後退るのを止やめ、それからマルクの右手に視し線せんを向ける。異様な方向に捻ねじれ曲がった指。裂さけた皮ひ膚ふ。止まらない出血。カナメの位置からどの程てい度ど見えているのかは分からないが、この手はもう駄だ目めなのだろう。


　カナメは、ようやく納なつ得とくしたらしく、少しだけ警けい戒かい心しんを緩ゆるめてくれる。


「うぬ、どうやら無事のようであるな」


　のそっとアーロンが身じろぎをして言う。どうやら向こうも命に別べつ状じようはないようだ。マルクは紐ひもネクタイを解といて上じよう腕わん部をきつく縛しばる。応おう急きゆう処しよ置ちにもなっていないただの止血。当然痛いたみが引くわけでもないが、それを済ませると、すっと立ち上がる。


「あとの面めん倒どうは、自分で見てください」


「どこへ行くのであるか？」


「決まっているでしょう？　エルミナを捜しに行きます」


「止めておくのである。この岩山はすでに崩くずれ始めているのである。下へ手たに動くと巻まき込こまれるのである」


　辺りにゴリゴリとなにかが崩れるような音が響いている。どうやら本ほん格かく的てきに崩れ始めているようだ。影の拘こう束そくも解とけている。今からもう一度あの範はん囲いで展てん開かいするのはさすがに難むずかしかった。マルク自身、相当体力を消しよう耗もうしているのだから。


「だから急いでいるのです」


　エルミナは動きにくいドレス姿すがただった。泳げたとは考えられない。さらに間の悪いことに、彼女は〈アルス・マグナ〉の能のう力りよくまで失っている。


　最悪の事じ態たいが脳のう裏りを過よぎり、マルクは頭かぶりを振る。そのまま足を進めようとすると、背せ中なかにアーロンの声。


「落ち着けと言っているのである。貴き殿でんはエルミナ殿がどこにいるのか見当がついているのであるか？」


「それは……」


「エルミナ殿は下流に流されたはずである。つまり山の麓ふもとに向かってである。だからひとまず無事は確たしかである」


「何な故ぜそうなるのです？」


「麓からはあるものたちがやってきているのである。その御ご仁じんたちには、エルミナ殿が重要なのである。流されているエルミナ殿を見つければ必ず助けるのである」


「あるものたち……？」


「アルバ＝ディーノというギャングなのである」


　その名前が出てきたことにマルクは片かた眉まゆを跳はね上げた。


「どうして、そういえるのです？」


「我わが輩はいが呼び寄よせたからである」


「……ヨハエルを裏うら切ぎるのですか？」


　マルクは意味のない質しつ問もんをしたと思った。契けい約やく者しやは契約を違えない。ヨハエルに雇われている以上、アーロンがヨハエルを裏切ることはできない。マルクは質問を改める。


「何故、そんなことを？」


「……実は、この街に娘むすめがいるのである。依い頼らいを受けたのも、目的地がここだからである。あの街になくなられると困こまるのである」


　このフクロウ男の娘というのは想そう像ぞうができなかったが、ひとまず噓うそを言っているようには思えなかった。マルクは諦あきらめたように息を吐はく。


「その話は、信じて差し上げます」


　正直なところ、マルクもしばらく動けそうにはなかった。





　倒れかかった枯かれ木きが屋根のようになっている場所を見つけ、なんとか雨を凌しのげそうだと判はん断だん。マルクはカナメに肩かたを貸かし、アーロンは自力で歩行し、その陰かげに身を寄せる。


　カナメは命に別状はなさそうだった。能力でどうにか受け流したらしい。……もっとも、その受け流した能力が全すべて流れ込こんだため、マルクの手は再さい起き不ふ能のうになったらしい。


「なにゆえ私を助けた」


　腰こしを下ろすと、カナメは警戒するように問いかける。血を吐いたせいか、その声は掠かすれたものだった。マルクはその問いに、即そく答とうすることはできなかった。自分自身、どうして助けたのか分からないのだから。


　しばらく悩なやんでから、マルクはありのままを答えることにした。


「そうですね……。目の前で人が死にかけていて、助けられるかも知れないなら、助けないと後味が悪くないですか？」


「後味……じゃと？」


「いや、あの状じよう況きようでそんな細かいことを考えている余よ裕ゆうなんてありませんよ。でも見かけてしまったのですから、放っておけなかっただけです」


　マルクがそう答えると、カナメは信じられないものを見るように目を大きく開いた。そんな理由で助けられるのは自じ尊そん心しんが許きよ容ようできないのかも知れない。


「私は、おんしを殺そうとした敵てきじゃ。おんしとて私を殺したかったのではないのか？」


「いや、まあ、理り屈くつではそうなのですが……」


「はっきり答えぬか。私を生かしてなにをさせたいのじゃ」


　よほど腹はらに据すえかねたのか、カナメが納得する様子はない。一いち応おう、助けた側のはずのマルクはなんでこんなに問い詰つめられているのかと理り不ふ尽じんさに嘆たん息そく。


「それでは、情じよう報ほうが聞きたかったということでどうです。あなたが生きていないと話が聞けないでしょう？」


「それは今思いついた理由であろ。何故じゃ。おんしは契約者であろ？　何故、契約者がこんなことをする」


　──私はなにかそんな酷ひどいことをしたのでしょうか？


　とにかく批ひ難なんされていることは分かるが、マルクにはその理由が理り解かいできない。


　──もしや、別のことで怒おこっているのでしょうか。


　だとしたら〝あれ〟しかないだろう。


「うぅ……。怒るのは分かりますが、あなたにも責せき任にんはあるのですよ」


　そう返すと何故かカナメは怯ひるんだような顔をする。


「あなたが私のメガネを壊こわしたのですから、私にはものがよく見えません。正直、この距きよ離りでようやくあなたの顔が見えるくらいの視し力りよくなのです」


　言っていて、マルクは自分のメガネがなくなっていることに気がついた。濁だく流りゆうに呑のまれたときに流されたようだ。スペアのメガネまでなくなり、マルクはさらに気が重くなる。


　カナメは言われたことがよく分からなかったのか、小さく首を傾かしげていた。


「つまり……？」


「う……、つまりですね。怒らないでいただきたいのですが、その、あなたが女の子だと思わなかったのです」


「…………………………………………」


「………………………………………………」


「……………………………………………………」


　沈ちん黙もく。それからカナメは自分の胸むねを見下ろし、小さく悲鳴を上げて後あと退ずさる。


「いや、だから謝あやまっているではありませんか……」


「ど、どうして今、その話が出てくる！」


「え？　それで怒ってるのではないのですか？」


　カナメは見る見る顔を真っ赤に染そめ上げる。


「違ちがう！　私が訊きいておるのは、どうして私を助けたのかということじゃ。契約者なら理由があるはずじゃ。理由もなしにそんなことをするなど──っ！」


　大声を出して傷きずに障さわったのだろう。カナメはその場に蹲うずくまっていた。


　マルクはなんとなく助けを求めてアーロンを見上げるが、彼はまたホウホウと寝ね息いきを立てていた。安心したらまた眠ねむたくなったといったところらしい。


　仕方がないのでマルクはカナメを木の陰まで引ひき戻もどす。


「あなたがどうしてそれほど理由に拘こだわるのかは分かりませんが、理由がないと助けてはいけなかったのですか？」


　女の子だと認にん識しきしてしまったせいか、今のカナメはあの〈東方不敗〉とは思えないほどか弱く見えた。マルクが困こまり果てていると、カナメは蹲ったまま、震ふるえる声を絞しぼり出だす。


「どうして……理由がない？　それでは……それでは、人間のようではないか」


　──ちょっと……、私は人間とすら見てもらっていないのですか……？


　さすがにマルクの笑えみも引ひき攣つる。


「確たしかに私は契けい約やく者しやですが、人間であることまでやめたつもりはありませんよ？」


　アルバあたりに聞かれたら「お前はまだ人間のつもりか？」だとか「だからお前は人を殺せんのだ」だとかとバカにされるのだろう。甘あまっちょろいことを言っているのは自覚しているが、エルミナの隣となりにいるならその人間でいたい。それがマルクの答えだった。


「やめなくて……いいのか？」


「はい……？」


　カナメはゆっくりと顔を上げた。そこにあの剣けん鬼きの顔はなく、心細そうに縋すがるような瞳ひとみがあるだけだった。


　マルクがどう反はん応のうしていいか分からず困こん惑わくしていると、カナメの首くび筋すじがどす黒く変色していることに気がついた。月明かりに晒さらされるまで気づかなかった。


　その視し線せんに気づいたらしく、カナメはその痣あざに触ふれる。


「おんし……私に、触れたな」


　それは、確かに脈を確たしかめようとしてマルクが触れた場所だった。縄なわ張ばりを荒あらされた瑠ドミ璃ニ猫トンのような声。ほんの一いつ瞬しゆんだけ縋るような色を見せた瞳には、敵てき意いと警けい戒かいの色。突とつ然ぜんの威い嚇かく姿し勢せいにマルクはうろたえる。


「ええ？　いや、それは、あなたが息をしていないように見えたからで──」


　マルクがオロオロと抗こう弁べんする間に、カナメは腕うでの包帯をスルスルと解といていく。攻こう撃げきされるという危き機き感かんよりも、真っ白な二の腕うでが露あらわになったことにうろたえていると、カナメはマルクに向かって手を差し出す。


　差し出した手は、マルクの胸をなんの抵てい抗こうもなく素す通どおりした。


「──っ？」


　攻撃されたのかと思い、マルクは身み構がまえるがどうやらそうではなかったようだ。


「これが、私の対たい価かじゃ」


　マルクの体を貫つらぬいているはずのその手は、半はん透とう明めいで足あし下もとの地面が透すけて見えていた。マルクは恐おそる恐る問いかける。


「能のう力りよくが、逆流しているのですか？」


「対価に〝実体〟を喰くわれたのじゃ。私の体はどんなものでも素通りする。……能力のせいか、水だけは違うがの」


　半はん透とう明めいながらも、その表面を雨の滴しずくが玉になって伝っていく。そして、カナメは双そう眸ぼうを切れ長に細める。


「これでも、……契約者は人間か？」


　その一言で、マルクは何な故ぜカナメが〝契約者狩がり〟などしているのか理り解かいしてしまった。


　カナメは契約者を壊したいのではない。自分の能力でも壊れない契約者が欲ほしいのだ。


　触れたものの性せい質しつを〝液えき体たい〟に変える能力。それは夜のマルクにも比ひ肩けんしうるほどの強力である。こと防ぼう御ぎよ力に関してならマルク以上。そうそう破やぶれるものは存そん在ざいしないだろう。


　その強大な力に加え、まるで幽ゆう霊れいのように物体を素通りする対価。人間から見てそれはどれほどに奇き異いなものだろう。どれほど恐おそろしく見えることだろう。


　恐らく、カナメを受け入れられる人間は存在しなかったのだろう。しかし契約者ならば受け入れてはくれずとも、畏い怖ふも嫌けん悪おもしない。契約者はただ立ちふさがるものをいかに能力を駆く使しして排はい除じよするか、それしか考えないのだから。


　然しかるに、カナメは契約者を求めずにはいられなかったのだ。


　契約者ならば、自分に触ふれてくれる誰だれかがいるのではないか。そんな儚はかない希望を抱いだいて。


　カナメの目は縋るものの目ではない。触れるもの全すべてを斬きりつける、鞘さやを持たない刃は物ものの目だ。マルクはその眼まな差ざしから逃にげることなく真まっ直すぐ受け止める。


「私は人間です。たとえ誰が否ひ定ていしようとも、私がそうであることを否定しない限かぎり、私は人間です」


　それが──人間の真似などするでない──そう言われたときにカッとなった理由なのかも知れない。


「……人間は契約者を受け入れはしない」


「そうかも知れません。ですが、そうではないかも知れません。ならば、私は人間であることを選びます」


　──エルミナが必要としているのは、鋭い剣でもなく強固な盾たてでもない、いつでも紅こう茶ちやを注ついでくれるただの執しつ事じなのですから。


　その理由は口に出さなかったが、カナメは怯ひるんだように身を引く。


「あなたは、本当はどちらでいたいのですか？」


「わ……私は…………」


　その続きを見つけられないように言葉を詰つまらすカナメへ、マルクはそっと手を差し伸のべる。


「それを決めて良いのは、あなただけのはずですよ」


　カナメは驚おどろいたように目を見開き、それから慌あわてたように顔を背そむけた。


　その仕草に、マルクは怪け訝げんそうに首を傾げた。薄うす暗ぐらいので見み間ま違ちがえた可か能のう性せいは高いが、何故かそのカナメの頰ほおが紅ア甘ポル実ロの実のように赤く染そまって見えたのだ。


　やがて、カナメはためらいがちに手を差し出してくる。


「……手を」


　マルクは咄とつ嗟さにその意味が分からず困惑する。カナメが差し出したのは右手で、そこに呪符は巻まかれていなかった。助け起こせと言っているわけではないらしい。マルクは躊ちゆう躇ちよしたがつぶれた右手を差し出し返す。


　カナメはその手を取ると、指先でそっと傷口を撫なでる。反はん射しや的に手を引こうとするが、不思議とそこに痛いたみはなかった。


「え……？」


　マルクは目を瞠みはった。カナメが手にとった右手は当然のごとく液えき化かする。しかし崩くずれ落おちることなく、ガラス玉のような光こう沢たくと張りを保たもって安定していた。


　マルクは岩山の所々が、カナメの能力で補ほ修しゆうされていたことを思い出した。カナメは能力をかけたものの形を変えることもできるようだ。


　──つまり、修しゆう復ふく……しているのですか？


　カナメがなぞった跡あとに傷は残っていない。裂さけた肉も、折れた骨ほねも、グラスに注いだ水がグラスの形に添そうように、あるべき形に流れ込こんでいく。


　やがて、カナメが手を解ときはなったときには、元通りの傷一つない右手がそこにあった。


「……こういうことも、できる」


　何故か恥はじらうように頰を赤く染めるカナメ。


　マルクは再さい生せいされた右手を動かしてみる。指先の感覚はしっかりとある。先ほどまで少し動かしただけで悶もん絶ぜつするような痛みが走ったというのに、それが噓うそのように消えている。あれだけ原形をとどめていなかった手が元に戻もどっていた。


「す……すごいじゃないですか！」


「そ、そうかの」


「能力でこんなことできる方は初めて見ました」


「わ、私も人ヽ間ヽに使うのは初めてだから、上う手まくいくかは自信がなかったのじゃが……」


　──初めて……って、確たしかめたことはなかったのですか？


　最後の一言に絶ぜつ句くしながらも、マルクはしげしげと自分の手を見つめていた。昼間斬られた指も元に戻っている。昔の傷きず跡あとなどまで消えていたり、爪つめが妙みように丸くて小さかったりと違い和わ感かんもあるが、見事なものである。


　──怪け我が……？


　それから、マルクはようやくその不ふ可か解かいな事実に気がついた。


「カナメ……。あなたは、対たい価かのせいでものを素す通どおりしてしまうのですよね？」


「そうじゃ」


「……どうして、あなたは怪我をするのですか？」


　ヨハエルからうけた傷だけではない。マルクが触ふれた跡も大きな痣あざになっているし、よく見てみればそれ以外にも微び細さいな傷をいくつも負っている。


　カナメはビクッと肩かたを震ふるわせ、怯おびえるように小さな声で呟つぶやく。


「私は、対価で〝実体〟をなくした。……だが、私の体はそれに気づいておらぬらしい」


「つまり……？」


「素通りされると、刺さされた、あるいは斬られたと感じるようじゃ。勝手に傷が浮かぶ」


　催さい眠みん術じゆつなどで、火や傷けどをしたと信じ込ませると、患かん者じやは本当に火傷をするのだという。カナメの体は幽ゆう霊れいのようなものだというのに、そんな理り屈くつで怪我をするのだ。


　マルクが言葉を詰まらせているうちに、カナメは包帯を巻き直していく。


「いろいろ試ためしてみて、自分の髪かみならば能のう力りよくに影響されぬし素通りもせぬと分かった。だから髪を織おって呪符を作った」


　だから、あのクラゲのようなヒラヒラとした格かつ好こうをする必要があったのだ。迂う闊かつにものに触れれば、普ふ通つうならかすり傷で済むものの、カナメの場合は大怪我になる。それを防ふせぐためには必要以上に包帯──カナメの言う呪符を巻まき付つけていなければならなかったのだ。


　それに、ものが素通りということは、あの包帯は道具もなしに織ったのだろう。


　マルクはカナメを蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきに招まねいてみたいと思ってしまった。マルクが居い場ば所しよを見つけられたあの場所でなら、カナメもなにか見つけられるかも知れない。


「カナメ。その布ぬのはあなたが織ったのですよね。ドレスの仕立てなどできませんか？」


「できぬことはないと思うが……何な故ぜじゃ」


　マルクはもう一度手を差しだした。


「エルミナのところへ来ませんか？　完全に、というわけにはいきませんが、あなたが支し払はらった対価を取り戻せるはずです」


「〝あなたが支払った…………対価を……取り戻せる〟……？」


「まあ、いきなりこんなことを言っても信じられないでしょうが、エルミナはそういった能力を持っています。もちろんそれにはいろいろ制せい約やくもありますし、無理には──」


　言いかけて、カナメが驚きよう愕がくを通り越こして愕がく然ぜんとしていることに気がついた。


「その台せ詞りふ……まヽさヽかヽ、あヽれヽかヽ……！」
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「準じゆん備びはいいか？」


　アルバの声にエルミナは小さく頷うなずく。アルバはまだなにか言いたげだったが、エルミナが視し線せんを返すと小さく肩を竦すくめる。


「もう一度確かく認にんするが、邪じや魔まが入れば俺とセリアが消す。山崩れはお前が止める。それでいいんだな？」


　エルミナは再さい度ど頷く。それを確認するとアルバはフンと鼻を鳴らす。


「まあいい。手並みを拝はい見けんさせてもらおう」


　クーランは元々精せい霊れいが御お座わす祭器を祀まつっていた。それゆえアルバはエルミナの状じよう態たいをエルミナ以上に理り解かいし、どうすればいいかも教えてくれた。


　エルミナはアルバに一いち瞥べつを向けてから、そっと目を閉とじる。


　──本当は気づいていた。〈アルス・マグナ〉がどうして私を見失ったのか……。


　初めは、契けい約やく者しやたちがマルクとアイシャに怪我をさせたから、彼らを追いかけようとしたマルクに無む理り矢や理りついて行った。


　しかし、普ふ段だん屋敷から出歩かないエルミナには無む謀ぼうな試みだった。元々、体は頑がん丈じような方ではないし、ロックウォールの気候はラチナスとは違ちがい過すぎる。いきなり挫ざ折せつしたなど恥はずかしくて言えないでいると、マルクが涼すずしい店に連れて行ってくれた。


　驚くほど汚きたない店内。煙た草ばこやアルコール、火薬や石炭。においというにおいが入り混じった驚天動地の世界。そこにいるマルクは屋敷では見せないような顔をしていた。笑っていても気を許ゆるしていないような笑い方。屋敷で紅こう茶ちやを注つぐ穏おん和わそうな笑えみとは違ちがう笑み。


　自分の知らないマルク。そのマルクと親しげになにかやりとりするセリア。何故か無む性しように腹はらが立ってマルクを店から引っ張ぱり出したりもした。それからマルクは街の中を案内してくれた（自分が命じたことだとは考えていない）。


　見たことがないものだらけの街を、見たことがないような顔をするマルクが手を引いてくれる。たぶん──楽しい──と、思ってしまった。


　だから、少しの間、エルミナはエミリオのことを忘わすれていた。


　そして、能力が消失した。


　屋敷に戻もどって、中に入れなくて、自分が拒きよ絶ぜつされたのだと感じた。


　──本当は、怖こわかったのだ。


　眠ねむり続けるエミリオ。エミリオをあんな姿すがたにしたのは自分だ。なのに自分だけ楽しそうにして、エミリオは怒おこったのではないだろうか？　そう思うと堪たまらなく怖くなった。


　しかしそれは違った。拒絶したのはエルミナの方なのだ。


〈アルス・マグナ〉などなければ、自分も普通の娘むすめとして生き、どこかの紳しん士しに誘さそわれ、普通に楽しいと感じ、普通に笑うことができたのではないかと……。


　マルクやアイシャを危あぶない目に遭あわせることもなく、平へい穏おんな屋敷で平穏に生きていけたのではないかと……。


　だから、目を逸そらしてしまった。時間が経たてば元に戻もどる、そんな都合の良い可か能のう性せいに縋すがって、契約者たちを追い払はらえば許してもらえるのではないかと、都合の良いやり方に縋った。アイシャはエルミナのために屋敷に残ってくれたというのに……。


　そして、事じ態たいはここまで悪化してしまった。


　こうなってしまったのは間ま違ちがいなくエルミナの責せき任にんだった。契約者のことも、マルクに初めから話しておくべきだったのだ。そうすればマルクが無理に彼らと戦おうとすることもなかったはずなのだ。何な故ぜなら、彼らを呼よんだのは……。


　──もう、目を逸らすのは止やめよう……。


　手の中に硬かたい感かん触しよく──マルクが買ってくれた銀ソ啼ロー鳥ネのペンダント。濁だく流りゆうの中でも、これだけはなくさないように必死で摑つかんでいた。その手を胸むねに当て、もう片かた方ほうの手は大きく広げ、エルミナは静かに息を整える。


　本当はずっと前から分かっていた。〈アルス・マグナ〉のために育てられた自分は、これから逃にげることもできないし、忘わすれることもできない。エミリオを奪うばっただけでこの精せい霊れいは満足していない。いつかは自分もエミリオと同じようになる。


　──だけど悪いことだけでもなかった。


〈アルス・マグナ〉があったからアイシャやマルクと出で逢あうことができた。ラチナスの屋敷にこもっていたなら絶ぜつ対たいに、見られないような世界が見られた。


　ずっと拒絶し続けてきた力──〈アルス・マグナ〉──今さらそれに縋すがることが身勝手だとは分かっている。


　それでも、この力があればなんとかできるかも知れない。エルミナと〈アルス・マグナ〉なら、あの街──マルクと二人で歩いたロックウォールを守れるかも知れない。


　──答えは、本当は知っていた。


　ただ恐おそれずに、拒絶せずに、語りかければいい。受け入れてやればいい。そんな、とても簡かん単たんなことなのだ。


　雨は、いつの間にか止んでいた。雨雲の隙間から降ふり注そそぐ月明かりは、どこか優やさしくも温かく感じられた。


「──届とどいていますか、私の謳うたは──」


　そして──月の降る夜に、銀ソ啼ロー鳥ネのさえずりは響ひびき渡る。
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「……『週しゆう刊かん契約者』？」


　カナメから聞かされたその名前に、マルクは耳を疑うたがった。最近マルクも定期購こう読どくし始めた契約者専せん門もんの情じよう報ほう誌しなのだが…………。


「申もうし訳わけありませんが、なにか聞き違ちがえたようです。もう一度言っていただけますか？」


　カナメは何な故ぜか同どう情じようするような眼まな差ざしを向けるが、もう一度言ってくれた。


「……『あなたが支し払はらった対たい価かを取り戻せるかも知れません。エルミナ＝ヴァレンシュタインが錬れん金きん術じゆつの秘ひ宝ほう〈アルス・マグナ〉を所持。契約者の対価を取り戻もどすことに成功』……といった文面だったはずじゃ。錬金術という単語の意味は分からなんだが、古い魔ま術じゆつ師しのようなものじゃと聞いた。……気持ちは分からんでもないが、私もその号は読んだ」


　マルクはクラクラと目め眩まいを感じた。エルミナの情報がまさかそんなところに掲けい載さいされているとは。『週刊契約者』は契約者と一部の裏うら稼か業ぎようの人間しか存そん在ざいを知らない情報誌だが、大陸中に出回っている。


　つまり、エルミナが〈アルス・マグナ〉を持っているという情報は大陸中に知れ渡っているということだ。それを見ていたことと、エルミナに用があるということの二つの条じよう件けんが揃そろっていたから、カナメたちはあの蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきに到とう達たつすることができたのだ。


　マルクが絶ぜつ望ぼうに悲ひ嘆たんしていると、カナメは気軽そうに言う。


「そう気にするものでもなかろ」


「どうすれば気にせずにいられるのですか。大陸中の契約者がぞろぞろやってくるのですよ？」


　なにやら病やんだ笑えみを浮うかべるマルクに、カナメは呆あきれたようなため息。


「落ち着かぬかたわけ。冷静に考えてみよ。おんし、あの書物にそんな広告が載のっていて真に受けるのか？」


「それを真に受けてやってきた方が言わないでください！」


「私は強い契約者が斬きれるというから雇やとわれただけじゃ！」


　胸を張ってそう答えられ、マルクはとうとうガックリと膝ひざをついた。


　──もっとろくでもない理由でやって来たのですね、この方は……。


「それでは、その話を信じているのはヨハエル一人ということですか？」


「さての。あやつはそれをエサに使っておるつもりのようじゃが、なにか別の目的があるように見えたの」


「別の、目的？」


　マルクが首を傾かしげていると、アーロンが身じろぎをした。どうやら起きたようだ。


「然しかり。〈宣せん教きよう師し〉殿どのは、エルミナ殿個こ人じんに用があったようである」


「エルミナに？」


「〈宣教師〉殿が探しておる〝なにか〟の行ゆく方えをエルミナ殿が知っていると考えていたようである」


　やはりこのアーロンという男、愚ぐ鈍どんと見せかけて恐おそろしい観察力である。セリアに〈厄やつ介かい〉と評ひよう価かさせただけのことはある。


「ヨハエルはなにを探していたのですか？」


「うぬ。あの御ご仁じんもなにものかに命じられていたようである。詳くわしくは本人も把は握あくできていなかったようであるな」


「よく、そんなことまで分かりますね」


　マルクが見た限かぎり、腹はらの中でなにを企たくらんでいるのかを隠かくすために軟なん弱じやくそうに振ふる舞まっているようだった。そうそう腹のうちを知られるようなへまはしなかったはずだ。


「大したことではないのである。我わが輩はいの能のう力りよくはそういうこと向きなのである」


「痛いたみを感じないことがですか？」


　そう訊きくとアーロンは不思議そうに首を傾げた。


「うぬ……？　貴き殿でんは勘かん違ちがいをしておる」


「勘違い？」


「それは我が輩の〝対価〟である」


　マルクは首を傾かしげた。


　──それのどこが対価なのです。便利なだけではありませんか。


　心の中でそう呟つぶやくとアーロンは首を横に振ふった。


「そうでもないのである。痛みだけでなく、暑さも寒さも、なんの感覚もないのである。知らぬうちに怪け我がをしていることが多いのである。冬など知らぬうちに凍とう傷しようにかかっておって死にかけたこともある。周囲にも反はん応のうできぬゆえ、難なん儀ぎしているのである」


「え……？」


　マルクはアーロンが言ったことに激はげしい違い和わ感かんを覚えた。今、自分は言葉に出してそれを言っただろうか？


　そんなマルクに視し線せんを向け、アーロンはフクロウの面で大きく頷うなずく。


「気づいたようであるな。その通りである。心を読むのが我が輩の能力である」


　マルクはそれが冗じよう談だんではなく事実らしいと直感してしまった。何な故ぜならこの男は初対面のとき、マルクが土木業者を待っていることを知っていたのだ。それに影かげの能力を初見で看かん破ぱされたこともある。


　そしてそれがエルミナにとって非ひ常じように都合の悪い能力だと気がついた。マルクは知ってはならないエルミナの秘ひ密みつをいくつか知っている。その秘密まで知られたのだろうか？　知られたとしたらどこまで知られた？


「そう身み構がまえずとも大丈夫なのである。我が輩に見えるのは考えている思考と、そのときの気分くらいのものである。読むにしても目を合わさねば見えぬゆえ、読まれたくないときは我が輩の顔を見なければよいのである」


「よく、教えてくれますね」


「我が輩、この街に娘むすめが住んでいるのである。庭ガー師ドナーを探しているのであろう？　我が輩の能力は争いごとには向いておらぬが、木の扱あつかいには詳くわしいのである」


　──庭にわ師し確かく保ほ！


　屋敷に帰れそうなことに歓かん喜きしながらも──この男、あの狭せまい階段を下りれるのだろうか──その問題に気づいてしまった。使用人の生活区は地下室になっており、もちろん地上階よりも天てん井じようが低いし、幅はばも狭い。


「まあ……、そのことは良いでしょう。……話は元に戻もどしますが、ヨハエルの〝組そ織しき〟というのはなんなのですか？　契約者を抱かかえていながら他の契約者まで雇えるということは、小さな組織ではないでしょう？」


「それはあの御仁も〝組織〟という単語でしか考えておらぬゆえ、分からぬのである」


　どうやら対象が考えていることは読めても、それがなにを意味するかは自分で考えなければならないらしい。フクロウと唸うなっていると、カナメがためらいがちに囁ささやく。


「……〈宣教師〉という名が組織そのものを指すはずじゃ」


「ご存ぞんじなのですか？」


「他にも〈宣教師〉を名乗る契約者を何人か斬きったことがある」


　──契約者狩がりですからね……。


　普ふ通つうに斬ったという単語が出てくることにマルクは小さく嘆たん息そく。


「あやつらはいつもなにかを探しておった」


「なにを探していたのですか？」


「探さがし物ものは二つ。一つは契約者。組織の手足になる存そん在ざいが必要なのじゃろ」


「もう一つは？」


　何な故ぜかそこで言葉を切ったので先を促うながしてみると、カナメは瑠ドミ璃ニ猫トンのような切れ長の眼を細める。それから、試ためすような低い声で囁ささやいた。


「──〈精せい霊れいの器うつわ〉──」


　マルクはそれがなにを指すのか分からず首を傾げた。契約者とは精霊をその身に宿した存在である。精霊の器と呼よぶなら契約者そのもののことのはずだ。


「それも、契約者のことではないのですか？　ああ、契約者になり得うる人間の確保ということですか？」


　マルクは憶おく測そくを並ならべるが、カナメは首を横に振る。


「おんしは、契約を結ぶ前の精霊がどこからやってくるのか考えたことはあるか？」


「え、それは…………」


　そういえば、確たしかに考えたことがない。獣けもののように森に住んでいるようには思えないし、幽ゆう霊れいのように消えたり現あらわれたりするものだろうと漠ばく然ぜんにしか考えたことはない。


　マルクが困こん惑わくする顔を見て、カナメは口元をつり上げた。


「精霊は本来、人間を器になど使わなかったのじゃ。古いにしえから存在する力の在ある器。それを住すみ処かとしてきたのじゃ」


　不意に、アルバが掲かかげた石のことを思い出した。アルバがあの石を掲げてなにかを呟つぶやいて、あのエルミナに比ひ肩けんするほどの力を振ふるったのだ。マルクはそれが錬れん金きん術じゆつでいう〝賢けん者じやの石〟なのだと考えたのだが、カナメが言っているのはあれのことではないのか？


「私のカタナ──銘めいは暗くら乃の守かみというが、あれもそんな〈器〉の一つじゃった」


　マルクは絶ぜつ句くした。そのカタナは濁だく流りゆうに呑のまれて行ゆく方え不明である。あれがアルバの石と同種の存在？　戦せん慄りつしながらも、マルクはおかしなことに気がついた。


「あれ……でも、カナメ。あなたは契約者……ですよね？」


　アルバの石と同じものを持っているというのならば、カナメはアルバやエルミナと同等の力を持っていることになる。しかしマルクが交戦したカナメは契約者だったはずだ。


「そうじゃった──と、言うたのじゃ。今は切れ味が良いだけのただのカタナじゃ」


「どういう、ことですか？」


「ある日、突とつ然ぜん力を失ったのじゃ。時として嵐あらしを、津つ波なみをも鎮しずめた神具が力を失った。村のものどもは慌あわてふためいたの」


　クーランは精霊を祀まつり信しん仰こうしていたと聞く。キョクトでも同じような集落があるらしい。どうやらカナメはそこの出身のようだ。


「それから……どうなったのですか？」


「人柱を捧ささげたのじゃ。しかし暗乃守に力は戻もどらず、……人柱だけが精霊に喰くわれた」


　カナメはそれが誰だれだとは言わなかった。だからマルクもそれをあえて訊きこうとはしなかった。それが気位の高い彼女のせめてもの意地だと分かったから……。


　それから、カナメが身のこなしに反して、妙みようにカタナの扱いが荒あらいことに気がついた。もしかしたら、あれは本当にへし折るつもりで振ふるっていたのかも知れない。何な故ぜならカナメを契約者にしたのはあのカタナなのだから。


「つまり〈宣せん教きよう師し〉は、契約者とその〈精霊の器〉を集めているわけですか」


「そういうことじゃ。そしてあの娘──エルミナが〈アルス・マグナ〉と呼よんでいるのもこれのことであろ」


　──そういう、ことですか……！


　マルクはようやく理り解かいした。対たい価かを無む視しした強大にして広大な能のう力りよく。それは〈精霊の器〉の力だったのだ。それを狙ねらっているならば〈宣教師〉が狙ってくるのも頷うなずける。彼らは契約者と〈精霊の器〉を探しているのだから。


「しかし、その〈精霊の器〉が力をなくしたというのは何故なのでしょうか？」


「さての。それは私にも分からぬ。じゃが力を失った〈器〉は少なくないようじゃ。もはや、現げん存そんするものを見つけるのも難むずかしいらしいの」


　──ということは、エルミナはそのために〈空白の契けい約やく書しよ〉を創つくったのでしょうか？


〈精霊の器〉が力を失うということは、エルミナの〈アルス・マグナ〉もいつかは力を失うかも知れない。あの契約書は契約した契約者の能力を譲渡させる。力を失ったときのための対たい策さくとして契約者の能力が欲しかったのではないだろうか？


「なにか、妙ですね……」


「なにがじゃ？」


「あ、いえ、こちらの話なのですが、少し、気になることがあるのです」


　マルクはエルミナと契約し、不完全ながらも対価を返してもらった。そしてマルクの能力は一部エルミナに譲じよう渡とされた。構こう図ずとしてはなにもおかしくないように思えるが……。


〈契約者はエルミナ＝ヴァレンシュタインに絶ぜつ対たいたる服ふく従じゆうを誓ちかうものである〉


　──私が契約したのはエルミナです。


　そう、マルクとエルミナの契約に〈アルス・マグナ〉の名は入っていない。そもそもカナメの言うとおりならば、エルミナは〈精霊の器〉という道具を持ったただの人間であるはずだ。ただの人間がどうしてそんな契約書を創り得たのか？


「エルミナの瞳ひとみには契約者の翳かげが揺ゆれています」


　それゆえ、マルクはエルミナを契約者だと認にん識しきしてきたのだ。そしてその対価を超ちよう越えつした超越者なのだと。


「それは、確かに妙じゃな」


　契約者が〈精霊の器〉を所持している。そう考えることもできるが、マルクはそれとは異い質しつななにかであると感じていた。





　──届とどいていますか、私の謳うたは──





「──え？」


　不意に聞こえたその声に、マルクは顔を上げた。


「どうした？」


「今、なにか言いませんでしたか？」


「私はなにも言っておらぬが」


　カナメも言いながら目を細めた。





　──小鳥は聴きき手を求め囀さえずり、花たちは運び手求めて香かおる──





「これは……謳……か？」


　カナメにも聞こえたらしい。夜風のささやきに乗って、銀ソ啼ロー鳥ネがさえずるような澄すんだ音色が響ひびいていた。いつの間にか、雨は止やんでいた。


「うぬ？　地鳴りが止まったのである」


　言われてみれば、ゴリゴリとなにかが崩くずれるような音も止まっていた。


　──この声……エルミナですか？


　マルクはスッと立ち上がった。


「どうしたのじゃ？」


「どうやら、エルミナが呼んでいるようです」


「地鳴りを止めたのはあの娘むすめか？」


　小さく頷うなずいて歩き出そうとしたマルクの裾すそを、カナメがギュッと摑つかんで止めた。


「たわけ。おんしも胸むねの骨ほねが折れておろう。おんしが行ってなんになる」


　マルクはカナメを見ると、いつも通りの微び笑しようを浮うかべた。


「エルミナの能力は強力です。私も初対面のときまるで歯が立たず返かえり討うちに遭あいました。ヨハエルやアルバ程てい度どに後おくれをとることはないでしょう」


　この現げん象しようを見る限かぎりでは、能力も戻もどっているようだ。


「ならば行っても仕方があるまい」


　マルクは首を横に振ふる。


「エルミナの力は強力ですが、エルミナ自身は十六歳さいの女の子なのですよ。辛つらいことがあれば悲しいと思いますし、嬉うれしいと感じればほんの少しではありますが笑ってくれるのです。当然、怒ることもあれば、一人になることを寂さびしいとも感じることもあるのです」


　カナメはまだ不服そうに目を細めている。


「どれだけ大きな力を振るえても、どれだけ大きな力で守られていても、身近な人間が傷きずつけば辛いと感じ、一人になれば心細いとも感じるのです。あなただってそうでしょう、カナメ」


　そう言うと、カナメは驚おどろいたように目を開き、手を放した。


　そして、マルクは駆かけ出した。どこに行けばいいかは、謳が教えてくれた。





　──駆かけ抜ぬく風は還かえることなく、流れる水も留とどまらない──





　誰だれもいない屋や敷しきの中、アイシャはエミリオの側にいた。


「──それで、マルクさんお掃そう除じするの大変だったんです。あたしはもう酒さか蔵ぐらに入っちゃ駄だ目めって言われちゃって、ドミニクさんがなんでか泣き出しそうな顔してました！」


　エミリオからの返事は当然のことながら、ない。それでもアイシャは語りかける。もしかしたら聞こえることがあるかも知れないから。


　外ではすでに日が暮くれているはずだ。はずだ、というのは、夕方から空はぶ厚あつい雲に覆おおわれ雨まで降ふってきたため、いつ暮れたのか分からなかったからだ。


　──エルミナとマルクさん、大丈夫かな……。


　マルクもいっしょなのだ。エルミナにもしものこともないとは思うが、それにしても日が暮れても戻もどらないとは思わなかった。やはりだんだん不安になってきた。


〈バーラ・ルー〉の〈魔ま眼がん〉も、日が暮れると効こう果かがなくなる。能のう力りよく自体は発動するのだが、暗くてよく見えないのだ。赫ヴアル鷲チヤスは暗い場所では獲え物ものを見失うという。〈バーラ・ルー〉は赫ヴアル鷲チヤスの精霊だからその習しゆう性せいがあるのではないかと、アイシャは考えていた。


「こういうとき、エミリオさんならエルミナのこと、見つけられたりするんですか？」


　双ふた子ごというものは希まれに片割れの考えていることが分かったり、同じ動作をとってしまったりするらしい。からかうわけではないが、そんな能力があってもいいのではないかと思い、アイシャは問いかけてみる。


　もちろん、返事はない──はず、だった。


「──届いていますか、私の謳は──」


「え？」


　アイシャは弾はじかれたように顔を上げた。エミリオがなにか呟いたように聞こえたのだ。


　じっと顔をのぞき込こんで見ると、エミリオはいつも通り静かな寝ね息いきを立てるだけだった。


　──気のせいかあ……。


　アイシャが肩かたを落とすと──


「──問いかける声に答えもなく、伸のばしたその手も届かない──」


　今度こそ、アイシャは立ち上がった。聞き違ちがいではない。エミリオは唇くちびるを動かして、なにかを呟いていた。


「歌ってる……？」


　エミリオの唇が口ずさむのは、民みん謡ようだろうか、流れるような旋せん律りつを持った謳だ。


　銀ソ啼ロー鳥ネの歌声は反はん響きようし、鈴すずのような音色で響ひびき合う。共ハウ振リングと呼よばれる現象だった。





　──西風が吹ふいたよ、ほら顔を上げて──





　エルミナは目を閉とじて一心に歌う。崩くずれかけていた岩がん壁ぺきが復ふく元げんされていく。目を閉じていても、それが自分の感覚として感じられた。


　エルミナと〈アルス・マグナ〉はお互たがいの認にん識しきにズレが生じているらしい。エルミナにその力が委ゆだねられてから、すでに一年が経けい過かしている。恐おそらく時間が経たつにつれて少しずつズレていたのだろう。それが〈空白の契けい約やく書〉に干かん渉しようされ、さらにズレは大きくなった。


「──覚えていますか、私の謳を──」


　この謳を誰に教えてもらったのか、エルミナはそれを覚えていない。ただ、物心ついたときには知っていた。そうしてエルミナが歌うとき、エミリオも必ず隣となりで歌っていた。


　──お父様はこの謳を嫌きらっていた。


　エルミナたちがこの謳を歌うと、それは口にしてはいけないと、普ふ段だんの穏おん和わな笑え顔がおが噓うそのように恐おそろしい顔をして叱しかられた。


　だから、エルミナは父がいないときにこっそり歌っていた。エミリオと二人で。


　それゆえ、この謳はエルミナとエミリオ、二人だけの秘ひ密みつの謳になった。


「──蒼そ空らが見つめるなら金の瞳ひとみ、夜が瞬またたくなら銀の滴しずく──」


　クーランは精せい霊れいの力を振るうとき、呼びかければいいのだという。唄うたであったり、あるいは詩であったり、また自分自身の誓ちかいであったり。そういった呼びかけに精霊は応こたえる。


　絆きずなが揺ゆらいだなら、もう一度結べばいい。距きよ離りは関係がない。必要なのは強い呼びかけ。強い意い志し。


　だからエルミナは二人だけの謳を歌う。自分の半身である少女に宛あてて、そして彼女を奪うばった悪夢に宛てて。ひたすら心を込こめて……。


「──忘わすれた夢ならさあ目を開けて、失なくした謳ならさあ耳を澄すまそう──」


　そっと誰かが手を握にぎってくれたような気がした。そして背せ中なかにはなくしたはずの懐なつかしい感覚。背中合わせに謳が響き合う。


　在あるはずのない二つめの音色が重なる。あるいは解とけ合い、あるいはぶつかり、二つの歌声は遠く、遠く、どこまでも響ひびいていく。




[image: ]


「──刻ときに流され朽くち逝ゆくなら、声が嗄かれてもまた歌おう──」


　忘わすれられた夢──失われた物語──在るはずのないものを紡つむぎ直す〈アルス・マグナ〉の歯車が廻まわる。奏かなでられる旋律に織おり込こまれ、〈アルス・マグナ〉の翼つばさは音色の届とどく限かぎりどこまでも羽ばたいていく。


「──西風が吹いたよ。ほら謳を歌おう──」


　歌声が遠く彼かな方たへ消えていく。エルミナは幼おさな子ごを寝ねかしつけるように、いつまでも余よ韻いんを響かせる。それに従したがい〈アルス・マグナ〉もまた揺ゆり籠かごの中へと沈しずんでいく。


　目を開けてみると、そこには一本の小お河がわが流れていた。一度噴ふき出した水脈は〈アルス・マグナ〉の干渉を受けても溢あふれ続けたようだ。


　歌い終わると、不意に足から力が抜ぬけた。そのまま膝ひざが折れてへたり込こみそうになると、そっと背中を支ささえられた。


　見上げると、アルバの顔がそこにあった。硝しよう煙えんのニオイは雨に流されてしまったのか、どこか懐かしい土と草のニオイがした。


「見事なものだな。この規き模ぼでも干渉できるのか」


　そう言われて、エルミナはようやく自分がアルバに抱だき寄よせられていることに気がついた。さすがに羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれ、身じろぎをする。


「……自分で、立てるのだがね」


　返せたのは、結局いつも通りの抑よく揚ようの欠かけ片らもない声だった。アルバは小さく嘆たん息そく。


「それは悪いことをしたな」


　これ見よがしに手を放され、エルミナはペタンとへたり込こむ。それを見て、逆ぎやくにアルバの方が驚おどろいたような顔をする。それからどこかバツの悪そうな表ひよう情じようを見せる。


「……立てんのなら素す直なおにそう言え。それができんのなら、せめてそれらしい顔をしろ」


　何な故ぜか理り不ふ尽じんな苦情を寄せるアルバ。エルミナは自分の顔に触ふれてみて、やはりいつも通り表情が浮うかんでいないのだろうと分かった。アルバからはどんなふうに見えたのだろうかと、少し疑ぎ問もんには思う。


「お前に付き従したがうあの男の気が知れんな」


　そう言いながらアルバは手を差さし伸のべ、エルミナはそれに摑まりなんとか立ち上がる。


　どうやらマルクのことを言っているらしい。確たしかにエルミナ自身ですら、マルクはよく自分の表情が分かるなと不思議になる。


　以前は、エルミナとて自然に笑えていた。しかし〝あの日〟から、エルミナの顔は感かん情じようというものに反はん応のうしなくなった。表情を浮かべることができなくなったのだ。


　──何故マルクは私の表情が読めるのだろう。それとも、彼の前なら私にも表情が浮かんでいるのだろうか……。


　マルクの前でなら、違ちがう顔ができる──自分で思ったその疑問にエルミナは首を傾かしげた。どうしてそんなふうに思うのだろうか？


　首を傾げていると、セリアが矢のような眼まな差ざしでこちらを睨にらんでいることに気がついた。その手には赤子の頭ほどの石が握にぎられており、エルミナは幽かすかに目を大きくする。


　そして躊ちゆう躇ちよなく全力投球。エルミナが瞬まばたきする間すらなく、砲ほう弾だんのごとき弾丸が射しや出しゆつ。能のう力りよくで加速したものだろうその弾丸は、エルミナの頭のすぐ隣を駆かけ抜ぬけた。


　ドゴンッ──せっかく復元した岩壁が揺ゆさぶられるほどの衝しよう撃げき。


　どうやらエルミナを狙ねらったものではなかったらしい。アルバが素す早ばやく拳けん銃じゆうを抜ぬき、セリアがスタスタと側に歩み寄る。


「恐ろしいことをしますね。君が〈魔ま弾だんの射い手て〉ですか」


　暗がりからしみ出すように現あらわれたのは、黒い礼服を身にまとった神父だった。見覚えがある。マルクが交戦していた契けい約やく者しやの一人だ。


　セリアが石ころを手元に引き寄せる。それで彼女がなにをするのか、エルミナは見たことがあった。あの石が空に消えると、隕いん石せきのような勢いきおいで落下してくるのだ。


　臨りん戦せん態たい勢せいを整えた微び笑しようのセリアに、神父は降こう参さんするように両手を挙げる。


「勘かん弁べんしてください。俺はあなた方と争あらそうような悲しいことをするつもりはないですよ」


「俺の街を消そうとした契約者がよく言う」


　狩かりゆ人うどのごとき眼差しを向けるアルバに神父は肩かたを竦すくめる。


「止められることが分かっててやったんですよ」


「止められたから口にできる寝ね言ごとだな」


「まあ、怒るなって言うのも無理な話かも知れませんけど、そう嚙かみつかないでくださいよ。言ったでしょう？　俺は揉もめるつもりはないって」


「ではなんの用だ」


　いらだたしげにアルバが言うと、神父は口調のわりにはずいぶん怖おず怖ずとエルミナの前に進み出る。それから、胸むねに手を当ておもむろに跪ひざまずいた。


「わたくしの名はヨハエル＝パトリックと申します。教きよう皇こう陛へい下かの御命により、お迎むかえに上がりました。エルミナ＝ヴァレンシュタイン様」


　──教皇──ラチナス神しん聖せい国の王を指すその名前に、エルミナは鋭するどくその目を細めた。アルバがヨハエルに拳銃を向けたまま、ちらりと視し線せんを向けてくる。


「……君は、何者かね」


「わたくしは教皇陛下に仕えし〈宣せん教きよう師し〉。わたくしの目的は一つ〈精グレ杯イル〉とその所持者──つまり、あなたを探していたのです。エルミナ様──いいえ〈精グレ杯イルの姫ひめ〉よ」


　その呼よび名に、今度こそエルミナは大きく目を開いた。


　──〈精グレ杯イルの姫〉──父の記録に残っていた言葉──エルミナとエミリオの運命を狂くるわせた存そん在ざい──いや、運命など初めから狂っていたのだろう。何な故ぜなら〈精グレ杯イル〉というもの自体が在あるはずのないものなのだから……。


「突とつ然ぜんのことに戸と惑まどわれるのは当然のことと思います。ですが再ふたたび〈精グレ杯イル〉は必要とされているのです。〈精グレ杯イル〉は主とその代だい弁べん者しやたる教皇陛下の元へ戻もどらねばなりません。それが可か能のうなのは〈精グレ杯イルの姫〉だけなのでございます」


　ヨハエルは果か敢かんではあったが、エルミナの顔を見られるほど勇敢ではなかった。少しでも顔を上げたなら気づくことができただろう。エルミナの瞳ひとみに契約者の暗い翳かげが揺ゆれていることに。ヨハエルの考える〈精グレ杯イルの姫〉にそれがあり得ないだろうことに。


　エルミナは小さく息をつく。


「……帰って君の主に伝えたまえ。〈精グレ杯イル〉はもう存在しない。遥はるか彼かな方たの時代に失われていると」


　銀ソ啼ロー鳥ネの音色に苛か烈れつな意い志しを込こめて、エルミナは囁ささやく。そこに乗せられた〈アルス・マグナ〉の力を感じたのだろう。ヨハエルはどっと汗あせを噴ふき出しながらも頭を下げ、果敢にも言葉を続ける。


「〈精グレ杯イルの姫〉よ。ご理り解かいしているはずです。我われ々われだけが〈精グレ杯イル〉を求めているのではない、世がすでに〈精グレ杯イル〉を求めているのです。あなたはそこから逃のがれることは叶かなわない。あなたを守れるのは我々だけでございます」


　それは守ってくれるというありがたい申し出ではなく、今回のようなことがこの先いくらでも起こるという呪のろいのような宣せん告こく。エルミナは自分の顔に表ひよう情じようが浮うかばないことを初めて感かん謝しやした。


「……私の返答は変わらない。君たちに渡わたすものもなければ、ついて行くつもりもない」


　毅き然ぜんとしてそう言い放つと、ヨハエルは試ためすような眼差しを向けてくる。


「後こう悔かいなさいますよ？」


「……後悔はすでにしている」


「あの執バト事ラーは勇敢でした」


　その一言に、エルミナはピクリと肩を揺ゆらした。それはヨハエルにも見られたらしく、神父は悼いたましいような表情を浮うかべる。


「説得はしたのですが、解わかり合うことができませんでした。彼はあなたを守ると、とても勇敢に戦いました」


「……マルクに、なにをした」


　ヨハエルは気の毒そうに顔を伏ふせた。


「わたくしの能力を受け、濁だく流りゆうの中に落ちました。契約者といえど、あれでは助からないでしょう」


　エルミナは〈契けい約やく書しよ〉の能力でマルクの姿すがたを捜すが、暗くて輪りん郭かくもぼやけており、どこにいるのか、どんな状じよう態たいなのかまるで分からない。ヨハエルの言葉を噓うそだとはね除のける根こん拠きよが見つけられなかった。


「あなたは〈精グレ杯イルの姫〉なのです。あなたを慕したうものも、あなたを憎にくむものも、あなたに関かかわるならば〈精グレ杯イル〉に関わってしまうのです」


　それはいつかアイシャやドミニクも危き険けんな目に遭あうという親切な忠ちゆう告こくではない。自分たちは彼らを消すこともできるのだという悪あく魔まのような脅きよう迫はくだった。


　エルミナの沈ちん黙もくに、ヨハエルはもの悲しむような弱々しい笑えみを浮うかべる。しかしそこに滲にじんでいるのは愁うれいではない。どす黒い悪意だ。


　対してエルミナは強固にして空くう虚きよなまでの無む表ひよう情じようだった。その瞳に揺ゆれる翳は暗すぎて翠すい玉ぎよくの色が緑がかった黒曜石に見えるほどだった。


　ヨハエルは立ち上がると礼れい儀ぎ正ただしく腰こしを折り、そっと手を差さし伸のべる。


「御お心こころはお決まりでしょうか？」


　エルミナはその手を取りはしなかったが振ふり払いもしなかった。ヨハエルはそれを受じゆ諾だくと受け取ったらしく、エルミナの手を取ろうとする。


「……は、……過すぎた」


「は？」


　ヨハエルが怪け訝げんそうな顔を見せるが、そのときには彼はすでにエルミナに手を触ふれてしまっていた。


「……〈精グレ杯イル〉からは逃れられない。それはその通りなのだろう」


　聞くものが震ふるえ上あがるほど冷たい響ひびきを持った声。ヨハエルは自分の手を不ふ思し議ぎそうに見つめていた。


「……そんなことは〝あの日〟エミリオを失ったときから知っている」


　ヨハエルは恐おそらくエルミナの手を引こうとしたのだろう。しかしそれは永えい遠えんに叶かなうことのない行動だった。


「……私に関わったものが〈精グレ杯イル〉に関わることくらい知っている」


　それでも、マルクは私の隣となりにいると言ってくれたのだ。そして、困こまったような笑みを浮うかべながら、エルミナのわがままを聞いてくれたのだ。


　ヨハエルの右手は肘ひじから先が、ぽっかりとなくなっていた。


「──あああああああぁっぁぁぁぁぁあぁあああぁぁぁあっ？」


　なくなった腕うでを摑つかみながら、ヨハエルは無様に地面を転がり回る。エルミナはそれを道ばたに転がったゴミでも見るかのような目で見下ろしていた。


「……君は、少し、やり過ぎた」


　エルミナの──〈アルス・マグナ〉の破は壊かい力りよくを知っても、側にいると言ってくれたマルク。自覚する以上に、エルミナはマルクの存そん在ざいに寄よりかかっていた。そのマルクをエミリオと同じように失った。


　それで平静でいられるほど、エルミナは大人ではない。


　それで絶ぜつ望ぼうを覚えないほど、エルミナは希望を持っていない。


　それを自分のせいだと抱かかえ込めるほど、エルミナは気高くはない。


　エルミナが一歩足を踏ふみ出だす。踵かかとの高い靴くつで山は歩けないと言って、マルクはエルミナを背せ負おってくれた。その靴も濁流に流されて今はもうない。


　その一歩で、足あし下もとの世界が消去される。破壊とも攻こう撃げきとも呼べない、ただ一方的な削さく除じよ。石職しよく人にんが削けずり取とって研けん磨ましたように、鏡面の断だん面めんが晒さらされ、ごつごつとしていた岩いわ肌はだがガラスのように平へい坦たんに消去される。


　その光景を目もく撃げきし、ヨハエルだけでなくアルバまでもが目を見開く。


「落ち着けエルミナ！」


　アルバがなにか喚わめくがエルミナの耳には届とどかない。それでも近ちか寄よって肩かたを摑つかもうとしたところ、大きく後ろへ引きずられる。どうやらセリアの能のう力りよくで引ひき留とめられたようだ。


　エルミナはそちらにはなんの関心も示しめさず、ヨハエルへと歩み寄る。ヨハエルの消去された断面から出血はない。抹まつ消しようしたまま時間が停てい滞たいしているのだろう。それでも痛つう覚かくはあるらしくのたうち回っている。


　一発頰ほおを叩たたいてやろう。エルミナが考えるのはそんなことだった。今のエルミナがそんなことをすれば、吹ふき飛ぶのは顔面だけでは済まないだろう。


　ヨハエルがようやくエルミナに気づき、世界の終わりのような顔を見せる。おもしろい顔だなと思いつつ、エルミナは右手を振ふり上あげる。


　ヨハエルが一足早い断だん末まつ魔まの叫さけびを上げる。


「エルミナ！」


　唐とう突とつに呼よばれたその名前にエルミナはピタリと手を止めた。それから後ろからふわりとなにかに抱だきしめられる。


「もう、十分ですよ。あなたがそれをやってはいけません。それは私の役目です」


　後ろから囁ささやく声──誰だれよりも今聞きたかった声に、エルミナは翠玉の瞳ひとみを瞬またたかせた。


「……何な故ぜ」


　それは、一体なにに対する〝何故〟だったのだろうか。


　エルミナがそれをやってはならない理由に対して？


　それとも彼がこうして今ここにいることに対して？


　あるいはこれだけ抹消の力を振るうエルミナに躊ちゆう躇ちよなく触ふれたことに対して？


　自分でもどんな返答を望んでいるのか分からない〝何故〟に対して、マルクは当然のことのように答えた。


「私があなたの執バト事ラーで、あなたが私の主あるじだからですよ」


　それは、全すべての疑ぎ問もんに答えてしまう一言だった。エルミナはフッと体から力が抜ぬけるのを感じた。それから小さく吐と息いき。


「……マルク」


「なんでございましょう？」


「……疲つかれた。屋や敷しきに帰って紅こう茶ちやが飲みたい」


　自分でも子こ供どもみたいだと思うわがままを口にすると、マルクはいつも通りの微び笑しようで答えてくれた。


「お嬢じよう様さまの、仰おおせのままに」




　エピローグ










「は、はわわわわ、マルクさん！　溢こぼしてますよ！」


　厨ちゆう房ぼうにて紅茶を淹いれようと薬や缶かんを傾かたむけたのだが、その湯口はティーポットから大きく外れていた。今日の昼にはメガネが届とどくのだが、裸ら眼がんのマルクはほとんどものが見えない。


　ジュウゥゥゥゥゥゥ──湯口から溢あふれた熱湯は、マルクの足にダバダバと降ふり注そそぐ。マルクはゆっくりと薬缶を置き、それから厨房の床ゆかを転がる。


　のたうち回るマルクを、アイシャは両手を口に当て、悲ひ惨さんなものを見る目で見つめる。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「え、ええ、大丈夫ですよ。ええ、問題ありません」


　涙なみだを浮うかべながらも、必死で笑えみを取り繕つくろうマルク。アイシャは恐おそる恐る口を開く。


「あの、無理して今話さなくても大丈夫ですよ？　あたし、ちゃんと待てますから」


　岩山からマルクたちが屋敷に戻もどって来たときには、もう夜が明けようとしていた。アイシャは一ひと晩ばん中マルクたちの帰りを待っていたのだ。エルミナも含ふくめ、マルクたちはあちこち怪け我がだらけだったため、その手当に奔ほん走そうし、ようやく落ち着いたところだった。


　エルミナはことの顚てん末まつを話そうとしたのだが、慣なれない街中と山中を歩き回り、どう見ても倒たおれる寸すん前ぜんだった。マルクとアイシャの二人がかりで懇こん願がんし、ご就しゆう寝しん願った。寝ねる前に安あん眠みん効こう果かのあるハーブティーを用意したのも効果があったようだ。


　その間、アイシャはなにも質しつ問もんせず、やるべき仕事を丁てい寧ねいにこなしてくれた。これ以上待たせるのはマルクとしても心苦しい。


　アイシャの分の紅茶を差し出し、マルクは彼女の向かいに腰こし掛かける。


「さて、どこから話したものでしょうか」


　そう切り出して、マルクは厨房のテーブルに額ひたいをこすりつける。頭を下げたのだ。


「ど、どうしたんですかマルクさん！」


「すみませんアイシャ。あなたからお借りしたお守りを、壊こわしてしまいました」


　マルクはハンカチで包んだ瑠ラピス璃・ラズリを取り出す。大きな破は片へんが二つ。細かく砕くだけた破片が十数個こ。ヨハエルに撃うたれたとき、マルクの代わりに弾だん丸がんを受けたのは実はこの石だった。


　それを見て、アイシャはさすがに表ひよう情じようを翳かげらせる。


「私の盾たてになってしまったようです。おかげで私は命拾いをしたのですが……」


　アイシャはハンカチごと石を大切そうに受け取る。


「そう……。こっちにはもう力が残ってないと思ったのに、マルクさんを守ってくれたんだね〈バーラ・ルー〉」


　愛いとしそうに欠かけ片らを抱だきしめるアイシャ。マルクは言ってもいいものかと躊躇したが、彼女にも関係があることかも知れないので話しておくことにした。


「アイシャ。おかしなことを尋たずねるようですが、あなたの精せい霊れい、もしかしてその石に住んでいたのではありませんか？」


　アイシャは少し驚おどろいたように瞬まばたきをした。


「え、ええ、そうですよ。よく分かりますね」


「……実は、それによく似にたものを見たことがあります」


「ほ、本当ですか？　この石、あたしの氏族を証しよう明めいできるものらしいんです。もしかしたら同じ〈ウィード〉の人かも知れないです！」


　──氏族の証明になるものを壊したのですか私は……！


　罪悪感に苛さいなまれながらも、マルクはなんとか口を開く。


「こ、細かい模も様ようまでは分かりませんが、同じような模様が入った青い石でした」


「そうですかあ。でも、模様を見たら、あたしでもどこの氏族か分かると思います。どこで会ったんですか？」


　マルクは、躊躇しながらも真まっ直すぐアイシャの目を見て答えた。


「この街で、です。持ち主の名はアルバ＝ディーノ。ロックウォールを取り仕切るギャングの首しゆ領りようの一人です」


　もしかしたら身内かも知れない人間がギャング。それを口にするのは気が重かった。しかしアイシャは何な故ぜか琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせていた。


「アルバさんだったんですか！　すごいです。親しん戚せきだったらどうしよう？」


　嬉うれしそうに頰ほおを赤らめるアイシャ。マルクは混こん乱らん。


「あの、アイシャ……？　アルバと、お知り合いなのですか？」


「会ったことはないです！」


　誇ほこらしげに胸むねを張はり、まぶしげな笑え顔がおで答えるアイシャにマルクは目め眩まいを感じた。


「アイシャ……、あの、ギャングというのはですね……」


「拳けん銃じゆうを振ふり回してケンカばかりしてる人のことですよね！　あ、でも姓せいが違ちがいますね。クーランは氏族で同じ姓を名乗るはずなんですけど。やっぱり違う氏族なのかな？」


　一人嬉しそうに呟つぶやくアイシャ。マルクは軽い頭ず痛つうを覚えながらも気を取り直して続ける。


「ま、まあ、そのことはひとまず置いておきましょう。……そうですね。まずはあの方々が屋や敷しきに来ることになった経いき緯さつから話しましょうか──」


　アイシャとしてはそれが一番気になっているところだろう。マルクは静かに語り始めた。
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　ヨハエルの姿すがたはそこにはなかった。マルクがエルミナを止めた隙に、抜ぬけ目なく逃にげ出したようだ。


　その逃げ出したのであろう方向に目を向け、アルバが小さく嘆たん息そくした。それからその狩かりゆ人うどの眼まな差ざしを向けられ、マルクは身を強こわ張ばらせた。マルクもエルミナも実じつ際さいのところ立っているのが精せい一いつ杯ぱいである。ここで先日の続きをされたら、少々分が悪い。


　アルバはなにか言いたげにしばらく睨にらむが、それから諦あきらめたようにふんと鼻を鳴らした。


「この水脈は俺がもらう。それで、今回は会わなかったことにしてやる」


「もう、お帰りなので？」


　あれだけ執しつ拗ように狙ねらっていたアルバが、この好機を逃のがすのが信じられなかった。アルバは背せ中なかを向けるが、顔半分だけ振ふり返かえった。


「お前たヽちヽの境きよう遇ぐうには、多少、同どう情じようする」


　それがどういう意味なのか、マルクには分からなかったが、エルミナが幽かすかに表情を翳かげらせたのが分かった。マルクがいない間になにがあったのか。それを問いかけようとして、やはりできなかった。


　アルバが去ると、エルミナはまだ濡ぬれている金色の髪かみを揺ゆらし、後ろへ振り返る。


「……それで、これは一体どういうことかね」


　エルミナは相変わらず無表情で、その呟つぶやきは純じゆん然ぜんたる疑ぎ問もんを口にしているのか、それともご立りつ腹ぷくなのかはマルクにも見み極きわめきれなかった。あえて補ほ足そく説明するならば「なんとなくいきさつは想そう像ぞうがつくが、きちんと説明したまえ」と言ったところだろうか。


　エルミナが無表情を向けているのは、フクロウの面をつけた大男アーロンと、その腕うでに子こ猫ねこのごとく抱かかえられた白はく髪はつの少女カナメである。数時間前まで自分たちを殺そうとしていた相手に「仲良くしようよ」と言っても納なつ得とくはいかないだろう。


　マルクは涼すずやかな笑えみを浮うかべ、当然のような口ぶりで答える。


「庭ガー師ドナーと、裁ニー縫ドル師ワーカーでございます」


　エルミナはこの上なく威い圧あつ的な無表情をマルクへ向ける。マルクは気け圧おされそうなところを渾こん身しんの笑顔で迎むかえ撃うつ。


「……君が、決めたことかね」


「はい。私が決めました」


　エルミナの表ひよう情じようは未いまだ無む機き質しつな無表情であるが、その瞳からものすごく不服そうな意い志しが伝わってくる。マルクの笑みは限げん界かいを来きたし、その頰を一筋すじの汗あせが伝う。


　それから、エルミナは小さく吐と息いき。


「……庭ガー師ドナーの人選は君に任まかせると言った」


「それでは？」


「……自分の言葉には責せき任にんを持っているつもりだ」


　エルミナが仕方なさそうにそう答えたので、マルクはホッと息を吐くが──


「……だが、裁ニー縫ドル師ワーカーまで頼たのんだ覚えはない」


　にわかに引きつるマルクの笑み。


「お、お嬢じよう様さま。彼女の契けい約やくはすでに終しゆう了りようしています。今さらお嬢様に危き害がいは──」


　言いかけて、マルクはそれ以上口にできなかった。マルクに向けられたエルミナの瞳には炎ほのおのように契約者の暗い翳かげが揺ゆれていた。


「……マルク。雇うのは私だ」


　エルミナが腹を立てているらしいことは、メガネをかけていなくてもよく分かった。しかし、カナメに来ないかと誘さそったのはマルクであり、放っておくわけにもいかない。


　マルクが追いすがろうと口を開くと──


「……マルク。少ヽしヽ下ヽがヽっヽてヽいヽたヽまヽえヽ」


〈契約書〉の誓せい約やくに強きよう制せいされ、マルクは口を噤つぐんで一歩後ろに控ひかえてしまう。


　──こ、これはマズイです！


　マルクはアーロンに目を向ける。心を読めるアーロンの能のう力りよくなら、マルクの言いたいことが伝わるはずだ。つまり、逃にげた方が良いかも知れないと……。


　しかし、アーロンは確たしかにマルクの目を見たにもかかわらず、首を横に振ふる。


「自分で立てる」


　カナメはそう言ってアーロンの腕から地面に降おりる。まだ足あし下もとがふらついており、立っているのがやっとといった様子だ。それでも〈東方不敗〉の意地ゆえか、退しりぞく様子はない。


　向かい合うエルミナとカナメは、さしずめ翠すい玉ぎよくの目の銀ソ啼ロー鳥ネと、白い瑠ドミ璃ニ猫トンだった。


「……今け朝さ方がた、私の屋敷の前で刃は物ものを振ふり回していたのは君だと認にん識しきしている」


　無表情。抑よく揚よう皆かい無む。まるで人間味を感じさせないその言動は、歯車仕じ掛かけの人形が動いているかのごとき威い圧あつ感かんである。それを正面から目まの当たりにしていながらも、カナメは怯ひるまなかった。


「……そうじゃ」


「……私の屋敷に来たいというのは、君の意志かね」


　その質しつ問もんに、カナメは驚おどろいたように目を開いた。驚いたのはマルクも同じだった。マルクが裁さい縫ほう師しと紹しよう介かいしたことを、まるで無む視しするつもりはないようだ。


　カナメはためらうように答える。


「その質問に答える前に、私からも訊ききたいことがある」


「……なにかね」


「あのとき、おんしは怒おこっておった。私が、おんしの首を斬きったときじゃ。おんしは自分の首を斬られたことよりも別のことで怒っておった。何な故ぜじゃ？」


　マルクは首を傾かしげた。昼間にカナメに襲しゆう撃げきされたときの話だ。確かにあのときのエルミナは怒っていたが、怪け我がをさせられたこと以外のなにで怒っていたのだろうか？


　エルミナは普ふ段だん通りに表情を動かさないまま、さも当然のことのように答えた。


「……君が私の執バト事ラーを傷きずつけたからだ」


　カナメはなにか信じられないものを見たように瞬まばたきをした。それから、クックと声を押おし殺ころして笑う。当然のこと、エルミナは威圧的に目を細める。


「……それで、私の質問に答えてもらおうか」


　その静かながらも空気を震ふるわすような声に、カナメも笑うのを止やめて真まっ直すぐエルミナの瞳ひとみを見み据すえ返した。


「出で逢あい方が違ちがえば、私たちは友達になれたのじゃなかろうか。そう、思っただけじゃ」


「……からかっているのかね」


「そうかも知れぬ」


　マルクは頭を抱かかえた。考えるまでもないことだが、カナメの性せい格かくで素す直なおに対たい価かを還かえしてほしいだとか、エルミナのところで働きたいだとか、そんな言葉を口にするわけがない。それにしても、こんな挑ちよう戦せん的な行動をとるとは考えていなかった。


　うろたえるマルクをよそに、エルミナは静かな声で言う。


「……君は、私の執バト事ラーと侍メ女イドに怪我をさせた。その責任はとってもらう」


　すでに立っているのがやっとのカナメに、エルミナはそっと手を伸のばす。


　マルクは戦せん慄りつした。エルミナには能力が戻もどっている。攻こう勢せいに出た〈アルス・マグナ〉の威力は今し方目まの当たりにしたところである。あの能力をぶつけられたら、今のカナメには生き残る術すべはない。


　それはカナメも目もく撃げきしているはずなのだが、彼女は怯ひるむことなく真っ直ぐエルミナの目を見返していた。


　そして──エルミナの指先がカナメの頰ほおへと沈しずみ込んだ。


「……………………………………」


「…………………………………………」


「………………………………………………」


「……………………………………………………」


　空気が、凍こおり付いていた。


「……なにを、しゅる」


　エルミナはその細い指先で、真っ白のカナメのほっぺたをムニュッと摑つかんでいた。それなりに痛いたいらしい。カナメの目には少し涙なみだが浮うかんでいる。


「……責せき任にんをとってもらうと言った。これくらいは我が慢まんしたまえ」


　相も変わらぬ無む表ひよう情じよう。しかしその声にはどこかおもしろがっているような響ひびきが含ふくまれていた。それから、マルクは奇き妙みようなことに気がついた。


　──おや？　二人とも能力が干かん渉しようしていませんね……。


　カナメの頰がエルミナの能力で消去されることもなければ、マルクのときのように透すけることもない。


　──エルミナが能力を自分の意い志しで制せい御ぎよできているということですか？


「い──いひゅまで摑んでおるつもり──痛っ！」


　エルミナは気が済すむまでカナメの頰を摑んだ後、そのまま引ひっ張ぱって放はなした。真っ白だった頰は紅ア甘ポル実ロの色に染そまっていた。それをカナメがさすっていると、エルミナは少しだけ口元を緩ゆるめたように見えた。
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「……アイシャのことはそれで忘わすれよう。庭を荒あらしたことは、働いて返したまえ。……それから君、アーロンと言ったか。このものを屋や敷しきまで運べるかね」


「たやすいご用なのである」


　アーロンは再ふたたびカナメを子こ猫ねこのように抱かかえ上げ、のっしのっしと歩いていく。


「こ、これ！　下ろさぬか。私は歩ける！」


「ホウホウ、気にすることはないのである」


　去っていくアーロンの背せ中なかを見送り、マルクは自分はいつまでこうしていればいいのかと不安に駆かられる。「下がっていたまえ」という命ヽ令ヽはまだ撤てつ回かいされていない。エルミナまでそのまま帰ったのでは、マルクはここで置いてけぼりということになる。


　にわかに戦せん慄りつしていると、エルミナが翠すい玉ぎよくの瞳をじっと向けていた。先ほどまでカナメに向けていたものとは違ちがう、困こまったような眼まな差ざしである。


「……マルク。君に、話しておくことがある」


　エルミナの改まった眼差し。そしてそれが昼時エルミナが言いそびれたことなのだと気がついた。マルクも改まって頷うなずく。


「……彼らが来たのは、私のせいなのだ」


　マルクは途と中ちゆうからしか聞いていないが、それがヨハエルたちのことを言っているのだろうと感じた。


「お嬢じよう様さま。お嬢様がなにを背せ負おっているのか、それは私も知りません。ですが、そのせいで周りが不幸になるとお考えなら、それは思い上がりかと思います」


　エルミナは驚おどろいたように瞬きをするがそのまま目を伏ふせてしまう。


「……違うのだ。私が情じよう報ほうを流したのだ」


「情報……？」





「──〈アルス・マグナ〉のことを、対価が還かえってくるということを」





　まるで予期しなかったその言葉に、マルクは自分の耳を疑うたがった。


「ご冗じよう談だん……でしょう……？」


「……事実だ」


「何な故ぜ……そのようなことを……？」


「……私には、たくさんの契けい約やく者しやが必要だった」


　マルクはエルミナが持つ〈空白の契約書〉に署しよ名めいしている。アイシャもだ。しかし何故エルミナがそんなものを持っているのか、マルクはそれを考えたことがなかった。エルミナは契約者を集めるためにあの〈契約書〉を創つくったのだろうか？


　──あるいは〈契約書〉のために契約者が必要なのでしょうか？


　エルミナは契約した契約者の能のう力りよくを譲じよう渡とされる。契約者の数が増ふえれば、それだけ大きな力を手に入れることになる。


　その告白に衝しよう撃げきを受けつつも、マルクはそれが最近どこかで聞いた話であるように思えて首を傾かしげた。


　──それって、もしかして〝あれ〟のことではないのですか……？


　心当たりが見つかり、マルクは慰なぐさめるところなのか笑うところなのか、反はん応のうに迷まよった。


「あの、お嬢様？　その、それは恐おそらくお嬢様のせいではないと思いますよ？」


「……私は、あの娘むすめに責任をとれと言った。自分のしたことに責任をとる必要がある」


　かなり思い詰つめている様子だが、それが逆ぎやくに滑こつ稽けいで、マルクは噴ふき出だすのを必死で堪こらえなければならなかった。


「お嬢様？　少しいいですか？」


「……なにかね」


「実に言い難いことなのですが、お嬢様、あの広告、あまり効こう果かはなかったのです」


　エルミナは呆ほうけたように瞬まばたきをする。


「それは『週しゆう刊かん契約者』という情じよう報ほう誌しのことでございましょう？　お嬢様はその広こう告こく欄らんに情報を載のせてしまったのです」


「……つまり？」


「つまり、誰だれもその話を真に受けなかったのです」


　エルミナはさらに瞬きを繰くり返かえす。


「……真に……受けなかった？」


「はい……。私は、アルバに雇やとわれたわけで詳くわしい事情は知りませんでしたし、カナメは個こ人じん的な趣しゆ味みで依い頼らいを受けたそうです。アーロンは、この街に娘さんが住んでいらっしゃるらしく、その方に会う口実で雇われていたらしいのです」


　もう一つ付け足すとヨハエルも完全に別べつ件けんでエルミナに用があったわけであり、誰も『週刊契約者』の広告を見て来たわけではなかった。


　エルミナはヘナヘナとその場に崩くずれ落ちる。


「……効果が、なかった？　私がどれだけ思い切ってあれを載せたと…………」


　なにやら途と方ほうに暮くれた様子でぶつぶつとなにかを呟つぶやくエルミナ。それが十日ほど前の自分の姿すがたと重なって見え、マルクはとうとう堪えきれずに噴き出した。


「……なにが、おかしいのかね」


　ムッとするエルミナがおかしくてさらに爆ばく笑しよう。あばら骨ぼねがズキズキと痛いたむのでかなり辛つらいが、おかしくてたまらない。


「いや、お嬢様、文面に問題がありすぎます。『あなたが支し払はらった対たい価かを取とり戻もどせるかもしれません』……って、なにかの勧かん誘ゆうのようですよ？」


　そう言われると確たしかになにかおかしいと感じたらしく、エルミナも口元を震ふるわせる。


　そして、結局エルミナも笑い始めていた。
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「──といういきさつでしてね。あとで改めて紹しよう介かいがあるとは思いますが、彼らも屋や敷しきで働くことに…………おや？」


　気がつくと、アイシャはテーブルに肘ひじをついたままスヤスヤと寝ね息いきを立てていた。この娘も夜通しマルクたちを待っていたのだ。安心して、眠ねむたいのを思い出したのだろう。


　マルクはその寝顔を見つめながら、エルミナとヨハエルの会話を思い出した。


　──〈精グレ杯イルの姫ひめ〉……ですか。


　オルダー教の〝失われた精グレ杯イル〟の逸いつ話わは有名である。オルダーの血を受け、神の奇き跡せきを起こせる力を持った杯さかずき。それが〈精せい霊れいの器うつわ〉だった可か能のう性せいは高い。


　加えてオルダー教が発はつ祥しようしたのはラチナス神しん聖せい国であり、エルミナがその国の出身らしいことは言葉の端はし々ばしから推すい測そくできる。彼女が〈精グレ杯イル〉を持っていたとしてもそれほど不自然なことではない。


　──ですが、本当にそうなのでしょうか……。


　エルミナの過か去こになにが起こったのか、それはマルクの知るところではない。ラチナスにいられない理由があるから、このフロアティナに渡わたってきたのだろうとも考えられる。


　しかし、エルミナの瞳ひとみには契約者の暗い翳かげが揺ゆれている。それに同じく〈精霊の器〉の所持者であっても、エルミナとアルバではなにか根本的に違ちがうように思えた。


　──ともかく〈宣せん教きよう師し〉を逃にがしたのは失敗でしたね。


　ヨハエルからは聞き出すべき情じよう報ほうがいくつもあった。エルミナを止めるのに必死で、そこまでは気が回らなかったのだ。


　そこまで考えて、マルクは自分が果たさねばならない使命を一つ果たしていないことに気がついてしまった。


　──使用人に雇やとってしまったら、身ぐるみ剝はがせないではありませんか……！


　同どう僚りようから金品を巻まき上あげる度ど胸きようはマルクにもない。唯ゆい一いつ良心の呵か責しやくなく身ぐるみを剝げたはずのヨハエルに逃げられてしまった。マルクが慟どう哭こくしていると──


「マルク殿どのー、客人であるぞ！」


　砲ほう撃げきのような轟ごう音おん──……どうやら、アーロンのようだ。


　その大声で目が覚めたらしく、アイシャがビクッと顔を上げオロオロする。マルクは軽い頭ず痛つうを感じながら立ち上がり、アイシャも慌あわてたようにそれに続く。





「やあ、ただいま」


　玄げん関かんホールにたどり着くと、そこには小鳥のようにアーロンの肩かたに乗せてもらったドミニクの姿があった。アーロンは未いまだにフクロウの仮か面めんをつけている。


「いやあ、この歳としになって肩かた車ぐるまをしてもらう機会があるとは思わなかったよ」


「ホウホウ。貴き重ちような体験であるな」


「そうだねえ。ところで、君は誰だい？」


　屋敷に戻もどれば木き彫ぼりの面をかぶった大男がいて、その肩に乗せて運ばれるという冗じよう談だんのような事じ態たいに見み舞まわれながらも、ドミニクの表ひよう情じようは普ふ段だん通りゆるみきっていた。この男は実は大物なのかも知れない。


　マルクはドミニクとアーロンにお互たがいを紹介する。


「ドミニクさん。こちらはアーロンです。お嬢じよう様さまが庭ガー師ドナーとしてお雇やといになられました。アーロン、こちらはドミニクさんです。この屋敷の家ハウス令スチユワード──つまり私たちのまとめ役に当たる方です」


「うぬ。これは知らぬこととはいえ、ご無礼つかまつったのである」


「いやあ、楽しかったよ。そうかあ、庭ガー師ドナーさんか。でもなんでかな。僕ぼくが外にいるときに限かぎって新しい人が来てるような気がするよ」


　マルクの紹介であっさり納なつ得とくできるドミニク。やはり並なみの男ではない。マルクは気を取り直すように咳せき払ばらいをする。


「それはそうと、実はもう一人使用人が増ふえています。少し体調を崩くずしておりまして、二階でお休みいただいていますが」


「そういえば、マルドゥーク君も初日は体調を崩して寝ね込こんでたね」


　マルクはエルミナに返かえり討うちに遭あって、丸一日寝込んでいた。カナメもある意味そうであり、マルクは苦笑いを浮うかべた。


　二階に上がりながら、マルクはカナメを裁さい縫ほう師しとして雇やとったことを説明する。アーロンは外の門番小屋へと戻もどっていった。彼は、門番も兼かねることになったのだ。


「カナメって変わった名前だね。女の人なのかな？」


「はい。キョクトの方で、少々変わりものではありますが」


　裁縫師とは言ったものの、初対面のときの彼女の服ふく装そうを考えると美的感覚を疑うたがわざるをえない。今さらながら不安を覚えたマルクは、それを振ふり払うように話題を変える。


「それにしても、移い動どうだけで丸一日とは大変な話ですね。お疲つかれ様でした」


　ドミニクが三日も屋敷を留る守すにしていたのは、取引相手が遠地にいるためだった。マルクが労いたわるようにそう言うと、ドミニクはゆるんだ表情で首を横に振ふる。


「いやあ、そうでもないよ。のんびり副業に専せん念ねんできたからね」


「副業……ですか？」


　ドミニクは趣しゆ味みで調度品を集めていたりもする。使用人の安月給でそれは難むずかしいように思えたのだが、他ほかに収しゆう入にゆうがあるおかげだったようだ。


「うん。一部の人しか読まない専せん門もん誌しみたいなものだけどね、雑ざつ誌しの編へん集しゆうをしてるんだ」


「驚おどろきました。どんなものなのですか？」


「僕はいろんな人から話を聞く機会が多いからね。あちこちのうわさ話を拾い集めた情じよう報ほう誌しだよ。エルミナお嬢じよう様に頼たのまれて広告を載のせたこともあったね。急いでたからちょっと怪あやしい勧かん誘ゆうみたいな文面になっちゃったんだけど」


　ドミニクの説明を聞いて、マルクは首を傾かしげた。


　──はて、最近、似にたような話を聞いたような気がしますね……。


　そんなマルクの考え事を中ちゆう断だんさせるように、ドミニクは驚おどろいたような声を上げる。


「そういえばマルドゥーク君、メガネはどうしたんだい？」


「はあ、実は壊こわれてしまったので、新しいものを注文しています」


「カナメさんに壊されたんですよね」


　ボソッとアイシャの補ほ足そく。どうやら彼女はまだカナメのことを許ゆるしたわけではないらしい。まあ、それも当然かも知れないが。


　マルクが苦笑いを浮うかべていると、ドミニクがなにか思い出したように手を叩たたく。


「ああ、そうそう。もしも僕がいないときに、エルミナお嬢様の従じゆう者しやをするようなことがあったら言ってね？　お金とかきちんと持っていかないといけないから」


「え？　出していただけるのですか？」


「当たり前じゃないか。そんなことでエルミナお嬢様に不自由な思いをさせるわけにはいかないだろう？」


　買い出しなども含ふくめ、経けい費ひの管理はドミニクが行っている。昨日のマルクの出費は相当なものだった。マルクはホッとして胸をなで下ろす。そういえばエルミナにはさも当然のように買い物をさせられた。マルクが屋や敷しきのお金を持っていると思っていたのだろう。


「助かりました。実は昨日お嬢様の従者で街まで出ていたのです」


「そうだったんだ。ご苦労様。あとで領りよう収しゆう書しよをちょうだいね」


　マルクはその一言にピタリと停止した。


「領収書……？」


「うん、領収書。お店でもらった金きん額がくの書いてある紙なら領収書でなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」


　ドミニクは励はげますようにそう言ってくれるが、マルクはガックリと膝ひざをついていた。


　確たしかに店からそういったものは受け取ったが、マルクは昨日濁だく流りゆうに落ちてずぶ濡ぬれになっている。紙類は全すべて水みず浸びたしでインクも滲にじみ、確かく認にん不ふ能のうになっていた。


　一度喜んでからそれがぬか喜びだと分かると、打だ撃げきも大きい。


「ええっと……、次から気をつければ大丈夫だよ」


　ドミニクはそう励はげましてくれるが、マルクはなかなか立ち上がることができなかった。





　やがてカナメにあてがった客室に到とう着ちやくし、マルクは扉とびらを二度叩く。


「カナメ。起きていますか？」


「……起きておる」


　まだ傷きずが痛いたむのか、ぐったりしたような声。さすがにドミニクとアイシャも心配そうな表ひよう情じようを見せる。


「具合、悪そうだね。後にしても良いけど」


「そ、そうですね。ちょっと休んだ方が良さそうな感じでした」


　まだ腹はらは立てているのだろうが、怪け我が人にん相手にそれをぶつけられるほどアイシャは無情ではない。本当に心配そうな顔をしていた。


「用があるなら入ればよかろ」


　不ふ機き嫌げんそうなその声に三人は顔を見合わせ、結局中に入ることにした。


「では、入りますよ？」


　そっと扉を押おし開あけると、ベッドから上半身を起こしたカナメの姿すがたがあった。衣服はエルミナのものだろうか。真っ白の寝ね間ま着きを着用している。普ふ通つうに服を着ているところを見ると、エルミナとはすでに〝契けい約やく〟を済すませているようだ。


　朝日に照らされ、白はく髪はつが眩まぶしく煌きらめく。そこに白の寝間着はさぞや似に合あっているのだろうが、あいにくマルクの視し力りよくでは確認できない。


「こちらが先ほど話しましたカナメ＝ヒラサカです。でカナメ、こちらが────」


　ドミニクを示しめそうとして、マルクはその姿を見失った。


「──まだ起き上がらない方が良い。体調を崩くずしていると聞いた。顔色もまだ良くない。紹しよう介かいが遅おくれて申もうし訳わけないが、僕ぼくはドミニクという。この屋敷の家ハウス令スチユワードを務めている。困こまったことがあったらなんでも言って欲ほしい」


　ドミニクはいつの間にかベッドの隣となりに移動していた。


「……アイシャ、一つ、お聞きしても良いでしょうか。あれは、誰だれです？」


「たぶん、ドミニクさんのはずです」


　そこにいつものゆるんだ顔はなく。普ふ段だん開いているのか寝ねているのか分からない目は凛り々りしく開き、紳しん士し的かつ静かな物もの腰ごしで恭うやうやしく跪ひざまずいていた。カナメですらどうやって移い動どうしたのか見えなかったらしい。ひたすら困こん惑わくしたように瞬まばたきを繰くり返かえしていた。
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「おんし、家ハウス令スチユワードなら私を使う立場にあるのではないか？」


「女じよ性せいを使うなどと表ひよう現げんするほど、ヴァレンシュタイン家の家ハウス令スチユワードは落ちぶれていないよ。まずは体を治すことを考えるといい。ここを自分の家だと思ってくれてかまわない」


「……私の屋敷だと、認にん識しきしていたのだがね」


　いつの間にか、マルクの隣にエルミナが立っていた。ドミニクは今までの凛々しい表情はどこへやら、フニャリとした表情に戻もどる。もしかしたらうろたえているのかも知れない。


　その変へん貌ぼうぶりにカナメは呆あきれたように吐と息いき。


「おはようエルミナお嬢じよう様さま。今日も早いね」


「……おはよう。朝から騒さわがしいのだね」


「人が増ふえれば賑にぎやかになるものだよ」


「……君が突とつ然ぜん、賑やかにしたように見えるのだがね」


　もしかしたら寝ていたところを起こされて機き嫌げんが悪いのかも知れない。半月型に細められた眼まな差ざしだった。マルクならばこれで引き攣つった笑えみを浮うかべているところだ。


　ドミニクはそれにも動じず、フニャリと笑い返す。


「賑やかなのは嫌きらいかい？」


　そう問いかけられて、エルミナの口元が少しだけ緩ゆるむのをマルクは見たような気がした。


「……そうでもない」


　そう答えた声は、確かに少しだけ楽しそうに聞こえた。


「……マルク。紅こう茶ちやが飲みたい。あと、今日は朝食も用意してもらおうか」


　珍めずらしい要求にマルクは少し驚おどろきながらも、いつも通りの微び笑しようを浮うかべた。


「食事は部屋に用意しましょうか？　それとも食堂に？」


　エルミナは少し思案するように宙ちゆうへ視し線せんを泳がせ、それからこう言った。


「……たまには表に出てみよう」






　あとがき







　一巻からお付き合いいただいている皆様お久ひさしぶりでございます。そして一巻かと思ってお買いになったお客様、あるいはイラストで衝しよう動どう買がいなさったお客様。初めまして。これもなにかの縁でございます。手て島しま史ふみ詞のりと申しますのでよろしくお願いします。





　本作は「影かげ執しつ事じマルクの手て違ちがい」シリーズの第二巻「影執事マルクの迎げい撃げき」です。今回のお題は「お嬢じよう様さま、街まちへお出かけする」。混こん沌とんとしたロックウォールの街で引き起こされる、マルクにも予測がつかない悲ひ劇げきの数々（笑）。迎撃ですので、若じやつ干かんアクション＆シリアス風味も強くなっております。登場人物も増えて騒がしくなりました。


「もっと雑ざ魚こを！」あるいは「もっと犬を！」とご所望のお客様は、同日発売のドラゴンマガジン３月号をお買い上げいただくと、そちらでさらにお楽しみいただける仕組みになっております（宣伝）。そしてそちらのアンケートで「もっと読みたい！」とご評価いただくと作者は嬉うれしさのあまり身もだえすることでしょう（懇こん願がん）。





　どういうわけか、今回もページがいっぱいいっぱいになってしまい、削さく除じよされた没ぼつカットが怨えん嗟さの声を上げておりますが、なんとかここまでやってこれました。


　はい。続刊なのです。シリーズなのです。なんと次の巻も出せるのです！


　ちなみに私がそれで小こ躍おどりしてると、奧おくさんがお祝いにおでんを作ってくれました！


　そして同じ日になんと初雪が降ふり、それを見計らったようにやってきた姉が一言──


「アルバ＝ディーノって、アル＝パチーノからとったでしょ」


　……あっ！　そうかも知れません。気づきませんでした。そういえばどこかで聞いた名前だなと思っていたら。確たしかにあの方はマフィアの役もこなされてましたね。





　それはともかく前巻から三ヶ月空あいたことになりますが、やはり三ヶ月でもいろんな出来事があるものです。このあとがきを書いている時点では十二月なのですが、十一月は何な故ぜか異い様ように忙しく、毎日が必死だったわりには終わってみるとなにがあったのかよく覚えていないという状態になってます。軽い記き憶おく喪そう失しつです。


　しかし、そんな中にも忘わすれようのない大きな出来事が──


　──娘の、七・五・三！


　はい。もちろん和服です。息むす子このときは和服を嫌いやがったのですが、娘の方は喜々として着てくれました。しかも着物はなんと奧さんの手作り！　……最近、会う人にこればっかり言ってる気がしますね。


　奧さんが着物作りや着付けの本をあれこれ仕入れてくれたので、私も多少は詳くわしくなれました。作品にも活いかせると良いですね（思わせぶりに）。





　それでは今回もお世話になりました方々に御礼を。毎度のことながら叱しつ咤た激げき励れいくださり、情熱的にマルクを支ささえてくださる担たん当とうＴ様。ハードスケジュールの中、可か憐れん美び麗れいなイラストを仕上げてくださいましたＣＯＭＴＡ様（今回のカラーは素す晴ばらしすぎです！）。相変わらず誤ご字じ脱だつ字じで多大にご面めん倒どうをおかけしました校正の皆様。そして本書を手にとってくださいました貴方様。ありがとうございました。


　そしていつも不思議な言動で笑わせてくれる奥さんに、愛と笑いを込めて。





　次回予告──ついに現れたマルクが心の底から怯おびえる天てん敵てき。そういえば、エルミナとアイシャってどんな出会い方したのさ？　そして明かされるドミニクの新たな秘ひ密みつとは？　屋や敷しきの古ふる株かぶたちの過去にスポットを当てつつ大騒ぎしたいと思います。




２００８年12月　手島　史詞　　
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影かげ執しつ事じマルクの迎げい撃げき





手て島しま史ふみ詞のり
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